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は
じ
め
に

近
世
を
通
じ
て
信
濃
国
旧
松
代
地
域
（
現
長
野
県
長
野
市
松
代
地
区
）
を
知
行
し
た

真
田
氏
が
所
蔵
し
た
宝
物
な
ら
び
に
古
典
籍
類
の
多
く
は
現
在
、
真
田
宝
物
館
が
管

理
・
保
存
に
あ
た
っ
て
い
る
。
そ
の
中
に
正
保
四
年
板
「
二
十
一
代
集
」
が
二
点
存
す

る
（
請
求
記
号
「
図
書
一
―
一
」、「
図
書
一
―
二
」。
以
下
そ
れ
ぞ
れ
【
一
―
一
】、【
一

―
二
】
と
表
記
す
る
）。
い
ず
れ
も
箱
入
の
状
態
で
保
存
さ
れ
、
当
主
家
伝
来
の
古
典

籍
と
し
て
尊
重
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

同
館
所
蔵
の
古
典
籍
類
に
つ
い
て
、
現
在
、
信
州
大
学
人
文
学
部
所
属
の
教
員
・
学

生
で
構
成
さ
れ
る
「
藩
文
庫
研
究
会
」
が
悉
皆
調
査
に
着
手
し
て
お
り
、上
記
「
二
十
一

代
集
」
二
点
の
書
誌
調
査
な
ら
び
に
全
冊
の
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
を
完
了
し
た
（
古
典
籍
類

の
内
訳
な
ら
び
に
調
査
の
詳
細
に
つ
い
て
は
次
節
に
て
述
べ
る
）。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
二
点
の
書

誌
情
報
を
簡
略
に
示
し
た
上
で
木
版
本
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
行
っ
た
の
ち
、
真
田
家

に
保
存
さ
れ
て
い
た
同
書
二
点
が
宝
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
若

干
の
考
察
を
加
え
、
そ
の
伝
存
の
意
義
に
つ
い
て
言
及
し
た
い
。

な
お
、
本
稿
の
「
一
」
を
白
井
が
、「
二
」「
三
」「
四
」
を
速
水
が
そ
れ
ぞ
れ
主
に

執
筆
し
た
。

一
　「
藩
文
庫
研
究
会
」
に
よ
る
真
田
家
伝
来
古
典
籍
の
調
査

真
田
宝
物
館
に
お
け
る
調
査
は
、
真
田
宝
物
館
所
蔵
の
「
図
書
（
ず
し
ょ
）」
の
部

の
資
料（
1
）を
対
象
と
し
て
い
る
。
原
田
和
彦
氏
に
よ
れ
ば
「
図
書
」
の
典
籍
は
新
御
殿
の

三
番
土
蔵
に
収
蔵
さ
れ
る
点
で
四
番
土
蔵
の
典
籍
と
は
区
別
さ
れ
て
お
り
、
奈
良
絵
本

な
ど
の
結
婚
調
度
品
を
中
心
と
す
る
が
、
地
図
な
ど
の
絵
図
も
含
ま
れ
、
こ
れ
ら
が
一

つ
の
資
料
群
と
な
っ
た
経
緯
は
明
ら
か
で
な
い
も
の
の
、
一
つ
の
特
徴
と
し
て
「
藩
主

に
関
連
す
る
も
の
」
だ
と
推
定
し
て
い
る（
2
）。
以
下
に
真
田
宝
物
館
作
成
の
目
録
の
情
報

を
整
理
し
て
「
図
書
」
の
部
の
一
覧
を
示
す
。

番
号
　
　
　
書
名 

員
数 

備
考

一
―
一
　
　
二
十
一
代
集 

五
六
冊 

正
保
四
年
版

一
―
二
　
　
二
十
一
代
集 

五
六
冊 

正
保
四
年
版

二
　
　
　
　
源
氏
物
語 

五
四
冊 

里
村
昌
琢
写
・
慶
長
写

三
　
　
　
　
源
氏
小
鏡 

五
五
冊 

信
安
公
夫
人
遺
物

四
　
　
　
　
源
氏
物
語 

五
四
冊  

松
平
定
信
写
・
文
化
三
―
四

年

五
　
　
　
　
集
古
捨
種 

八
五
冊 

六
　
　
　
　
平
家
物
語 

三
〇
冊 

奈
良
絵
本

七
　
　
　
　
京
極
物
語 

六
冊 

奈
良
絵
本
・
貞
松
院
遺
物

八
　
　
　
　
伊
勢
物
語 

二
冊 

奈
良
絵
本

真
田
宝
物
館
蔵
木
板
本
「
二
十
一
代
集
」
の
伝
来

速
　
水
　
香
　
織

白
　
井
　
　
　
純

― 1 ―

真田宝物館研究紀要「松代32号」責.indb   1 2019/07/02   16:45:27



九
　
　
　
　
細
流
鈔 

一
〇
冊 

江
戸
初
期
写

一
〇
　
　
　
狭
衣 

三
冊 

一
一
　
　
　
狭
衣
大
将 

四
冊 

一
二
　
　
　
狭
衣
大
将 

四
冊 

一
三
　
　
　
古
今
集 

二
冊 

鎌
倉
時
代
初
期
写

一
四
　
　
　
古
今
和
歌
集 

四
冊 

松
平
定
信
写

一
五
　
　
　
古
今
集 

二
冊 

一
六
　
　
　
源
氏
御
註 

九
冊 

真
田
幸
貫
手
澤
本

一
七
　
　
　
う
た
　
小
本 

三
冊 

一
八
　
　
　
徒
然
草 

二
冊 

一
九
　
　
　
花
月
百
首 

 

二
〇
　
　
　
三
十
六
人
家
集 

三
六
冊 
近
衛
信
尋
写
・
江
戸
初
期

二
一
　
　
　
公
家
衆
寄
合
書 

七
冊 
近
衛
信
尋
他
写
・
江
戸
初
期

二
二
　
　
　
筆
の
す
さ
び 

三
冊 

岩
下
清
酒
写
・
江
戸
後
期

二
三
　
　
　
細
字
　
源
氏
物
語
　
他 

一
束 

真
田
幸
貫
写
・
未
装
幀

二
四
　
　
　
島
津
久
光
公
実
記 

八
冊 

活
字
本
・
明
治
四
三
年

　
　
　
　
　
照
國
公
文
書 

二
冊 

二
五
　
　
　
玉
烟
堂
董
帳 

四
帖 

二
六
―
一
　
作
文
草
稿 

一
冊 

二
六
―
二
　
論
語
集
註
書 

一
冊 

二
六
―
三
　
字
選
集 

一
冊 

二
六
―
四
　
回
読
貫
書 

一
冊 

二
六
―
五

　
紅
毛
談 

二
冊 

二
六
―
六

　
鎌
倉
旧
跡 

一
冊 

拓
本

二
六
―
七

　
昌
幸
公
兵
法
個
條
書 

一
冊 

二
六
―
八

　
御
引
越

　
御
式
留
書 

一
綴 

二
六
―
九

　
酒
井
隠
岐
守
先
祖
書 

一
冊 

二
六
―
一
〇
大
殿
様
御
参
詣
御
代
参
の
記 

一
冊 

二
六
―
一
一
大
殿
様
毎
月
御
精
進
之
記 

一
冊 

二
六
―
一
二
幕
府
役
人
附 

 

二
六
―
一
三
十
五
夜
詩
歌 

一
冊 

「
松
代
文
庫
」
蔵
書
印

二
六
―
一
四
諸
侯
詠
集
　
中
秋
詩
歌 

 

寛
政
三
年

二
七
―
一
　
拾
遺
愚
草
　
下
巻 

一
冊 

法
性
寺
周
興
写

二
七
―
二
　
陳
眉
公
十
集 

四
冊 

二
八
　
　
　
乾
徳
院
録
覚
性
院
様
御
筆 

一
包 

真
田
信
弘
・
真
田
信
安
写

二
九
　
　
　
松
友
雅
詠 

一
冊 

天
明
年
間
刊

三
〇
　
　
　
俳
諧
集 

一
冊 

三
一
　
　
　
東
照
公
遺
訓 

一
冊 

三
二
　
　
　
甲
陽
軍
鑑 

一
三
冊 

三
三
　
　
　
花
生
伝
書
　
石
州
流 

二
帖 

三
四
　
　
　
法
華
経
普
門
品 

七
巻
分 

真
田
幸
貫
写
・
木
版
未
装
幀

三
五
　
　
　
信
濃
國
十
郡
大
絵
図 

一
鋪 

元
禄
一
五
年

三
六
　
　
　
信
濃
國
絵
図
面 

一
六
巻 

三
七
―
一
　
信
濃
国
分
図 

八
巻 

三
七
―
二
　
信
濃
国
分
図 

一
二
巻 

三
七
―
三
　
信
濃
国
分
図 

六
巻 

三
八
　
　
　
信
州
地
震
大
絵
図 

一
鋪 

弘
化
四
年
か

三
九
　
　
　
松
尾
城
址
絵
図 

一
鋪 

四
〇
―
一

　
松
尾
古
城
址
絵
図 

一
枚 

四
〇
―
二

　
砥
石
・
米
山
古
城
絵
図 

一
枚 

四
〇
―
三

　
松
尾
砥
石
近
辺
絵
図 

一
枚 

四
一

　
　
　
日
本
六
十
八
州
并
諸
島
大
図 

四
三
枚 
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四
二

　
　
　
分
間

　
江
戸
大
絵
図 

二
枚 

文
政
八
年

四
三
　
　
　
道
中
絵
図 

一
帖 

元
禄
頃

四
四
　
　
　
嚴
島
絵
図
　
橋
立
絵
図 

二
帖 

四
五
　
　
　
絵
図
　 

四
枚 

真
田
幸
弘
公
手
澤
品

四
六
―
一
　
天
草
一
揆
城
攻
図 

一
枚 

四
六
―
二
　
肥
前
国
嶌
原
山
焼
山
崩
高
波
絵
図 

四
枚 

真
田
幸
弘
手
澤
品・寛
政
四
年

四
七
―
一
　
大
阪
城
関
係
図 

一
枚 

大
阪
冬
之
陣
之
図

四
七
―
二
　
大
阪
城
関
係
図 

一
枚 

大
阪
夏
之
陣
図

四
七
―
三
　
大
阪
城
関
係
図 

一
枚 

大
阪
御
城
絵
図
・
寛
政
六
年

四
七
―
四
　
大
阪
城
関
係
図 
二
枚 

関
ヶ
原
御
陣
所
図

四
八
―
一
　
上
野
寛
永
寺
御
山
内
絵
図 
一
枚 

四
八
―
二
　
芝
増
上
寺
御
山
内
絵
図 

一
枚 

四
九
　
　
　
甲
冑
着
用
図 

一
冊 

五
〇
　
　
　
雲
図
抄 

三
冊 

五
一
　
　
　
車
図
考
　
同
付
図 

一
六
巻 

松
平
定
信
筆
写

五
二
　
　
　
鎌
倉
旧
跡
古
瓦
譜 

一
冊 

五
三
　
　
　
わ
が
い
く
さ
船 

三
枚 

昭
和
六
年

五
四
　
　
　
絵
巻
紙
　
短
冊 

一
八
枚
・
二
七
枚 

五
五
　
　
　
史
微
墨
宝
考
證 

九
一
枚
・
九
三
枚 

五
六
　
　
　
楽
譜
（
笙
と
楽
） 

七
冊 

五
七
―
一
　
相
房
総
台
場
略
図 

一
巻 

五
七
―
二
　
相
房
伊
海
岸
分
間
図 

三
巻 

五
八
―
一

　
兵
要
密
論
図
解 

八
巻 

五
八
―
二

　
兵
要
密
論

　
築
城 

一
巻 

五
九
―
一

　
和
蘭
軍
艦
図
解
考
例 

二
巻 

五
九
―
二
　
外
国
軍
艦
図
解 

一
巻 

五
九
―
三

　
西
洋
軍
艦
図
解 

一
巻 

六
〇
　
　
　
従
江
戸
松
代
迄
明
細
記 

一
冊 

「
図
書
」
の
部
の
資
料
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
収
集
さ
れ
た
の
か
、
今
の
と
こ
ろ
明

ら
か
で
は
な
い
。
一
〜
二
五
番
に
は
成
立
・
書
写
年
代
が
古
い
と
思
わ
れ
る
典
籍
が
多

く
、
目
録
の
情
報
に
よ
れ
ば
、【
一
三
】『
古
今
集
』
上
巻
は
三
条
実
重
の
書
写
で
鎌
倉

時
代
中
期
、下
巻
は
平
忠
度
の
書
写
か
と
さ
れ
院
政
期
〜
鎌
倉
時
代
初
期
に
遡
る
。【
二
】

『
源
氏
物
語
』
は
里
村
（
法
橋
）
昌
琢
の
書
写
で
慶
長
年
間
、【
九
】『
細
流
鈔
』
は
江

戸
時
代
初
期
の
書
写
で
あ
る
。

真
田
家
ゆ
か
り
の
人
物
に
関
係
す
る
資
料
も
多
く
、【
四
】『
源
氏
物
語
』、【
一
四
】

『
古
今
和
歌
集
』、【
一
七
】『
う
た
　
小
本
』、【
五
一
】『
車
図
考
　
同
付
図
』
は
松
平

定
信
書
写
、【
一
六
】『
源
氏
御
註
』
は
真
田
幸
貫
の
所
持
品
で
あ
る
。【
二
八
】『
乾
徳

院
録
覚
性
院
様
御
筆
』
は
真
田
信
弘
と
真
田
信
安
の
書
写
に
よ
る
。【
二
三
】『
源
氏
物

語
』・【
三
四
】『
法
華
経
普
門
品
』
も
真
田
幸
貫
書
写
に
よ
る
未
装
幀
の
資
料
で
あ
る
。

ま
た
、【
四
五
】『
絵
図
』
や
【
四
六
―
二
】『
肥
前
国
嶌
原
山
焼
山
崩
高
波
絵
図
』
は
真

田
幸
弘
の
所
持
品
で
、【
四
六
―
二
】
は
幸
弘
の
お
い
が
島
原
藩
主
で
あ
っ
た
縁
で
松

代
に
入
っ
た
も
の
と
い
う（
3
）。【
二
四
】『
島
津
久
光
公
實
記
　
照
國
公
文
書
』
は
明
治

四
三
年
の
出
版
だ
が
、
真
田
幸
民
の
妻
は
島
津
久
光
の
養
女
で
あ
り
、
そ
の
縁
で
蔵
書

群
に
入
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
【
一
―
一
】『
二
十
一
代
集
』
が
真
田
幸

教
正
室
の
晴
姫
（
高
松
藩
松
平
氏
）
の
持
ち
込
み
品
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
が
、

【
七
】『
京
極
物
語
』
も
真
田
幸
良
正
室
の
定
姫
（
大
和
郡
山
藩
柳
沢
氏
）
の
持
ち
込
み

品
だ
と
い
う
。

【
二
六
】
は
「
文
書
合
同
箱
」
に
一
括
さ
れ
る
資
料
群
だ
が
、
内
容
は
多
彩
で
、
ど

の
よ
う
な
理
由
で
ま
と
め
ら
れ
た
の
か
分
か
ら
な
い
。【
三
五
】
か
ら
【
五
七
】
ま
で

は
絵
図
を
中
心
と
す
る
文
書
で
多
く
の
貴
重
な
資
料
を
含
む（
4
）。【
五
八
】『
兵
要
密
論
図

解
』
以
下
に
は
松
代
藩
が
従
事
し
た
横
浜
港
の
警
備
に
関
連
し
た
兵
法
・
軍
事
関
係
資

料
が
数
点
あ
る（
5
）。
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「
図
書
」
の
部
は
、
番
号
の
若
い
部
分
の
、
豪
華
本
と
言
う
べ
き
貴
重
な
古
典
籍
を

核
と
す
る
真
田
家
ゆ
か
り
の
資
料
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
関
連
が
不
明

確
な
典
籍
が
含
ま
れ
、
内
容
は
典
籍
か
ら
文
書
ま
で
様
々
で
一
貫
し
た
特
徴
を
持
つ
わ

け
で
も
な
く
、
あ
る
時
代
、
あ
る
個
人
に
限
定
し
た
蔵
書
群
と
は
思
わ
れ
な
い
。
真
田

家
ゆ
か
り
の
典
籍
は
「
典
籍
」
の
部
が
本
体
だ
と
思
わ
れ
る
が
、「
図
書
」
と
「
典
籍
」

の
関
係
も
、
収
蔵
さ
れ
て
い
た
土
蔵
の
違
い
が
あ
る
と
し
て
も
、
な
ぜ
そ
う
し
た
配
置

に
至
っ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
真
田
家
の
蔵
書
に
関
し
て
は
本
稿
で
取
り

上
げ
た
「
真
晴
院
様
御
蔵
書
目
録
」
の
よ
う
な
様
々
な
目
録
が
現
存
し
て
お
り
、
原
本

と
の
照
合
を
行
う
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
典
籍
や
資
料
の
来
歴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
よ
り
「
図
書
」
の
部
の
特
徴
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
こ
の
典
籍
資
料
群
が
、
い
つ
、
誰
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
の
か
も
明
ら
か
に
な
る

と
期
待
さ
れ
る
。

調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
調
書
作
成
お
よ
び
全
点
撮

影
を
行
う
こ
と
と
し
、
撮
影
に
は
ブ
ッ
ク
ス
キ
ャ
ナ

と
撮
影
台
に
据
え
付
け
た
カ
メ
ラ
を
用
い
て
い
る
。

ブ
ッ
ク
ス
キ
ャ
ナ
（
富
士
通 

Ｓ
ｃ
ａ
ｎ 

Ｓ
ｎ
ａ

ｐ 

Ｓ
Ｖ 

六
〇
〇
）
は
上
部
か
ら
文
献
を
ス
キ
ャ
ン

す
る
非
接
触
方
式
な
の
で
、
文
献
を
見
開
き
う
つ
伏

せ
に
す
る
フ
ラ
ッ
ト
ベ
ッ
ド
ス
キ
ャ
ナ
の
よ
う
な
原

本
へ
の
負
担
が
な
い
。
ま
た
、
厚
み
の
あ
る
冊
子
で

は
の
ど
（
見
開
き
中
央
）
の
部
分
に
は
ゆ
が
み
が
出

て
し
ま
う
が
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
上
の
処
理
に
よ
っ
て

補
正
し
平
面
画
像
と
し
て
出
力
す
る
。
カ
メ
ラ
撮
影
で
は
ガ
ラ
ス
板
で
重
し
を
す
る
必

要
が
あ
る
が
、
ブ
ッ
ク
ス
キ
ャ
ナ
は
そ
の
必
要
が
な
く
、
簡
便
な
機
材
で
撮
影
が
で
き

る
。
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
よ
る
補
正
は
完
全
で
は
な
い
の
で
、
厳
密
な
意
味
で
の
原
本
そ

の
ま
ま
の
画
像
で
は
な
い
こ
と
は
欠
点
だ
が
、
日
帰
り
で
機
材
を
持
ち
込
ん
で
の
軽
快

な
調
査
が
可
能
な
の
で
、
そ
れ
ら
の
長
所
は
捨
て
が
た
い
と
考
え
て
い
る
。

二
　
正
保
四
年
板
「
二
十
一
代
集
」
書
誌
研
究
の
現
状

こ
れ
ま
で
に
調
査
を
完
了
し
た
、「
図
書
」
の
部
に
分
類
さ
れ
る
古
典
籍
の
う
ち
、【
一

―
一
】・【
一
―
二
】
に
つ
い
て
考
察
す
る
に
あ
た
り
、ま
ず
踏
ま
え
て
お
き
た
い
の
は
、

近
世
に
お
い
て
出
来
し
た
勅
撰
集
板
本
に
お
け
る
研
究
の
現
状
で
あ
る
。こ
の
う
ち『
古

今
和
歌
集
』
に
つ
い
て
は
、
川
上
新
一
郎
氏
に
よ
る
一
連
の
論
考
が
あ
る
。

川
上
氏
は
、『
古
今
集
』
板
本
の
諸
本
調
査
を
行
う
中
で
、
正
保
四
年
板
本
を
も
調

査
対
象
と
し
、
そ
の
板
式
が
「
新
古
今
集
及
び
新
続
古
今
集
の
刊
記
に
よ
り
少
な
く
と

も
三
種
存
す
る
」
と
指
摘（
6
）、
三
種
の
板
式
を
そ
れ
ぞ
れ
ａ
種
（
無
刊
記
）、
ｂ
種
（
新

古
今
集
に
明
暦
八
年
八
尾
勘
兵
衛
刊
記
、
続
新
古
今
集
に
正
保
四
年
吉
田
四
郎
右
衛
門

刊
記（
7
））、
ｃ
種
（
新
古
今
集
・
新
続
古
今
集
と
も
に
正
保
四
年
吉
田
四
郎
右
衛
門
刊
記（

8
））

と
し
た
上
で
、
印
刷
面
の
摩
滅
具
合
か
ら
、
印
刷
時
点
は
ａ
種
↓
ｂ
種
↓
ｃ
種
の
順
に

早
い
と
位
置
づ
け
た
。
の
ち
に
調
査
を
進
展
さ
せ
、
無
刊
記
板
の
位
置
づ
け
に
課
題
を

残
す
も
の
の
、
初
印
に
近
い
時
点
で
は
、『
新
続
古
今
集
』
に
の
み
現
行
の
刊
記
を
有

し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
、
板
種
の
印
行
順
序
の
妥
当
性
を
確
実
な
も
の
と
し
た
。

こ
の
印
行
順
序
に
つ
い
て
、
坂
巻
理
恵
子
氏
に
よ
る
『
新
古
今
和
歌
集
』
板
本
の
諸

本
調
査
に
お
い
て
も
、
序
文
丁
付
の
変
遷
お
よ
び
版
面
の
状
態
か
ら
、
同
様
の
順
序
が

妥
当
で
あ
る
と
確
認
さ
れ
た
。
加
え
て
同
氏
は
、元
禄
九
年
刊
『
増
益
書
籍
目
録
大
全
』

な
ら
び
に
宝
永
六
年
増
修
同
書
の
情
報
に
基
づ
き
、
二
十
一
代
集
は
一
括
と
し
て
販
売

さ
れ
る
と
と
も
に
八
代
集
と
十
三
代
集
と
に
分
割
し
て
売
り
出
さ
れ
て
も
お
り
、
元
禄

九
年
時
点
で
は
八
代
集
の
板
元
は
八
尾
で
あ
っ
た
が
、
宝
永
六
年
時
点
で
は
吉
田
に
板

権
が
移
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
、
ま
た
、
正
保
板
『
新
古
今
集
』
本
文
が
主
と
し
て
元

和
寛
永
中
の
刊
行
と
さ
れ
る（
9
）古
活
字
版
乙
種
に
拠
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

同
書
が
正
保
以
前
寛
永
年
中
に
刊
行
さ
れ
た
と
推
測
で
き
る
こ
と
、
そ
し
て
明
暦
八
尾

板
の
う
ち
に
、
版
面
が
あ
る
程
度
摩
滅
す
る
程
度
の
刷
り
が
重
ね
ら
れ
た
ら
し
い
こ
と
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を
明
ら
か
に
し
た）

10
（

。

こ
の
ほ
か
、
松
野
陽
一
氏
が
『
千
載
和
歌
集
』
諸
本
調
査
の
一
環
と
し
て
正
保
板
本

に
も
言
及
し
て
い
る）

11
（

。
ま
た
、
十
三
代
集
に
つ
い
て
は
、
早
く
福
田
秀
一
氏
・
後
藤
重

郎
氏
の
研
究）

12
（

が
あ
る
が
、
近
年
で
は
中
條
敦
仁
氏
に
よ
る
一
連
の
論
考
が
あ
り
、「
一

括
さ
れ
た
十
三
代
集
緒
伝
本
に
つ
い
て

―
兼
右
筆
本
を
中
心
に

―
」）

13
（

で
は
、
正
保

板
の
、
諸
本
中
に
お
け
る
位
置
づ
け
が
行
わ
れ
て
い
る
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
真
田
宝
物
館
蔵
の
正
保
板
二
十
一
代
集
を
一
括
し
て
調
査
し
、

そ
の
位
置
付
け
を
試
み
る
が
、
本
書
は
、（
各
集
の
本
文
が
ど
の
本
に
依
拠
し
て
い
る

か
は
と
も
か
く
）
個
々
の
集
が
独
立
し
て
仕
立
て
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
板
面
か

ら
、
少
な
く
と
も
八
代
集
・
十
三
代
集
は
そ
れ
ぞ
れ
纏
ま
り
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る）

14
（

。
す
る
と
、『
古
今
集
』・『
新
古
今
集
』
に
つ
い
て
の
各
氏
の
調
査
研

究
は
、
正
保
板
全
体
の
位
置
づ
け
を
行
う
に
際
し
て
も
、
極
め
て
有
効
な
指
標
と
成
り

得
る
と
言
え
る
。

次
節
で
は
、
先
行
研
究
の
成
果
を
ふ
ま
え
、
真
田
宝
物
館
蔵
本
の
書
誌
情
報
を
提
示

し
た
上
で
、
二
点
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
ゆ
く
。

三
　
宝
物
館
蔵
本
の
書
誌
情
報
と
収
蔵
ま
で
の
経
緯

【
一
―
一
】【
一
―
二
】
各
々
の
簡
易
な
書
誌
情
報
を
記
す
。
な
お
、
二
点
は
い
わ
ゆ

る
「
正
保
板
本
」
で
あ
り
、
板
面
自
体
も
流
布
し
て
い
る
も
の
と
同
一
と
判
断
さ
れ
る

た
め
、
本
稿
に
お
い
て
必
要
と
す
る
項
目
の
み
を
示
す
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
題
字
等

に
お
け
る
字
体
の
別
は
、
特
に
記
載
し
な
か
っ
た
。

ま
た
丁
付
に
つ
い
て
は
、各
集
と
も
丁
の
表
ま
た
は
裏
の
ノ
ド
に
あ
り
、消
え
か
け
・

無
記
載
の
丁
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
が
、
八
代
集
に
お
い
て
は
本
来
全
冊
全
丁
に
付
さ
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
一
部
で
も
丁
付
が
判
読
可
能
な
本
は
「
丁
付
あ
り
」
と

判
断
し
記
載
し
た
。

個
々
の
集
に
つ
い
て
の
情
報
は
、
成
立
順
に
番
号
を
付
し
、
例
え
ば
「
一
、
古
今
和

歌
集
」
と
記
載
す
る
が
、
最
初
に
、
全
冊
に
共
通
す
る
特
徴
・
情
報
を
述
べ
る
。

【
一
―
一
】

・ 

箱
入
。
箱
は
倹
飩
蓋
箱（
寸
法
。
縦
七
一
・
八
×
横
四
五
・
二
×
奥
行
三
一
・
四
糎
。

蓋
寸
法
縦
六
七
・
九
×
横
四
二
・
二
糎
）。
漆
塗
に
金
泥
で
丸
に
三
つ
葉
葵
紋
散
ら

し
、
蓋
中
央
に
金
泥
で
「
二
十
一
代
集
」
と
直
書
。
蓋
は
鍵
付
き
。

・ 

箱
内
部
は
中
央
を
仕
切
り
、
左
右
を
さ
ら
に
上
中
下
三
段
に
分
け
る
。
各
段
に
可
動

式
敷
板
を
置
き
、
そ
の
上
に
本
を
乗
せ
る
。
蓋
上
部
に
金
属
製
の
鍵
あ
り
。

・ 

全
冊
と
も
に
縹
色
布
目
表
紙
。
五
ツ
目
綴
。
上
下
に
錦
（
紫
色
菱
紋
）
の
角
裂
を
有

す
る
。
題
簽
は
朱
題
簽
。
原
装
。

・ 

全
冊
と
も
使
用
感
な
し
。
虫
損
な
し
。
書
入
・
付
箋
等
な
し
。
印
刷
面
は
摩
耗
が
激【一―一】箱内部 【一―一】外箱
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し
く
、
近
世
後
期
に
刷
ら
れ
た
後
印
と
思
し
い
。

・ 
蔵
書
印
及
び
旧
蔵
者
を
示
す
書
入
等
な
し
。

一
．
古
今
和
歌
集
（
右
上
四
―
五
）

　
書
型
…
大
本
、
二
十
巻
二
冊
、
縦
二
七
・
六
×
一
九
・
二
糎
。

　
外
題
…
「
古
今
和
歌
集
上
（
下
）」（
無
枠
、
左
肩
）

　
内
題
…
「
古
今
和
歌
集
巻
第
一
（
〜
二
十
）」。
巻
一
巻
頭
歌
字
高
二
〇
・
九
糎
。

　
序
跋
等
…
巻
頭
に
仮
名
序
（
一
〇
丁
）、
巻
末
に
真
名
序
（
四
丁
）
を
掲
載
。

　
丁
数 

：
一
冊
目 

白
一
丁
、
墨
付
八
一
丁
（
丁
付
「
古
今
一
ノ
一
（
〜
二
十
五
ノ

二
十
六
、二
十
七
〜
八
十
二
終
）」、
二
冊
目 

白
一
丁
、
墨
付
八
一
丁
（「
古
今

二
ノ
一
（
〜
八
十
一
終
）」）

二
．
後
撰
和
歌
集 （
右
中
三
―
四
）

　
書
型
…
大
本
、
二
十
巻
二
冊
、
縦
二
七
・
六
×
一
九
・
二
糎
。

　
外
題
…
「
後
撰
和
歌
集
上
（
下
）」（
無
枠
、
左
肩
）

　
内
題
…
「
後
撰
和
歌
集
巻
第
一
（
〜
二
十
）」。
巻
一
巻
頭
歌
字
高
二
一
・
〇
糎
。

　
序
跋
等
…
な
し

　
丁
数 

：
一
冊
目 

白
二
丁
、
墨
付
九
一
丁
（
丁
付
「
後
撰
九
ノ
（
丁
付
・
最
終
丁

九
十
一
終
）」、
二
冊
目 

白
一
丁
、
墨
付
一
二
〇
丁
（「
後
撰
十
ノ
一
（
〜

四
十
六
、
四
十
八
〜
百
廿
一
終
」））。
※
下
冊
四
七
丁
は
飛
び
丁
。

三
．
拾
遺
和
歌
集
（
右
中
五
―
六
）

　
書
型
…
大
本
、
二
十
巻
二
冊
、
縦
二
七
・
六
×
一
九
・
三
糎
。

　
外
題
…
「
拾
遺
和
歌
集
上
（
下
）」（
無
枠
、
左
肩
）

　
内
題
…
「
拾
遺
和
歌
集
巻
第
一
（
〜
二
十
）」。
巻
一
巻
頭
歌
字
高
二
〇
・
八
糎
。

　
序
跋
等
…
な
し

　
丁
数 

：
一
冊
目 

白
一
丁
、
墨
付
八
九
丁
（
丁
付
「
拾
イ
三
ノ
一
（
〜
八
十
九
終
）」、

二
冊
目 

白
一
丁
、
墨
付
九
二
丁
（「
拾
イ
四
ノ
一
（
〜
九
十
二
終
）」）。

四
．
後
拾
遺
和
歌
集
（
左
中
三
―
四
）

　
書
型
…
大
本
、
二
十
巻
二
冊
、
縦
二
七
・
七
×
一
九
・
二
糎
。

　
外
題
…
「
後
拾
遺
和
歌
集
上
（
下
）」（
無
枠
、
左
肩
）

　
内
題
…
「
後
拾
遺
和
歌
集
巻
第
一
（
〜
二
十
）」。
巻
一
巻
頭
歌
字
高
二
〇
・
四
糎
。

　
序
跋
等
…
な
し

　
丁
数
： 

一
冊
目 

白
一
丁
、墨
付
一
一
四
丁（
丁
付「
後
拾
イ
五
ノ
一（
〜
百
十
四
終
）」、

二
冊
目 

白
一
丁
、
墨
付
一
一
八
丁
（「
後
拾
イ
六
ノ
一
（
〜
百
十
八
終
）」）。

五
．
金
葉
和
歌
集
（
左
中
八
）

　
書
型
…
大
本
、
十
巻
一
冊
、
縦
二
七
・
六
×
一
九
・
二
糎
。

　
外
題
…
「
金
葉
和
歌
集
」（
無
枠
、
左
肩
）

　
内
題
…
「
金
葉
和
歌
集
巻
第
一
（
〜
十
）」。
巻
一
巻
頭
歌
字
高
二
〇
・
一
糎
。
　

　
序
跋
等
…
な
し

　
丁
数 

：
一
冊
目 

白
一
丁
、
墨
付
一
一
五
丁
（
丁
付
「
金
十
一
ノ
一
（
〜

五
十
二
、五
十
四
〜
百
十
五
終
）」）。

六
．
詞
花
和
歌
集
（
左
中
七
）

　
書
型
…
大
本
、
十
巻
一
冊
、
縦
二
七
・
六
×
一
九
・
二
糎
。

　
外
題
…
「
詞
花
和
歌
集
」（
無
枠
、
左
肩
）

　
内
題
…
「
詞
花
和
歌
集
巻
第
一
（
〜
十
）」。
巻
一
巻
頭
歌
字
高
二
〇
・
四
糎
。
　

　
序
跋
等
…
な
し

　
丁
数 

：
一
冊
目 

白
一
丁
、
墨
付
七
三
丁
（「
詞
花
十
二
ノ
一
（
〜
七
十
三
終
）」）。

七
．
千
載
和
歌
集
（
右
下
五
―
六
）

　
書
型
…
大
本
、
二
十
巻
二
冊
、
縦
二
七
・
七
×
一
九
・
四
糎
。

　
外
題
…
「
千
載
和
歌
集
上
（
下
）」（
無
枠
、
左
肩
）

　
内
題
…
「
千
載
和
歌
集
巻
第
一
（
〜
二
十
）」。
巻
一
巻
頭
歌
字
高
二
一
・
〇
糎
。

　
序
跋
等
…
仮
名
序
（
五
・
五
丁
）
を
掲
載
。
※
六
丁
目
裏
か
ら
本
文
。

　
丁
数 

：
一
冊
目 

白
一
丁
、
墨
付
一
〇
〇
丁
（「
千
載
七
ノ
序
一
（
〜
六
）」「
千
載
七

ノ
﹇
丁
数
﹈」、
二
冊
目 

白
一
丁
、
墨
付
九
八
丁
（「
千
載
八
ノ
一
（
〜
丁
数
・
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九
十
八
終
」））。

八
．
新
古
今
和
歌
集
（
右
上
六
―
九
）

　
書
型
…
大
本
、
二
十
巻
四
冊
、
縦
二
七
・
六
×
一
九
・
二
糎
。

　
外
題
…
「
新
古
今
和
歌
集 

上
之
一
（
上
之
二
、
下
之
一
・
二
）」（
無
枠
、
左
肩
）

　
内
題
…
「
新
古
今
和
歌
集
巻
第
一
（
〜
二
十
）」。
巻
一
巻
頭
歌
字
高
二
一
・
〇
糎
。

　
序
跋
等
…
巻
頭
に
真
名
序
（
三
丁
）、
仮
名
序
（
五
丁
）
を
掲
載
。

　
丁
数 

：
一
冊
目 

白
一
丁
、墨
付
八
一
丁
（「
新
古
今
序
ノ
一
（
〜
三
、四
〜
八
終
）」「
新

古
今
一
ノ
一
（
〜
七
十
三
終
」）、
二
冊
目 

白
一
丁
、
墨
付
六
五
丁
（「
新
古
今

二
ノ
一
（
〜
六
十
三
終
）」、
三
冊
目 

白
一
丁
、
墨
付
五
五
丁
（「
新
古
今
三 

一
（
〜
五
十
五
終
）」、
四
冊
目 
白
一
丁
、
墨
付
八
〇
丁
（「
新
古
今
四 

一
（
〜

八
十
終
）」）

　
刊
記 

…「
正
保
四
丁亥

暦
三
月
中
旬
／
中
御
門
通
弱
檜
木
町
／
吉
田
四
郎
右
衛
門
尉（
印
：

自
當
）」（
四
冊
目
本
文
最
終
丁
裏
、
本
文
後
に
）

九
．
新
勅
撰
和
歌
集
（
左
中
五
―
六
）

　
書
型
…
大
本
、
二
十
巻
二
冊
、
縦
二
七
・
六
×
一
九
・
二
糎
。

　
外
題
…
「
新
勅
撰
和
歌
集
上
（
下
）」（
無
枠
、
左
肩
）

　
内
題
…
「
新
勅
撰
和
歌
集
巻
第
一
（
〜
二
十
）」。
巻
一
巻
頭
歌
字
高
二
〇
・
〇
糎
。

　
序
跋
等
…
仮
名
序
（
三
丁
）
あ
り
。
序
題
「
新
勅
撰
和
歌
集
」

　
丁
数
：
一
冊
目 

白
一
丁
、
墨
付
八
八
丁
、
二
冊
目 

白
一
丁
、
墨
付
九
六
丁
。

一
〇
．
続
後
撰
和
歌
集
（
左
上
八
―
九
）

　
書
型
…
大
本
、
二
十
巻
二
冊
、
縦
二
七
・
六
×
一
九
・
二
糎
。

　
外
題
…
「
続
後
撰
和
歌
集
上
（
下
）」（
無
枠
、
左
肩
）

　
内
題
…
「
新
後
撰
和
歌
集
巻
第
一
（
〜
二
十
）」。
巻
一
巻
頭
歌
字
高
二
〇
・
五
糎
。

　
序
跋
等
…
な
し
。

　
丁
数
：
一
冊
目 

白
一
丁
、
墨
付
八
三
丁
、
二
冊
目 

白
一
丁
、
墨
付
九
六
丁
。

一
一
．
続
古
今
和
歌
集
（
右
上
一
―
三
）

　
書
型
…
大
本
、
二
十
巻
三
冊
、
縦
二
七
・
六
×
一
九
・
二
糎
。

　
外
題
…
「
続
古
今
和
歌
集
上
（
中
、
下
）」（
無
枠
、
左
肩
）

　
内
題
…
「
続
古
今
和
歌
集
巻
第
一
（
〜
二
十
）」。
巻
一
巻
頭
歌
字
高
二
〇
・
四
糎
。

　
序
跋
等
…
真
名
序
（
四
丁
）、
仮
名
序
（
六
丁
）
あ
り
。

　
丁
数 

：
一
冊
目 

白
一
丁
、
墨
付
七
九
丁
、
二
冊
目 

白
一
丁
、
墨
付
一
〇
〇
丁
。
三

冊
目 

白
一
丁
、
墨
付
七
九
丁
。

一
二
．
続
拾
遺
和
歌
集
（
右
中
一
―
二
）

　
書
型
…
大
本
、
二
十
巻
二
冊
、
縦
二
七
・
六
×
一
九
・
二
糎
。

　
外
題
…
「
続
拾
遺
和
歌
集
上
（
下
）」（
無
枠
、
左
肩
）

　
内
題
…
「
続
拾
遺
和
歌
集
巻
第
一
（
〜
二
十
）」。
巻
一
巻
頭
歌
字
高
二
〇
・
六
糎
。

　
序
跋
等
…
な
し

　
丁
数
：
一
冊
目 

白
一
丁
、
墨
付
九
九
丁
、
二
冊
目 

白
一
丁
、
墨
付
九
二
丁
。

一
三
．
新
後
撰
和
歌
集
（
左
上
五
―
七
）

　
書
型
…
大
本
、
二
十
巻
三
冊
、
縦
二
七
・
六
×
一
九
・
二
糎
。

　
外
題
…
「
新
後
撰
和
歌
集
上
（
中
、
下
）」（
無
枠
、
左
肩
）

　
内
題
…
「
新
後
撰
和
歌
集
巻
第
一
（
〜
二
十
）」。
巻
一
巻
頭
歌
字
高
二
〇
・
二
糎
。

　
序
跋
等
…
な
し
。

　
丁
数 

：
一
冊
目 

白
一
丁
、
墨
付
七
二
丁
、
二
冊
目 

白
一
丁
、
墨
付
七
〇
丁
、
三
冊

目 

白
一
丁
、
墨
付
六
三
丁
。

一
四
．
玉
葉
和
歌
集
（
左
上
一
―
四
）

　
書
型
…
大
本
、
二
十
巻
四
冊
、
縦
二
七
・
六
×
一
九
・
三
糎
。

　
外
題
…
「
玉
葉
和
歌
集 

上
之
一
（
二
、
下
之
一
・
二
）」（
無
枠
、
左
肩
）

　
内
題
…
「
玉
葉
和
歌
集
巻
第
一
（
〜
二
十
）」。
巻
一
巻
頭
歌
字
高
二
〇
・
四
糎
。

　
序
跋
等
…
な
し
。

　
丁
数 

：
一
冊
目 
白
一
丁
、
墨
付
七
七
丁
、
二
冊
目 

白
一
丁
、
墨
付
一
〇
二
丁
。
三

冊
目 

白
一
丁
、
墨
付
一
〇
八
丁
、
四
冊
目 

白
一
丁
、
墨
付
八
〇
丁
。
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一
五
．
続
千
載
和
歌
集

　
書
型
…
大
本
、
二
十
巻
四
冊
、
縦
二
七
・
五
×
一
九
・
二
糎
。

　
外
題
…
「
続
千
載
和
歌
集 

上
之
一
（
二
、
下
之
一
・
二
）」（
無
枠
、
左
肩
）

　
内
題
…
「
続
千
載
和
歌
集
巻
第
一
（
〜
二
十
）」。
巻
一
巻
頭
歌
字
高
二
〇
・
六
糎
。

　
序
跋
等
…
な
し
。

　
丁
数 

：
一
冊
目 
白
一
丁
、
墨
付
七
五
丁
、
二
冊
目 

白
一
丁
、
墨
付
六
〇
丁
。
三
冊

目 

白
一
丁
、
墨
付
七
一
丁
、
四
冊
目 

白
一
丁
、
墨
付
六
七
丁
。

一
六
．
続
後
拾
遺
和
歌
集
（
左
中
一
―
二
）

　
書
型
…
大
本
、
二
十
巻
二
冊
、
縦
二
七
・
六
×
一
九
・
二
糎
。

　
外
題
…
「
続
後
拾
遺
和
歌
集
上
（
下
）」（
無
枠
、
左
肩
）

　
内
題
…
「
続
後
拾
遺
和
歌
集
巻
第
一
（
〜
二
十
）」。
巻
一
巻
頭
歌
字
高
二
〇
・
二
糎
。

　
序
跋
等
…
な
し
。

　
丁
数
：
一
冊
目 

白
一
丁
、
墨
付
八
四
丁
、
二
冊
目 
白
一
丁
、
墨
付
九
六
丁
。

一
七
．
風
雅
和
歌
集

　
書
型
…
大
本
、
二
十
巻
四
冊
、
縦
二
七
・
六
×
一
九
・
二
糎
。

　
外
題
…
「
風
雅
和
歌
集 

上
之
一
（
二
、
下
之
一
・
二
）」（
無
枠
、
左
肩
）

　
内
題
…
「
風
雅
和
歌
集
巻
第
一
（
〜
二
十
）」。
巻
一
巻
頭
歌
字
高
二
〇
・
三
糎
。

　
序
跋 

等
…
真
名
序
（
二
・
五
丁
）、
仮
名
序
（
三
・
五
丁
）
あ
り
。
真
名
序
三
丁
目

ま
で
、
裏
か
ら
仮
名
序
。

　
丁
数 

：
一
冊
目 

白
一
丁
、
墨
付
六
〇
丁
、
二
冊
目 

白
一
丁
、
墨
付
六
一
丁
。
三
冊

目 

白
一
丁
、
墨
付
七
八
丁
、
四
冊
目 

白
一
丁
、
墨
付
七
七
丁
。

一
八
．
新
千
載
和
歌
集
（
右
下
七
―
一
〇
）

　
書
型
…
大
本
、
二
十
巻
四
冊
、
縦
二
七
・
六
×
一
九
・
二
糎
。

　
外
題
…
「
新
千
載
和
歌
集 

上
之
一
（
二
、
下
之
一
・
二
）」（
無
枠
、
左
肩
）

　
内
題
…
「
新
千
載
和
歌
集
巻
第
一
（
〜
二
十
）」。
巻
一
巻
頭
歌
字
高
二
〇
・
五
糎
。

　

　
序
跋
等
…
な
し
。

　
丁
数 

：
一
冊
目 

白
一
丁
、
墨
付
六
四
丁
、
二
冊
目 

白
一
丁
、
墨
付
八
〇
丁
。
三
冊

目 

白
一
丁
、
墨
付
八
一
丁
、
四
冊
目 

白
一
丁
、
墨
付
一
〇
七
丁
。

一
九
．
新
拾
遺
和
歌
集
（
左
下
五
―
八
）

　
書
型
…
大
本
、
二
十
巻
四
冊
、
縦
二
七
・
六
×
一
九
・
三
糎
。

　
外
題
…
「
新
拾
遺
和
歌
集 

上
之
一
（
二
、
下
之
一
・
二
）」（
無
枠
、
左
肩
）

　
内
題
…
「
新
拾
遺
和
歌
集
巻
第
一
（
〜
二
十
）」。
巻
一
巻
頭
歌
字
高
二
〇
・
四
糎
。

　
序
跋
等
…
な
し
。

　
丁
数 

：
一
冊
目 

白
一
丁
、
墨
付
七
四
丁
、
二
冊
目 

白
二
丁
、
墨
付
五
二
丁
。
三
冊

目 

白
一
丁
、
墨
付
六
七
丁
、
四
冊
目 

白
一
丁
、
墨
付
六
五
丁
。

二
〇
．
新
後
拾
遺
和
歌
集
（
左
下
九
―
一
〇
）

　
書
型
…
大
本
、
二
十
巻
二
冊
、
縦
二
七
・
六
×
一
九
・
三
糎
。

　
外
題
…
「
新
後
拾
遺
和
歌
集 

上
（
下
）」（
無
枠
、
左
肩
）

　
内
題
…
「
新
後
拾
遺
和
歌
集
巻
第
一
（
〜
二
十
）」。
巻
一
巻
頭
歌
字
高
二
〇
・
五
糎
。

　
序
跋
等
…
仮
名
序
（
三
丁
）
あ
り
。

　
丁
数
：
一
冊
目 

白
一
丁
、
墨
付
一
一
八
丁
、
二
冊
目 

白
一
丁
、
墨
付
八
〇
丁
。

二
一
．
新
続
古
今
和
歌
集
（
左
下
一
―
四
）

　
書
型
…
大
本
、
二
十
巻
四
冊
、
縦
二
七
・
七
×
一
九
・
三
糎
。

　
外
題
…
「
新
続
古
今
和
歌
集 

上
之
一
（
二
、
下
之
一
・
二
）」（
無
枠
、
左
肩
）

　
内
題
…
「
新
続
古
今
和
歌
集
巻
第
一
（
〜
二
十
）」。
巻
一
巻
頭
歌
字
高
二
〇
・
四
糎
。

　
序
跋
等
…
真
名
序
（
三
丁
）、
仮
名
序
（
五
丁
）
あ
り
。

　
丁
数 

：
一
冊
目 

白
一
丁
、
墨
付
七
五
丁
、
二
冊
目 

白
二
丁
、
墨
付
七
三
丁
。
三
冊

目 

白
一
丁
、
墨
付
七
七
丁
、
四
冊
目 

白
一
丁
、
墨
付
七
五
・
五
丁
。

　
刊
記 
…
「
正
保
四
丁亥

暦
／
三
月
中
旬
開
板
／
中
御
門
通
弱
檜
町
／
吉
田
四
郎
右
衛
門

板
（
印
：
自
当
）」（
四
冊
目
裏
表
紙
見
返
し
に
、
本
文
か
ら
独
立
し
て
掲
載
）
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続
い
て
、【
一
―
二
】
の
書
誌
情
報
を
記
す
。

【
一
―
二
】（
各
集
に
お
い
て
【
一
―
一
】
と
情
報
が
一
致
す
る
項
目
は
省
略
し
た
。）

・ 

箱
入
。
箱
は
倹
飩
蓋
箱（
寸
法
…
縦
六
〇
・
三
×
横
四
五
・
五
×
奥
行
三
二
・
〇
糎
。

蓋
寸
法
縦
五
七
・
三
×
横
四
三
・
〇
糎
。）。
漆
塗
。
蓋
中
央
に
金
泥
で
「
二
十
一
代

集
」
と
直
書
。
そ
の
上
か
ら
取
手
金
具
を
装
着
。
た
だ
し
書
名
は
、
取
手
装
着
後
に

書
入
れ
ら
れ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

【一―一】『新古今和歌集』刊記【一―一】『新続古今和歌集』刊記【一―二】外箱

・ 

箱
内
部
は
中
央
を
仕
切
り
、
左
右
を
上
下
二
段
に
分
け
る
。
蓋
裏
に
貼
紙
（
縦

三
六
・
四
×
三
四
・
二
糎
）、
識
語
「
古
今 

上
下
二
冊
　
新
古
今 

上
下
四
冊
　
続

古
今 

上
中
下
三
冊
　
新
続
古
今 

上
下
四
冊
　
千
載 

上
下
二
冊
　
新
千
載 

上
下
四

冊
　
続
千
載 

上
下
四
冊
　
新
勅
撰 

上
下
二
冊
　
後
撰 

上
下
二
冊
　
新
後
撰 

上
中

下
三
冊
　
拾
遺
上
下
二
冊
　
新
拾
遺
上
下
四
冊
　
続
拾
遺
上
下
二
冊
　
後
拾
遺
上
下

二
冊
　
続
後
拾
遺 

上
下
二
冊
　
新
後
拾
遺 

上
下
二
冊
　
続
後
撰 

上
下
二
冊
　
玉
葉 

上
下
四
冊
　
風
雅 

上
下
四
冊
　
金
葉 

一
冊
　
詞
花 

一
冊
　
全
五
十
六
巻
　
天
保
五

甲
午
之
　
秋
」
と
墨
書
。

・ 
箱
の
内
寸
法
は
書
籍
の
寸
法
・
分
量
と
一
致
せ
ず
、
別
本
を
収
め
る
べ
く
仕
立
て
ら

れ
た
箱
を
流
用
し
た
と
思
し
い
。

・ 

全
冊
と
も
に
縹
色
布
目
表
紙
。
五
ツ
目
綴
。
題
簽
は
朱
題
簽
。
原
装
。

・ 

全
冊
と
も
に
、
使
用
感
あ
り
。
表
紙
が
汚
れ
・
日
焼
け
し
て
い
る
も
の
も
多
く
、
実 【一―二】箱内部【一―二】箱裏識語
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際
の
読
書
に
供
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
汚
れ
等
は
、
八
代
集
・
十
三
代
集

の
区
別
に
よ
る
差
異
は
な
い
。
書
入
・
付
箋
等
は
な
し
。

・ 

印
刷
面
は
摩
耗
が
激
し
く
、
近
世
後
期
に
刷
ら
れ
た
後
印
と
思
し
い
。
た
だ
し
、【
一

―
一
】
よ
り
は
早
い
印
刷
と
思
わ
れ
る
（
後
述
）。

・ 

蔵
書
印
・
旧
蔵
者
を
示
す
書
入
等
な
し
。

・ 

全
冊
、
小
口
に
書
名
略
称
お
よ
び
冊
数
を
書
入
。

一
．
古
今
和
歌
集
（
左
上
四
―
五
）

　
書
型
…
縦
二
七
・
六
×
一
九
・
四
糎
。
巻
一
巻
頭
歌
字
高
二
〇
・
九
糎
。

二
．
後
撰
和
歌
集
（
左
下
八
―
九
）

　
書
型
…
縦
二
七
・
三
×
一
九
・
五
糎
。
巻
一
巻
頭
歌
字
高
二
一
・
二
糎
。

三
．
拾
遺
和
歌
集
（
右
下
三
―
四
）

　
書
型
…
縦
二
七
・
三
×
一
九
・
五
糎
。
巻
一
巻
頭
歌
字
高
二
〇
・
八
糎
。

四
．
後
拾
遺
和
歌
集
（
左
下
一
二
―
一
三
）

　
書
型
…
縦
二
七
・
三
×
一
九
・
四
糎
。
巻
一
巻
頭
歌
字
高
二
〇
・
二
糎
。

　
丁
数 

：
一
冊
目 

白
一
丁
、墨
付
一
一
三
丁（
丁
付「
後
拾
イ
五
ノ
一（
〜
百
十
四
終
）」、

二
冊
目 

白
一
丁
、
墨
付
一
一
八
丁
（「
後
拾
イ
六
ノ
一
（
〜
百
十
八
終
）」）。

五
．
金
葉
和
歌
集
（
左
下
二
）

　
書
型
…
縦
二
七
・
三
×
一
九
・
五
糎
。
巻
一
巻
頭
歌
字
高
二
〇
・
一
糎
。

六
．
詞
花
和
歌
集
（
左
下
一
）

　
書
型
…
縦
二
七
・
三
×
一
九
・
五
糎
。
巻
一
巻
頭
歌
字
高
二
〇
・
五
糎
。

七
．
千
載
和
歌
集
（
右
上
五
―
六
）

　
書
型
…
縦
二
七
・
三
×
一
九
・
五
糎
。
巻
一
巻
頭
歌
字
高
二
一
・
〇
糎
。

八
．
新
古
今
和
歌
集
（
右
下
九
―
一
二
）

　
書
型
…
縦
二
七
・
三
×
一
九
・
五
糎
。
巻
一
巻
頭
歌
字
高
二
〇
・
六
糎
。

九
．
新
勅
撰
和
歌
集
（
左
上
一
四
―
一
五
）

　
書
型
…
縦
二
七
・
三
×
一
九
・
五
糎
。
巻
一
巻
頭
歌
字
高
二
〇
・
一
糎
。

一
〇
．
続
後
撰
和
歌
集
（
左
下
六
―
七
）

　
書
型
…
縦
二
七
・
四
×
一
九
・
五
糎
。
巻
一
巻
頭
歌
字
高
二
〇
・
四
糎
。

一
一
．
続
古
今
和
歌
集
（
左
上
一
―
二
）

　
書
型
…
縦
二
七
・
四
×
一
九
・
五
糎
。
巻
一
巻
頭
歌
字
高
二
〇
・
五
糎
。

　
丁
数 

：
一
冊
目 

白
一
丁
、
墨
付
七
九
丁
、
二
冊
目 

白
一
丁
、
墨
付
七
九
丁
。
三
冊

目 

白
一
丁
、
墨
付
一
〇
〇
丁
。

一
二
．
続
拾
遺
和
歌
集
（
右
下
一
―
二
）

　
書
型
…
縦
二
七
・
三
×
一
九
・
五
糎
。
巻
一
巻
頭
歌
字
高
二
〇
・
七
糎
。

一
三
．
新
後
撰
和
歌
集
（
左
下
三
―
五
）

　
書
型
…
縦
二
七
・
三
×
一
九
・
五
糎
。
巻
一
巻
頭
歌
字
高
二
〇
・
四
糎
。

一
四
．
玉
葉
和
歌
集
（
左
上
一
〇
―
一
三
）

　
書
型
…
縦
二
七
・
四
×
一
九
・
四
糎
。
巻
一
巻
頭
歌
字
高
二
〇
・
三
糎
。

　
丁
数 

：
一
冊
目 

白
一
丁
、
墨
付
七
七
丁
、
二
冊
目 

白
一
丁
、
墨
付
八
〇
丁
。
三
冊

目 

白
一
丁
、
墨
付
一
〇
二
丁
、
四
冊
目 

白
一
丁
、
墨
付
一
〇
八
丁
。

一
五
．
続
千
載
和
歌
集
（
左
上
六
―
九
）

　
書
型
…
縦
二
七
・
四
×
一
九
・
四
糎
。
巻
一
巻
頭
歌
字
高
二
〇
・
六
糎
。

　
丁
数 

：
一
冊
目 

白
一
丁
、
墨
付
七
五
丁
、
二
冊
目 

白
一
丁
、
墨
付
六
〇
丁
、
三
冊

目 

白
一
丁
、
墨
付
七
一
丁
、
四
冊
目 

白
一
丁
、
墨
付
六
七
丁
。

一
六
．
続
後
拾
遺
和
歌
集
（
左
下
一
〇
―
一
一
）

　
書
型
…
縦
二
七
・
四
×
一
九
・
四
糎
。
巻
一
巻
頭
歌
字
高
二
〇
・
三
糎
。

　
丁
数 

：
一
冊
目 

白
一
丁
、
墨
付
八
九
丁
、
二
冊
目 

白
一
丁
、
墨
付
九
六
丁
。

一
七
．
風
雅
和
歌
集
（
右
上
一
―
四
）

　
書
型
…
縦
二
七
・
三
×
一
九
・
四
糎
。
巻
一
巻
頭
歌
字
高
二
〇
・
四
糎
。

一
八
．
新
千
載
和
歌
集
（
右
上
七
―
一
〇
）

　
書
型
…
縦
二
七
・
四
×
一
九
・
五
糎
。
巻
一
巻
頭
歌
字
高
二
〇
・
五
糎
。

　
丁
数 

：
一
冊
目 
白
一
丁
、
墨
付
六
四
丁
、
二
冊
目 

白
一
丁
、
墨
付
八
〇
丁
、
三
冊

― 10 ―
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目 

白
一
丁
、
墨
付
八
一
丁
、
四
冊
目 

白
一
丁
、
墨
付
一
〇
七
丁
。

一
九
．
新
拾
遺
和
歌
集
（
右
上
一
一
―
一
四
）

　
書
型
…
縦
二
七
・
四
×
一
九
・
四
糎
。
巻
一
巻
頭
歌
字
高
二
〇
・
三
糎
。

　
丁
数 

：
一
冊
目 
白
一
丁
、
墨
付
七
四
丁
、
二
冊
目 

白
二
丁
、
墨
付
五
一
丁
、
三
冊

目 

白
一
丁
、
墨
付
六
六
丁
、
四
冊
目 

白
一
丁
、
墨
付
六
五
丁
。

二
〇
．
新
後
拾
遺
和
歌
集
（
右
上
一
五
―
一
六
）

　
書
型
…
縦
二
七
・
四
×
一
九
・
四
糎
。
巻
一
巻
頭
歌
字
高
二
〇
・
五
糎
。

二
一
．
新
続
古
今
和
歌
集
（
右
下
五
―
八
）

　
書
型
…
縦
二
七
・
三
×
一
九
・
四
糎
。
巻
一
巻
頭
歌
字
高
二
〇
・
三
糎
。

　
丁
数 

：
一
冊
目 

白
一
丁
、
墨
付
七
五
丁
、
二
冊
目 

白
二
丁
、
墨
付
七
三
丁
。
三
冊

目 

白
一
丁
、
墨
付
七
八
丁
、
四
冊
目 
白
一
丁
、
墨
付
七
五
・
五
丁
。

【
一
―
一
】【
一
―
二
】
は
共
に
同
一
の
板
木
に
よ
る
印
刷
で
あ
り
、共
に
『
新
古
今
集
』

『
新
続
古
今
集
』
と
も
に
「
正
保
四
年
吉
田
四
郎
右
衛
門
の
刊
記
」
を
持
つ
。
た
だ
し
、

両
書
の
印
刷
面
を
比
較
す
る
と
、
明
ら
か
に
【
一
―
二
】
の
ほ
う
が
状
態
は
よ
く
、
よ

り
早
い
刷
り
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る）

15
（

。

【一―二】印刷面（部分）【一―一】印刷面（部分）

ま
た
、
八
代
集
に
は
、
丁
の
表
も
し
く
は
裏
ノ
ド
近
く
に
丁
付
が
確
認
で
き
る
。
こ

れ
は
八
尾
板
の
時
点
で
は
表
記
が
異
な
っ
て
お
り
、
吉
田
に
板
権
が
移
る
と
こ
ろ
で
改

め
ら
れ
た
も
の
ら
し
い）

16
（

。
ま
た
、
十
三
代
集
に
は
丁
付
け
が
存
在
し
な
い
が
、
背
に
文

字
様
の
墨
跡
が
確
認
さ
れ
、
製
本
の
正
確
性
を
期
す
る
た
め
に
、
何
ら
か
の
印
が
付
け

ら
れ
て
い
る
か
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
簡
略
な
が
ら
【
一
―
一
】【
一
―
二
】
の
書
誌
情
報
を
述
べ
た
。
刊
記
情
報
、

ま
た
印
刷
面
に
は
優
劣
が
あ
る
と
は
い
え
、
そ
の
摩
耗
の
度
合
い
か
ら
も
、
と
も
に
宝

永
六
年
以
後
の
板
、
し
か
も
相
当
に
後
印
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

四
　
二
点
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
来
と
位
置
づ
け

【
一
―
一
】【
一
―
二
】
は
と
も
に
、
当
時
の
木
版
本
二
十
一
代
集
と
し
て
は
最
も
よ

く
見
ら
れ
る
類
の
、
い
わ
ゆ
る
正
保
板
本
で
あ
る
。
た
だ
し
、
両
書
は
そ
れ
ぞ
れ
箱
に

収
め
ら
れ
、
特
に
【
一
―
一
】
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
専
用
の
豪
華
な
三
つ
葉
葵
紋

入
り
の
箱
と
と
も
に
伝
来
し
た
も
の
で
あ
る
う
え
、
実
際
に
読
ま
れ
た
形
跡
が
な
く
、

藩
文
庫
研
究
会
に
よ
る
調
査
開
始
時
、
表
紙
に
は
開
い
た
際
に
残
る
折
れ
跡
も
ほ
ぼ
存

在
し
な
か
っ
た
。
加
え
て
、
全
冊
に
布
製
紫
色
菱
繋
ぎ
文
の
角
切
を
有
す
る
こ
と
、
通

常
よ
り
も
縦
寸
が
若
干
な
が
ら
長
く
化
粧
断
ち
さ
れ
て
い
る）

17
（

こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る

と
、【
一
―
一
】
は
読
書
に
供
す
る
た
め
と
い
う
よ
り
、
い
わ
ば
宝
物
と
し
て
特
別
に

誂
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
捉
え
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

真
田
家
に
伝
来
し
た
古
典
籍
群
は
、
歴
代
藩
主
、
ま
た
そ
の
奥
方
の
所
有
で
あ
っ
た

も
の
が
入
り
乱
れ
て
お
り
、
蔵
書
印
等
を
有
し
な
い
本
は
、
本
来
の
所
蔵
者
が
不
明
と

な
っ
て
い
る
も
の
も
多
い
。
し
か
し
【
一
―
一
】
は
、
前
節
で
示
し
た
と
お
り
、
専
用

の
外
箱
に
三
つ
葉
葵
紋
が
散
ら
さ
れ
て
お
り
、
所
有
者
の
候
補
は
ご
く
限
ら
れ
た
も
の

と
な
る
。

真
田
家
は
、
徳
川
家
（
松
平
氏
）
と
の
関
係
強
化
を
重
要
視
し
、
た
び
た
び
の
養
子

縁
組
、
ま
た
婚
姻
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
例
え
ば
第
六
代
藩
主
・
幸
弘
は

― 11 ―
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松
平
定
賢
女
を
娶
っ
て
い
る
し
、
次
の
第
七
代
藩
主
・
幸
専
に
継
嗣
が
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
八
代
藩
主
に
は
松
平
定
信
の
次
男
で
あ
っ
た
幸
貫
が
養
子
と
し
て
迎
え
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
嫡
男
幸
良
（
家
督
継
承
以
前
に
逝
去
）
も
定
信
の
末
子
を
養
子
と
し
て
迎

え
た
人
物
で
あ
る）
18
（

。

さ
ら
に
、
幸
良
の
夭
逝
を
受
け
て
第
九
代
藩
主
と
な
っ
た
幸
良
長
男
・
幸
教
は
、
高

松
藩
松
平
氏
の
晴
姫
（
真
晴
院
）
を
正
室
と
し
て
娶
っ
て
い
る
。【
一
―
一
】
は
、
印

刷
面
が
か
な
り
の
後
印
と
思
し
き
点
か
ら
も
、
こ
の
う
ち
い
ず
れ
か
の
所
有
で
あ
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

右
の
人
物
の
う
ち
晴
姫
は
後
に
真
晴
院
と
号
し
、
文
久
二
年
の
参
勤
交
代
制
度
緩
和

に
伴
い
松
代
に
帰
参
、
文
久
二
年
に
再
度
江
戸
に
戻
る
も
明
治
維
新
後
は
松
代
入
り
し

た
。
そ
し
て
幸
教
の
没
後
は
東
京
で
過
ご
し
、そ
の
ま
ま
大
正
四
年
に
没
し
て
い
る
が
、

明
治
九
年
に
作
成
さ
れ
た
「
真
晴
院
様
御
蔵
書
目
録
」
の
冒
頭
に
は
、
以
下
の
記
録
が

確
認
で
き
る）
19
（

（
傍
線
筆
者
）。
な
お
、
同
目
録
は
原
田
和
彦
氏
に
よ
っ
て
全
文
が
翻
刻

さ
れ
て
お
り
、
本
文
は
同
氏
の
翻
刻
に
拠
っ
た）
20
（

。

　
　
　
　
　
　
覚

　
壱
番

　
　
　
　
　
楽
翁
様
御
筆
　

　
　
一
、
湖
月
抄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
箱

　
弐
番

　
　
一
、
二
十
一
代
集
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
箱

　
三
番

　
　
一
、
倭
漢
三
才
図
会

　
　
　
　
　
　
　
　
一
箱

　
四
番

　
　
一
、
里
見
八
犬
伝
（
二
重
線
で
抹
消
）

　
一
箱

　
　
　
　
但
百
六
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
以
下
略
）

右
を
見
る
と
、「
弐
番
」
に
「
二
十
一
代
集
　
一
箱
」
と
の
記
録
が
確
認
で
き
る
。

こ
れ
が
【
一
―
一
】
そ
の
も
の
か
は
慎
重
に
検
討
す
べ
き
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
前
述

し
た
、
箱
に
あ
し
ら
わ
れ
た
三
つ
葉
葵
紋
に
注
目
し
た
い
。
晴
姫
は
、
嫁
入
り
道
具
と

し
て
諸
々
の
調
度
品
を
真
田
に
持
ち
込
ん
で
お
り
、
う
ち
現
存
分
は
真
田
宝
物
館
に
調

度
と
し
て
収
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
調
度
品
に
も
ま
た
、
外
箱
と
同
様
の
三
つ
葉

葵
紋
が
描
か
れ
て
い
る）
21
（

。
一
例
と
し
て
「
伝
真
晴
院
所
用
机
」（
調
度
一
―
四
号
）
に

見
ら
れ
る
家
紋
を
【
調
度
一
―
四
】
と
し
て
、【
一
―
一
】
外
箱
の
紋
と
共
に
挙
げ
る
。

【
調
度
一
―
四
】の
画
像
撮
影
が
暗
く
、ま
た
若
干
斜
め
に
な
っ
て
お
り
見
づ
ら
い
が
、

実
見
し
た
限
り
で
は
、
双
方
同
一
の
三
つ
葉
葵
紋
と
認
め
ら
れ
る
。
近
世
に
お
け
る
同

紋
の
極
め
て
限
ら
れ
た
使
用
可
能
範
囲
を
鑑
み
て
も
、【
一
―
一
】
は
、晴
姫
（
真
晴
院
）

の
嫁
入
り
道
具
と
し
て
特
別
に
誂
え
ら
れ
た
品
で
あ
り
、
明
治
以
降
も
同
人
の
手
元
に

置
か
れ
た
品
と
み
て
誤
り
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る）
22
（

。

一
方
、【
一
―
二
】
の
伝
来
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
差
し
当
た
っ
て
目
を
引
く
の
は
、

箱
裏
の
張
り
紙
に
、
二
十
一
代
集
各
集
名
と
と
も
に
「
天
保
五
年
甲
午
秋
」
の
年
記
が

記
載
さ
れ
る
識
語
で
あ
る
。
こ
れ
は
第
八
代
藩
主
・
幸
貫
の
知
行
し
て
い
た
時
点
で
あ

り
、
単
純
に
考
え
れ
ば
幸
貫
が
本
書
を
購
入
（
も
し
く
は
何
ら
か
の
経
路
で
本
書
を
入

手
）し
た
際
の
貼
紙
か
と
も
目
さ
れ
る
。
た
だ
し
、書
誌
情
報
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、【
一

【
一
―
一
】

【
調
度
一
―
四
】
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―
二
】
の
外
箱
は
、
本
の
寸
法
・
分
量
と
の
差
異
か
ら
判
断
す
る
と
、
本
書
専
用
と
し

て
用
意
さ
れ
た
と
い
う
よ
り
、
本
書
を
保
護
す
る
た
め
の
間
に
合
わ
せ
の
箱
で
あ
る
と

思
し
き
も
の
で
あ
る
。
蓋
裏
に
記
さ
れ
た
こ
の
年
記
は
、
本
書
が
真
田
家
に
入
っ
た
時

点
で
は
な
く
、
元
々
所
蔵
さ
れ
て
い
た
本
が
整
理
さ
れ
て
、
箱
に
収
め
ら
れ
た
時
点
で

あ
る
可
能
性
も
低
く
は
な
い
。

以
上
に
基
づ
き
、【
一
―
一
】
と
同
様
に
【
一
―
二
】
の
旧
蔵
者
を
推
定
す
る
に
あ

た
り
、
現
存
す
る
目
録
類
か
ら
「
二
十
一
代
集
」
の
記
録
の
有
無
を
確
認
し
て
ゆ
く
こ

と
と
す
る
。
す
る
と
、
六
代
藩
主
・
幸
弘
の
遺
品
整
理
目
録
で
あ
る
「
天
真
院
様
御
遺

物
之
記
」）
23
（

に
二
十
一
代
集
の
記
録
が
以
下
の
と
お
り
確
認
で
き
た
。

　
　
　
御
前
様
江

　
　
紹
鴎
棚

　
　
廿
一
代
集
　
　
　
　
一
箱

　
　
御
机
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
以
下
略
）

二
十
一
代
集
が
譲
ら
れ
た
「
御
前
様
」
と
は
、
真
田
家
に
お
い
て
は
当
主
の
正
室
を

指
す
呼
び
名
で
あ
り）
24
（

、こ
の
場
合
七
代
藩
主
・
幸
専
室
三
千
姫
（
真
珠
院
）
に
当
た
る
。

幸
弘
は
嫡
男
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
た
め
、
幸
専
は
彦
根
藩
主
井
伊
家
か
ら
養
子
と
し
て

迎
え
ら
れ
、
幸
弘
女
で
あ
る
三
千
姫
の
婿
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
「
御
遺
物
記
」
記
載

の
二
十
一
代
集
は
、
文
芸
に
も
造
詣
が
深
か
っ
た
幸
弘）
25
（

遺
品
の
二
十
一
代
集
が
、
実
の

娘
に
譲
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
二
十
一
代
集
が
【
一
―
二
】
で
あ
る
と
は
俄
か
に
は
断
定
で
き
な
い
が
、
幸
弘

の
代
か
ら
真
田
家
に
は
同
書
が
揃
え
で
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
現
段

階
で
は
、
歴
代
当
主
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
文
芸
に
親
し
ん
だ
こ
と
が
知
ら
れ
る
幸
弘

の
所
蔵
し
、
そ
の
息
女
に
し
て
幸
貫
の
義
母
に
あ
た
る
真
珠
院
に
譲
ら
れ
た
同
書
が
天

保
五
年
箱
に
収
め
ら
れ
、現
在
に
ま
で
伝
存
し
た
可
能
性
を
提
示
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
姫
君
輿
入
れ
の
際
に
調
度
品
と
し
て
古
典
籍
を
調
え
る
場
合
、
一
般
的

に
は
写
本
に
よ
っ
て
本
文
を
調
達
す
る
イ
メ
―
ジ
が
あ
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
、
恐
ら

く
晴
姫
の
嫁
入
本
と
し
て
特
別
に
誂
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
位
置
付
け
た
【
一
―

一
】
は
い
わ
ゆ
る
正
保
板
本
、
し
か
も
相
当
な
後
印
本
で
あ
る
。

こ
れ
を
嫁
入
り
本
と
判
断
す
る
に
は
違
和
感
を
禁
じ
得
な
い
が
、
し
か
し
な
が
ら
本

書
は
、
ほ
と
ん
ど
使
用
感
の
な
い
と
こ
ろ
か
ら
も
、
恐
ら
く
は
読
む
こ
と
を
前
提
と
し

て
お
ら
ず
、
宝
物
、
い
わ
ば
「
調
度
品
」
と
し
て
用
意
さ
れ
た
本
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。
実
際
、「
真
晴
院
様
御
蔵
書
目
録
」
に
は
、『
古
今
和
歌
集
』

以
下
の
八
代
集
が
、
個
々
の
歌
集
と
し
て
記
録
さ
れ
て
お
り
、
実
際
の
読
書
に
供
す
る

勅
撰
集
は
別
に
真
晴
院
の
手
元
に
所
有
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。

加
え
て
、
近
世
に
お
け
る
木
版
本
の
汎
用
性
に
も
言
及
し
て
お
き
た
い
。
松
野
陽
一

氏
が
『
千
載
和
歌
集
』
の
諸
本
調
査
か
ら
正
保
板
本
の
広
範
か
つ
長
期
に
亘
る
影
響
を

指
摘
す
る
よ
う
に）
26
（

、
本
書
は
、
二
十
一
代
集
と
し
て
、
当
時
最
も
広
く
読
ま
れ
、
且
つ

板
元
は
長
期
に
亘
り
吉
田
四
郎
右
衛
門
で
あ
っ
た
、
最
も
完
全
な
形
で
入
手
し
や
す

か
っ
た
本
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
加
え
て
、
そ
の
本
文
は
、
あ
る
程
度
以
上
の

信
頼
が
置
か
れ
て
い
た
ら
し
い
こ
と）
27
（

に
も
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

板
本
と
し
て
流
通
し
た
膨
大
な
古
典
籍
群
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
総
合
的
か
つ
綿
密

な
調
査
を
俟
つ
必
要
が
あ
ろ
う
が
、
少
な
く
と
も
正
保
四
年
吉
田
四
郎
右
衛
門
の
刊
記

を
持
つ
、
い
わ
ゆ
る
正
保
板
本
に
お
い
て
は
、
右
に
述
べ
た
点
、
す
な
わ
ち
当
時
に
お

け
る
流
通
範
囲
の
広
さ
及
び
信
頼
度
の
高
さ
を
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

以
上
、
現
在
稿
者
が
主
催
す
る
真
田
宝
物
館
に
お
け
る
古
典
籍
調
査
の
現
状
と
と
も

に
、同
館
所
蔵
「
二
十
一
代
集
」
二
点
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
と
位
置
づ
け
を
行
っ
た
。

真
田
家
、
ま
た
松
代
藩
旧
蔵
本
は
、
詳
細
な
書
誌
調
査
を
待
つ
も
の
も
多
く
、
未
だ
そ

の
全
容
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
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真
田
宝
物
館
蔵
古
典
籍
調
査
は
、
信
州
大
学
人
文
学
部
教
員
の
速
水
（
日
本
文
学
）

お
よ
び
白
井
（
日
本
語
学
）
が
中
心
と
な
り
、
院
生
、
学
生
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

二
〇
一
六
年
夏
か
ら
継
続
し
て
い
る
。
個
々
の
伝
来
経
緯
解
明
も
含
め
た
調
査
を
同
館

の
協
力
を
仰
ぎ
つ
つ
継
続
し
、「
図
書
」
の
部
の
典
籍
の
特
徴
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

付
記
：  

真
田
宝
物
館
所
蔵
古
典
籍
の
調
査
に
当
た
っ
て
は
、
同
館
学
芸
員
の
米
澤
愛

氏
、
山
中
さ
ゆ
り
氏
に
様
々
な
便
宜
を
図
っ
て
戴
き
、
円
滑
な
調
査
を
実
現

し
て
い
る
。
ま
た
、
本
稿
の
執
筆
に
際
し
て
も
、
多
く
の
貴
重
な
ご
教
示
を

賜
っ
た
。
こ
こ
に
銘
記
し
て
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

註（
1
）  

真
田
家
の
典
籍
・
資
料
に
関
す
る
主
な
研
究
と
し
て
、
滝
澤
貞
夫
（
一
九
八
九
）「
松
代
文
庫

に
つ
い
て
」（
真
田
宝
物
館
編
『
松
代
―
真
田
の
歴
史
と
文
化
―
』
第
二
号
所
収
）、
原
田
和

彦
（
二
〇
〇
九
ａ
）「
真
田
家
に
お
け
る
典
籍
の
集
積
と
流
出
」（
松
代
文
化
施
設
等
管
理
事

務
所
編
『
松
代
』
第
二
三
号
、
原
田
和
彦
（
二
〇
〇
九
ｂ
）「
真
田
家
伝
来
の
典
籍
整
理
の
一

方
向
―
松
代
真
田
家
別
邸
と
の
か
か
わ
り
か
ら
―
」（
松
代
文
化
施
設
等
管
理
事
務
所
編
『
松

代
』
第
二
三
号
）、
原
田
和
彦
（
二
〇
一
〇
）「
真
田
宝
物
館
所
蔵
の
真
田
家
文
書
と
新
御
殿
」

（
松
代
文
化
施
設
等
管
理
事
務
所
編
『
松
代
』
第
二
四
号
）、
山
中
さ
ゆ
り
（
二
〇
一
一
）「
真

田
家
の
典
籍
目
録
に
つ
い
て
―
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
書
目
を
題
材
に
―
」（
松
代
文
化
施

設
等
管
理
事
務
所
編
『
松
代
』
第
二
五
号
）
が
あ
る
。

（
2
）
原
田
和
彦
（
注
（
1
）
前
掲
原
田
二
〇
一
〇
論
文
）
に
よ
る
。

（
3
）
二
〇
〇
二
年
七
月
二
日
信
濃
毎
日
新
聞
の
記
事
に
よ
る
。

（
4
）  

原
田
和
彦
（
二
〇
〇
九
ｃ
）「
解
題
」（
松
代
文
化
施
設
等
管
理
事
務
所
編
『
真
田
宝
物
館
収

蔵
品
目
録
　
精
選
　
絵
図
集
成
』）
に
真
田
宝
物
館
所
蔵
の
絵
図
の
一
覧
が
あ
り
、「
図
書
」

の
部
の
絵
図
も
含
ま
れ
て
い
る
。

（
5
）  

嶋
村
元
宏
（
二
〇
一
五
）「
信
濃
国
松
代
藩
の
横
浜
警
衛
に
関
す
る
史
料
に
つ
い
て
：
国
文
学

研
究
資
料
館
所
蔵
「
信
濃
国
松
代
真
田
家
文
書
」
を
中
心
に
」（
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
編

『
神
奈
川
県
立
博
物
館
研
究
報
告

　
人
文
科
学
』
第
四
二
号
）
に
言
及
が
あ
る
。

（
6
）  「『
古
今
和
歌
集
』
版
本
諸
版
一
覧
」（『
斯
道
文
庫
論
集
』
第
一
八
輯
一
九
八
二
）
お
よ
び
「
古

今
和
歌
集
版
本
考

―
前
稿
の
補
訂
を
か
ね
て

―
」（『
斯
道
文
庫
論
集
』
第
三
十
四
輯

　

慶
応
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
一
九
九
九
）
参
照
。
同
論
考
で
は
、
正
保
板
『
古
今

和
歌
集
』
の
本
文
が
嵯
峨
本
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

（
7
）  『
新
古
今
和
歌
集
』
四
冊
目
本
文
最
終
丁
裏
、
本
文
あ
と
に
「
明
暦
元
年
初
秋
吉
辰
／
寺
町
本

能
寺
前
／
八
尾
勘
兵
衛
板
」、『
新
続
古
今
和
歌
集
』
四
冊
目
、
本
文
と
は
別
紙
の
最
終
丁
裏

に
「
正
保
四
丁亥

暦
／
三
月
中
旬
開
板
／
中
御
門
通
弱
檜
町
／
吉
田
四
郎
右
衛
門
板
（
印
：
自
当
）」

の
刊
記
を
そ
れ
ぞ
れ
有
す
る
本
。
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本
（
請
求
記
号
ア
二
―
一
一

　
一

〜
五
六
）
等
が
該
当
す
る
。

（
8
）  『
新
古
今
和
歌
集
』
四
冊
目
本
文
最
終
丁
裏
、
本
文
あ
と
に
「
正
保
四
四
丁亥

暦
三
月
中
旬
／
中

御
門
通
弱
檜
町
／
吉
田
四
郎
右
衛
門
尉
（
印
：
自
當
）」、『
新
続
古
今
和
歌
集
』
四
冊
目
、
本

文
と
は
別
紙
の
最
終
丁
裏
に
「
正
保
四
四
丁亥

暦
／
三
月
中
旬
開
板
／
中
御
門
通
弱
檜
町
／
吉
田

四
郎
右
衛
門
板
（
印
：
自
当
）」
の
刊
記
を
そ
れ
ぞ
れ
有
す
る
本
。
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
（
請

求
記
号
八
三
七
―
二
）
等
、【
一
―
一
】【
一
―
二
】
も
こ
れ
に
該
当
す
る
。

（
9
）  

川
瀬
一
馬
『
増
補
古
活
字
版
之
研
究
』（
Ａ
・
Ｂ
・
Ａ
・
Ｊ
・
一
九
六
七
）
に
拠
る
。

（
10
）  「『
新
古
今
和
歌
集
』
版
本
の
基
礎
的
研
究
―
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
新
古
今
集
』
版
本
及

び
マ
イ
ク
ロ
資
料
解
題
（
一
）（
二
）」（『
調
査
研
究
報
告
』
二
六

　
二
〇
〇
六
・
三
一

　

二
〇
一
〇
）
参
照
。
坂
巻
氏
は
同
論
考
に
お
い
て
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
新
古
今
集
』

板
本
を
悉
皆
調
査
、
ま
た
関
連
す
る
諸
本
に
も
調
査
を
及
ぼ
し
、
正
保
板
を
基
と
し
た
承
応

三
年
板
が
近
世
に
お
い
て
最
も
流
布
し
た
こ
と
、
ま
た
こ
の
膨
大
な
調
査
に
基
づ
き
、『
新
古

今
集
』
諸
本
の
前
後
関
係
を
一
覧
と
し
た
。

（
11
）  

松
野
陽
一
「
版
本
千
載
集
付
活
字
本
千
載
集
一
覧
」（『
千
載
集
前
後
』
笠
間
書
院

二
〇
一
二
）、
初
出
「
千
載
和
歌
集
版
本
の
本
文
」（『
調
査
研
究
報
告
』
一
五
、一
九
九
四
）

（
12
）  
福
田
秀
一
「
勅
撰
和
歌
集
の
成
立
過
程
―
主
と
し
て
十
三
代
集
に
つ
い
て
―
」（『
成
城
学
園

五
十
周
年
記
念
論
文
集
』
一
九
六
七
）、
後
藤
重
郎
「
十
三
代
集
基
礎
的
研
究
枝
折
」（『
勅
撰

和
歌
十
三
代
集
研
究
文
献
目
録
』
一
九
八
〇
）
等
。
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（
13
）  『
中
世
文
学
』
四
六
号
、
二
〇
〇
一
。
ま
た
、
同
氏
の
十
三
代
集
に
つ
い
て
の
論
考
に
は
、
ほ

か
に
「『
続
千
載
和
歌
集
』
諸
本
論
」（『
和
歌
文
学
研
究
』
八
〇
号
、
二
〇
〇
〇
）、「
十
三
代

集
系
統
分
類
一
覧 

分
類
基
準
と
系
統
分
類
表
」（『
自
讃
歌
注
研
究
会
会
報
』
九
号
、

二
〇
〇
一
）、「『
新
後
撰
和
歌
集
』
伝
本
考
」（『
同
朋
文
学
』
三
三
号
、
二
〇
〇
五
）
が
あ
る
。

（
14
）  

正
保
四
年
板
二
十
一
代
集
は
、
八
代
集
・
十
三
代
集
は
、
そ
の
筆
致
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
同
一

筆
者
に
よ
る
板
下
が
作
製
さ
れ
た
と
思
し
い
。
な
お
、両
集
の
筆
致
は
、非
常
に
近
似
す
る
が
、

八
代
集
の
ほ
う
が
、
文
字
の
横
幅
が
若
干
広
い
等
の
相
違
が
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

（
15
）  

た
だ
し
、
坂
巻
氏
が
注
（
10
）
前
掲
論
文
で
行
っ
た
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
二
十
一
代
集
の

諸
本
調
査
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
板
本
と
比
較
す
る
と
、
い
ず
れ
よ
り
も
後
印
と
判
断
さ
れ

る
。

（
16
）  

八
尾
板
八
代
集
の
丁
付
は
、『
古
今
集
』
か
ら
順
に
「
古
今
一
﹇
〜
百
五
十
八
﹈」（
以
下
、
丁

数
は
『
新
古
今
集
』
を
の
ぞ
き
各
冊
通
し
）、「
後
撰
﹇
丁
数
﹈」、「
拾
イ
﹇
丁
数
﹈」、「
後
拾

イ
﹇
丁
数
﹈」、「
金
﹇
丁
数
﹈」、「
詞
花
一
（
〜
七
十
三
終
）」、「
千
載
﹇
丁
数
﹈」、「
新
古
今

一
（
〜
四
）　﹇
丁
数
（
冊
ご
と
）﹈」。
刊
記
は
『
新
古
今
集
』
四
冊
目
本
文
最
終
丁
裏
に
「
明

暦
元
年
初
秋
吉
辰
／
寺
町
本
能
寺
前
／
八
尾
勘
兵
衛
板
」。
吉
田
板
に
な
る
と
本
文
に
示
し
た

書
誌
情
報
の
と
お
り
に
改
変
さ
れ
る
。

（
17
）  【
一
―
二
】
の
平
均
縦
寸
は
二
十
七
・
三
糎
で
あ
る
が
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
同
書
を
調
査

し
た
と
こ
ろ
、
正
保
板
本
の
縦
寸
は
二
十
七
・
三
〜
五
糎
が
一
般
的
な
よ
う
で
あ
る
。【
一
―

一
】
は
縦
寸
平
均
二
十
七
・
六
糎
で
、
若
干
な
が
ら
縦
寸
を
長
く
と
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、

横
寸
は
平
均
よ
り
二
粍
ほ
ど
短
い
。
こ
の
寸
法
に
調
和
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
外
箱
は
本

書
専
用
に
誂
え
ら
れ
た
こ
と
は
確
実
と
い
え
る
。

（
18
）  

幸
良
は
、
幸
貫
が
真
田
家
に
入
る
以
前
に
設
け
た
子
で
あ
る
た
め
、
定
信
の
末
子
と
し
て
養

育
さ
れ
た
。
の
ち
、
幸
貫
が
嫡
男
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
た
め
そ
の
嫡
男
と
し
て
真
田
家
に
入

る
が
、
九
代
を
継
ぐ
前
に
夭
逝
す
る
。
そ
の
た
め
、
九
代
藩
主
に
は
幸
良
の
長
男
・
幸
教
が

就
く
こ
と
と
な
っ
た
（『
松
代
町
史
』
上
巻
、
第
二
編
時
代
史
第
六
章
江
戸
時
代
、
松
城
町
史

復
刻
続
町
史
委
員
会
編
一
九
七
二
）。
す
な
わ
ち
、幸
貫
以
後
真
田
家
に
は
、定
信
の
血
が
入
っ

て
い
る
こ
と
と
な
る
。

（
19
）  「
真
晴
院
様
　
御
蔵
書
目
録
控
／
本
書
ハ
東
京
御
奥
江
相
返
候
之
事
／
明
治
九
年
一
月
廿
五
日

（
以
上
表
書
）」
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
真
田
家
寄
託
文
書
（
請
求
記
号
…
寄
六
二
六
）。
な
お
、

同
目
録
に
見
ら
れ
る
『
源
氏
物
語
湖
月
抄
』
に
つ
い
て
、
定
信
自
筆
の
も
の
は
所
在
が
確
認

さ
れ
な
い
が
、『
湖
月
抄
』
そ
の
も
の
は
同
目
録
に
「
八
番
（
二
重
線
で
抹
消
）「
戌
十
二
月

東
京
江
御
送
り
／
一
、
湖
月
抄

　
六
十
冊
（
以
下
略
）」
と
記
録
が
あ
り
、
真
晴
院
蔵
書
と
し

て
存
在
し
た
。
同
書
と
定
信
自
筆
本『
源
氏
』と
が
錯
綜
し
た
結
果
、目
録
の
記
載
内
容
と
な
っ

た
と
思
し
い
。
な
お
、
木
版
本
で
あ
る
「
湖
月
抄
」
に
専
用
の
箱
が
用
意
さ
れ
た
と
い
う
事

実
は
、【
一
―
一
】【
一
―
二
】
の
有
り
方
を
考
え
る
上
で
も
参
考
に
な
ろ
う
。

（
20
）  

注
（
1
）
前
掲
原
田
二
〇
〇
九
ｂ
論
文
。

（
21
）  

な
お
、
晴
姫
の
調
度
類
は
、
一
部
が
『
姫
た
ち
の
婚
礼
』（
真
田
宝
物
館
二
〇
一
七
）
に
掲
載

さ
れ
る
。

（
22
）  「
真
晴
院
様
御
蔵
書
目
録
」
の
「
壱
番
」
に
あ
る
「
楽
翁
様
御
筆
／
一
、
湖
月
抄
」
と
あ
る
の

は
、
現
在
真
田
宝
物
館
に
収
蔵
の
定
信
筆
『
源
氏
物
語
』（
請
求
記
号
…
四
）
の
こ
と
と
思
わ

れ
る
。
同
書
は
、
定
信
好
み
の
浅
紺
色
花
か
つ
み
紋
表
紙
（
原
装
）
を
持
つ
特
大
本
（
縦

三
二
・
〇
×
横
二
二
・
三
糎
）
で
、
五
十
四
巻
揃
。
定
信
の
源
氏
物
語
書
写
七
次
の
う
ち
、

第
二
次
書
写
本
に
あ
た
る
（
岡
嶌
偉
久
子
氏
の
ご
教
示
に
拠
る
）。
漆
塗
り
三
面
格
子
萱
張
で

正
面
中
央
に
螺
鈿
細
工
に
て
「
源
氏
物
語
」
と
あ
る
専
用
箱
に
収
め
ら
れ
た
上
、桐
箱
に
入
り
、

さ
ら
に
蓋
中
央
に「
楽
翁
様
御
筆
／
湖
月
抄
」と
直
書
さ
れ
た
漆
塗
り
の
倹
飩
蓋
箱
に
収
ま
る
。

こ
の
蓋
書
が
目
録
に
記
録
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
す
る
と
本
書
は
、
少
な
く
と
も

明
治
初
期
に
は
現
状
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
本
書
は
、
巻
末
識
語
か
ら
定
信

か
ら
そ
の
妻
・
至
誠
院
に
贈
ら
れ
た
が
、
あ
る
功
績
を
賞
す
る
た
め
幸
貫
に
譲
ら
れ
た
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
る
。
す
る
と
晴
姫
の
蔵
書
に
は
、
幸
貫
の
蔵
書
の
、
少
な
く
と
も
一
部
が
引

き
継
が
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、【
一
―
一
】
の
場
合
は
、
本
文
が
木
版
本
で
あ
り
、
定
信
、

も
し
く
は
幸
貫
伝
来
と
は
聊
か
考
え
難
い
も
の
が
あ
る
。
な
お
定
信
は
、
幸
貫
が
真
田
家
に

養
子
入
り
す
る
文
化
十
二
年
時
点
で
、
二
十
一
代
集
も
二
度
書
写
し
て
い
る
こ
と
が
、
そ
の

日
記
の
記
録
か
ら
知
ら
れ
る（
岡
嶌
偉
久
子
・
山
根
陸
宏「
翻
刻『
花
月
日
記
松
平
定
信
自
筆
』

（
六
）
／
文
化
十
二
年
七
月
〜
九
月
」
文
化
十
二
年
七
月
二
十
一
日
条
『
ビ
ブ
リ
ア
』
一
一
六

号
二
〇
〇
一
）。

（
23
）  

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
真
田
家
文
書
（
請
求
記
号
二
六
Ａ
／
う
〇
〇
三
六
七
）。
本
書
の
二
丁
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目
裏
に
本
文
引
用
部
分
が
記
載
。
な
お
本
書
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
Ｈ
Ｐ
「
電
子
資
料
館
」

内
「
収
蔵
歴
史
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
か
ら
画
像
閲
覧
が
可
能
。
た
だ
し
、
資
料

情
報
に
「（
天
保
六
年
カ
）」
と
あ
る
の
は
蓋
然
性
が
低
く
、
本
資
料
の
作
成
は
、
天
真
院
（
幸

弘
）
の
逝
去
間
も
な
い
文
化
十
二
年
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の
頃
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
な

お
天
真
院
の
蔵
書
は
、
少
な
か
ら
ぬ
部
分
が
遺
品
と
し
て
真
田
家
に
伝
来
し
た
ら
し
く
、
明

治
三
年
に
は
「
天
真
院
様
御
書
物
引
渡
目
録
」（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
真
田
家
文
書
、
請
求

記
号
う
九
六
二
）
が
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、原
田
和
彦
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
注

（
1
）
前
掲
原
田
二
〇
〇
九
ｂ
論
文
）。
な
お
、
同
目
録
に
は
、
二
十
一
代
集
の
記
載
は
な
い
。

（
24
）  

山
中
さ
ゆ
り
氏
（
真
田
宝
物
館
学
芸
員
）
の
ご
教
示
に
拠
る
。

（
25
）  

六
代
幸
弘
を
は
じ
め
と
す
る
真
田
家
歴
代
当
主
が
文
芸
に
親
し
み
、
特
に
俳
諧
を
通
じ
て
諸

大
名
と
交
流
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、「
近
世
注
後
期
松
代
真
田
家
代
々
の
和
歌
・
俳
諧
・
漢

詩
文
及
び
諸
芸
に
関
す
る
研
究
」（
研
究
代
表
者
井
上
敏
幸
、
佐
賀
大
学
教
育
学
部

二
〇
〇
八
）
に
も
詳
し
い
。
ま
た
、
滝
沢
注
（
1
）
前
掲
論
文
に
は
、
歴
代
藩
主
が
学
問
を

奨
励
し
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
。

（
26
）  

注
（
11
）
前
掲
論
文
参
照
。
松
野
氏
は
、「
近
世
で
も
公
家
や
そ
の
系
統
の
人
々
は
写
本
で
千

載
集
を
読
む
場
合
が
多
か
っ
た
」
と
推
定
し
な
が
ら
も
、
明
治
以
降
刊
活
字
本
、
特
に
昭
和

初
年
刊
ま
で
も
の
の
底
本
に
は
全
て
正
保
板
本
が
採
ら
れ
て
い
る
事
、
ま
た
現
存
本
の
所
在

分
布
か
ら
「
正
保
版
本
は
か
な
り
大
量
に
出
廻
り
、
近
世
近
代
を
通
じ
て
よ
く
読
ま
れ
た
こ

と
が
推
定
さ
れ
る
」
と
指
摘
す
る
。
な
お
、
川
上
新
一
郎
氏
も
『
古
今
集
』
調
査
に
お
い
て
、

同
様
に
正
保
板
本
、
ひ
い
て
は
勅
撰
集
板
本
の
果
た
し
た
役
割
の
大
き
さ
に
言
及
す
る
（「
古

今
和
歌
集
版
本
考
（
続
）」『
斯
道
文
庫
論
集
』
第
三
十
五
輯
二
〇
〇
〇
）。

（
27
）  

例
え
ば
、
近
世
以
降
に
書
写
さ
れ
た
二
十
一
代
集
の
多
く
が
正
保
板
を
親
本
と
し
て
い
る
こ

と
が
後
藤
氏
注
（
12
）
前
掲
書
に
指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
、
契
沖
が
正
保
板
二
十
一
代
集
に
書

入
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
『
契
沖
全
集
』
第
十
五
巻
（
一
九
七
五
）
解
題
（
執
筆
者
…
久
保

田
淳
）
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
る
。
契
沖
書
入
本
二
十
一
代
集
に
つ
い
て
は
、
荒
木
優
也
「
國

學
院
大
學
図
書
館
蔵
『
二
十
一
代
集
』
に
つ
い
て 

附 

契
沖
書
入
本
『
新
古
今
和
歌
集
』
校
異
」

（
國
學
院
大
學
「
校
史
・
学
術
資
産
研
究
」
一
九
九
〇
）、
川
上
新
一
郎
「
斯
道
文
庫
蔵
正
保

版
二
十
一
代
集
書
入
覚
書

―
小
沢
蘆
庵
と
の
関
係
を
中
心
に

―
」（『
藝
文
研
究
』

一
〇
一
―
一
号
二
〇
一
一
）
に
お
い
て
も
論
じ
ら
れ
る
。
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は
じ
め
に

現
在
一
般
に
お
け
る
「
藩
校
」
の
も
つ
イ
メ
ー
ジ
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
ろ
う
か
。

 

　「
子
供
た
ち
が
文
机
の
前
に
き
ち
ん
と
座
り
、
先
生
の
講
義
を
聞
い
た
り
、
質
問

を
し
て
い
る
」

 

　「
稽
古
場
で
武
術
の
稽
古
が
行
わ
れ
て
お
り
、
青
年
た
ち
が
竹
刀
や
槍
で
撃
合
い

を
し
た
り
柔
術
の
稽
古
を
し
て
い
る
」

 

　「
武
士
の
子
弟
は
毎
日
き
ち
ん
と
稽
古
や
勉
学
に
励
み
、
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
て

い
る
」

も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
間
違
い
で
は
な
く
、
江
戸
時
代
松
代
藩
は
他
の
藩
同
様
に
文
武
を

奨
励
し
、
大
方
の
藩
士
と
そ
の
子
弟
は
そ
の
職
分
に
必
要
な
教
育
を
受
け
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。

昭
和
四
十
八
年
か
ら
ほ
ぼ
5
年
を
か
け
行
わ
れ
た
文
武
学
校
の
昭
和
の
大
修
理
の
後

初
め
て
の
大
規
模
な
保
存
修
理
が
平
成
二
十
三
年
度
よ
り
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
改

め
て
史
料
調
査
を
行
う
な
か
で
先
に
述
べ
た
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
と
は
ま
た
違
っ
た
一
面

が
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
文
武
学
校
に
関
わ
る
史
料
の
一
覧
と
、
そ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
文
武
学
校
の

形
状
の
変
遷
と
そ
の
シ
ス
テ
ム
の
一
端
を
示
し
て
み
た
い
。

一
　
松
代
藩
文
武
学
校
の
沿
革

松
代
藩
の
教
育
に
つ
い
て
は
多
く
の
先
学
の
研
究
に
み
る
通
り
で
あ
る
が（

1
）、
江
戸
中

期
頃
ま
で
に
松
代
藩
の
財
政
は
逼
迫
す
る
。
対
策
と
し
て
倹
約
・
殖
産
と
共
に
藩
士
の

綱
紀
粛
正
と
育
成
の
た
め
に
文
武
が
奨
励
さ
れ
、
六
代
藩
主
幸
弘
の
時
代
に
江
戸
よ
り

儒
者
菊
池
南
陽
を
招
き
儒
書
の
講
釈
を
行
う
な
ど
の
動
き
が
見
ら
れ
る
。

松
代
城
大
御
門
の
南
側
に
あ
っ
た
喰
違
（
現
在
の
新
御
殿
北
側
）
の
場
所
に
「
御
用

屋
敷
」「
稽
古
所
（
武
芸
稽
古
所
と
も
）」
を
設
け
た
こ
と
が
こ
の
時
期
の
城
下
絵
図
で

も
確
認
で
き
る（
2
）。

こ
の
「
御
用
屋
敷
・
稽
古
所
」
は
そ
れ
以
降
断
続
的
に
使
用
さ
れ
た
が
、
享
和
二
年

（
一
八
〇
二
）
に
焼
失
し
、
場
所
を
城
南
の
清
洲
町
東
端
、
現
在
の
文
武
学
校
の
位
置

に
移
し
て
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
に
再
建
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
何
度
か
修
理
・
建
て

替
え
を
し
な
が
ら
学
問
所
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

藩
校
を
設
立
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
で
た
の
は
八
代
藩
主
幸
貫
の
時
代
で
あ
る
。「
寛

政
の
改
革
」
を
主
導
し
た
白
河
藩
主
松
平
定
信
の
次
男
で
あ
っ
た
幸
貫
は
、
藩
内
の
停

滞
し
た
空
気
を
払
拭
す
べ
く
様
々
な
改
革
を
行
っ
た
が
、
そ
の
中
に
藩
校
を
建
設
し
、

藩
士
の
育
成
を
奨
励
す
る
こ
と
も
含
ま
れ
て
い
た
。
人
材
の
発
掘
、
育
成
に
力
を
注
い

だ
幸
貫
は
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
十
月
、
文
武
学
校
掛
に
鎌
原
伊
野
右
衛
門
を
、

文
武
学
校
創
業
普
請
総
奉
行
に
小
山
田
壱
岐
を
任
じ（
3
）藩
校
建
設
に
着
手
す
る
。

史
料
に
み
る
松
代
藩
文
武
学
校
に
つ
い
て

北
村
美
弥
子
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翌
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
正
月
に
は
実
務
方
の
役
職
が
決
め
ら
れ
、
閏
二
月
か
ら

五
月
頃
、
実
際
に
用
地
が
確
保
さ
れ
た（
4
）。
藩
主
幸
貫
は
五
月
に
隠
居
し
た
が
翌
月
に
死

去
す
る
。
学
校
の
建
設
は
孫
の
九
代
幸
教
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
な
り
、
翌
嘉
永
六

年
二
月
二
十
九
日
に
地
鎮
祭
が
行
わ
れ
普
請
に
入
る
。
棟
札
を
見
る
と
七
つ
の
建
物
は

別
々
の
大
工
が
請
け
負
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
四
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
上
棟
さ
れ

た（
5
）。
ほ
ぼ
同
時
期
の
六
月
一
日
、
松
代
城
花
の
丸
が
火
事
で
焼
失
し
た
た
め
完
成
し
て

い
た
槍
術
所
が
一
時
、
御
用
部
屋
・
諸
役
人
詰
所
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

よ
う
や
く
文
武
学
校
が
開
校
（「
仮
御
開
」）
と
な
っ
た
の
は
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
文
学
所
・
剣
術
所
・
槍
術
所
・
柔
術
所
・
弓
術
所
・
西
序
・
東
序

の
七
棟
と
供
待
を
備
え
た
こ
の
学
校
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
武
芸
の
他
、
柔
術
所
で
は
和

術
・
腰
廻
取
手
・
小
具
足
な
ど
の
体
術
や
居
合
、
槍
術
所
で
は
長
刀
・
長
巻
・
西
洋
砲

術
、
東
序
は
軍
学
が
教
授
さ
れ
る
場
所
と
さ
れ
た（
6
）。

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）、
学
校
内
に
西
洋
兵
学
を
学
ぶ
兵
制
士
官
学
校
が
併
設
さ

れ
た
が
、
こ
れ
は
二
年
弱
で
松
代
藩
で
起
こ
っ
た
午
札
騒
動
の
あ
お
り
で
閉
校
し
、
代

わ
っ
て
西
洋
兵
学
寮
が
設
立
さ
れ
た
が
、
こ
れ
も
廃
藩
の
混
乱
で
一
年
と
た
た
な
い
う

ち
に
閉
鎖
さ
れ
た
。

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
は
廃
藩
の
た
め
に
松
代
県
学
校
と
な
っ
た
が
、
長
野
県

へ
と
合
併
さ
れ
た
た
め
に
こ
れ
も
ま
た
廃
止
さ
れ
る
。

明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
の
学
制
発
布
で
松
代
学
校
と
な
っ
た
後
、
松
代
尋
常
小
学

校
、
松
代
小
学
校
と
名
称
を
変
え
な
が
ら
現
在
に
続
い
て
い
る
。

二
　
文
武
学
校
関
連
の
史
料
の
概
要

巻
末
の
表
1
は
文
武
学
校
に
関
す
る
資
料
（
文
献
資
料
＝
史
料
・
絵
図
資
料
）
の
一

覧
で
あ
る
。

大
雑
把
に
括
る
と
国
立
国
文
学
研
究
所
（
以
下
国
文
研
）、
真
田
宝
物
館
、
松
代
小

学
校
、
松
代
公
民
館
が
所
蔵
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
や
や
変
則
的
だ
が
、
史
料
は
概

ね
所
蔵
番
号
順
に
並
べ
て
あ
る
。

こ
の
う
ち
昭
和
二
十
六
年
に
真
田
家
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
た
め
国
文
学
研
究
所
が
所
蔵

し
て
い
る
史
料
の
数
が
多
い
が
、
文
武
学
校
の
隣
に
あ
り
そ
の
建
物
を
昭
和
二
十
八
年

ま
で
校
舎
と
し
て
使
用
し
て
い
た
松
代
小
学
校
、
か
つ
て
の
領
地
松
代
に
あ
り
真
田
家

の
所
蔵
し
て
い
た
資
料
を
所
蔵
・
展
示
す
る
真
田
宝
物
館
な
ど
、
今
な
お
そ
れ
ら
資
料

が
作
成
・
使
用
さ
れ
た
松
代
と
い
う
場
所
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
意
義
深
い
こ
と
だ

と
い
え
よ
う
。

国
文
研
の
史
料
は
簿
冊
と
一
紙
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
を
束
ね
た
も
の
と
様
々
な
形
態
を

示
す
が
、
内
容
的
に
は
修
理･

普
請
記
録
関
係
、
学
校
の
日
々
の
記
録
（「
文
武
学
校
日

記
」）、
規
則･

先
例
を
ま
と
め
た
も
の
（「
学
校
御
条
目
」）
等
に
大
別
さ
れ
る
。

松
代
小
学
校
の
史
料
は
一
紙
が
多
く
明
治
以
降
の
も
の
が
多
い
事
が
特
徴
と
し
て
挙

げ
ら
れ
る
。
そ
の
頃
文
武
内
に
併
設
さ
れ
た
兵
制
士
官
学
校
関
連
の
史
料
が
多
く
み
ら

れ
る
。
ま
た
絵
図
面
類
を
5
点
所
蔵
す
る
。

真
田
宝
物
館
に
は
史
料
の
他
、
武
具
や
武
器
、
さ
ら
に
使
用
し
た
道
具
類
が
豊
富
に

残
る
こ
と
が
特
筆
さ
れ
る
。

三
　
文
武
学
校
関
連
の
日
記
類

国
文
研
の
史
料
中
ま
と
ま
っ
た
も
の
と
し
て
日
記
類
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
藩
が

学
校
を
運
営
す
る
際
の
記
録
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
文
武
学
校
の
建
設
が

決
定
さ
れ
た
時
点
か
ら
、
文
学
所
中
央
の
役
人
棟
に
勤
め
る
「
掛
　
御
目
付
」
が
記
述

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
い
く
つ
か
種
類
が
み
ら
れ
る
の
で
以
下
に
記
述
す
る
。

　
①

　
文
武
学
校
日
記

　
　  
文
武
学
校
の
建
設
が
具
体
化
し
た
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
十
月
か
ら
始
ま
る

「
文
武
学
校
日
記
」
が
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
十
二
月
ま
で
、
さ
ら
に
そ
れ

を
引
き
継
ぐ
形
で「
学
政
日
記
」が
明
治
二
年
十
月
か
ら
明
治
四
年（
一
八
七
一
）
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の
三
月
ま
で
書
か
れ
て
い
る
。
表
題
の
下
に
記
述
部
署
が
「
掛

　
御
目
付
」
と

書
か
れ
て
お
り
、
い
わ
ば
学
校
運
営
の
公
式
な
記
録
で
あ
る
。
学
校
行
事
・
学

内
で
の
褒
賞
・
師
匠
名
・
学
校
人
事
・
修
行
人
（
廻
国
修
行
に
や
っ
て
く
る
各

地
の
藩
士
）の
姓
名
と
来
校
日
時
・
日
割
変
更
な
ど
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
る
が
、

あ
く
ま
で
運
営
の
た
め
の
記
録
で
あ
っ
て
授
業
内
容
に
あ
た
る
記
述
は
ほ
と
ん

ど
見
ら
れ
な
い
。
砲
術
町
打
稽
古
（
学
校
外
の
稽
古
）
の
申
請
に
つ
い
て
数
多

く
記
載
さ
れ
る
の
は
、
物
品
貸
出
し
や
そ
の
調
整
が
あ
り
他
の
部
署
と
の
連
絡

が
必
要
な
た
め
、
事
細
か
に
書
く
必
要
が
あ
っ
た
せ
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
②
　
御
用
日
記
（
学
校
掛
）

　
　  

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
正
月
か
ら
慶
応
四
年
（
明
治
元
年
・
一
八
六
八
）
正

月
ま
で
の
記
録
。
記
録
者
の
名
が
近
藤
権
内
・
大
川
才
兵
衛
・
宮
下
三
郎
治
と

あ
り
、
彼
ら
は
学
校
御
買
物
役
と
い
う
役
職
に
就
い
て
い
る
。
主
と
し
て
学
校

内
の
物
品
購
入
・
管
理
に
関
す
る
日
記
。

　
③
　
日
記
（
学
校
掛
）

　
　  

安
政
二
年
か
ら
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
ま
で
の
記
録
。
記
述
者
の
名
は
無
い

が
、内
容
か
ら
①
と
同
じ
文
武
学
校
掛
御
目
付
の
記
述
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

日
報
で
あ
る
①
に
書
か
な
か
っ
た
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
金
銭
関
係
の
出
入
り
に
対

す
る
処
理
を
書
き
留
め
て
お
く
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
④
　
学
政
日
記

　
　  

明
治
二
年
十
月
に
始
ま
る
記
録
。
こ
の
年
松
代
藩
の
職
制
改
革
が
あ
り
、
そ
れ

に
よ
っ
て
学
校
掛
の
職
務
・
名
称
に
も
変
更
が
あ
っ
た
。
学
校
掛
は
兵
政
と
学

政
の
二
つ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
で
記
録
を
つ
け
て
い
る
。
明
治
四
年
三
月
ま

で
記
録
さ
れ
る
が
、
明
治
三
年
の
学
校
記
録
が
主
で
あ
る
。

　
⑤
　
兵
政
日
記

　
　  「
学
政
日
記
」
と
同
じ
く
明
治
二
年
十
月
に
始
ま
る
記
録
で
あ
る
。
兵
政
部
局

の
記
録
。
内
容
は
ほ
ぼ
変
わ
り
な
い
が
、
銃
兵
の
記
録
が
主
。
明
治
四
年
九
月

ま
で
の
記
述
が
あ
る
が
、
学
制
日
誌
同
様
、
明
治
三
年
の
記
録
が
主
で
あ
る
。

　
⑥
　
日
記
　
学
監

　
　  

明
治
三
年
（
一
七
七
〇
）
正
月
か
ら
翌
四
年
十
二
月
ま
で
の
記
録
。
三
年
六
月

に
「
学
校
御
開
」
が
あ
り
、
何
ら
か
の
組
織
改
正
が
行
わ
れ
た
た
め
、
改
め
て

作
成
し
た
も
の
ら
し
い
。
文
武
学
校
に
関
す
る
日
記
と
し
て
は
一
番
遅
く
ま
で

作
成
さ
れ
て
お
り
、
明
治
四
年
九
月
に
松
代
県
学
校
が
開
校
さ
れ
て
も
記
録
が

そ
の
年
の
十
二
月
ま
で
続
い
て
い
る
が
、
記
載
事
項
は
飛
び
飛
び
に
な
っ
て
い

る
。

　
⑦
　
兵
制
士
官
学
校
日
記
留
・
兵
制
士
官
学
校
日
記

　
　  

明
治
元
年
に
文
武
内
に
併
設
さ
れ
た
主
と
し
て
西
洋
兵
学
を
学
ぶ
た
め
の
学
校

記
録
。
明
治
元
年
十
月
か
ら
明
治
三
年
八
月
ま
で
の
「
御
兵
制
士
官
学
校
日
記

留
」
と
明
治
元
年
十
月
か
ら
三
年
四
月
ま
で
の
「
御
兵
制
士
官
学
校
日
記
」
が

存
在
す
る
。「
留
」
に
は
生
徒
名
・
学
校
の
役
人
名
・
購
入
物
品
等
が
記
さ
れ

る
が
、「
日
記
」
は
記
事
自
体
が
少
な
く
、
お
そ
ら
く
同
じ
よ
う
な
記
述
の
た

め
に
主
だ
っ
た
こ
と
し
か
書
か
れ
な
く
な
り
、
そ
の
う
ち
省
略
さ
れ
た
も
の
の

よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
日
記
は
時
に
重
複
し
て
書
か
れ
る
が
、
同
日
に
同
じ
記
述
が
あ
る
と
は
限

ら
な
い
。学
校
の
日
割
や
道
場
の
改
築
に
つ
い
て
も
す
べ
て
記
載
が
あ
る
訳
で
は
な
く
、

変
更
時
期
が
不
明
な
事
例
も
多
い（
7
）。
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四
　
史
料
に
見
る
文
武
学
校

そ
れ
で
は
文
武
学
校
関
連
の
史
料
か
ら
わ
か
る
江
戸
末
期
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て

の
学
校
の
様
子
を
み
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　（
一
）　
各
建
物
の
用
途
と
変
遷
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
①
　
文
学
所

文
学
所
は
正
門
か
ら
入
っ
て
正
面
に
見
え
る
文
武
学
校
内
最
大
の
建
物
で
あ
る
。
内

部
は
大
き
く
3
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ
、①
東
側
の
「
大
間
一
之
間
」
か
ら
「
三
之
間
」、

②
中
央
部
分
の
台
所
部
分
と
そ
の
西
側
の
作
業
・
事
務
棟
部
分
、
③
西
側
の
藩
主
・
客

用
の
「
御
居
間
」
と
そ
れ
に
伴
う
「
御
次
」、
行
事
の
際
に
事
務
に
使
用
さ
れ
る
「
御

用
序
（
所
）」
部
分
か
ら
な
っ
て
い
る
。

生
徒
が
入
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
「
大
間
一
之
間
」「
大
間
二
之
間
」「
大
間
三
之
間
」

と
呼
ば
れ
た
①
の
部
分（
8
）の
み
で
、
こ
の
部
屋
は
安
政
二
年
四
月
二
十
八
日
の
開
校
か
ら

こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い
た
。
ま
た
稽
古
初
・
稽
古
納
な
ど
の
式
典
の
際
に
も
使
用
さ

れ
て
お
り
、
今
で
い
う
講
堂
の
役
割
も
持
っ
て
い
た
。

役
所
部
分
で
あ
る
②
は
文
武
学
校
掛
で
あ
る
藩
士
た
ち
が
詰
め
て
い
る
部
分
（
事
務

棟
）
と
、
そ
の
下
で
働
く
番
人
・
仲
間
等
の
居
場
所
で
あ
る
台
所
を
中
心
と
す
る
作
業

棟
に
分
け
ら
れ
る
。
　

貴
賓
棟
と
で
も
い
う
べ
き
③
は
常
時
使
用
さ
れ
な
い
部
分
で
あ
る
。「
御
居
間
」
は

藩
主
来
校
時
の
控
室
と
し
て
使
用
さ
れ
る
が
、
他
の
使
用
例
と
し
て
は
開
校
前
の
安
政

元
年
、
体
調
の
す
ぐ
れ
な
か
っ
た
藩
主
幸
教
の
た
め
に
、
義
母
貞
松
院
が
実
家
（
大
和

郡
山
藩
）
の
藩
主
で
あ
る
甥
、
松
平
奉
申
の
侍
医
を
松
代
ま
で
呼
び
寄
せ
て
診
察
さ
せ

た
際
こ
こ
に
宿
泊
さ
せ
て
い
る（
9
）。
ま
た
、
明
治
元
年
九
月
二
日
に
は
当
時
松
代
藩
へ
と

身
を
寄
せ
て
い
た
武
田
斐
三
郎
（
大
洲
藩
士
、
函
館
五
稜
郭
の
建
設
を
手
掛
け
、
松
代

藩
で
は
明
治
期
に
兵
制
士
官
学
校
の
教
授
を
務
め
た
）
が
こ
の
場
所
に
一
次
居
住
し
て

貴賓部分

事務部分

作業部分

校舎部分

大間一之間大間二之間大間三之間

小玄関

玄関

床

間
仲
御

番人
物置物置

下目付
掛役人下役

調役御目付

掛役人

御台子御次

御用序

御居間

入側 入側

長囲炉裏
床

床

廊下

入口
腰掛

板戸
③

②

②

①

床

床

図 1　文学所
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い
た）

10
（

。
藩
に
と
っ
て
の
賓
客
を
短
期
間
居
住
さ
せ
る
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
も
機
能
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。

「
御
用
序
」
部
分
は
「
御
居
間
」
と
「
大
間
一
之
間
」
同
様
文
学
所
内
で
床
の
間
を

持
つ
数
少
な
い
部
屋
で
あ
る
。
使
用
例
に
は
開
校
日
に
「
御
用
所
相
立
…
手
札
差
出
」

と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
行
事
の
際
家
老
ク
ラ
ス
の
役
人
が
詰
め
て
師
匠
な
ど
の
出
席
を

確
認
す
る
場
所
で
あ
っ
た）
11
（

。

「
長
囲
炉
裏
」
の
使
用
例
は
学
校
日
記
の
初
期
に
役
目
の
申
渡
し
を
こ
こ
で
行
っ
た

記
述
が
あ
る
。

　
②
　
剣
術
所

入
口
右
手
に
あ
る
剣
術
所
は
嘉
永
六
年
五
月
に
上
棟
さ
れ
て
い
る
。
一
番
大
き
な
改

築
記
録
は
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
の
も
の
で）
12
（

、
こ
の
時
北
側
の
東
序
ま
で
下
屋
を
継

ぎ
足
し
て
一
体
化
し
、現
在
見
る
中
庭
部
分
で
も
稽
古
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

昭
和
の
修
理
の
際
こ
の
部
分
は
取
り
外
さ
れ
た
た
め
、
現
在
み
る
よ
う
な
建
築
当
時
の

姿
と
な
っ
て
い
る
。

明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
に
も
大
規
模
な
修
理
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
際
に
藩

主
の
「
御
覧
所
」
が
無
く
な
り
、
道
場
自
体
は
旧
足
軽
・
旧
藩
士
・
小
隊
長
ク
ラ
ス
と

身
分
に
よ
っ
て
板
仕
切
に
よ
り
区
切
ら
れ
た）
13
（

。

以
上
変
遷
は
あ
る
も
の
の
、
名
称
通
り
に
盛
ん
に
使
用
さ
れ
た
道
場
で
あ
る
と
言
え

る
。

　
③
　
槍
術
所

学
校
の
道
場
中
も
っ
と
も
大
き
い
こ
の
建
物
は
、
嘉
永
六
年
四
月
に
上
棟
し
、
翌
五

月
に
松
代
城
花
の
丸
が
火
災
で
焼
失
し
た
た
め
一
時
期
仮
政
庁
と
し
て
使
用
さ
れ
る
。

槍
の
ほ
か
長
刀
・
長
巻
な
ど
大
振
り
の
武
器
を
使
用
す
る
稽
古
場
で
あ
り
、
西
洋
砲

術
も
こ
こ
で
教
授
さ
れ
た
。
学
校
日
記
な
ど
か
ら
は
通
し
稽
古
が
行
わ
れ
る
な
ど
槍
術

は
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
お
そ
ら
く
生
徒
を
収
容
し
き
れ
な
く
な
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
お
り
、
開
校
直
前
の
安
政
二
年
四
月
二
十
五
日
に
は
教
室
と
し
て
作
ら

れ
た
西
序
を
槍
術
所
と
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
て
い
る）
14
（

。

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
八
月
に
は
「
演
武
寮
」
と
な
り
演
習
場
と
な
っ
た
が
、
明

治
六
年
（
一
八
七
三
）
四
月
、
焼
失
し
た
長
国
寺
の
庫
裡
と
し
て
移
築
さ
れ
た
。
以
来

文
武
学
校
内
で
唯
一
欠
け
た
建
物
で
あ
っ
た
が
、
平
成
五
年
に
元
の
場
所
に
移
築
・
復

元
さ
れ
て
い
る
。
　

　
④
　
柔
術
所

こ
こ
で
は
柔
術
の
ほ
か
、和
術
（
組
打
術
）・
腰
廻
（
小
太
刀
で
相
手
を
制
す
る
技
）・

捕
手
（
無
腰
で
武
器
を
持
つ
相
手
を
制
す
る
技
）・
居
合
等
の
体
術
が
行
わ
れ
て
い
た
。

畳
の
修
繕
が
他
の
道
場
に
比
べ
多
い
こ
と
か
ら
、
道
場
中
唯
一
全
面
が
畳
敷
き
で
あ
っ

た
こ
と
が
う
か
が
え
る）
15
（

。
嘉
永
六
年
四
月
に
上
棟
。

し
か
し
開
校
後
、
剣
・
槍
・
砲
術
を
奨
励
す
る
藩
の
方
針
の
た
め
あ
ま
り
振
わ
ず
、

明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
か
ら
は
銃
器
・
弾
薬
の
製
造
所
と
さ
れ
た
。
翌
年
に
は
「
南

文
学
所
」
と
さ
れ
教
室
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
⑤
　
弓
術
所

文
武
学
校
が
で
き
る
以
前
、
こ
こ
に
あ
っ
た
武
芸
稽
古
所
の
弓
術
所
が
こ
の
位
置
に

建
て
ら
れ
て
い
た
。
嘉
永
六
年
四
月
上
棟
。

学
校
日
記
に
お
い
て
は
当
初
、「
射
芸
一
覧
」
と
し
て
記
事
が
非
常
に
多
い
弓
術
で

あ
る
が
、
砲
術
へ
と
重
点
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
、
安
政
五
年
以
降
は
記
事

が
少
な
く
な
る
。
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
は
「
兵
士
休
息
所
」
と
し
て
模
様
替
え

さ
れ）
16
（

、
同
六
年
に
は
的
場
部
分
が
撤
去
さ
れ
て
い
る
。

　
⑥
　
西
序
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文
武
学
校
の
中
で
一
番
、
用
途
の
変
化
が
激
し
い
建
物
で
あ
る
。
嘉
永
六
年
六
月
上

棟
。「

序
」
は
教
室
の
意
で
、
東
側
の
西
序
と
同
様
、
躾
方
・
東
西
の
医
学
を
教
授
す
る

場
所
と
し
て
予
定
さ
れ
て
い
た
。
槍
術
所
で
も
述
べ
た
通
り
、
開
校
直
前
す
で
に
槍
術

所
に
模
様
替
え
す
る
こ
と
に
決
定
し
て
お
り
、
翌
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
正
月

二
十
二
日
に
は
「
槍
術
所
ニ
相
成
」、
以
降
「
南
槍
術
所
」
と
呼
称
さ
れ
て
い
る）

16
（

。
そ

の
際
、
二
階
と
階
段
・
押
入
・
障
子
が
取
り
外
さ
れ
、
南
側
が
吹
抜
け
に
改
築
さ
れ
た
。

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
に
は
西
側
廊
下
が
六
尺
に
拡
張
さ
れ
、
西
序
と
し
て
の
庭

を
区
切
る
板
塀
も
こ
の
時
撤
去
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
槍
術
で
使
用
す

る
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
西
洋
砲
術
の
必
要
性
が
高
ま
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

明
治
二
年
に
は
武
具
方
物
置
と
し
て
使
用
さ
れ）

17
（

、
翌
三
年
三
月
に
は
「
御
筒
、
剣
術

御
道
具
類
置
場
」
の
記
術
が
見
え
る）

18
（

。

　
⑦
　
東
序

嘉
永
六
年
六
月
上
棟
。西
序
と
対
を
な
す
建
物
で
、軍
学
が
教
授
さ
れ
る
教
室
で
あ
っ

た
。
こ
ち
ら
も
開
校
直
前
に
「
文
学
所
御
極
（
文
学
所
と
す
る
）」
と
さ
れ
た
が
、
実

際
に
は
八
月
か
ら
軍
学
は
「
大
間
二
之
間
」
で
行
わ
れ
て
い
る）

19
（

。
そ
の
後
慶
応
元
年

（
一
八
六
五
）
に
は
「
学
校
東
序
軍
学
致
し
稽
古
候
処
、
文
学
所
江
引
移
候
様
…
」
と

あ
る
の
で）

20
（

、
軍
学
と
、
文
学
と
呼
ば
れ
た
儒
書
の
講
義
が
そ
の
時
々
の
人
数
の
多
寡
に

よ
っ
て
都
合
の
い
い
場
所
で
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　（
二
）
学
校
日
記
に
み
る
役
所
部
分

こ
れ
ま
で
文
武
学
校
に
勤
め
る
藩
士
が
仕
事
を
し
て
い
た
場
所
と
さ
れ
た
文
学
所
中

央
東
部
分
で
あ
る
が
、
日
記
に
あ
る
名
称
と
任
免
の
記
述
か
ら
職
制
が
あ
る
程
度
推
察

で
き
る
。
以
下
に
文
武
学
校
掛
の
役
職
の
概
略
を
述
べ
る
。

　
①

　
文
武
学
校
懸
（
掛
）

　
　  

嘉
永
四
年
に
家
老
小
山
田
壱
岐
が
任
命
さ
れ
て
い
る
。
松
代
藩
の
中
で
も

千
二
百
石
と
い
う
高
禄
の
家
柄
で
あ
り
、
こ
れ
は
万
延
元
年
に
交
代
し
た
望
月

帰
一
郎
も
同
様
で
あ
る
。
人
事
や
業
務
の
最
終
決
済
、
学
校
行
事
へ
の
出
席
が

業
務
で
あ
る
が
毎
日
学
校
へ
来
る
こ
と
は
な
い
。
定
員
は
一
名
。

　
②
　
文
武
学
校
懸
（
掛
）

　
　  

①
番
と
同
様
の
名
称
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
家
禄
が
三
百
石
か
ら
五
百
石
の
家

柄
か
ら
選
任
さ
れ
る
。
藩
の
「
中
老
」
の
中
か
ら
選
ば
れ
、
①
の
文
武
学
校
懸

と
実
際
の
常
勤
職
で
あ
る
「
御
目
付
」
と
の
間
で
指
示
・
決
済
を
行
っ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
行
事
へ
の
出
席
も
行
う
。
定
員
は
二
〜
三
名
で
、
学
校
に
は
不

在
。

　
③
　
掛
御
目
付

　
　  

　
文
武
学
校
に
常
駐
し）

21
（

現
場
で
の
実
務
を
取
り
仕
切
る
。百
石
〜
二
百
石
の「
御

目
付
」
か
ら
選
任
さ
れ
、『
文
武
学
校
日
記
』『
学
校
御
条
目
』
は
こ
の
部
署
で

記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
　  

　
日
常
の
稽
古
に
関
し
て
の
学
校
の
使
用
届
や
変
更
等
は
こ
こ
に
宛
て
て「
願
」

が
出
さ
れ
、
許
可
が
下
り
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
　  

　
ま
た
「
日
割
」
と
呼
ば
れ
る
学
校
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
や
、
藩
の
行
事
と

の
調
整
も
こ
の
部
署
が
実
質
的
に
行
っ
て
い
た
。
他
に
武
具
方
や
普
請
方
な
ど

他
部
署
と
の
折
衝
も
行
う
。
定
員
は
二
〜
三
名
。

　
④

　
調
役

　
　  
　
二
十
石
前
後
の
「
御
目
付
方
調
役
御
広
間
帳
附
」
か
ら
選
ば
れ
る
。
御
目
付

の
下
で
そ
の
業
務
を
補
佐
す
る
役
目
で
あ
り
、
他
部
署
と
の
連
絡
等
も
行
っ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
。
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調
べ
物
や
他
部
署
と
の
折
衝
の
た
め
筆
記
に
慣
れ
た
「
帳
附
」
の
人
材
が
選

ば
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
、
日
記
に
挟
み
込
ま
れ
た
漉
返
し
の
一
紙
文

書
（
松
代
藩
の
場
合
灰
色
宿
紙
と
呼
ば
れ
、
現
代
の
電
話
や
メ
ー
ル
に
相
当
す

る
と
思
わ
れ
る
）は
こ
の
人
々
の
手
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

微
禄
だ
が
藩
士
と
し
て
「
御
役
方
」
と
呼
ば
れ
、
文
武
学
校
の
実
務
を
担
っ
た

部
署
で
あ
り
「
掛
御
目
付
」
の
「
助
」
も
務
め
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

　
　  

　
掛
御
目
付
と
調
役
の
役
替
え
は
藩
政
末
期
に
な
る
と
か
な
り
頻
繁
に
行
わ
れ

る
が
、
一
度
勤
め
た
者
が
再
度
帰
役
す
る
こ
と
も
多
い
。
定
員
は
二
〜
三
名
で

あ
る
。

　
⑤
　
台
所
目
付
・
御
買
物
役

　
　  

　
切
米
で
の
禄
支
給
で
一
代
限
り
の
足
軽
同
心
か
ら
「
藩
士
並
」
に
引
き
上
げ

ら
れ
た
身
分
の
者
が
多
い
。

　
　  

　
学
校
内
の
物
品
購
入
と
そ
の
管
理
、飲
食
物
の
差
配
な
ど
を
し
、「
御
用
日
記
」

に
記
述
す
る
。
二
〜
三
人
が
定
員
で
あ
る
が
、
こ
の
部
署
か
ら
下
は
役
替
え
が

無
く
、
隠
居
・
死
去
し
な
い
限
り
同
じ
人
物
が
勤
め
続
け
て
い
る
。

　
⑥
　
下
目
付
頭
取

　
　  

　
定
員
一
名
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
は
藩
主
に
目
通
り
で
き
る
「
御
目
見
席
」
で

あ
り
、
下
目
付
頭
取
は
学
校
で
働
く
目
見
以
下
の
足
軽
同
心
・
番
人
・
仲
間
を

統
括
す
る
役
目
で
あ
り
、
武
具
・
道
具
手
入
れ
の
責
任
者
で
あ
る
。

　
⑦

　
台
所
元
〆
・
家
具
番
・
道
具
番

　
　  

　
文
武
学
校
中
央
の
板
敷
部
分
に
詰
め
、
台
所
・
家
具
・
道
具
な
ど
の
管
理
を

す
る
人
々
で
あ
る
。
普
請
方
の
足
軽
の
中
か
ら
選
ば
れ
、
役
に
就
く
こ
と
で
苗

字
を
貰
っ
て
い
る）

22
（

。
定
員
は
二
〜
四
人
。

　
⑧
　
そ
の
他

　
　  

　
御
門
番
人
・
仲
間
・
台
所
仲
間
が
お
り
、
足
軽
同
心
の
中
か
ら
選
ば
れ
、
学

校
内
の
掃
除
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
他
部
署
・
師
匠
た
ち
へ
の
使
い
等
を
行
う
。

ま
た
学
校
で
の
泊
り
番
も
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　（
三
）　
稽
古
の
様
子

　
　
　
①
　
師
匠
と
門
弟

決
め
ら
れ
た
日
割
（
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
）
に
従
っ
て
師
匠
・
門
弟
が
集
ま
っ
て
稽
古
を

行
う
が
、
師
匠
は
教
師
と
し
て
学
校
に
雇
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
藩
士
と
し
て

の
務
め
を
持
ち
つ
つ
門
弟
た
ち
に
教
授
し
て
い
る
。
従
っ
て
年
初
め
の
稽
古
初
め
の
際

等
に
特
別
賞
与
が
あ
る
程
度
で
、
毎
月
ご
と
に
俸
禄
（
給
料
）
が
学
校
（
＝
藩
）
か
ら

出
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
松
代
藩
で
は
師
匠
の
代
わ
り
に
実
際
に
門
弟
の
指
導
を
す

る
立
場
に
あ
る
者
を
「
行
司
」
と
呼
称
し
、
学
校
行
事
の
際
に
は
師
匠
と
並
ん
で
褒
賞

を
受
け
て
い
る
。
人
気
が
無
く
出
席
す
る
門
弟
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
場
合
な
ど
は
「
日

割
御
貸
無
」、
つ
ま
り
割
り
当
て
の
学
校
使
用
日
時
を
削
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た）

23
（

。
一

回
の
授
業
時
間
は
半
日
で
、
午
前
と
午
後
に
分
か
れ
て
い
る
。

門
弟
た
ち
は
基
本
、就
い
た
師
匠
の
割
り
当
て
ら
れ
た
日
時
に
学
校
へ
行
き
、講
義
・

稽
古
を
受
講
す
る
。
自
分
の
体
力
や
や
る
気
、
必
要
に
合
わ
せ
て
受
け
る
科
目
の
数
を

決
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
現
在
の
義
務
教
育
と
い
う
よ
り
は
大
学
の
シ
ス
テ
ム
に
近
い
。

お
お
む
ね
八
才
頃
か
ら
学
問
を
、
十
四
歳
頃
か
ら
武
芸
を
始
め
る
よ
う
で
あ
る
が
、
父

親
が
師
匠
の
場
合
な
ど
は
も
っ
と
早
く
に
始
め
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ

た
。
学
校
に
は
三
十
五
歳
く
ら
い
ま
で
通
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

実
際
に
は
藩
士
の
子
弟
全
員
が
通
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
努
力
義
務
で
あ
っ
た
た
め

か
、
精
勤
し
な
い
者
に
つ
い
て
は
嫡
子
な
ら
家
督
を
認
め
ず
、
次
男
三
男
な
ら
養
子
縁

組
を
認
め
な
い
と
藩
は
何
度
も
触
れ
を
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と）

24
（

、
武
士
な
ら
全
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員
文
武
両
道
に
邁
進
し
て
い
た
と
は
限
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
②
　
学
校
の
一
年
間

正
月
十
八
日
に
稽
古
初
め
の
式
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
時
師
匠
・
行
司
に
は
酒
・
金
子

が
下
さ
れ
、
門
弟
た
ち
に
は
扇
子
・
服
地
・
帯
・
紙
な
ど
が
与
え
ら
れ
る
。
ま
た
学
問

精
勤
の
者
に
は
儒
学
の
書
籍
が
与
え
ら
れ
る
。

実
際
に
稽
古
が
始
ま
る
の
は
二
十
一
日
か
ら
で
（「
諸
稽
古
始
」）、
寒
さ
が
厳
し
い

こ
の
時
期
に
一
日
通
し
稽
古
（「
終
日
稽
古
」）
を
行
う
場
合
、
藩
か
ら
は
豆
腐
汁
と
時

に
よ
っ
て
は
水
菓
子
（
冬
は
饅
頭
で
あ
る
こ
と
が
多
い
）
が
下
さ
れ
る
。
こ
れ
は
す
べ

て
の
師
匠
が
行
う
わ
け
で
は
な
く
、
熱
心
な
師
匠
と
門
弟
た
ち
の
い
る
道
場
が
行
っ
て

い
た
。

三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
「
御
一
覧
」
と
呼
ば
れ
る
藩
主
・
藩
の
重
役
た
ち
の
前
で

武
芸
の
発
表
会
が
あ
り
、
そ
の
割
振
り
と
準
備
に
学
校
の
役
人
た
ち
は
忙
し
い
。

夏
季
に
行
う
終
日
稽
古
に
も
豆
腐
汁
と
水
菓
子
（
夏
季
に
は
西
瓜
）
が
下
さ
れ
る
。

水
練
の
稽
古
も
あ
り
、学
校
内
に
水
練
場
は
な
い
の
で
城
下
北
を
流
れ
る
千
曲
川
の「
赤

坂
渡
船
場
」
で
練
習
は
行
わ
れ
た
。

九
月
末
か
ら
十
月
に
か
け
て
秋
の
「
御
一
覧
」
が
あ
る
。

十
二
月
初
め
に
は
「
御
聴
聞
」
と
呼
ば
れ
る
学
問
版
の
「
御
一
覧
」
が
あ
る
。

十
二
月
十
九
日
に
稽
古
納
め
の
式
が
あ
り
、
翌
年
稽
古
初
め
ま
で
休
み
に
入
る
。

休
日
は
節
句
と
呼
ば
れ
る
三
月
三
日
・
五
月
五
日
・
七
月
七
日
・
八
月
一
日
、
七
月

十
三
日
〜
一
六
日
の
盆
休
み
、
八
月
十
八
日
・
十
九
日
の
祇
園
社
の
祭
礼
、
白
鳥
神
社

と
武
靖
大
明
神
の
祝
日
が
九
月
に
二
日
ず
つ（
変
動
制
）で
あ
る
。
ま
た
藩
主
真
田
家
・

幕
府
の
喪
や
、
藩
主
の
参
勤
交
代
時
等
も
休
日
と
な
る
。

武
芸
・
学
問
の
発
表
会
で
あ
る
御
一
覧
・
御
聴
聞
は
基
本
松
代
城
花
の
丸
で
行
わ
れ

る
。
武
芸
は
庭
で
行
わ
れ
る
た
め
、
雨
天
の
場
合
、
延
引
と
な
っ
た
。

ま
た
不
定
期
に
「
野
合
稽
古
」
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
近
郊
の
妻
女
山
へ
行
き

稽
古
を
行
う
が
、
一
人
当
た
り
饅
頭
十
五
個
、
役
人
達
に
は
七
個
な
ど
と
、
さ
な
が
ら

ピ
ク
ニ
ッ
ク
の
様
相
も
呈
し
て
い
る
の
が
微
笑
ま
し
い
。

　
　
　
③
　
学
校
を
訪
れ
る
人
々

文
学
所
の
と
こ
ろ
で
も
述
べ
た
が
、
文
武
学
校
に
は
各
地
か
ら
い
わ
ゆ
る
武
芸
修
行

の
旅
に
や
っ
て
く
る
人
々
が
い
た
。

安
政
二
年
の
開
校
時
に
は
、
他
藩
の
そ
う
し
た
「
修
行
人
」
を
学
校
に
入
れ
る
こ
と

は
特
別
な
場
合
を
除
き
無
か
っ
た
。
し
か
し
、
松
代
藩
で
も
藩
士
が
江
戸
へ
武
術
・
学

問
の
修
行
に
出
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
そ
こ
で
各
地
の
藩
士
た
ち
と
の
交
流
が
多
く
な

る
に
従
っ
て
、
藩
士
の
紹
介
が
あ
れ
ば
他
藩
の
修
行
人
も
文
武
で
稽
古
が
出
来
る
よ
う

に
な
っ
て
ゆ
く）
25
（

。

修
行
人
は
藩
に
願
い
を
出
し
、
許
可
を
貰
う
と
身
分
を
証
明
す
る
手
札
を
貰
う
。
松

代
藩
の
場
合
、
前
も
っ
て
そ
の
藩
の
江
戸
留
守
居
役
か
ら
松
代
藩
の
留
守
居
役
へ
連
絡

し
、
そ
れ
を
松
代
の
国
元
へ
知
ら
せ
る
手
順
を
踏
ん
だ
上
で
許
可
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は

他
の
藩
で
も
同
様
だ
っ
た
。
各
地
に
修
行
人
が
無
料
で
宿
泊
で
き
る
「
修
行
人
宿
」
と

呼
ば
れ
る
宿
屋
が
あ
り）
26
（

、
松
代
藩
の
場
合
、
立
町
に
あ
っ
た
長
崎
屋
と
い
う
宿
が
そ
れ

だ
っ
た
。

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
に
江
戸
で
三
大
道
場
の
一
つ
で
あ
る
練
兵
館
を
開
い
た
斎

藤
弥
九
郎
（
神
道
無
念
流
）
の
子
息
新
太
郎
が
廻
国
修
行
の
際
に
松
代
に
立
ち
寄
っ
た

時
に
は
、
藩
と
し
て
も
面
目
を
考
え
た
も
の
と
見
え
賄
・
宿
の
提
供
と
藩
士
片
岡
弘
人

の
稽
古
場
で
の
立
会
い
を
許
可
し
て
い
る
が
、
当
時
の
松
代
藩
と
し
て
は
異
例
の
こ
と

で
あ
る
。

文
武
学
校
が
開
校
し
た
直
後
の
安
政
二
年
五
月
に
松
代
藩
を
訪
れ
た
佐
賀
藩
士
、
牟

田
文
之
助
の
『
諸
国
廻
歴
日
録
』）
27
（

に
、
剣
術
修
行
者
か
ら
見
た
当
時
の
松
代
の
様
子
が

描
か
れ
て
お
り
、
簡
略
で
は
あ
る
が
非
常
に
興
味
深
い
記
述
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
斎
藤
弥
九
郎
の
練
兵
館
で
知
り
合
っ
た
松
代
藩
士
、
斎
藤
新
蔵）
28
（

の
紹

介
で
松
代
藩
を
訪
れ
た
文
之
助
は
、
佐
賀
藩
と
松
代
藩
の
間
の
連
絡
が
う
ま
く
い
か
ず

に
結
局
文
武
学
校
で
の
稽
古
参
加
は
出
来
な
か
っ
た
。
し
か
し
せ
っ
か
く
来
た
の
だ
か
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ら
と
文
武
学
校
の
師
匠
で
あ
る
東
軍
流
矢
野
茂
の
道
場
で
内
々
で
立
会
い
を
認
め
ら
れ

る
。
こ
こ
に
矢
野
家
の
稽
古
場
の
記
述
が
あ
り
、

「
三
間
ニ
四
間
之
土
間
ニ
而
敷
物
を
敷
手
合
（
有
ヵ
）」

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
約
5
・
5
ｍ
×
7
・
2
ｍ
の
規
模
で
板
敷
で
は
な
く
土
間
で

あ
っ
た
。
文
武
学
校
の
剣
術
所
は
五
間
半
×
八
間
で
あ
り
、
個
人
の
稽
古
場
に
比
べ
る

と
か
な
り
大
き
い
。
ち
な
み
に
矢
野
家
で
の
立
合
い
は
「
諸
流
拾
人
斗
」
で
「
人
少
…

甚
未
熟
極
候
」
で
あ
っ
た
由）

29
（

。

安
政
七
年
（
一
八
六
〇
）
九
月
に
は
「
長
州
藩
柳
生
新
陰
流
　
高
杉
晋
作
」
が
訪
れ

て
立
会
稽
古
を
行
っ
て
い
る）

30
（

。
こ
れ
は
当
時
自
宅
で
蟄
居
中
だ
っ
た
佐
久
間
象
山
を
訪

ね
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
表
向
き
は
剣
術
修
行
の
体
裁
を
取
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
同
様
に
訪
ね
て
き
た
は
ず
の
久
坂
玄
瑞
や
中
岡
慎
太
郎
の
名
は
学
校
日
記
に
は

見
え
な
い
。

こ
れ
以
外
に
も
各
地
か
ら
剣
・
槍
を
中
心
と
し
て
修
行
人
が
数
多
く
訪
れ
て
い
る
。

藩
も
安
政
七
年
に
は
修
行
人
に
「
止
宿
賄
料
」
を
「
当
座
被
下
」
と
し
て
い
る
が）

31
（

、
こ

れ
は
文
武
を
奨
励
し
他
藩
で
世
話
に
な
っ
た
自
藩
の
藩
士
た
ち
も
多
く
、
他
藩
へ
の
外

聞
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

駆
け
足
で
史
料
に
み
ら
れ
る
文
武
学
校
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
示
し
て
き
た
が
、
事
例

の
羅
列
の
み
に
終
始
し
て
し
ま
い
、
考
察
ら
し
い
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
史
料
に
つ

い
て
も
ご
く
一
部
の
み
、
学
校
日
記
を
主
と
し
た
学
校
の
一
側
面
し
か
示
す
こ
と
が
で

き
ず
、
5
点
の
絵
図
資
料
の
考
察
も
併
せ
て
い
ず
れ
稿
を
改
め
て
再
び
考
察
で
き
た
ら

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
今
回
は
兵
制
士
官
学
校
に
つ
い
て
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。

さ
ら
に
学
校
の
最
終
局
面
で
起
こ
る
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
の
戊
辰
戦
争
に
至
る

ま
で
の
文
武
学
校
の
果
た
し
た
役
割
、
影
響
も
考
え
て
み
た
い
。

と
も
あ
れ
、
文
武
学
校
に
関
す
る
史
料
の
一
覧
を
（
不
完
全
で
は
あ
る
が
）
作
成
し

た
こ
と
で
、
以
降
の
研
究
の
際
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

注（
1
）『
松
代
学
校
沿
革
史
』　
松
代
小
学
校

　
昭
和
二
十
七
年
、『
同

　
第
二
篇
』
昭
和
四
十
年
ほ
か

（
2
）「
松
代
城
下
町
図
」・「
家
中
屋
敷
絵
図
」
真
田
宝
物
館
蔵
な
ど

（
3
）「
文
武
学
校
日
記
」
嘉
永
四
年
十
月
二
十
七
日
条

（
4
）「
文
武
学
校
日
記
」　
嘉
永
五
年
三
月
四
日
条
「
金
井
美
濃
輔
御
用
地
江
引
渡
付
…
」

（
5
）
各
建
物
棟
札
参
照

（
6
）  「
文
武
学
校
日
記
」　
安
政
二
年
四
月
二
十
九
日
条
（
以
下
特
に
記
載
し
な
い
限
り
「
文
武
学

校
日
記
」
か
ら
の
記
事
）

（
7
）  

日
割
の
変
更
が
か
な
り
頻
繁
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
あ
る
時
点
で
変
更
し
た
日
割
と
次

の
変
更
の
際
の
日
割
が
一
致
せ
ず
、
そ
の
間
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
日
割
変
更
の
記
事
が
抜

け
て
い
る
こ
と
も
多
い
。
修
理
記
録
は
現
在
残
っ
て
い
る
も
の
と
日
記
の
記
事
が
一
致
す
る

こ
と
も
あ
れ
ば
一
致
し
な
い
こ
と
も
あ
る
。
当
時
必
要
と
さ
れ
た
記
録
と
、
現
在
必
要
と
さ

れ
る
記
録
が
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
こ
と
を
示
す
。

（
8
）
安
政
三
年
正
月
十
八
日
条
ほ
か

（
9
）  

安
政
元
年
十
一
月
二
十
五
日
条
「
医
師
服
部
敬
順
此
度
御
頼
ニ
付
罷
越
今
日
到
着
、
滞
留
中

学
校
文
学
所
西
之
方
ニ
被
差
置
…
」

（
10
）  

明
治
元
年
九
月
二
日
条
「
右
御
頼
ニ
付
今
日
御
着
暫
之
内
学
校
へ
被
成
御
滞
在
候
段
心
得
被

仰
渡
之
」

（
11
）
安
政
三
年
正
月
十
八
日
条
「
御
用
部
屋
相
立
御
用
席
出
席
…
」

（
12
）「
学
校
剣
術
所
御
継
足
御
普
請
御
入
料
品
々
〆
出
御
勘
定
帳
」

　
　
　
国
文
研
あ
一
二
七
三

（
13
）
前
掲
（
12
）
参
照

（
14
）「
学
校
御
条
目
」
安
政
二
年
四
月
二
十
五
日
条

（
15
）「
去
戌
年
中
学
校
所
々
御
修
復
御
入
料
〆
出
御
勘
定
帳
」
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国
文
研
あ
一
二
九
九
「
畳
三
十
畳
表
替
」

（
16
）
安
政
三
年
五
月
十
三
日
条

（
17
）「
学
政
日
記
」
明
治
二
年
十
一
月
二
十
六
日
条

（
18
）「
学
政
日
記
」
明
治
三
年
三
月
九
日
条

（
19
）
安
政
二
年
八
月
七
日
条

（
20
）
慶
応
元
年
十
一
月
九
日
条
「
学
校
東
序
軍
学
致
稽
古
候
処
文
学
所
江
引
移
候
様
…
」

（
21
）  「
文
武
学
校
図
」　
長
野
市
立
博
物
館
蔵
浦
野
家
文
書

　
文
学
所
中
央
や
や
西
寄
り
南
側
に「
御

目
付
」
の
部
屋
が
あ
る
。
学
校
日
記
に
あ
る
職
名
と
部
屋
名
が
一
致
せ
ず
、
こ
れ
か
ら
の
課

題
で
あ
る
。

（
22
）
安
政
五
年
六
月
一
日
・
二
十
三
日
条

（
23
）  

安
政
四
年
正
月
二
十
日
条
で
綿
貫
新
兵
衛
（
軍
学
）
が
一
昨
年
よ
り
「
門
弟
出
席
無
」
の
た

め
割
り
当
て
時
間
を
取
り
消
さ
れ
て
い
る
。

（
24
）
文
久
三
年
正
月
二
十
一
日
条

（
25
）  

概
ね
安
政
四
年
頃
よ
り
文
武
で
の
稽
古
も
松
代
藩
の
藩
士
が
前
も
っ
て
身
分
・
姓
名
・
人
数

を
書
い
た
届
を
出
す
と
許
可
が
下
り
る
よ
う
に
な
り
、
最
後
に
は
前
日
・
当
日
届
捨
て
の
場

合
す
ら
見
受
け
ら
れ
る
。

（
26
）『
江
戸
の
旅
』
今
野
信
雄

　
岩
波
新
書

　
一
九
八
六
年

（
27
）『
随
筆
百
花
苑
第
十
三
巻
』
中
央
公
論
社

　
一
九
七
九
年

（
28
）  

百
石
、
安
政
四
年
番
入
。
同
六
年
御
納
戸
役
。
慶
応
二
年
御
城
詰
、
続
い
て
御
使
役
と
な
り
、

慶
応
四
年
道
橋
奉
行
。
明
治
二
年
に
剣
術
二
等
教
授
。
安
政
二
年
正
月
に
剣
術
廻
国
修
行
に

出
る
。
斎
藤
弥
九
郎
の
練
兵
館
で
修
行
し
て
い
た
こ
と
が
『
諸
国
廻
歴
日
録
』
に
書
か
れ
て

い
る
。
交
友
関
係
が
非
常
に
広
か
っ
た
の
か
、
安
政
四
年
に
神
道
無
念
流
の
師
匠
と
な
り
文

武
学
校
で
教
え
始
め
て
以
降
も
文
武
学
校
へ
と
や
っ
て
く
る
修
行
人
の
大
半
が
彼
を
通
じ
て

藩
に
許
可
を
求
め
て
い
る
。

（
29
）『
諸
国
廻
歴
日
録
』
安
政
二
年
五
月
九
日
条

（
30
）
安
政
七
年
九
月
二
十
二
日
条

（
31
）  

安
政
七
年
六
月
六
日
条
　
ま
た
慶
応
元
年
八
月
十
一
日
条
に
は
こ
れ
ま
で
の
「
賄
料
二
泊
分

銀
一
朱
ず
つ
」か
ら
時
価
で
二
泊
分
に
改
め
て
い
る
。幕
末
の
イ
ン
フ
レ
が
あ
ま
り
に
激
し
く
、

実
情
に
合
わ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
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表１　文武学校関連資料
資料番号 文書名 備考 年代 所蔵
あ 621 学校御条目 文武学校規範 嘉永５～７ 国文研
あ 622 学校御条目 文武学校規範 安政２～文久２ 国文研
あ 623 学校御条目 文武学校規範 文久３～明治４ 国文研
あ 1011 御兵制士官学校留 士官学校記録 明治元～３ 国文研
あ 1012 御兵制士官学校日記 士官学校記録 明治元～２ 国文研
あ 1013 御兵制士官学校証文留 証文類 明治２ 国文研

あ 1206 丑御当用并所々御修復御入料〆出御勘定
帳 文武学校修理・改築記録 嘉永６ 国文研

あ 1244 去子年中御殿向其外所々御畳御入料〆出
御勘定帳 文武学校修理・改築記録 嘉永５ 国文研

あ 1245 去丑年中御殿向其外所々御畳御入料〆出
御勘定帳 文武学校修理・改築記録 嘉永６ 国文研

あ 1273 学校剣術所御継足御普請御入料品々〆出
御勘定帳 文武学校修理・改築記録 文久３ 国文研

あ 1274 去亥年中学校所々御修復御入料〆出御勘
定帳 文武学校修理・改築記録 文久３ 国文研

あ 1295 去午年中学校御修復品々御入料〆出御勘
定帳 文武学校修理・改築記録 安政５ 国文研

あ 1296 去子年中学校所々御修復御入料〆出御勘
定帳 文武学校修理・改築記録 元治元 国文研

あ 1299 去戌年中学校所々御修復御入料〆出御勘
定帳 文武学校修理・改築記録 文久２ 国文研

あ 1309 学校御普請御入料御材木通元帳 文武学校建設時の木材総量 安政元 国文研
あ 1366 文武御褒美帳 藩から生徒への褒美 安政２～明治３ 国文研
あ 1365 請取物証文扣 文武学校の物品納入記録 安政２～明治４ 国文研
あ 3031 明治三丑御普請留 明治３年・藩の普請記録 明治３ 国文研
い 1460 文武学校日記 学校日記 嘉永４～安政３ 国文研
い 1461 文武学校日記 学校日記 安政４～万延元 国文研
い 1462 文武学校日記 学校日記 文久元～３ 国文研
い 1463 文武学校日記 学校日記 慶応元～２ 国文研
い 1464 学校日記 学校日記 慶応３～明治２ 国文研
い 1465 御用日記[学校掛御買物役] 学校日記 安政２～明治元 国文研
い 1466 日記[学校掛勘定方] 学校日記 安政２～明治３ 国文研
い 1467 学校日記 学校日記 慶応元 国文研
い 1468 （学政）兵制日誌 学校日記 明治２～明治４ 国文研
い 1469 学政日記 学校日記 明治２～明治３ 国文研
い 1470 日記　学監 学校日記 明治３～明治４ 国文研
い 1471 日記　学校 学校日記 明治４ 国文研
い 3685 学校御引訳高之内御入料御払御勘定帳 学校決算 安政５ 国文研
い 3686 学校御引訳高之内御入料御払御勘定帳 学校決算 安政７ 国文研
い 3687 学校御引訳高之内御入料御払御勘定帳 学校決算 文久元 国文研
い 3688 学校御引訳高之内御入料御払御勘定帳 学校決算 文久２ 国文研

き 1522 南文学所模様替大工入札伺書　注文仕様
及入札書共 柔術所改築記録 明治３ 国文研

き 1523 学校所々障子入札伺書　注文仕様及入札
書共 学校改築記録 明治３ 国文研

き 1524-01 営繕司伺書 学校改築記録 明治３ 国文研
き 1524-02 営繕司伺書 学校改築記録 明治３ 国文研
き 1524-03 営繕司伺書 学校改築記録 明治３ 国文研
き 1524-04 営繕司伺書 学校改築記録 明治３ 国文研
き 1524-05 営繕庶務伺書 学校改築記録 明治３ 国文研
き 1524-06 学政庶務掌際伺書 学校改築記録 明治３ 国文研

け 739 営繕庶務伺書　仕様帳･図面・大工入札
共[学校剣術所模様替落札取調] 学校改築記録 明治３ 国文研

た 115 （文学所・剣術所・槍術所等御極金勘定
書類） 学校改築記録 明治３ 国文研
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資料番号 文書名 備考 年代 所蔵
へ 222-１～９ 作事方申渡書 学校備品等仕様書 明治２ 国文研
へ 203-06-033 武庫司事指図書 学校改築記録 明治３ヵ 国文研
ぬ７-１-52 覚 学校改築記録 明治４ 国文研
ぬ７-２-３ 覚 学校改築記録 明治４ 国文研
松小-文-１ 御開ニ付懸御目付申立写 開校にあたっての掛目付申立 安政２ 松代小

松小-文-２ 学校御開ニ付人員之義伺 道具番他４人から６人へ増員
願 明治４ヵ　２月 松代小

松小-文-３ （学校稽古日割表）剣術所、槍術所外 剣・槍・砲・広場の日割 明治２ 松代小
松小-文-４ 学政職員撰名 職員名簿（部分） 明治２ヵ 松代小
松小-文-５ 学政職員撰名 職員名簿（部分） 明治２ヵ 松代小
松小-文-６ 学政職員撰名 職員名簿（部分） 明治２ヵ 松代小

松小-文-７ 草間一路　兵制士官学校取調掛任命書 草間一路　士官学校取調掛任
命書 明治元　10月 松代小

松小-文-８ 岩崎玄蕃　兵制士官学校総督任命書 岩崎玄蕃　士官学校総督任命
書 明治元　10月 松代小

松小-文-９ 一　学校文学所御入側江御二階御出来之
義ニ付申上 文学所２階増築について 明治２　正月 松代小

松小-文-10 二　文学所御普請之義御尋申上 文学所２階増築について 明治２　２月 松代小
松小-文-11 三　文学所御普請之義御尋申上 文学所２階増築について 明治２　２月 松代小
松小-文-12 四　文学所御入側御普請之義申上 文学所２階増築について 明治２　２月 松代小
松小-文-13 五　士官学校番人之義ニ付申上 道具番増員之儀不可 明治２　２月 松代小
松小-文-14 八　士官学校御道具番之義御尋ニ付申上 道具番再願 明治２　２月 松代小
松小-文-15 開拓使　差紙（武田斐三郎出頭） 武田斐三郎への政府呼出し 明治２　７月 松代小

松小-文-16 洋書御買上之義ニ付申上 士官学校用教科書購入につい
て 明治２　２月 松代小

松小-文-17 （洋書御買上之義） 士官学校用教科書購入につい
て 明治２ 松代小

松小-文-18 補給士以下御筒拝借之義御尋申上 小銃の貸出について 明治２　６月 松代小
松小-文-19 岩崎懋宛御用状 校正本の返却について 明治２　10月 松代小
松小-文-20 岩崎懋回章 学政兵政職員兼務について 明治３　２月 松代小
松小-文-21 （洋書他注文等覚書） 注文物品名 不明 松代小
松小-文-22 岩崎懋回章 学政局役名変更について 明治３　２月 松代小
松小-文-23 覚書 明治３ヵ 松代小
松小-文-24 写字生局入料之義伺 物品購入について 明治３ヵ　２月 松代小
松小-文-25 銃兵職務御規之義御尋ニ付御内々申上 明治３ヵ　３月 松代小
松小-文-26 菅左衛士之介口上覚 士官学校入学願 明治２　２月 松代小

松小-文-27 岩崎玄蕃御用状 文学所工事中、士官学校長国
寺へ 明治２　２月 松代小

松小-文-28 喇叭稽古小屋御出来之義ニ付伺 喇叭稽古所稽古小屋新築願 明治２　正月 松代小

松小-文-29 学校江廊下御出来之義ニ付御尋申上 文学所から東序への廊下新築
願 明治３　５月 松代小

松小-文-30 岩崎懋回章 宮下力兵学二等教授任命につ
いて 明治３　５月 松代小

松小-文-31 学校御創立等之義ニ付申上 士官学校生徒心得について 明治２ヵ　３月 松代小
松小-文-32 士官学校御賄被下之分 時間外勤務者の賄について 明治３ヵ 松代小
松小-文-33 学政局所管系統表 学政局管轄部局名称 明治３ヵ 松代小
松小-文-34 喇叭之義ニ付伺 喇叭稽古人進退願 明治元ヵ　５月 松代小
松小-文-35 中短ミニー銃拝借之義伺 小銃の貸出について 明治２ヵ　６月 松代小
松小-文-36 学校幷士官学校御賞ノ件御用状 明治２　６月 松代小
松小-文-37 銃架等御出来之義申上 銃道具入・銃架作成願 明治２　７月 松代小
松小-文-38 日割之義御尋ニ付申上 学校日割について 明治３　７月 松代小
松小-文-39 岸太五之丞　兵制士官学校取調掛任命書 岸太五之丞任命書 明治元 松代小
松小-文-40 士官学校出席名面紙入箱御出来之義伺 士官学校出席札入作成願 明治２　２月 松代小
松小-文-41 岩崎懋回状 学政局職員について 明治３　３月 松代小
松小-文-42 新御殿御守役書状 学生の悪戯禁止 明治２　 松代小
松小-文-43 細筆御買上代御金払之義ニ付申上 士官学校物品購入について 明治２ヵ　11月 松代小
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資料番号 文書名 備考 年代 所蔵
松小-文-44 三井孝右衛門跡式之儀御尋ニ付申上 明治３　７月 松代小
松小-文-45 営繕方江御酒被下之義伺 営繕方への褒美について 明治３　７月 松代小
松小-文-46 名面表 松代小
松小-文-47 学政局御人遣之義ニ付御尋申上 明治３　６月 松代小
松小-文-48 机硯箱等御出来之義ニ付伺 士官学校物品納入について 明治３　正月 松代小
松小-文-49 三井孝右衛門跡式之儀御内々伺 明治３　７月 松代小
松小-文-50 岩崎懋回状 加藤直衛学監兼任について 明治３　６月 松代小
松小-文-51 當局内御人遣之義御尋ニ付申上 道具番・使番増員について 明治３　６月 松代小

松小-文-52 武田斐三郎殿御猶予願之義申上 武田斐三郎への政府呼出し猶
予願 明治３　９月 松代小

松小-文-53 （士官学校助教等名面申上） 学校職員名 明治３ 松代小
松小-文-54 御写本表紙附候義ニ付伺 写本表紙作成について 明治２　３月 松代小
松小-文-55 申上 明治３ヵ 松代小

松小-文-56 大隊三之巻十一丁ヨリ二十二丁迄板下出
来候ニ付申上 教科書翻訳について 明治３ヵ　２月 松代小

松小-文-57 申上 教室使用人数について 明治３ヵ　９月 松代小
松小-文-58 申上 教授名ヵ ９月 松代小

松小-文-59 螺口修行之者江玉子料被下之義申上 喇叭修行の者への褒美につい
て 明治３ヵ　11月 松代小

松小-文-60 申上 学校内名称について 明治３ヵ　11月 松代小
松小-文-61 佐久間維章返答状 学校内名称について 明治２ヵ 松代小
松小-文-62 西洋砲御番士世話之義ニ付 松代小
松小-文-63 （西洋砲御家流砲術云々） 砲術流派について ５月 松代小
松小-文-64 寄合兵隊小頭世話役之義ニ付奉伺 寄合兵隊小頭姓名 明治３ヵ　４月 松代小
松小-文-65 小林盛次郎口上覚 生徒履修科目変更願 明治３　４月 松代小
松小-文-66 片岡文蔵口上覚 生徒履修科目変更願 明治３　４月 松代小
松小-文-67 岩崎玄蕃回状 洋書購入について ２月 松代小
松小-文-68 真田桜山御用状 明治３ヵ　９月 松代小
松小-文-69 岩崎懋御用状 物品購入について 明治３　３月 松代小
松小-文-70 某書状 文学教授の選定について 明治２ヵ 松代小
松小-文-71 御用状 異国船対応について （弘化２の写）　５月　 松代小
松小-文-72 太政官布告写 明治政府の貨幣変更について 明治元　４月 松代小
松小-文-73 （名面表） 閏４月 松代小
松小-文-74 岩崎懋回状 補給士人選について 明治３ヵ　４月 松代小
松小-文-75 （同上別紙） 同 同 松代小
松小-文-76 職員姓名書入界紙御渡ニ付申上 明治３　10月 松代小
松小-文-77 （稽古日割） 剣術所・槍術所稽古日割 明治２ヵ 松代小
松小-文-78 御内々申上 学政局庶務役人訴え 明治２　12月 松代小
松小-文-79 学監伺之義ニ付内々申上 明治２　11月 松代小
松小-文-80 今廿九日学校休日儀ニ付伺 生徒休日について ３月 松代小
松小-文-81 （文武学校生徒心得） 生徒心得 明治２　12月 松代小

松小-文-82 差向之義ニ付本文之件ニ付 剣術所修理の為教室繰合せに
ついて 明治３　７月 松代小

松小-文-83 幼学場等御取立之義申上 調練所普請について ９月 松代小

松小-文-84 当二月中小銃組之者広場ニ於而不法之所
置嘆願之儀別紙相添御内々伺

小銃組広場での違法行為につ
いて 明治３　８月 松代小

松小-文-85 小僧役御賄被下之義ニ付申上 小僧役賄について 11月 松代小
松小-文-86 覚 御聴聞生徒名簿 嘉永元年　11月 松代小
松小-文-87 覚 師匠名 ～文久３年迄 松代小
松小-文-88 （名面書） 御覧　師範名簿 松代小
松小-文-89 （武芸稽古被遊御覧候間日割之儀） 御覧　師範名簿 松代小

松小-文-90 申上 士官学校の長国寺使用につい
て 明治２　２月 松代小

松小-文-91 （洋学所御普請之義ニ付代替地借入等） 士官学校校舎について 明治２ヵ　２月 松代小

松小-文-92 洋学生江ミニール銃拝借之義伺 ミニエール銃数量不足につい
て 明治３ヵ　２月 松代小
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資料番号 文書名 備考 年代 所蔵
松小-文-93 学校稽古日割並休暇 学校時間割 明治３ヵ 松代小
松小-文-94 （剣術二等助教　仰付御達ニ付名面申立）剣術二等教授名簿 明治３ヵ　２月 松代小
松小-文-95 （名面書） 松代小

宝17-２-22～33 定小屋日記 松代藩普請関係記録 嘉永６～明治５ 真田宝物館
宝20-12～13 監察日記　書抜十二～十三 松代藩普請関係記録 嘉永６～安政６ 真田宝物館

高野日記 松代藩士日記 嘉永６～明治６ 県立歴史館
市立博物館 「文武学校図」 浦野家文書 嘉永６ 市立博物館
松代公民館 「学校所図面」 小泉家文書 嘉永６ 松代公民館
松代小学校 「（文武学校図）」 明治時代の図の写ヵ 明治５年以降 松代小
松代小学校 「暗射松代学校全図」 洋紙にペン，彩色 ～明治23年頃ヵ 松代小

松代小学校 「校舎敷地之図」（松代小学校沿革史巻末
図） 鉛筆・ペン ～明治23年頃ヵ 松代小

松代小学校 （松代小学校図） 和紙・着色 明治31年以降 松代小
松代小学校 「（松代小学校校舎配置図）」 洋紙にペン，書きかけ 明治40～大正７年頃 松代小
真田宝物館 「信濃国川中島松代城絵図」 長岡助次郎推定復元図 大正６年 真田宝物館
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は
じ
め
に

長
野
市
松
代
町
に
は
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
旧
真
田
家
臣
家
が
少
な
か
ら
ず
残
っ
て

い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
菅
沼
家
に
つ
い
て
、
ご
所
蔵
の
資
料
を
調
査
す
る
機
会
を
得
た
。

今
回
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
菅
沼
家
は
、
少
な
く
と
も
江
戸
時
代
後
期
に
は
現
在
地

に
居
住
し
て
い
る
と
み
ら
れ（
1
）、
数
多
く
古
文
書
を
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
真

田
信
之
朱
印
状
を
中
心
に
、
新
出
を
含
め
た
近
世
初
頭
の
文
書
十
四
点
に
つ
い
て
紹
介

し
、
考
察
を
加
え
た
い
。

一
　
菅
沼
家
に
つ
い
て

「
御
家
中
系
図
」「
真
田
家
家
臣
書
上
帳
」（

2
）に
よ
れ
ば
、
菅
沼
家
の
本
国
は
三
河
で
、

今
川
家
に
属
し
井
伊
谷
城
代
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
井
伊
谷
三
人
衆
と
し

て
し
ら
れ
る
、
菅
沼
次
郎
右
衛
門
忠
久（
3
）を
そ
の
祖
と
し
て
い
る
も
の
で
、
そ
の
真
偽
は

わ
か
ら
な
い
が
、
今
川
家
没
落
後
に
真
田
家
に
仕
官
し
、
神
川
合
戦
（
第
一
次
上
田
合

戦
）、
大
坂
の
陣
で
功
名
が
あ
っ
た
と
い
う
。
本
文
書
群
の
多
く
で
宛
所
と
な
っ
て
い

る
二
郎
右
衛
門
（
ま
た
は
次
郎
右
衛
門
）
は
そ
の
子
で
、
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
に

は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
二
人
の
息
子
・
九
兵
衛
と
左
兵
衛
に
百
石
ず
つ
分
知
が
認
め

ら
れ
て
い
る
。
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）
九
月
に
足
軽
十
人
を
息
子
・
左
兵
衛
に
預
け

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
の
ち
、
十
月
に
死
去
し
た
。

九
兵
衛
は
信
之
の
小
姓
を
務
め
て
い
た
と
い
い
、
後
裔
は
同
じ
く
九
兵
衛
を
名
乗
る

者
が
多
く
、
御
金
奉
行
や
表
御
用
人
な
ど
要
職
を
務
め
た
。
左
兵
衛
は
の
ち
弥
惣
右
衛

門
を
名
乗
り
、元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
に
死
去
し
て
い
る
。
後
裔
は
弥
惣
右
衛
門
、

弥
右
衛
門
な
ど
を
名
乗
る
者
が
お
り
、
普
請
奉
行
や
御
金
奉
行
、
郡
奉
行
な
ど
を
務
め

て
い
る
。

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
後
に
弥
惣
右
衛
門
を
名
乗
っ
た
家
で
、
九
兵
衛
家
も
と
も
に

幕
末
ま
で
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、便
宜
上
菅
沼
弥
惣
右
衛
門
家
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

な
お
、
二
郎
右
衛
門
の
表
記
は
、
論
文
中
で
は
二
郎
右
衛
門
に
統
一
し
た
。
ま
た
、『
信

濃
史
料
』
掲
載
文
書
に
つ
い
て
は
、『
信
』
巻
数
‐
頁
で
表
し
た
。

二
　
菅
沼
弥
惣
衛
門
家
文
書
の
紹
介
と
検
討

①
真
田
信
之
朱
印
状
　
折
紙
　
三
六
・
四
×
五
〇
・
五
　
裏
紙
有
　
※
新
出
史
料

　
　
　
已
上

別
而
奉
公
専
一
候
間
、
青
木
窪
林
之
内
五
拾
貫
文
出
置
候
、
尚
依
奉
公
可
加
増
者
也
、

仍
如
件
、

辰
之

　
六
月
晦
日

　
印

　
　
　
　
　
　
菅
沼
次
郎
右
衛
門
殿

菅
沼
弥
惣
右
衛
門
家
文
書
に
つ
い
て

山
中
さ
ゆ
り
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菅
沼
次
郎
右
衛
門
に
宛
て
た
真
田
信
之
の
朱
印
状
で
、
朱
印
は
信
之
が
最
も
長
く
使

用
し
、
ま
た
多
く
の
例
が
残
る
「
精
福
萬
」
の
印
で
あ
る
。
菅
沼
弥
惣
右
衛
門
家
文
書

で
使
用
さ
れ
て
い
る
信
之
の
朱
印
は
す
べ
て
こ
の
タ
イ
プ
で
あ
る
。

青
木
窪
林
（
現
・
上
田
市
蒼
久
保
）
の
内
で
菅
沼
次
郎
右
衛
門
に
五
十
貫
文
与
え
る
、

と
い
う
宛
行
状
で
あ
る
。
年
記
の
辰
年
は
、
信
之
が
父
・
昌
幸
か
ら
上
田
領
を
継
い
だ

慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
以
降
、
松
代
移
封
の
元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
以
前
と
な
る

の
で
、
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
あ
る
い
は
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
と
な
る
。
別
し

て
奉
公
、
つ
ま
り
特
別
な
奉
公
が
あ
っ
た
、
と
し
て
い
る
の
で
、
あ
る
い
は
慶
長
二
十

年
（
元
和
元
・
一
六
一
五
）
の
大
坂
の
陣
で
働
き
が
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う

か
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
元
和
二
年
発
給
文
書
と
い
え
る
。
た
だ
、
大
坂
陣
高
名
帳（
4
）

に
は
、
菅
沼
氏
の
名
前
は
見
え
な
い
。

こ
の
時
期
、
真
田
領
内
で
は
一
貫
を
三
石
で
換
算
し
て
い
る
の
で
、
五
十
貫
文
は

一
五
〇
石
と
考
え
ら
れ
る
。

②
真
田
信
之
朱
印
状
　
折
紙
　
三
三
・
六
×
四
八
・
四
　『
信
』21-278

　
已
上

石
井
喜
左
衛
門
代
官
所
本
原
下
代
非
分
仕
由
、
百
姓
等
目
安
差
上
候
条
、
其
方
ニ
大
代

官
申
付
候
間
、
厳
重
ニ
相
改
無
非
分
様
ニ
蔵
納
可
申
付
者
也
、
仍
如
件
、

午　
九
月
十
一
日
　
印

　
　
　
　
　
菅
沼
二
郎
右
衛
門
殿

『
信
濃
史
料
』
に
採
録
さ
れ
て
い
る
が
、
年
記
を
牛
（
う
し
）
と
読
み
違
え
て
発
給

を
慶
長
十
八
年
（
一
六
一
三
）
と
し
て
い
る
。
正
し
く
は
午
（
う
ま
）
で
あ
る
こ
と
は

明
ら
か
で
、
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
の
も
の
で
あ
る（
5
）。

石
井
喜
左
衛
門
が
代
官
を
務
め
る
本
原
（
現
・
上
田
市
真
田
町
）
の
下
代
（
下
代
官
）

の
非
分
を
百
姓
が
訴
え
て
き
た
の
で
、
菅
沼
二
郎
右
衛
門
に
大
代
官
を
申
し
付
け
、
厳

重
に
取
り
調
べ
る
よ
う
に
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
大
代
官
―
代
官
―
下
代
と
い
う
役

人
が
置
か
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
文
書
と
い
え
る
。

③
真
田
信
之
定
書
　
　
四
一
・
〇
×
五
七
・
四
　
大
鋒
院
殿
御
事
蹟
稿
巻
十
二

印
　
定

右
改
申
付
候
、
村
中
戌
之
覚
帳
之
通
、
当
十
五
日
已
然
ニ
堅
皆
済
可
申
付
者
也
、
仍
如

件
、

　
十
二
月
九
日

　
　
　
　
菅
沼
二
郎
右
衛
門
殿

　
　
　
　
平
林
理
右
衛
門
殿

　
　
　
　
窪
田
茂
左
衛
門
殿

菅
沼
二
郎
右
衛
門
ほ
か
二
名
に
宛
て
た
、
年
貢
の
皆
済
申
渡
状
で
あ
る
。
冒
頭
に
信

之
の
朱
印
が
捺
さ
れ
る
形
式
で
、
ほ
ぼ
同
文
の
文
書
が
四
点
あ
る
こ
と
が
「
大
鋒
院
殿

御
御
事
蹟
稿
」巻
十
二（
6
）に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
三
〜
四
名
に
宛
て
た
も
の
で
、

こ
の
う
ち
成
沢
勘
左
衛
門
公
直
相
伝
と
あ
る
文
書
に
つ
い
て
は
実
物
が
現
存
し
て
い

る（
7
）。
こ
れ
は
本
文
書
と
同
筆
と
み
ら
れ
、
ほ
か
の
二
点
に
つ
い
て
も
同
日
付
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
一
斉
に
発
給
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

四
点
が
同
時
発
給
と
い
う
前
提
で
年
代
比
定
し
て
み
る
と
、
山
越
右
馬
允
宴
春
相
伝

と
あ
る
文
書
の
宛
所
に
み
え
る
、
山
越
三
右
衛
門
は
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
あ
る
い

は
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
に
お
こ
っ
た
と
い
わ
れ
る
、
四
十
八
騎
浪
人
事
件（
8
）で
松
代
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藩
を
退
去
し
た
人
物
で
あ
る
。
ま
た
、同
文
書
の
別
の
宛
所
で
あ
る
村
田
角
兵
衛
は『
真

田
家
家
臣
系
図
書
上
帳
』
に
、
笹
平
村
居
住
で
元
和
八
年
に
信
之
が
松
代
移
封
後
に
召

し
出
し
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
文
中
の
戌
年
は
元
和
八
年
で
、
発
給
は
村
田
角
兵

衛
が
召
し
出
さ
れ
た
元
和
八
年
か
ら
山
越
三
右
衛
門
が
退
去
し
た
寛
永
七
年
ま
で
の
も

の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
戌
の
覚
帳
と
は
、
信
之
移
封
時
に
作
成

し
た
村
の
年
貢
の
割
合
や
納
入
の
仕
方
な
ど
に
関
す
る
覚
書
と
思
わ
れ
る
の
で
、
作
成

し
て
か
ら
そ
れ
ほ
ど
長
い
年
月
が
経
っ
た
も
の
で
も
な
く
、
あ
る
い
は
作
成
の
翌
年
で

あ
る
元
和
九
年
（
一
六
二
三
）
か
ら
、
寛
永
二
〜
三
年
（
一
六
二
四
〜
二
五
）
ご
ろ
の

も
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。

④
真
田
信
之
請
取
状
　
竪
切
紙
　
三
五
・
〇
×
二
〇
・
三
　『
信
』26-374

小
判
四
百
弐
拾
四
両
、
銀
拾
匁
ハ
酉
之
麻
運
上
請
取
者
也
、
仍
如
件
、

　
　
　
　
戌
之

　
　
　
　
　
十
二
月
十
二
日
印

　
　
　
　
　
　
　
　
菅
沼
二
郎
右
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
本
清
左
衛
門
殿

寛
永
十
一
年
（
一
六
三
四
）
に
比
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
前
年
の
麻
の
運
上
金
を

受
け
取
っ
た
と
い
う
請
取
状
で
あ
る
。
宛
所
と
な
っ
て
い
る
岩
本
清
左
衛
門
に
つ
い
て

は
、
わ
か
ら
な
い
。

⑤
真
田
信
之
請
取
状

　
竪
切
紙

　
三
〇
・
四
×
一
七
・
九

　『
信
』26-385

銀
八
百
目
請
取
、
里
分
成
之
年
貢
内
、
銀
六
拾
目
ニ
付
而
籾
拾
三
表
双
場
也
、
仍
如
件
、

（
寛
永
十
一
年
）

　
　
　
印
　
　
亥
ノ

　
　
　
　
　
　
正
月
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
菅
沼
二
郎
右
衛
門
殿

⑥
真
田
信
之
請
取
状
　
竪
切
紙
　
三
〇
・
五
×
一
八
・
五
　『
信
』26-384

小
判
壱
両
三
分
、
銀
百
目
請
取
候
、
山
中
岩
草
村
戌
ノ
年
具
ノ
内
、
但
金
壱
両
ニ
付
而

籾
拾
弐
表
、
銀
ハ
六
拾
目
ニ
付
而
籾
拾
仁
表
双
場
也
、
仍
如
件
、

　
　
　
印
　
　
亥
ノ

　
　
　
　
　
　
正
月
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
菅
沼
二
郎
右
衛
門
殿

寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
）
に
比
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
二
点
同
日
付
の
年
貢
請

取
状
で
あ
る
。
こ
の
二
点
は
上
部
が
紙
縒
り
で
ひ
と
く
く
り
に
な
っ
て
い
る
。
⑤
は
里

分
成
の
年
貢
の
内
、
銀
八
百
目
を
請
け
取
っ
た
と
い
う
も
の
、
⑥
は
山
中
岩
草
村
の
年

貢
の
内
、
小
判
一
両
三
分
と
銀
百
目
を
請
け
取
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
里
分
は
銀

六
十
目
に
つ
き
籾
十
三
俵
、
山
中
岩
草
村
は
金
一
両
に
つ
き
籾
十
二
俵
、
銀
六
十
目
に

つ
き
籾
十
二
俵
を
相
場
と
し
て
い
る
。

松
代
藩
で
い
う
「
山
中
（
さ
ん
ち
ゅ
う
）」
は
、
松
代
藩
領
の
う
ち
で
も
西
側
の
山

間
部
を
指
し（
9
）、
岩
草
村
は
現
在
の
長
野
市
七
二
会
地
区
に
あ
た
る
。

⑦
真
田
信
之
朱
印
状

　
折
紙

　
三
六
・
九
×
五
一
・
四

　
※
新
出
史
料

　
　
以
上

（
寛
永
十
二
年
）

（
寛
永
十
二
年
）
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為
加
増
五
拾
石
之
地
出
置
候
、
猶
依
奉
公
可
令
加
恩
者
也
、

寛
永
十
二
年

　
十
月
廿
六
日
　
印

　
　
　
　
　
菅
沼
二
郎
右
衛
門
殿

菅
沼
二
郎
右
衛
門
に
五
十
石
の
加
増
を
与
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
①
で
五
十
貫

文
、
つ
ま
り
一
五
〇
石
を
与
え
て
い
る
の
で
、
合
計
二
〇
〇
石
と
な
る
。『
真
田
家
御

事
蹟
稿
』
所
収
の
寛
永
十
年
の
分
限
帳）

10
（

で
は
、
す
で
に
二
〇
〇
石
と
な
っ
て
い
る
が
、

こ
の
分
限
帳
自
体
の
成
立
が
、
寛
永
十
二
年
以
降
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

⑧
真
田
信
之
朱
印
状
　
折
紙
　
三
六
・
九
×
五
一
・
七
　『
信
』26-491

　
　
以
上

一 

山
中
麻
留
買
、
万
事
仕
置
之
儀
其
方
被
仰
付
候
間
、
無
油
断
口
留
番
所
念
入
可
申
付

候
、
麻
之
儀
付
而
人
遣
之
儀
者
入
次
第
可
指
引
事
、

一 

百
姓
中
麻
猥
於
仕
者
、
法
度
可
申
付
事
、

一 

麻
百
姓
中
方
ゝ
進
物
仕
候
事
、
法
度
可
申
付
候
、
郷
中
百
姓
中
欠
落
無
之
様
代
官
へ

可
申
渡
事
、
仍
如
件
、

寛
永
十
二
年

　
十
月
廿
六
日
　
印

　
　
　
　
　
　
菅
沼
二
郎
右
衛
門
殿

⑦
と
同
日
付
の
文
書
で
、
山
中
の
麻
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
。
山
中
で
産
出
し
た

麻
の
留
買
に
つ
い
て
の
仕
置
き
を
仰
せ
付
け
、
口
留
番
所
に
も
入
念
に
申
付
け
る
事
、

取
締
り
に
つ
い
て
は
必
要
に
応
じ
て
手
配
す
る
よ
う
に
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
麻
を
な

い
が
し
ろ
に
し
た
百
姓
は
処
罰
し
、
麻
を
生
産
し
て
い
る
百
姓
が
、
便
宜
を
は
か
る
よ

う
あ
ち
こ
ち
に
進
物
す
る
こ
と
を
禁
止
し
、
欠
落
ち
す
る
者
が
な
い
よ
う
代
官
に
申
し

渡
す
よ
う
に
、
と
し
て
い
る
。

留
買
と
は
、
山
中
の
特
産
品
で
あ
っ
た
麻
の
自
由
売
買
や
持
ち
出
し
を
禁
止
し
、
藩

が
統
制
を
と
る
も
の
で
、
菅
沼
が
そ
れ
ら
を
管
轄
す
る
奉
行
の
よ
う
な
立
場
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
本
文
書
は
、
麻
の
留
買
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
重
要
文
書
で
あ
る
。

⑨
真
田
信
之
朱
印
状
　
竪
紙
　
三
五
・
八
×
五
〇
・
〇
　
※
新
出
史
料

　
　
　
覚

一 

当
年
貢
厳
重
ニ
可
納
候
幷
弐
拾
八
匁
夫
銀
同
前
ニ
可
相
納
事
、

一 

村
々
草
山
年
貢
可
納
之
事
、

一 

郷
村
百
性
わ
き
〳
〵
へ
在
郷
被
官
ニ
出
候
ニ
お
ゐ
て
ハ
、其
村
肝
煎
迷
惑
可
申
付
事
、

一 

村
之
人
馬
差
引
之
儀
、
代
官
無
切
手
し
て
不
可
出
之
事
、

一 

入
木
入
草
之
儀
霜
月
朔
日
よ
り
□
ニ
付
、
積
り
次
第
相
渡
シ
残
り
候
分
ハ
銀
ニ
而
可

指
上
事
、

右
郷
中
手
置
之
儀
、
旁
代
官
ニ
申
付
候
間
、
肝
煎
百
性
違
背
仕
候
ニ
お
ゐ
て
ハ
曲
事
ニ

可
申
付
者
也
、
仍
如
件
、

　
　
　
　
丑
之

　
　
　
　
　
十
月
廿
四
日
　
印

　
　
　
　
　
　
　
　
菅
沼
二
郎
右
衛
門
殿

割
当
て
の
年
貢
や
夫
銀
、
草
山
つ
ま
り
入
会
地
の
年
貢
を
き
ち
ん
と
納
め
る
こ
と
を

定
め
、
郷
村
百
姓
が
在
郷
被
官
に
出
る
場
合
は
、
そ
の
村
の
肝
煎
に
負
担
を
申
し
付
け

る
、
と
し
て
い
る
。「
在
郷
被
官
」
が
何
を
指
す
か
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
他
の
村
の
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百
姓
の
小
作
人
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
場
合
は
、
小
作
人
に

な
っ
た
者
の
年
貢
な
ど
に
つ
い
て
も
、
そ
の
村
の
肝
煎
の
負
担
と
す
る
こ
と
、
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
人
馬
の
差
配
に
つ
い
て
は
代
官
の
手
形
な
く
し
て
は
で
き
な
い
こ
と
、

入
会
地
の
利
用
料
を
支
払
う
事
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
心
が
け
て
お
く
よ
う
代
官
に
申

付
け
、
肝
煎
百
姓
が
違
反
す
る
場
合
は
処
罰
す
る
よ
う
に
、
と
す
る
。
発
給
時
期
は
、

他
の
山
中
へ
の
も
の
と
同
時
期
と
思
わ
れ
る
の
で
、丑
年
は
寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）

と
な
る
。

⑩
真
田
信
之
朱
印
状
　
折
紙
　
三
五
・
〇
×
五
〇
・
七
　
裏
紙
有
　『
信
』27-174

　
　
以
上

足
軽
拾
人
預
ケ
置
候
、
相
改
役
儀
等
可
申
付
者
也
、

寛
永
十
四
年

　
十
二
月
十
七
日
　
印

　
　
　
　
　
菅
沼
次
郎
右
衛
門
尉
殿

　
寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
に
、
足
軽
十
人
を
預
け
置
い
た
も
の
で
あ
る
。

⑪
真
田
信
之
朱
印
状
　
三
四
・
六
×
四
九
・
七
　『
信
』27-354

　
　
覚

一 

山
中
刁
之
麻
運
上
之
儀
御
留
買
ニ
付
而
、
百
性
迷
惑
候
之
由
御
訴
訟
申
候
間
、
任
御

訴
訟
楽
買
ニ
被
仰
付
候
、
幷
麻
違
之
由
申
候
間
、
御
運
上
之
儀
御
詫
言
之
通
ニ
被
仰

付
候
事
、

一 

御
料
所
・
給
所
御
年
貢
麻
之
儀
ハ
御
代
官
・
御
横
目
相
納
拂
方
之
事
者
旁
ニ
申
付
候

事
、

一 

刁
之
麻
運
上
旁
書
付
之
通
り
、
急
度
於
差
上
候
者
、
卯
之
麻
之
儀
も
楽
買
ニ
被
仰
付

候
事
、

　  

右
麻
御
料
所
給
所
共
ニ
楽
買
ニ
被
仰
付
候
者
、
池
田
長
門
為
無
手
判
於
通
者
、
其
罰

御
法
度
ニ
可
申
付
由
被
仰
出
候
者
也
、
仍
如
件
、

　
　
印
　
刁
之
　
　
　
　
池
田
長
門
守

　
　
　
　
　
霜
月
十
三
日
　
奉
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
浦
半
平

　
　
　
　
　
　
山
中
村
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
惣
百
性
中

⑧
で
留
買
に
し
た
、
山
中
の
麻
に
関
す
る
文
書
で
あ
る
。
山
中
で
産
出
し
た
麻
の
刁

（
寅
）
年
の
留
買
に
つ
い
て
、
百
姓
が
迷
惑
を
し
て
い
る
と
い
う
訴
え
が
あ
っ
た
た
め
、

訴
え
の
と
お
り
に
楽
買
、つ
ま
り
自
由
売
買
を
申
し
付
け
る
、と
い
う
も
の
で
あ
る
。「
麻

違
」
と
い
う
の
は
、
麻
が
不
作
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
と
み
ら
れ
、
運
上
金
に
つ
い
て
は

請
願
の
と
お
り
に
、
不
作
だ
っ
た
こ
と
を
鑑
み
て
少
な
く
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
。
直
轄
地
で
あ
る
御
料
所
と
年
貢
地
で
あ
る
給
所
そ
れ
ぞ
れ
の
麻
に
つ
い
て
は
、
担

当
で
あ
る
代
官
と
横
目
役
に
納
め
、
払
方
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
に
申
し
付
け
る
。
こ

の
年
の
運
上
金
を
き
ち
ん
と
納
め
た
ら
、
翌
年
の
卯
年
に
収
穫
で
き
た
麻
に
つ
い
て
も

楽
買
を
許
可
す
る
が
こ
れ
ら
楽
買
は
、
池
田
長
門
守
の
手
形
が
な
い
も
の
は
処
罰
対
象

と
な
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

留
買
を
し
た
後
、
再
び
楽
買
を
許
可
し
て
い
る
の
で
、
留
買
を
命
じ
た
寛
永
十
二
年

以
降
の
寅
年
発
給
と
考
え
ら
れ
、寛
永
十
五
年
（
一
六
三
八
）
に
比
定
さ
れ
る
。
池
田
、

出
浦
が
奉
者
と
な
っ
て
い
る
。
留
買
を
し
た
こ
と
で
百
姓
の
不
満
が
続
出
し
、
不
作
も
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重
な
っ
た
た
め
に
楽
買
を
許
可
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
宛
所
は
山
中
村
の
惣
百

姓
中
で
あ
る
の
で
、
お
そ
ら
く
は
、
こ
う
し
た
覚
書
が
出
た
こ
と
を
、
菅
沼
二
郎
右
衛

門
か
ら
百
姓
等
に
伝
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

⑫
真
田
信
之
朱
印
状
　
折
紙
　
三
五
・
一
×
五
二
・
七
　
裏
紙
有
　
※
新
出
史
料

菅
沼
二
郎
右
衛
門
所
領
弐
百
石
之
内
、
百
石
者
九
兵
衛
百
石
者
其
方
へ
出
度
由
、
父
之

任
望
無
相
違
宛
行
候
、
全
可
有
領
地
者
也
、

慶
安
元

　
五
月
十
五
日
　
信
之
印

　
　
　
　
　
菅
沼
左
兵
衛
殿

慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
に
菅
沼
二
郎
右
衛
門
の
所
領
二
〇
〇
石
の
う
ち
、
一
〇
〇

石
を
九
兵
衛
へ
、
一
〇
〇
石
を
左
兵
衛
に
、
父
・
二
郎
右
衛
門
の
望
み
通
り
に
与
え
る
、

と
い
う
も
の
。
①
と
⑦
で
宛
行
わ
れ
合
計
二
〇
〇
石
あ
っ
た
所
領
を
二
人
の
子
息
に
分

け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

⑬
真
田
信
之
朱
印
状
　
折
紙
　
三
五
・
六
×
五
〇
・
九
　
裏
紙
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
鋒
院
殿
御
事
蹟
稿
巻
十
九

次
郎
右
衛
門
足
軽
拾
人
無
相
違
其
方
預
置
候
、
役
儀
等
相
改
可
申
付
者
也
、

慶
安
三
年

　
　
九
月
廿
七
日

　
信
之
印

　
　
　
　
　
菅
沼
左
兵
衛
殿

父
・
二
郎
右
衛
門
預
り
の
足
軽
十
人
を
左
兵
衛
が
受
け
継
ぐ
、
と
い
う
も
の
。
次
号
と

関
わ
る
文
書
で
あ
る
。

⑭
玉
川
左
門
・
木
村
縫
殿
連
署
状
　
折
紙
　
三
五
・
二
×
五
〇
・
六

 

大
鋒
院
殿
御
事
蹟
稿
巻
十
九

当
廿
五
日
之
飛
札
則
御
披
見
入
申
候
、
貴
殿
気
色
以
之
外
之
由
、
養
生
之
儀
油
断
有
間

敷
候
、
然
者
御
預
り
被
申
候
足
軽
拾
人
、
子
息
左
兵
衛
ニ
被
　
仰
付
候
様
ニ
与
被
申
上

候
、
年
来
貴
殿
儀
別
而
御
奉
公
被
申
上
仁
之
御
事
候
間
、
望
之
通
左
兵
衛
ニ
御
預
被
成

候
則
御
朱
印
被
下
候
間
、
可
有
頂
戴
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
川
左
門

　
九
月
廿
七
日
　
　
　
　
　
　
　
能
武
（
ヵ
）（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
縫
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茂
俊
（
ヵ
）（
花
押
）

　
　
菅
沼
次
郎
右
衛
門
殿

菅
沼
二
郎
右
衛
門
の
足
軽
十
人
を
、
そ
の
ま
ま
子
息
の
左
兵
衛
に
与
え
る
と
藩
主
・

信
之
が
認
め
、
朱
印
状
が
出
さ
れ
る
こ
と
を
伝
え
た
も
の
。
⑬
が
そ
の
朱
印
状
で
、
本

史
料
は
玉
川
、
木
村
両
者
か
ら
出
さ
れ
た
同
日
付
の
添
状
と
考
え
ら
れ
る
。「
気
色
以

之
外
」
と
あ
り
、二
郎
右
衛
門
は
体
調
が
思
わ
し
く
な
い
こ
と
か
ら
の
措
置
で
あ
ろ
う
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
翌
月
二
郎
右
衛
門
は
死
去
し
た
。

ま
と
め

以
上
、
菅
沼
弥
惣
右
衛
門
家
文
書
十
四
点
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
こ
こ
で
、
特
筆
す

べ
き
点
を
あ
げ
、
ま
と
め
と
し
た
い
。

（
慶
安
三
年
）
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ま
ず
、
②
文
書
に
見
え
る
「
大
代
官
」
と
い
う
職
務
で
あ
る
。
大
代
官
は
、
菅
沼
以

外
に
も
任
命
さ
れ
て
い
る
例
が
あ
り）

11
（

、
本
文
書
で
も
、
代
官
を
さ
ら
に
指
揮
す
る
役
職

と
捉
え
ら
れ
る
が
、
大
代
官
―
代
官
―
下
代
と
い
う
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
そ
れ
が
上
田
か
ら
松
代
移
封
後
に
ど
の
よ

う
に
な
っ
た
の
か
、
な
ど
検
討
の
余
地
が
あ
ろ
う
。

次
に
、
山
中
の
麻
の
留
買
や
楽
買
に
つ
い
て
の
文
書
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
松

代
藩
に
お
け
る
麻
売
買
に
つ
い
て
や
そ
の
運
上
に
つ
い
て
の
あ
り
方
を
考
え
る
べ
き
と

思
う
。
以
前
、
筆
者
が
海
野
家
文
書
に
つ
い
て
紹
介
し
た
際
に
も
、
麻
に
つ
い
て
の
文

書
を
検
討
し
た
が）

12
（

、
松
代
移
封
直
後
か
ら
、
麻
に
つ
い
て
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
言
及

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
改
め
て
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

最
後
に
、
裏
紙
と
呼
ば
れ
る
白
紙
の
添
え
紙
の
存
在
で
あ
る
。
従
来
は
礼
紙
と
同
様

に
扱
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
丸
島
和
洋
氏
に
よ
っ
て
、
折
紙
に
付
さ
れ
た
白
紙

を
裏
紙
と
呼
ぶ
こ
と
が
改
め
て
定
義
さ
れ
、
真
田
氏
発
給
文
書
を
含
め
て
そ
の
検
討
が

な
さ
れ
て
い
る）

13
（

。
菅
沼
弥
惣
右
衛
門
家
文
書
に
つ
い
て
も
、
四
点
の
文
書
に
裏
紙
が
付

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
が
、
丸
島
氏
が
述
べ
ら
れ
る
と
お
り
、
す
べ
て
が
所

領
の
宛
行
や
分
地
な
ど
の
権
利
に
関
わ
る
文
書
で
あ
る
。
裏
紙
に
つ
い
て
は
、
今
後
も

継
続
し
て
、
類
例
を
集
積
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

近
世
初
頭
の
真
田
家
臣
家
に
つ
い
て
の
文
書
群
は
、
近
年
続
々
と
そ
の
存
在
が
明
ら

か
に
な
り
つ
つ
あ
り
、『
信
濃
史
料
』
や
『
真
田
家
御
事
蹟
稿
』
に
記
載
が
な
い
も
の

も
発
見
さ
れ
て
い
る
。
各
文
書
群
と
し
て
の
検
討
に
加
え
、
横
断
的
に
見
て
い
く
必
要

を
痛
感
し
て
い
る
。
今
後
は
、
さ
ら
な
る
史
料
の
発
見
と
と
も
に
、
松
代
藩
初
期
藩
政

の
あ
り
方
を
改
め
て
考
え
て
い
き
た
い
。

註（
1
）  

真
田
宝
物
館
所
蔵
真
田
家
文
書
吉
二
〇
四
「
家
中
屋
敷
絵
図
」『
真
田
宝
物
館
収
蔵
品
目
録
　

精
選
絵
図
集
成
』
五
四
頁
（
松
代
文
化
施
設
等
管
理
事
務
所
　
二
〇
〇
九
年
）

（
2
）  

真
田
宝
物
館
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
紙
焼
き
を
利
用
し
た
。「
御
家
中
系
図
」「
真
田
家
家

臣
系
図
書
上
帳
」
は
記
述
が
若
干
異
な
っ
て
お
り
、
両
方
を
総
合
し
て
用
い
た
。
菅
沼
家
の

記
述
に
限
っ
て
は
、
こ
の
二
種
の
系
図
に
異
な
る
部
分
が
か
な
り
多
い
。

（
3
）  

菅
沼
忠
久
は
今
川
氏
に
属
し
て
い
た
が
、
の
ち
忠
久
、
近
藤
康
用
、
鈴
木
重
時
の
井
伊
谷
三

人
衆
が
徳
川
家
康
に
通
じ
、
家
康
の
遠
江
侵
攻
を
可
能
に
し
た
。『
戦
国
人
名
辞
典
』（
吉
川

弘
文
館

　
二
〇
〇
六
年
）

（
4
）  『
真
田
家
文
書
』
上
巻
（
長
野
市

　
一
九
八
一
年
初
版
）
九
三
号
。
大
坂
の
陣
で
働
き
が
あ
っ

た
り
負
傷
・
討
死
し
た
り
し
た
人
物
を
書
き
連
ね
た
も
の
で
あ
る
。

（
5
）  『
真
田
町
誌
』
歴
史
編
下
（
真
田
町
誌
刊
行
会

　
一
九
九
九
年
）

（
6
）『
新
編
信
濃
史
料
叢
書
』
十
六
巻

　
三
〇
三
頁
（
信
濃
史
料
刊
行
会

　
一
九
七
七
年
）

（
7
）  

成
澤
氏
所
蔵
文
書
。
文
言
が
一
部
異
な
り
、こ
ち
ら
に
つ
い
て
は
、「
戌
之
免
帳
之
通
」
と
な
っ

て
い
る
。

（
8
）  

真
田
氏
が
元
和
八
年
に
松
代
に
移
封
さ
れ
た
後
、
松
代
移
住
や
そ
の
後
の
処
理
に
つ
い
て
不

満
が
あ
っ
た
家
臣
四
十
八
人
が
、
一
斉
に
松
代
藩
を
離
れ
た
事
件
。
寺
島
隆
史
「
真
田
氏
松

代
移
封
と
知
行
給
人
―
「
四
十
八
騎
浪
人
」
事
件
を
中
心
に
―
」（『
長
野
』
一
二
三
号
、
後

丸
島
和
洋
編
『
真
田
氏
一
門
と
家
臣
』（
岩
田
書
院

　
二
〇
一
四
年
）
収
録
）

（
9
）  『
長
野
市
誌
』
三
巻
一
一
一
頁

（
10
）  『
新
編
信
濃
史
料
叢
書
』
十
六
巻
二
六
二
頁

（
11
）  『
信
濃
史
料
』22-374

。
元
和
二
年
九
月
に
松
沢
五
左
衛
門
、桜
井
市
左
衛
門
に
別
所
・
野
倉
・

中
野
の
大
代
官
が
申
付
け
ら
れ
て
い
る
。

（
12
）  

拙
稿
「
海
野
家
文
書
に
つ
い
て
」（『
松
代
』
29
号

　
松
代
文
化
施
設
等
管
理
事
務
所

　

二
〇
一
五
年
）

（
13
）  

丸
島
和
洋
「
二
枚
一
重
の
折
紙
―
あ
る
思
い
込
み
か
ら
の
脱
却
」（
湯
山
賢
一
編
『
古
文
書
料

紙
論
叢
』
勉
誠
出
版
　
二
〇
一
七
年
）

付
記
　
資
料
調
査
お
よ
び
紹
介
を
ご
快
諾
い
た
だ
い
た
、
菅
沼
総
雄
氏
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

― 37 ―

真田宝物館研究紀要「松代32号」責.indb   37 2019/07/02   16:45:32



①

②

③

― 38 ―

真田宝物館研究紀要「松代32号」責.indb   38 2019/07/02   16:45:32



④⑤⑥

⑦

⑧

― 39 ―

真田宝物館研究紀要「松代32号」責.indb   39 2019/07/02   16:45:38



⑨

⑩

⑪

― 40 ―

真田宝物館研究紀要「松代32号」責.indb   40 2019/07/02   16:45:46



⑫

⑬

⑭

― 41 ―

真田宝物館研究紀要「松代32号」責.indb   41 2019/07/02   16:45:53



【
解
題
】

前
号
（『
松
代
』
31
号
）
に
、
続
い
て
真
田
宝
物
館
蔵
『
菊

の
分
根
』
を
翻
刻
す
る
。
前
回
と
同
じ
冊
子
で
題
簽
に
は
『
菊

の
分
根
』（
後
補
）、
整
理
番
号
ラ
ベ
ル
に
「
31
―
３
―
12
」
と

付
す
。
今
回
翻
刻
す
る
の
は
、
こ
れ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
後
半

の
百
韻
六
巻
で
あ
る
。
各
巻
の
概
要
を
み
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
巻
（
百
韻
）
に
は
便
宜
上
（
11
）
か
ら
（
16
）
の
算
用
数

字
を
付
し
た
。

前
回
も
述
べ
た
が
、
本
巻
六
巻
を
収
載
す
る
『
菊
の
分
根
　

地
』
の
表
紙
見
返
し
に
原
題
簽
（
無
辺
。
草
花
散
ら
し
文
様
）

と
思
し
き
題
簽
が
貼
付
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
「
菊
農
分
け
根

　
地
」
と
あ
る
。
こ
の
成
立
年
は
、
不
明
だ
っ
た
が
、
前
回
翻

刻
『
菊
の
分
根
』
第
八
巻
目
奥
書
に
「
右
宝
暦
甲
初
春
晦
成
」

の
年
記
が
あ
り
、
こ
れ
と
合
綴
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
宝
暦

十
四
年
甲
申
（
こ
の
年
六
月
二
日
、
明
和
元
年
に
改
元
）
と
翌

明
和
二
年
二
月
ま
で
に
成
立
し
、
江
戸
で
批
点
（
朱
引
）
さ
れ

た
も
の
と
推
察
し
た
（
前
号
解
題
参
照
）。
今
回
は
、
そ
の
後

に
綴
ら
れ
て
い
る
の
で
、
明
和
二
年
二
月
以
降
に
成
立
し
た
も

の
だ
ろ
う
。
各
巻
の
奥
書
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
11
）
右
姑
洗
初
七
日
満
備

　
　  

　
月
邨
所
　
吉
門
魚
輔

　
田
社
橘
丸

　
三
評

（
12
）
右
夏
五
念
九
日
満
備

　
　
　  

月
邨
君
淡
鵯
　
鶯
徳
君
勝
　
米
仲
勝
　
秀
億
勝
　

朱
引

（
13
）
啜
竜
君
　
買
明
祇
東

　
珠
来
圃
柳

　 

朱
引

（
14
）
右
季
夏
中
旬
　
満
備

　
　  

　
月
村
君
勝

　
立
几
勝

　
平
砂
雲
牛

　
朱
引

（
15
）
右
水
無
月
五
日
満
備

　
　
　  

月
邨
君
勝

　
金
羅
魚
輔

　
存
義
雲
牛

　
祇
徳
祇
東

　

秀
億
魚
輔
　
朱
引

（
16
）
右
仲
秋
二
十
四
日

　
　  

　
金
嶺
公
魚
輔

　
存
義
圃
柳

　
亀
成
勝

　
所
評

前
回
翻
刻
し
た
（
６
）
か
ら
（
10
）
の
五
巻
は
、
幸
弘
の
参

勤
交
代
状
況
に
よ
っ
て
（
６
）
が
明
和
元
年
十
一
月
、（
７
）

が
同
十
二
月
、（
８
）
が
、
翌
明
和
二
年
一
月
、（
９
）（
10
）

が
同
二
月
の
成
立
、
い
ず
れ
も
松
代
で
巻
い
て
、
江
戸
へ
参
勤

す
る
と
き
に
持
参
し
、
批
点
さ
れ
た
も
の
と
推
察
し
て
き
た
。

こ
の
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、（
11
）
は
、明
和
二
年
の
姑
洗
（
三

月
）
七
日
、（
12
）
は
、
四
月
二
十
九
日
、（
13
）
は
不
明
、

（
14
）
は
季
夏
（
六
月
）
中
旬
、（
15
）
は
、
六
月
五
日
、（
16
）

は
、
八
月
二
十
四
日
に
そ
れ
ぞ
れ
満
尾
し
た
の
だ
ろ
う
（
月
は

い
ず
れ
も
陰
暦
）。
幸
弘
の
参
勤
交
代
状
況
を
鑑
み
る
と
、
幸

弘
は
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
六
月
四
日
松
代
を
発
駕
し
て
い

る
か
ら
、（
11
）（
12
）
は
松
代
で
の
百
韻
、（
13
）
は
松
代
か

江
戸
、（
14
）
か
ら
（
16
）
は
江
戸
で
巻
い
た
百
韻
と
推
察
さ

れ
る
。
た
だ
し
、（
14
）
と
（
15
）
を
綴
る
順
序
を
誤
っ
て
い

る
だ
ろ
う
。
な
お
、（
15
）
は
、
松
代
か
ら
江
戸
へ
参
勤
す
る

途
上
で
あ
り
、
年
次
推
定
を
再
考
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

続
い
て
、
連
衆
と
点
者
を
一
覧
し
て
お
き
た
い
。

（
11
）
の
連
衆
は
、
麟
嶺
・
芦
暁
・
龍
水
・
其
昔
・
橘
丸
・
祇

東
・
魚
輔
・
菊
貫
の
八
吟
。
点
者
は
月
邨
、
吉
門
、
田
社
。

（
12
）
の
連
衆
は
、
其
昔
・
渓
鵯
・
其
時
雨
・
柳
波
・
柳
美
・

芦
暁
・
古
梅
・
菊
貫
・
沾
雨
・
金
嶺
の
十
吟
。
点
者
は
、月
邨
、

鶯
徳
公
、
米
仲
、
秀
億
。

（
13
）の
連
衆
は
、菊
貫
・
圃
柳
・
魚
輔
・
祇
東
・
蘆（
芦
）暁
・

金
嶺
・
其
昔
・
龍
水
の
八
吟
、
点
者
は
啜
竜
君
、
買
明
、
珠
来
。

（
14
）
の
連
衆
は
、
其
昔
・
芦
暁
・
金
嶺
・
菊
貫
・
雲
牛
・
祇

東
・
魚
輔
の
七
吟
。
点
者
は
、
月
村
、
立
几
・
平
砂
。

（
15
）
の
連
衆
は
、
菊
貫
・
圃
柳
・
雲
牛
・
魚
輔
・
祇
東
・
芦

川
・
金
嶺
・
其
昔
の
八
吟
、
点
者
は
月
邨
、
金
羅
、
存
義
、
祇

徳
、
秀
億
。

（
16
）
の
連
衆
は
、
菊
貫
・
魚
輔
・
祇
東
・
雅
水
・
波
山
・
圃

柳
の
六
吟
。
点
者
は
金
嶺
公
、
存
義
、
亀
成
。

各
巻
の
発
句
は
、次
の
通
り
で
あ
る
が
作
者
は
未
詳
で
あ
る
。

（
11
）
色
こ
そ
の
夜
も
梅
一
木
朧
か
な

（
12
）
青
簾
な
ん
そ
と
人
や
伸
上
り

翻
刻
『
菊
の
分
根
』（
9
）
地
（
31
―
３
―
12
）

玉
城
　
　
司
　
小
幡
　
　
伍
　
豊
田
　
千
明
　
池
田
佐
奈
惠
　
大
日
方
裕
美

大
塚
　
尚
束
　
柿
崎
　
孝
子
　
小
林
　
靖
子
　
佐
藤
さ
わ
子
　
田
中
　
良
彦

寺
田
　
寿
子
　
荻
原
　
幸
子
　
牧
　
　
長
夫
　
牧
　
　
豊
子
　
丸
山
　
聖
子

松
田
　
弘
子
　
宮
澤
　
惠
夫
　
矢
野
　
清
登

真
田
連
句
を
よ
む
会
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（
13
）
笠
と
る
や
暫
し
楽
む
夏
木
立

（
14
）
手
拭
に
包
め
は
ぬ
け
る
真
桑
哉

（
15
）
笠
取
る
や
し
は
し
楽
む
夏
木
立

（
16
）
鶏
頭
は
い
よ
〳
〵
赤
し
け
ふ
の
月

菊
貫
（
幸
弘
）
を
の
ぞ
い
て
連
衆
の
俗
名
は
分
か
ら
な
い
。

金
嶺
は
大
名
ら
し
い
が
、
他
は
お
そ
ら
く
俳
諧
好
き
の
家
臣
た

ち
だ
ろ
う
。
点
者
の
月
邨
（
月
村
）
は
大
和
郡
山
二
代
藩
主
・

柳
沢
信
鴻
。
米
翁
と
し
て
知
ら
れ
る
。
今
回
翻
刻
し
た
六
巻
の

奥
書
で
は
月
邨
と
す
る
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
百
韻
の
批
点
で
は「
米

徳
公
」
と
す
る
。
な
お
（
13
）
の
啜
竜
君
も
信
鴻
（
米
翁
・
月

邨
）
だ
と
推
察
さ
れ
る
。
前
回
も
記
し
た
通
り
、
信
鴻
の
継
室

は
、
幸
弘
（
菊
貫
）
の
祖
父
真
田
信
弘
の
娘
で
、
父
信
安
（
松

代
藩
五
代
藩
主
）
の
異
母
妹
だ
か
ら
、
幸
弘
の
叔
母
。
菊
貫
が

生
涯
俳
諧
に
親
し
ん
だ
の
は
、
若
き
日
に
米
翁
（
信
鴻
）
に
親

し
ん
だ
か
ら
だ
ろ
う
。
　

【
書
誌
】

真
田
宝
物
館
蔵
書
名
／
『
菊
の
分
根
』（
後
補
）

真
田
宝
物
館
整
理
番
号
／
31
―
３
―
12

書
型
　
綴
　
料
紙
／
大
本 27.4

×19.7 

袋
綴 

楮
紙

表
紙
　
色
　
模
様
／
縹
色
無
地

題
簽
／
「
菊
の
分
根
　
地
」

見
返
し
／
本
文
共
紙

目
次
／
な
し

丁
数
／
全
一
三
六
丁
　
墨
付
一
三
二
丁
　
行
数
七
〜
八
行
　

（
今
回
は
第
八
一
丁
か
ら
一
三
〇
丁
ま
で
翻
刻
し
た
。
な
お
最

終
の
四
丁
分
は
白
丁
）

【
凡
例
】

１
　
旧
漢
字
・
異
体
字
は
現
在
通
行
の
漢
字
に
改
め
た
。

２
　
仮
名
づ
か
い
、
仮
名
の
清
濁
は
原
本
の
と
お
り
と
し
た
。

３
　
収
載
句
に
は
人
権
に
か
か
わ
る
用
語
が
あ
る
。
資
料
的
性
格

を
考
え
て
原
本
通
り
に
翻
刻
し
た
が
、
読
者
は
、
人
権
問
題
の
正

し
い
理
解
の
う
え
に
た
っ
て
、
判
断
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

４
　
本
稿
は
真
田
連
句
を
読
む
会
の
解
読
に
基
づ
い
て
、
小
幡
　

伍
が
原
稿
を
作
成
、
豊
田
千
明
が
批
点
を
書
き
入
れ
、
玉
城
　
司

が
解
題
を
記
し
た
。

【
翻
刻
】

（
11
巻
）

色
こ
そ
の
夜
も
梅
一
木
朧
か
な

　
垣
ね
〳
〵
を
伝
ふ
春
風

麗
和（
う
ら
ら
か
）さ
羽
折
を
肩
へ
脱
舎（
捨
）て

　
か
る
う
出
来
た
る
提
た
は
こ
盆

ひ
た
す
ら
に
下
戸
と
上
戸
の
睨
合
イ

　
尚
〳
〵
書
ハ
ひ
ろ
ひ
書
な
り

小
座
敷
へ
屏
風
を
立
て
冬
構 

　
竹
に
雀
の
降
り
か
ゝ
る
暮 

　 

　
」
81
オ

ウ

雲
水
に
行
脚
の
僧
は
身
を
任
せ 
麟
嶺

　
病
を
捨
て
至
極
よ
い
形
り 

　
芦
暁

田
社
七
点

御
発
句
先
達
て
拝
聞
、
因
而
御
点
除
申
候

田
社
五
点

田
　
い
さ
ゝ
か
前
へ

挨
拶
は
手
爾
於
葉（
て
に
お
は
）違
ひ
の
物
思
ひ 

　
龍
水

　
入
相
ひ
と
つ
恨
む
溜
息 

　
其
昔

田
楽
の
竃
ハ
崩
れ
て
夏
木
立 

　
橘
丸

　
土
鳩
の
う
な
る
王
子
権
現 

　
祇
東

辻
駕
に
眉
毛
ぬ
ら
し
て
乗
に
け
り 

　
魚
輔
」
81
ウ

　
文
の
さ
け
め
や
お
も
は
ゆ
き
紅 

菊
貫

女
房
に
隠
す
壱
分
の
㒵
の
ゑ
ミ 

　
暁

　
冨
貴
な
家
に
牡
丹
ま
て
咲 

 

嶺

打
水
も
そ
こ
〳
〵
に
よ
き
夏
の
月 

　
小
猿
さ
か
し
く
盗
む
盃 

　
水

幕
串
に
目
を
突
そ
ふ
な
花
の
山 

　
風
な
ま
ぬ
る
き
空
も
麗 

　
　
　
」
82
オ

二

胡
葱
に
内
儀
の
角
の
ほ
つ
き
折
レ 

　
昔

　
女
衒
何
や
ら
拝
む
浅
草 

　
東

入
相
に
編
笠
四
五
騎
ほ
と
ゝ
き
す 

　
輔

吉
門
五
点

米
徳
公
十
点

田
社
十
点

吉
門
五
点

　
　  

徳
　
爰
歟

〻
〻
〻

吉
門
七
点

　
田
社
七
点

吉
門
五
点

　
田
社
五
点

田
社
五
点

吉
門
五
点

田
社
五
点

〇

田
。

吉
門
七
点

米
徳
公
廿
点

吉
門
十
点

吉 

晩
鐘

　
田
社
五
点
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蛍
を
震
ふ
雨
後
の
葉
柳 

　
丸

梵
天
の
ゆ
か
む
た
方
へ
帆
か
行
て 

　
輔

　
こ
ほ
れ
た
酒
の
裾
に
呑
る
ゝ 

貫

浮
世
な
り
そ
ら
聾
も
時
の
興
　 

　
水
　
」
82
ウ 

　
己
身
の
弥
陀
を
し
ら
ぬ
念
仏 

嶺

砂
子
蒔
く
掌
よ
り
も
雲
敷
り 
　
暁

　
絵
師
に
仰
せ
て
君
の
寐
姿 

　
昔

牽
頭
医
者
そ
の
事
と
な
く
時
行
出
て 

貫

　
御
里
遥（
邊
）に
大
恩
寺
前 

　
東

月
よ
し
と
ふ
ら
〳
〵
足
の
向
く
方
へ

　
野
分
の
餘
り
垣
根
迄
来
ル 

　
　
　
」
83
オ

二
ウ

女
郎
花
角
力
か
尻
に
敷
れ
け
り 

　
丸

　
帋
に
包
ん
て
配
る
焼
飯 

　
輔

遷
宮
か
済
と
上
座
に
御
宿
老 

　
暁

　
ひ
と
つ
狐
か
暮
に
待
合 

　
昔

田
社
五
点

　
米
徳
公
七
点

田
社
十
五
点

吉
門
七
点

吉
門
五
点

　
田
社
七
点

吉
門
五
点

吉
門
七
点

　
田
社
七
点

田
社
十
五
点

吉
門
五
点徳

　
古
句

吉
門
十
五
点

米
徳
公
十
五
点

田
社
十
点

吉
門
七
点

吉
門
七
点

八
丈
か
嶋
か
ら
伊
達
を
贈
ら
れ
て 

　
水

　
縁
は
い
な
も
の
上
戸
に
も
な
る 

嶺

垣
間
見
て
鰹
を
ね
た
る
後
家
主
シ 

貫
　
」
83
ウ

　
長
刀
の
手
に
震
ふ
琴
爪 

　
東

月
涼
し
は
き
捨
草
履
弥
か
上 

　
額
に
武
士
の
残
る
十
徳 

　
輔

白
水
の
折
〳
〵
落
る
庵
の
瀧 

　
丸

　
神
酒
陶
に
も
か
ん
鍋
を
す
る 

　
暁

い
さ
さ
ら
ハ
華
に
心
を
な
く
さ
め
ん 

　
さ
や
か
に
あ
ら
ぬ
糸
遊
の
糸 

　
　
」
84
オ

三

鼻
も
な
き
雛
の
か
た
わ
の
目
出
た
け
れ 

嶺

　
急
な
く
さ
め
に
こ
ま
る
立
聞 

　
水

水
門
を
明
け
て
曠（
は
れ
）と
る
緋
ち
り
め
ん 

　
昔

　　
不
二
や
筑
波
を
虹
の
橋
詰
　
　 
貫

賭
に
す
る
一
里
む
か
ふ
の
塔
の
丈
ケ 

　
輔

吉
門
五
点

　
田
社
五
点

吉
門
七
点

田
社
十
五
点

田
社
七
点

吉
門
七
点

　
米
徳
公
五
点

吉
門
五
点

田
社
二
十
点

吉
門
五
点

吉
門
十
点

田
社
十
点

吉
門
五
点
　
田
社
五
点

田
社
十
点

吉
門
七
点

　
徳
と

　
米
徳
公
五
点

丶丶

吉
門
五
点

　
田
社
七
点

　
と
う
〳
〵
蝉
の
鳴
枯
ら
す
松 

　
東

大
和
茶
の
婆
々
に
物
問
ふ
馬
の
殿 

　
丸
　
」
84
ウ 

　
弃
子
を
拾
ふ
柴
の
戸
の
留
守 

　
水

正
直
の
か
う
へ
を
照
す
朝
日
山 

　
暁

　
寺
に
は
凄
き
も
の
よ
穂
薄
　  

嶺

ほ
の
〳
〵
と
戻
る
歟
鹿
の
後
ロ
影 

　
昔

　
昼
飯
時
に
未
タ
残
る
月

家
名
有
る
傘
干
て
置
く
台
所 

　
輔

　
暖
簾
の
外
ト
に
高
イ
物
申
フ 

　
　
　
」
85
オ

三
ウ

掌
に
雪
を
占
ふ
鉢
た
ゝ
き 

　
丸

　
う
な
さ
れ
て
居
る
身
揚
リ
の
夢 

  

東

楫
を
た
へ
堀
へ
着
く
舟
戻
る
船 

貫

　
歌
に
は
い
か
に
瓦
焼
く
煙 

　
水

神
木
の
枝
を
お
ろ
せ
ハ
山
荒
れ
て 

　
暁

　　
憎
イ
名
主
て
も
つ
た
一
村 

嶺

吉
門
五
点

　
田
社
七
点

吉
門
十
五
点

田
社
十
点

吉
門
五
点

吉
門
七
点

　
田
社
五
点

吉
門
五
点

　
田
社
七
点

吉
門
十
点

田
社
七
点

吉
門
七
点

吉
門
五
点

　
田
社
七
点

田
社
五
点
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右
姑
洗
初
七
日
満
備

月
邨
所

　
吉
門
魚
輔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
評

　
田
社
橘
丸

 

　
　
　
」
88
オ

　
半
丁
白
丁 

　
　
　
」
88
ウ

（
12
巻
）

青
簾
な
ん
そ
と
人
や
伸
上
り 

　
軒
に
蚊
遣
り
の
行
違
ふ
比 

山
〳
〵
の
雲
ハ
遥
に
隔
り
て 

　　
石
に
腰
掛
休
ミ
た
り
け
り 

引
出
す
牛
の
車
の
続
く
道 

　
霧
た
ち
登
る
明
方
の
空 

何
所
ま
て
も
月
の
光
り
の
は
て
す
へ
き

　
風
に
隙
な
き
庭
の
穂
薄 

　
　
　
」
89
オ

ウ

立
田
山
昼
は
通
は
ぬ
も
の
に
し
て 

　
其
昔

徳
　
五
月
雨丶

丶
丶

秀
　
子
細
も
あ
ら
ん

米
　
い
さ
ゝ
か

鶯
徳
公
五
点

米
　
俳
な
し

鶯
徳
公
五
点

米
　
風
ふ
け
ハ

血
の
ミ
ち
の
薬
を
買
ふ
も
恥
か
し
き
　
昔
　
」
85
ウ 

　
惚
れ
た
所
有
り
瞽
目（
女
）の
割
髱 

貫

吉
原
の
酒
や
な
か
れ
て
銀
漢（
あ
ま
の
が
わ
） 

　
東

　
西
瓜
ふ
た
つ
を
金
二
百
疋 

　
輔

元
信
の
隈
と
る
内
に
月
の
影 

　
ま
た
出
来
き
ら
ぬ
庭
に
燭
台 
　
丸

思
は
す
も
足
の
止（
と
ゝ
ま
）る
花
盛 

　
蝶
〳
〵
の
舞
ふ
形
に
罔
両 

　
　
　
」
86
オ

波

長
閑
さ
に
渡
し
の
舟
に
隙
も
な
し 

　
水

　
重
荷
に
小
付
廻
国
の
頭
陀 

　
昔

植
木
屋
の
娘
は
遠
く
見
立
ら
れ 

　
暁

　　
恨
の
胸
を
ひ
ら
く
鬼
百
合 

嶺

華
表
か
ら
内
に
訳
有
る
諫
鼓
鳥 

　
輔

　
琵
琶
当
る
だ
け
穴
の
明
く
膝 

　
丸

山
深
き
平
家
の
す
え
の
片
折
戸 

　
東
　
」
86
ウ 

吉
門
七
点

田
社
七
点

田
社
十
点

吉
門
七
点

徳
　
堀
近
し

吉
門
五
点徳

　
公
方
尻
持
仁
義
組

吉
門
五
点

米
徳
公
十
点

吉
門
七
点
　
田
社
五
点

吉
門
五
点

吉
門
十
八
点

田
社
十
点

田
社
五
点

　
米
徳
公
五
点

　
霜
夜
の
樹
々
を
廻
る
七
曜 

貫

孝
行
と
あ
て
こ
す
ら
る
ゝ
隣
の
子 

　
暁

　　
口
斗
尖
る
俄
屋
根
葺 

　
水

入
仏
の
支
度
に
珠
数（
数
珠
）の
つ
な
き
か
へ 

嶺

　
ち
ひ
〳
〵
秋
を
拈
む
足
弱 

　
昔

杣
ミ
ち
の
戻
り
嬉
し
き
宵
月
夜

　
そ
よ
吹
く
風
も
漸
寒
イ
也 

　
　
」
87
オ

四
ウ

夕
か
ほ
の
宿
か
と
見
す
る
野
雪
隠 

貫

　　
赤
く
て
目
立
鎗
の
短
冊
　 

　
東

堺
公
事
名
所
を
中
に
取
巻
て  

　
丸

　
和
尚
の
留
守
に
摺
小
木
の
音 

狩
人
も
痛
ミ
入
た
る
座
頭
の
坊 

　
橋
を
渡
れ
は
広
ひ
四
辻 

華
咲
け
は
羽
織
の
出
来
る
御
物
好 

　
弥
生
静
に
見
え
る
海
原 

　
」
87
ウ 

吉
門
七
点

吉
門
十
点

田
社
七
点

吉
門
五
点

田
社
五
点

吉
門
五
点

吉
門
十
点

田
社
五
点

吉
門
五
点

吉
門
五
点
　
田
社
七
点

田
社
七
点
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と
こ
や
ら
足
ら
ぬ
初
恋
の
文 

　
渓
鵯

　
　
縁
な
れ
は
わ
る
い
も
よ
い
も
な
か
り
鳬 

　
其
時
雨

　
分
限
者
の
時
植
し
山
茶
花 

　
柳
波

藁
葺
の
床
に
惜
し
く
も
古
法
眼 

　
柳
美

　
中
気
こ
の
か
た
後
生
一
遍 

　
芦
暁

辛
崎
の
雨
に
追
れ
て
按
摩
取 

　
　
波
」
89
ウ

　
曲
ツ
た
川
の
形
リ
に
片
町 
　
古
梅

中
条
へ
翳
す
扇
子
の
忍
ふ
山 

菊
貫

　
赤
前
垂
に
非
番
潰
し
て 

　
沾
雨

此
奥
に
鐘
の
供
養
の
あ
る
と
か
や 

　
時
雨

　
掃
け
と
も
〳
〵
華
の
夕
暮 

貫

乞
喰
も
月
に
替
り
て
帰
る
雁 

　
　
波

　
心
〳
〵
に
春
の
生
醉 

　
　
　
」 

90
オ

二

袴
着
て
直
く
に
通
り
し
御
殿
山 

金
嶺

　
細
工
料
理
て
結
句
名
高
キ 

　
　
雨

鶯
徳
公
七
点

　
米
仲
七
点

　
秀
億
七
点

米
　
な
れ
ぬ
恋
路
の
す
ゑ
や
ま
よ
は
む

秀
億
五
点

米
　
心
の
底
の
し
の
ば
し
き

秀
億
七
点

鶯
徳
公
五
点

米
仲
十
点

鶯
徳
公
七
点

　
米
仲
七
点

米
　
又
う
た
か
た
に
道
も
が
な

鶯
徳
公
五
点

　
徳

　
れ丶

鶯
徳
公
五
点
　
秀
億
五
点

米
　
来
て
見
れ
バ

米
　
す
ミ
や
習
へ
る

秀
億
十
点

米
仲
七
点

米
　
機
に
の
ぞ
ミ
変
に
応
じ
て
風
流
あ
り

利
休
か
ら
う
つ
ち
や
り
ハ
せ
ぬ
欠
茶
碗 

　
時
雨

　
吝
イ
女
房
の
家
内
黒
染 

　
暁

仲
人
の
十
に
五
ツ
は
捨
言
葉 

　
昔

　
祭
く
つ
れ
に
鍋
の
数
ミ
る 

　
波

弱
か
ら
ぬ
夏
の
柳
を
た
わ
め
過 

　
美

 

　
　
　
」
90
ウ

　
座
頭
突
出
す
泉
水
の
舟 

貫

更
る
夜
に
時
斗
狂
ふ
や
御
手
か
鳴 

　
時
雨

　
鈴
の
音
す
る
狆
の
存
在 

嶺

編
笠
も
恋
の
道
具
の
一
か
ま
へ 

　
暁

　
衣
〳
〵
な
れ
や
蚤
も
衣
〳
〵 

　
昔

移
り
香
も
置
所
な
き
昼
の
月 

　
雨

　
茸
狩
と
て
さ
が
す
藁
し
べ 

　
　
　
」
91
オ

二
ウ
　
　
　
鳴
く
鹿
の
と
き
れ
〳
〵
や
暮
の
鐘 

貫

　　
岐
蘇（
木
曽
）路
に
凄
き
蔦
の
雪
隠 

　
鵯

関
守
の
差
合
を
喰
ふ
抜
参 

　
暁

鶯
徳
公
七
点

鶯
徳
公
五
点

　
秀
億
七
点

秀
億
十
五
点

米
仲
五
点

米
　
つ
れ
な
き
人
や
い
ま
せ
る

し
ば
し
袂
を
わ
か
つ

鶯
徳
公
二
十
点

米
仲
十
五
点

秀
億
十
点

鶯
徳
公
七
点

笑
ミ
て
居
る
も
亦
お
か
し

秀
億
五
点

米
仲
七
点

米
　
お
も
て
ふ
れ
し
て

徳
　
あ
ま
り
を
か
し
く

鶯
徳
公
七
点
　
秀
億
五
点

米
徳
公
十
点

鶯
徳
公
十
点

米
仲
七
点

　
秀
億
七
点

　
　
　
　
奥
哉

徳
　
の
丶
丶

　
浴
衣
に
姉
と
妹
と
紛
る
ゝ 

　
梅

盃
の
稽
古
に
顔
を
あ
か
め
け
り 

　
鵯

　　
泥
の
中
よ
り
ぬ
つ
と
出
る
蓮 

　
波

真
丸
な
窓
へ
和
尚
の
吹
た
は
こ 

嶺

 

　
　
　
」
91
ウ

　
降
来
る
雪
に
老
の
溜
息 

　 

鵯

よ
れ
や
寄
れ
湯
豆
腐
と
社
か
た
ま
り
ぬ 

　 

雨

　
無
尽
を
取
つ
て
座
配
横
平 

　
波

呼
ひ
か
け
て
庚
申
様
へ
十
二
銅 

　
美

　
娑
婆
は
氏
子
の
嬲
り
物
な
り 

　
暁

花
〳
〵
の
雪
吹
に
月
も
散
り
交
り 

　
梅

　
霞
を
分
て
行
も
帰
る
も 

　
　 

　
　
　
」
92
オ

三

本
船
は
飲
残
し
た
る
汐
干
潟 

貫

　
乙
鳥
も
蹴
る
か
順
礼
の
笠 

　
美

禅
林
の
遥
あ
な
た
に
御
朱
院
地 

　
雨

秀
億
七
点

米
　
い
と
な
ま
め
い
た
る

鶯
徳
公
五
点

米
　
中
通
り
外

　
直
に
し
て

米
仲
七
点

米
　
観
念
の
眼
を
さ
ま
し

米
仲
五
点

米
　
曙
玉
子
に
奢
を
き
わ
め

米
　
少
欲
知
足

米
　
い
く
度
袖
を
は
ら
は
ま
し

徳
　
百
人
（
一
）
首

米
徳
公
十
点

米
仲
二
十
点

秀
億
五
点

徳
　
ふ
る
し
〳
〵

米 

駈

秀
億
廿
点
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余
所
の
子
の
智
恵
て
我
か
子
の
㒵
を
む
き 

　
　
鵯

　
虎
の
代
り
に
石
の
迷
惑 

　
　
美

燈
籠
に
そ
め
き
の
薫
る
中
の
町 

　
嶺 

」
94
ウ

　
母
か
ゆ
る
し
て
お
と
る
生
娘 

　
　
暁

我
か
姿
影
を
う
つ
し
て
玉
兎 

　
頼
ん
た
や
う
に
肴
呼
ふ
こ
ゑ 

　
　
時
雨

江
戸
の
衆
の
珍
ら
し
そ
ふ
に
筑
波
山 

　
　
梅

　
投
出
す
足
を
目
当
に
て
船 

　
　
美

時
〳
〵
の
時
花
に
つ
る
ゝ
長
羽
折 

　
　
時
雨

　
　
　

　
道
案
内
は
い
ろ
〳
〵
す
な
ほ
に 

　
　  

」
95
オ

ウ

旅
籠
屋
の
ま
た
寐
ぬ
家
か
膳
の
音 

　
　
昔

　
歌
ま
く
ら
と
て
公
家
の
草
鞋 

　
嶺

塵
塚
の
塵
に
交
る
ち
い
さ
ひ
子
や 

　
　
美

　　
大
傘
の
破
れ
繕
ふ 

飴
売
の
い
つ
て
も
む
ま
い
髭
の
先 

徳
　
何
の
事
し
や
や
ら

米
　
な
ど
我
恋
の
と
ほ
ら
さ
る
へ
き

米
の丶

米
仲
五
点

　
秀
億
五
点

米
　
さ
そ
ふ
水
あ
ら
バ

米
仲
十
点

鶯
徳
公
五
点

　
秀
億
五
点

秀
ヽ

米
　
い
く
夜
か
ね
ぬ
る

秀
億
七
点

米
　
都
鄙
に
わ
た
り

鶯
徳
公
十
点

米
仲
十
点
　
秀
億
五
点米

　
あ
す
ハ
又
越
べ
き
山
の
ミ
ね
な
れ
や

秀
億
七
点
　
　
　
　  

秀
　  

う
な
ひ

秀
億
五
点

精
進
日
網
干
に
出
る
日
和
下
駄 

　
暁

　　
狸
の
見
舞
草
の
戸
の
留
守 

　
昔

淋
し
さ
を
触
来
る
嵯
峨
の
露
時
雨 

　
鵯

 

　
　
」
93
ウ

　
更
行
砧
拍
子
し
と
ろ
に 

 

貫

思
は
す
も
月
に
中
〳
〵
目
を
覚
し 

　
雨

　　
二
階
か
出
来
て
冨
士
を
手
に
取 

　
美

障
子
骨
軽
ふ
結
ん
た
銫
屑 

　
昔

　
賭
に
負
た
か
馬
士
の
悪
た
い 

嶺

花
の
波
匂
ひ
吹
揚
吹
お
ろ
し 

　
梅

　
扨
い
ろ
〳
〵
に
移
る
春
の
野 

　
　  

」
94
オ

波

竪
ほ
と
ハ
横
へ
も
広
き
雲
雀
原 

嶺

　
蘆
生
か
夢
も
覚
て
腹
減
る 

　
昔

宿
引
の
噺
に
嘘
ハ
つ
き
次
第 
嶺

　
莞
莚（
こ
も
）一
枚
て
銭
の
集 

　
時
雨

秀
億
七
点

徳
　
ふ
る
し
〳
〵

鶯
徳
公
十
五
点
米
徳
公
五
点
徳
〳
〵

米
　
小
倉
の
山
の
景
色
よ
り

鶯
徳
公
五
点

米
　
秋
深
き
雲
井
の
雁
の
声
す
也

米
徳
公
五
点

　
鶯
徳
公
五
点

　
米
仲
五
点

米
　
掌
中
の
玉

米
仲
七
点

　
秀
億
五
点

　
秀
う

米
　
新
居
を
賀
さ
ま
し

米
　
香
を
だ
に
ぬ
す
め
春
の
山
風

鶯
徳
公
十
点

秀
億
五
点

徳
　
ふ
る
き
発
句
　
作
者
失
念

米
　
粟
飯
て
う
と
加
減
に
す

鶯
徳
七
点 

米
仲
七
点

　
平
家
ほ
ろ
ひ
て
い
ら
か
破
る
ゝ 

　
　
波

狐
付
山
師
か
付
て
時
花（
は
や
り
）神 

　
　
暁

　
日
雇
の
う
ち
に
紛（
ま
が
）ふ
同
名 

　
　
梅

茶
碗
酒
胡
座
を
初
め
奉
り 

　
貫

　
　
　
　 

　
　
　
」
92
ウ

　　
森
を
小
楯
に
取
つ
て
講
訳（
釈
） 

　
　
雨

雨
漏
に
盥
も
床
へ
罷
出 
　
　
鵯

　
廻
す
屏
風
は
む
ま
い
城
郭 

　
　
昔

御
言
葉
を
待
つ
色
糸
の
も
ろ
靨 

　
　
美

　
た
ま
つ
て
居
よ
と
袂
か
ら
伽
羅 

　
　
雨

山
の
端
へ
出
る
か
〳
〵
と
く
れ
の
月 

　
　
時
雨

　
薄
を
分
て
め
く
る
此
頃 

　
　
　
」
93
オ

ウ

坊
主
子
も
今
藪
入
の
都
落 

　
　
梅

　
逃
つ
は
つ
し
つ
灸
遁
る
ゝ 

　
　
仝

古
井
戸
に
誰
か
初
メ
け
ん
真
桑
瓜 

　
貫

　
太
く
丸
ひ
ハ
虚
無
僧
の
帯 

　
　
鵯

秀
億
十
点

鶯
徳
公
七
点

米
　
其
二
十
余
年

秀
億
七
点

秀
億
十
点

米
仲
七
点

米
　
飲
中
仙
と
も

米
仲
十
点

鶯
徳
公
七
点

　
秀
億
七
点

鶯
徳
公
五
点

　
米
仲
五
点

徳
　
ふ
る
し

　
米

　
荒
に
し
を

米
　
貉
狼
の
爪
牙
な
る
ぞ
や

鶯
徳
公
五
点

　
秀
億
七
点

米
　
い
ら
ぬ
お
も
ひ
も
に
ほ
ハ
し
き

米
仲
七
点

米
仲
五
点

　
秀
億
七
点
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眠
り
も
よ
ほ
す
麗
な
比 

　
　
　
」
98
オ

二

こ
そ
け
て
も
衣
の
袖
に
春
な
れ
や 

　
嶺

　
浮
世
に
う
い
て
く
ら
す
船
頭 

　
　
水

圍
れ
に
染
る
雨
の
日
妻
の
留
守 

　
　
暁

　
ま
つ
身
に
近
く
郭
公
飛
ふ 

　
　
東

狐
火
を
赤
く
ミ
せ
た
る
木
下
闇 

　
　
輔

　
簫
の
稽
古
に
錆
る
山
寺 

　
　
東

呼
水
の
あ
ふ
れ
て
ぬ
か
る
台
所 

　
　
輔

 

　
　
　
」
98
ウ

　
廻
れ
は
唐
の
一
里
ほ
と
損 

　
　
柳

息
杖
に
と
き
れ
る
夢
の
お
も
は
ゆ
き 

　
貫

　
む
す
め
ミ
る
気
て
茶
の
無
心
い
ふ 

　
　
暁

頬
か
ふ
り
あ
し
や
り
に
顔
の
伊
達
く
ら
べ 

　
　
昔

　
踊
に
ち
や
〳
〵
を
付
る
生
酔 

　
嶺

最
う
西
へ
落
る
気
色
も
宵
の
月 

　
秋
を
は
風
か
吹
て
来
る
也 

　
　
　
」
99
オ

買
明
十
点

珠
来
七
点

買
明
五
点

買
明
七
点

珠 

陰

買
明
五
点

珠
来
十
点

買
明
十
点

買
明
七
点

一
時
の
栄
花
は
月
に
雲
も
な
し 

　
薄
に
つ
る
ゝ
桔
梗
か
る
か
や 

　
」
97
オ

ウ

魂
棚
へ
蛇
の
落
た
る
賎
か
宿 

菊
貫

　
雨
に
侘
し
き
松
明
の
消
炭 

　
圃
柳

八
里
来
て
箱
根
の
酔
ハ
覚
に
け
り 

　
魚
輔

　
座
頭
天
ツ
晴
レ
溜
る
官
金 

　
祇
東

二
葉
よ
り
色
を
含
み
し
杜
若 

　
蘆
暁

　
蚊
遣
り
を
筆
て
よ
け
る
玉
章 

金
嶺

大
門
を
越
て
禿
か
ふ
り
返
り 

　
其
昔
」
97
ウ

　
そ
ろ
〳
〵
う
こ
く
人
形
の
首 

　
龍
水

殻
樽
は
月
見
の
翌
の
侘
す
か
た

　
露
を
か
そ
へ
る
朝
か
ほ
の
垣 

貫

声
に
ま
て
し
た
り
尾
の
な
い
飼
鶉 

　
柳

　
隠
居
の
腰
を
延
は
す
後
手 

　
昔

暮
か
ゝ
る
遊
ひ
は
華
に
た
も
ち
け
り 

買
明
十
点

珠
来
五
点

　
米
徳
公
七
点

徳
　
月
の
こ
し
で
な
く
ハ
下
を
夜
の
音
と
直
し
た
き

珠
来
七
点

徳
　
付
あ
し
く

珠
来
五
点

　
買
明
七
点

　
米
徳
公
五
点

米
徳
公
十
八
点

徳
　

首
に
百
両

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

徳
　
の

ヽ 其

珠
来
七
点

　
開
帳
繁
く
春
を
継
足
し 

手
の
届
く
所
へ
華
の
舞
さ
か
り 

　
け
に
も
長
閑
に
雛
鶴
の
声 

」
95
ウ

右
夏
五
念
九
日
満
備

　
月
邨
君
淡
鵯

　
鶯
徳
君
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朱
引

　
　
　
米
仲
勝

　
　
　
秀
億
勝 
」
96
オ

半
丁
白
丁

 

」
96
ウ

（
13
巻
）

　
　
　
　
　
笠
と
る
や
暫
し
楽
む
夏
木
立 

　
仮
に
世
を
経
る
心
太
店 

名
も
知
れ
ぬ
鳥
の
姿
の
水
越
て

　
飛
石
軽
く
筑
直
し
け
り 

沢
山
な
客
に
亭
主
の
閙
し
き 

　
悪
ひ
鼠
の
つ
い
た
懸
も
の 

鶯
徳
公
五
点
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鯰
の
は
ね
る
粕
壁
の
市 

　
東

馬
士
の
喧
嘩
に
笠
の
な
く
な
り
て 

　
輔

　
消
な
て
侘
し
樽
の
焼
印 

　
柳

暮
涼
し
京
橋
中
橋
日
本
は
し 

貫

　
夏
の
吉
野
に
挑
灯
か
咲 

　
輔

よ
ひ
男
因
果
の
内
と
見
へ
に
け
り 

　
東
　
」
101
ウ

　
碎
て
物
を
お
も
ふ
摺
鉢 

嶺

便
な
く
針
も
し
と
ろ
に
恨
ぬ
ひ 

　
水

　
凩
か
来
て
月
を
研
立 

水
仙
に
菓
子
を
も
そ
へ
て
参
り
す
る 

　
昔

　
檀
那
場
広
き
内
佛
の
銭 

　
暁

散
る
花
や
其
邯
鄲
の
張
枕 

　
蝶
と
〳
〵
の
遊
ふ
春
の
野 

　
　
　
」
102
オ

波

出
代
り
は
女
子
の
顔
へ
突
当
り 

　
昔

　
仇
な
恋
路
に
這
入
深
川 

　
水

珠
来
十
五
点

買
明
十
五
点

米
徳
公
十
五
点

珠
来
七
点

　
買
明
七
点

珠
来
五
点

珠
来
五
点

買
明
十
点

徳
　
す
ゝ
し
や

買
明
七
点

珠
来
十
点

買
明
五
点

珠
来
十
点

買
明
十
五
点

又
け
ふ
も
留
守
を
預
る
御
浪
人
　 

　
輔

　
痛
し
痒
し
は
大
黒
の
咲（
え
み
） 

　
昔

降
ら
う
か
と
空
も
思
案
に
打
曇 

　
水

　
き
せ
る
て
軽
う
お
ろ
す
灸
点 

　
暁

石
菖
の
鉢
て
手
水
を
つ
か
ふ
寮 

嶺

　
樵
夫
の
呉
る
杖
ハ
桑
の
木 

　
水

国
癖
を
仕
か
た
咄
の
鉄
聾 

　
暁
　
」
100
ウ

　
舅
の
意
地
は
娵
の
引
摺 

嶺

憂
き
中
に
あ
は
れ
煙
草
の
な
か
り
せ
は 

　
昔

　
破
れ
次
第
な
る
左
遷
の
窓 

　
輔

初
時
雨
枯
れ
ぬ
物
に
は
松
は
か
り 

　
東

　
賽（
さ
い
の
か
わ
ら
）の
楊
枝
四
五
本 

　
柳

宵
の
月
打
出
ミ
れ
は
雲
か
く
れ

　
身
に
ひ
や
〳
〵
と
入
る
秋
風 

　
　
　
」
101
オ

三
ウ

夕
顔
に
筋
違
ふ
家
の
片
明
り 

貫

珠
来
七
点

　
買
明
七
点

珠
来
十
点

買
明
十
点

珠
来
七
点

　
買
明
七
点

徳
　
松
そ
け
の
こ
り
と
同
案

珠
来
二
十
点

買
明
七
点

二
ウ

堂
守
の
月
額
も
揉
む
峰
の
瀧 

　
水

　
松
剃
り
残
す
落
葉
の
山 

貫

八
景
に
一
ツ
か
け
た
る
夜
の
雨 

　
東

　
忘
れ
て
口
を
拭
ふ
紀
行 

　
輔

散
る
事
の
な
く
て
無
慙
や
苔
の
花 

　
柳

　
旅
の
や
つ
れ
を
奪
ふ
雷 

　
水

目
尻
か
ら
赤
前
垂
に
茶
の
染
て 

嶺
　
　
」
99
ウ

　
世
帯
か
し
こ
き
女
房
の
時
宜 

　
暁

寝
転
ん
て
湿
催
す
三
下
り 

　
昔

　
千
尋
の
糸
や
物
干
の
蛛（
蜘
） 

　
柳

雲
水
を
帆
に
引

巾
の
夕
気
色 

貫

　
春
ま
た
寒
く
上
野
淋
敷 

　
東

華
咲
ク
と
森
へ
朧
を
配
り
け
り 

　
網
戸
に
ぴ
ん
と
錠
卸
す
音 

　
　
　
」
100
オ

三

買
明
七
点

　
米
徳
公
七
点

買
明
七
点

珠
来
十
点

珠
来
五
点

珠
来
七
点

買
明
十
点

珠
来
七
点

珠
　
朧
と
ば
か
り
月
に
あ
ら
ず
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常
に
帆
影
の
見
ゆ
る
楼 

夕
月
に
一
口
つ
ゝ
の
時
華（
は
や
り
）唄 

　
硝
子（
ギ
ヤ
マ
ン
）消
ゆ
る
露
の
篠
原 

　
　
　
」
105
オ

ウ

蕣
も
一
入
淋
し
嵯
峨
の
奥 

　
其
昔

　
巖
を
楯
に
庵
の
日
当
り 

　
芦
暁

羅
宇
ほ
と
の
杖
に
後
生
を
突
た
婆
々 

　
金
嶺

　
蚊
遣
り
に
逃
て
庭
の
煎
茶 

菊
貫

夕
か
ほ
や
ふ
り
袖
か
ち
の
罔
両 

　
雲
牛

　
舞
装
束
に
母
の
物
好 

　
祇
東

六
波
羅
へ
長
持
続
く
年
忘 

　
魚
輔
」
105
ウ

　
車
の
牛
の
口
笛
に
乗
る 

　
昔

浪
際
を
立
派
に
月
の
は
ね
上
り 

　
秋
を
ミ
せ
た
る
人
丸
の
像 

嶺

古
塚
に
鳴
虫
の
音
も
あ
は
れ
也 

　
暁

　
浅
茅
か
原
を
戦（
そ
よ
）く
生
酔 

　
牛

立
几
七
点

　
平
砂
五
点

平
砂
十
点

平
砂
五
点

平
砂
五
点

立
几
七
点

　
平
砂
五
点

立
几
十
点

平
砂
五
点

米
徳
公
七
点
　
立
几
五
点

立
几
五
点

平
砂
五
点

　
喰
ふ
ほ
と
へ
ら
ハ
う
れ
る
膏
薬

し
ほ
〳
〵
と
降
に
も
つ
か
す
ふ
ら
ぬ
に
も

　
小
附
か
そ
へ
て
渡
す
宰
領

松
は
く
の
間
を
燃
出
す
華
の
照

　
春
の
海
辺
ハ
価
千
金 

　
　
　
」
103
ウ

　
　
　
　
右

　
　
啜
竜
君

　
　
　
買
明
祇
東
　
　
　
　
　
　
朱
引

　
　
　
珠
来
圃
柳

 

　
　
　
」
104
オ

　
　
　
　
半
丁
白
丁

 

　
　
　
」
104
ウ

（
14
巻
）

　
　
　
　
　
手
拭
に
包
め
は
ぬ
け
る
真
桑
哉 

　
葭
簀
を
ま
く
る
白
衣
の
茶
屋 

登
り
坂
何
と
被
成
て
物
と
し
て

　
喰
は
へ
き
せ
る
に
歯
ハ
浮
に
け
り 

定
紋
も
暫
し
羽
織
の
嶋
か
く
れ 

珠
来
七
点

　
買
明
七
点

買
明
七
点

買
明
五
点

買
明
五
点

手
て
打
た
豆
鉄
砲
に
鳩
か
寄 

嶺

　
し
よ
ろ
〳
〵
清
水
閼
伽
に
汲
干 

　
暁

又
し
て
ハ
白
雨
空
の
仕
損
ひ 

貫

　
筑
波
ハ
近
し
徳
二
郎
宿 

　
輔

半
分
ハ
馬
に
畑
の
道
普
請 

　
柳
　
」
102
ウ

　
残
る
寒
さ
の
梅
に
散
り
〳
〵 

　
東

狩
衣
に
下
馬
も
み
と
り
の
薄
霞 
貫

　
鶯
の
直
て
公
家
の
俸（
あ
て
が
い
） 

　
柳

口
紅
粉
に
似
合
ぬ
蕎
麦
の
御
好
物 

　
東

　
色
の
印
可
を
取
つ
て
柴
の
戸 

　
水

三
日
月
も
噺
半
に
入
か
ゝ
り 

　
こ
ろ
〳
〵
こ
ろ
ふ
芋
の
葉
の
露 

　
　
　
」
103
オ

四
ウ

僧
正
の
袂
ま
は
ゆ
く
秋
そ
め
て 

嶺

　
苔
ふ
ミ
わ
け
て
登
る
護
摩
堂 

　
暁

禁
制
の
た
は
こ
の
煙
横
に
行 

　
昔

珠
来
七
点

　
買
明
七
点

買
明
十
点

珠
来
五
点

買
明
七
点

米
徳
公
七
点

珠
来
十
点

珠
来
五
点
　
米
徳
公
五
点

珠
来
七
点

　
買
明
七
点
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玄
鳥
も
通
ひ
馴
に
し
軒
の
妻 

貫

　　
縁
あ
る
神
に
樽
の
口
切 

嶺

結
納
の
そ
の
白
綾
の
色
直
し 

　
暁

　　
何
所
や
ら
匂
ふ
新
宅
の
雨 

　
昔

立
臼
と
松
も
齢
に
さ
ま
替
へ
て 

貫

　
祖
父
御
の
有
卦（
う
け
）に
乗
掛
で
寄 

　
輔

大
仏
の
う
し
ろ
淋
敷
暮
の
鐘 

　
東 

」
108
ウ

　
合
紋
附
る
紀
行
の
足
し 

　
牛

何
あ
り
て
烏
の
あ
さ
る
御
祓
川 

貫

　
な
ま
な
か
降
て
暑
き
昼
㒵 

　
東

居
つ
ゝ
け
に
借
り
着
の
形
リ
を
笑
わ
れ
て 

　
牛

　　
骨
牌
の
中
へ
ば
た
り
笄 

　
輔

宵
月
の
掛
行
燈
と
入
代
り 

　
す
ゝ
き
に
つ
る
ゝ
桔
梗
か
る
か
や 

」
109
オ

三
ウ
　
　
　
魂
ま
つ
り
後
家
と
い
は
れ
し
時
も
有 

嶺

　 米
徳
公
五
点

平
砂
十
五
点

立
几
五
点

米
徳
公
五
点

　
立
几
七
点

立
几
廿
点

立
几
五
点

平
砂
十
点

立
几
七
点

平
砂
十
五
点

米
徳
公
十
点

立
几
十
八
点

米
徳
公
七
点
の
平
砂
五
点
　
浴
衣
に
短
し

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

米
徳
公
五
点

立
几
五
点

　
平
砂
五
点

　
野
分
に
騒
く
軒
の
菅
簾 

　
　
　
」
107
オ

二
ウ

何
も
か
も
刈
ら
れ
て
遠
し
虫
の
声 

　
昔

　
臼
の
う
な
り
も
御
目
代
と
の 

　
牛

露
路
下
駄
の
跡
も
飛
〳
〵
苔
の
花 

貫

　
夢
想
国
師
の
気
の
残
る
石 

　
東

猿
叫
ふ
芳
野
の
内
裏
哀
也 

　
輔

　
嬾（
も
の
う
）き
旅
に
又
も
木
枕 

　
昔

早
稲
飯
の
香
や
御
恵
美
須
の
笑
㒵 

　
暁
　
」
107
ウ

　
月
を
遥
に
見
送
し
山 

武
士
の
女
に
紅
葉
ふ
ミ
分
て 

嶺

　
群
集
を
繋
ぐ
縫
の
蜘
の
囲 

　
輔

隅
田
川
陸
に
は
足
袋
の
白
キ
鳥 

　
牛

　
額
ま
て
は
づ
す
御
忍
ひ
の
船 

　
東

華
最
中
油
日
和
の
打
続
き 

　
百
姓
や
す
む
苗
代
の
際 

　
　
　
」
108
オ

三

立
几
七
点

米
徳
公
七
点

　
立
几
七
点

平
砂
七
点

立
几
十
点

米
徳
公
五
点

立
几
十
五
点

平
砂
五
点

立
几
五
点

米
徳
公
十
五
点

立
几
十
点

平
砂
十
点

徳
ヽ

も

立
几
十
五
点

草
臥
し
華
見
戻
り
の
膝
栗
毛 

　
な
か
い
日
か
け
も
暮
か
ゝ
る
空 

　
　
　
」
106
オ

二

結
ほ
れ
し

巾
の
糸
巻
く
御
乳
母
殿 

　
輔

　
野
鳥
も
遊
ふ
泉
水
の
海 

　
東

若
葉
陰
能
の
楽
屋
も
青
畳 

貫

　
一
子
相
伝
奈
良
の
朝
起 

　
暁

念
仏
の
声
よ
り
さ
と
き
鉦
の
音 

　
昔

　
蓑
と
笠
に
て
世
を
渡
し
守 

嶺

五
月
雨
に
坂
東
太
郎
喰
ひ
太
り
　
　
　
　
牛 

」
106
ウ

　
筑
波
の
影
を
植
る
早
乙
女 

　
東

前
垂
を
干
せ
は
紺
泥
分
れ
け
り 

　
輔

　
読
め
て
憎
き
ハ
文
の
腰
張 

貫

若
旦
那
下
戸
と
い
ふ
の
も
疵
の
内 

嶺

　
百
夜
草
と
は
男
た
て
ふ
り 

　
暁

昼
の
月
瀬
々
の
あ
ゆ
み
も
風
雅
也 

平
砂
五
点

米
徳
公
十
点

徳
今
嵐

　
立
几
七
点

　
平
砂
五
点

ヽ
ヽ
ヽ

村
わ
か
葉

立
几
七
点

　
平
砂
七
点

徳
　
奈
良
の
能

　
夏
ハ
な
し

立
几
十
点

平
砂
五
点

立
几
十
点

平
砂
七
点

立
几
七
点
　
平
砂
五
点
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今
朝
見
る
松
や
宵
の
化
物 

深
川
ハ
武
家
の
隠
居
に
町
隠
居 

　
眉
毛
剃
た
る
娵
も
花
の
名 

紅
粉
皿
ハ
田
舎
め
き
け
り
御
年
玉 

　
　
　
　
　
　
笑
も
嘉
例
七
種
の
音 

　
」
111
ウ

右
季
夏
中
旬
　
満
備

　
月
村
君
勝

　
　
　
立
几
勝
　
　
　
　
　
　
　
　
朱
引

　
　
　
平
砂
雲
牛

 

　
」
112
オ

　
　
　（
半
丁
白
丁
）

 

　
」
112
ウ

（
15
巻
）

笠
取
る
や
し
は
し
楽
む
夏
木
立 

　
仮
に
世
を
経
る
石
菜
花
鄽（
つ
わ
の
は
な
み
せ
）

名
も
知
れ
ぬ
鳥
の
姿
の
水
越
て 

　
飛
石
軽
く
築
直
し
け
り 

米
徳
公
五
点

　
立
几
七
点

徳
　
を
尻
に
　
　
　
　
　
　
　
眠
気
や

丶
丶

丶
丶

姫
御
女
ハ
野
か
け
と
お
も
ふ
下
屋
敷 

　
暁

　　
稲
荷
の
額
の
し
や
れ
た
雨
漏 

嶺

ほ
つ
と
り
と
毬
に
ハ
疎
き
栗
の
花 

　
昔

　
寵
愛
過
て
跡
て
勘
当 

　
暁

摺
鉢
の
音
に
汗
を
や
と
ろ
ゝ
汁 

嶺
　
」
110
ウ

　　
行
脚
目
出
度
最
明
寺
殿 

　
昔

出
つ
か
ひ
の
左
り
ハ
翆
簾
の
片
思
ひ 

貫

　　
若
衆
の
よ
か
に
縞
を
着
こ
な
す 

　
牛

一
本
の
傘
て
二
騎
行
梅
椿 

　
輔

　
朧
月
夜
に
な
ひ
く
笹
の
葉 

干
か
ら
び
た
僧
の
い
た
は
る
芦
屋
釡 

　
東

　
何
や
ら
ふ
ら
り
壁
の
竹
釘 

　
　
」
111
オ

四
ウ

そ
こ
ら
中
砥
水
を
散
ら
す
料
理
人 

　　
碁
笥
を
枕
に
負
腹
を
立 

ふ
う
わ
り
と
掾
の
ま
く
り
の
つ
む
じ
風 

ヽ 前
平
砂
五
点

米
徳
公
五
点

　
立
几
五
点

米
徳
公
五
点

　
立
几
五
点

　
平
砂
五
点

米
徳
公
七
点

　
立
几
七
点

　
平
砂
五
点

立
几
五
点

立
几
十
点

平
砂
十
点

平
砂
十
点

平
砂
十
点

立
几
五
点

　
根
強
う
お
も
ひ
込
ッ
た
題
目 

　
暁

九
十
九
夜
雪
の
朝
の
下
駄
の
跡 

　
昔

　
恋
と
い
ふ
字
の
化
る
墨
色 

嶺

打
敷
と
な
れ
ハ
お
と
な
し
緋
縮
緬 

　
昔

　　
か
ほ
を
た
つ
ね
に
参
る
羅
漢
寺 

　
暁

田
う
へ
笠
柳
か
も
と
の
こ
ほ
れ
雨 

貫
 

　
　
　
」
109
ウ

　　
松
魚
の
空
音
野
屋
敷
を
越
ス 

　
牛

根
津
寂
て
調
子
の
合
ハ
ぬ
三
下
リ 

　
東

　
売
つ
た
残
り
ハ
支
離（
か
た
わ
）也
け
り 

　
輔

そ
よ
〳
〵
と
き
り
こ
燈
籠
へ
秋
の
風 

貫

　
神
田
祭
に
俄
大
名 

　
東

銀
泥
の
月
に
添
ふ
た
る
造
り
花 

　
は
か
ま
給
仕
て
い
と
ゝ
気
詰
り 

　
　
　
」
110
オ

波
　
　
　

辛
子
酢
か
利
イ
て
座
中
ハ
物
哀 

　
輔

　　
身
請
の
供
に
凄
イ
若
党 

　
牛

立
几
五
点

　
平
砂
五
点

立
几
七
点

米
徳
公
十
八
点

立
几
十
点

平
砂
二
十
点

米
徳
公
七
点

　
立
几
五
点

立
几
七
点

立
几
五
点徳

ヽ の

立
几
五
点

平
砂
五
点
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宵
の
月
お
そ
れ
な
か
ら
も
寐
転
て

　
面
白
し
〳
〵
穂
す
ゝ
き 

　
　
　
」
116
オ

二
ウ
　
　
　
つ
つ
く
り
と
何
を
庵
主
の
秋
深
ミ 

金

　　
枯
木
の
烏
一
羽
又
飛 

　 

昔

知
恵
の
輪
か
わ
れ
て
不
孝
の
旅
の
空 

　 

芦

　
経
世
か
屋
根
に
雪
の
高
低 

　 

牛

冬
の
友
心
徳
利
を
中
に
置 

　 

輔

　　
身
を
干
シ
あ
へ
す
海
人
の
洗
濯 

　 

柳

温
泉
煙
や
熱
海
の
山
の
腰
を
巻 

　 

東
」
116
ウ

　
坊
主
臭
ひ
と
擲
る
木
枕 

貫

大
事
が
る
壁
に
矢
立
の
筆
序（
は
じ
め
）　 

柳

　
府
中
て
笑
ふ
御
油
の
移
香 

　 

東

　
　
　

十
把
て
ハ
三
文
ほ
と
の
私
語 

　  

牛

　
価
ハ
知
れ
す
長
閑
成
ル
月 

花
雪
吹
く
梺
も
や
か
て
杉
の
森

祇
徳
五
点

　
金
羅
八
点

　
秀
億
五
点

徳
　
裏
移
の
句
ハ
照
し
ミ
る
也

秀
億
七
点

祇
徳
十
点

秀
億
二
十
点

金
羅
五
点

祇
徳
五
点徳

　
か
ゝ
る
句
を

　
湖
十
風
と
申
候

祇
徳
十
点

存
義
十
点

米
徳
公
五
点

　
金
羅
五
点

　
存
に

　
秀
億
七
点

祇
　
予
も
此
恨
ハ
日
〳
〵
に
此
山
を
眺
望
す
の
ミ

存
義
十
点

米
徳
公
十
五
点

存
義
五
点

徳
　
や

丶

秀
億
七
点

祇
徳
七
点

徳
　
府
中
よ
り
御
油
迄
二
日
路
　
浜
松
見
付
さ
へ
は
り
た
る
跡

　
　

　
利
口
に
口
の
動
く
鉄
漿 

　
昔

嬲
ら
れ
て
や
が
て
天
窓
を
春
の
花 

　
誰
か
物
好
も
同
し
燕 

　
　
　
」
114
オ

二
　
　
　

奉
加
帳
大
屋
と
の
か
ら
順
の
峰 

　
輔

　
菌
と
も
見
ゆ
萱
場
町
傘 

　
東

さ
な
か
ら
に
女
也
け
り
扇
子
売 

 

貫

　
化
粧
に
筧
奥
の
細
道 

　
牛

待
侘
の
空
も
と
か
し
と
夕
卦
問 

　
柳

　
羽
二
重
摺
の
若
衆
詩
を
吐
ク 

貫

高
野
に
ハ
額
打
論
の
沙
汰
も
れ
て 

　
柳
　
」
115
ウ

　　
鷲
か
通
れ
は
樹
々
を
逃
猿 

　
輔

蓬
生
に
直
衣
の
余
る
都
落 

　
牛

　
薬
鑵
て
系
図
煮
出
す
雨
の
日 

　
川

願
に
ハ
無
理
ゆ
ふ
し
て
の
神
い
ち
り 

　
昔

　　
間
夫
あ
ら
は
れ
て
丁
度
酔
醒 

金

徳
　
蟹
に
行
平
ハ
噂
句

金
羅
二
十
点

祇
徳
十
点

米
徳
公
七
点

　
存
義
五
点

　
秀
億
七
点

祇
徳
七
点

　
金
羅
七
点

　
秀
億
五
点

徳
　
帯
つ
き
は

　
祇
徳
七
点

　
金
羅
五
点

金
羅
七
点

　
秀
億
七
点

秀
億
十
点

米
徳
公
廿
点

祇
徳
十
点

存
義
五
点

金
羅
七
点

秀
億
七
点

秀
億
十
点

金
羅
十
五
点

金
羅
五
点

　
秀
億
七
点

沢
山
な
客
に
亭
主
の
急
か
し
き 

　
悪
い
鼠
の
付
た
か
け
も
の 

一
時
の
栄
華
ハ
月
に
雲
も
な
し 

　
薄
に
つ
る
ゝ
桔
梗
か
る
か
や 

　
　
　
」
113
オ

ウ
　
　
　

鳴
鹿
に
つ
く
〳
〵
寺
の
夕
景
色 

菊
貫

　
階
子
て
渡
る
谷
の
近
道 

　
圃
柳

仲
国
に
吹
減
ら
さ
る
ゝ
松
の
風 

　
雲
牛

　　
脚
の
罔
両
さ
も
長
柄
持 

　
魚
輔

蛇
と
の
ミ
別
れ
の
帯
の
の
た
く
り
て 

　
祇
東

　　
わ
か
袖
の
海
漕
出
し
た
猪
牙 

　
芦
川

う
つ
そ
り
も
親
の
心
を
金
子
袋 

金
嶺
　
」
113
ウ

　　
入
智
恵
さ
れ
て
笑
ふ
寒
梅 

　
其
昔

和
ら
か
に
又
尖
に
も
冬
の
月 

　　
都
を
与
所（
よ
そ
）に
須
摩
へ
行
平 

金
嶺

塩
竃
て
翌
を
占
ふ
蜑
か
や
と 

　
　
川

祇
徳
七
点

　
　
　
　
　
　
　
徳

　
秋
の
暮

丶
丶
丶

　
　
　
　
徳

存
義
七
点
を
か
け
て

祇
徳
十
二
点

丶
丶
丶

秀
億
五
点

祇
徳
七
点

徳
　
月
に
延
し

　
句
中
月
な
き
に
非

米
徳
公
五
点
　
金
羅
五
点
　
ヽ

米
徳
公
十
点

金
羅
五
点

　
秀
億
七
点

徳
　
付
あ
し
く
残
念

祇
徳
五
点

金
羅
十
点

秀
億
十
点

祇
徳
五
点
　
金
羅
五
点

祇
徳
五
点

　
金
羅
八
点

存
義
七
点
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波

姿
鏡
に
乳
房
放
し
て
淀
の
鯉 

　
川

　
馴
た
か
奇
南（
き
な
）に
も
酔
ハ
ぬ
御
秘
蔵 

　
牛

寒
梅
の
そ
れ
か
と
思
ふ
今
朝
の
雪 

貫

　
撞
キ
残
さ
れ
し
明
の
明
星
　 

　
東

道
行
に
う
た
は
れ
そ
う
な
旅
や
つ
れ 

　
柳

　
松
前
ハ
皆
昆
布
て
葺
と
や 

　
仝

村
長
も
初
て
聟
に
青
梅
縞 

　
輔
　
」
119
ウ

　
紅
粉
さ
す
口
を
怪
て
視
る 

貫

美
し
く
翌
の
芝
居
の
夜
か
更
て 

　
牛

　
源
太
跡
か
ら
い
か
ゝ
先
陣 

　
輔

逗
留
に
茶
に
酔
ふ
宇
治
の
五
月
雨 

　
東

　
菖
蒲
に
荒
れ
る
沼
の
足
跡 

　
柳

薄
雲
に
夏
の
弓
張
蟠（
わ
だ
か
ま
）り

　
彼
の
是
の
と
言
く
ら
す
也 

　
　
　
」
120
オ

ウ 秀
億
十
点

祇
徳
十
点

存
義
十
点

 

存
　
ハ

金
羅
八
点

存
　
○

米
徳
公
五
点

　
金
羅
五
点

　
秀
億
七
点

存
義
五
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
存

　
屋
根

祇
徳
七
点

　
秀
億
五
点

　
祇

　
葺
家
根

　
　
丶
丶

存
　
我
此
事
を
能
聞
く

　
干
た
る
を

　
　
見
て
葺
た
る
と
も
い
ふ
也

金
羅
十
点

祇
徳
五
点

　
秀
億
五
点

祇
徳
十
二
点

米
徳
公
五
点
　
金
羅
五
点
　
秀
億
七
点

金
羅
十
五
点

金
羅
五
点

三
ウ
　
　
　
連
歌
師
の
静
に
手
折
る
梅
の
華 

　 

東

　　
庵
の
外
て
礼
を
飯
蛸 

　 

輔

泥
坊
と
言
ふ
ハ
男
猫
の
浮
名
に
て 

貫

　
　
　
　
　
　 

　
草
を
喰
は
へ
て
下
司
の
門
立 

　 

牛

高
燈
籠
残
暑
の
夜
の
物
寂
て 

　 

東

　　
貰
ふ
た
酒
も
調
度
星
合 

　 

輔

掛
も
の
ゝ
松
に
狩
野
家
の
月
の
影

 

　
　
　
」
118
ウ

　　
勿
体
な
し
に
人
に
大
寺 

 

金

　
　

　
　
　

染
抜
い
た
嫉
妬
の
極
意
鱗
形
　 

　 

昔

　
夢
の
浮
は
し
落
て
乞
喰 

　 

川

時
華
花
の
た
は
こ
入
を
も
三
島
町 

 

金

　
烏
帽
子
傾
く
春
雨
の
称
宜 

　 

昔

古
木
に
も
詞
の
花
を
咲
か
せ
け
り 

　
跡
の
蛙
も
池
へ
丼（
ど
ん
ぶ
り
） 

　
　
　
」
119
オ

祇
徳
五
点

金
羅
十
点

祇
徳
七
点

米
徳
公
七
点

　
金
羅
五
点

　
秀
億
七
点

　

ヽ
徳

　
女

存
義
十
五
点

秀
億
十
五
点

金
羅
八
点

存
〇金

羅
五
点

存
　
云
か
け
な
ど
い
ふ
句
ハ
一
坐
に
一
句
歟
　
二
句
の
も
の
也
。

句
ご
と
に
ハ
お
か
し
か
ら
ず
も
大
か
た
ハ
冠
付
の
口
合
な
る
物
な
り

金
羅
十
点

祇
徳
十
点

米
徳
公
七
点
　
秀
億
五
点

米
徳
公
五
点

　
草
を
か
ぞ
へ
て
廻
る
蝶
々 

　
　
　
」
117
オ

三

曲
水
の
果
ハ
各
ミ
や
こ
と
り 

　
輔

　　
女
中
そ
ろ
〳
〵
は
つ
す
琵
琶
の
音 

　
東

初
恋
の
後
ロ
へ
辷
る
袖
の
文 

貫

　
囁
そ
れ
る
程
の
戸
走
り 

　
芦

追
か
け
て
水
に
手
を
焼
く
蛍
狩 
　
昔

　
鳴
ツ
て
気
色
の
よ
い
と
白
雨 

金

鎮
守
ま
て
添
て
す
け
な
き
売
屋
敷 

　
川
　
」
117
ウ

　　
い
つ
の
瓢
か
軒
に
か
ら
ひ
る 

　
昔

山
川
を
猟
師
ハ
そ
つ
と
下
り
簗 

金

　
名
残
お
し
照
る
海
の
名
月

朝
飯
江
蝙（
て
ん
そ
）の
シ
テ
は
帰
る
な
り 

貫

　　
跡
肩
ハ
ま
だ
ね
た
る
辻
駕 

　
柳

づ
う
〳
〵
と
火
よ
け
の
賎
の
寐
乱
て 

　
牛

　
客
の
使
の
最
う
戻
る
筈 

　
　
　
」
118
オ

金
羅
十
点

祇
徳
二
十
点

金
羅
五
点

　
秀
億
七
点

秀
億
七
点

祇
徳
十
五
点

存
義
五
点

　
金
羅
五
点

金
羅
十
七
点

秀
億
五
点

秀
億
五
点

祇
徳
七
点
　
金
羅
八
点

祇
徳
五
点

金
羅
七
点

存
義
七
点

　
秀
億
五
点
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文
殊
の
う
へ
を
恋
の
猿
智
恵 

　
柳

書
馴
し
塩
と
い
ふ
字
ハ
土
へ
ん
に
て 

　
山

　
時
を
た
か
へ
す
髭
も
出
代
り 

貫

華
戻
り
朧
〳
〵
に
樽
の
月 

　
ち
よ
つ
と
抓
ん
て
見
て
も
若
草 

　
　
　
」
124
オ

二

小
僧
と
も
箒
柄
杓
の
杓
杓
杓 

　
輔

　
鼎
に
懲
す
尺
八
へ
指 

　
柳

競
同
士
橋
に
漂
ふ
夕
納
涼 

　
水

　　
立
て
茶
を
飲
ム
舟
宿
の
妻 

　
東

飼
鼠
軒
端
を
伝
ふ
揚
屋
町 

　
山

　
思
ひ
の
余
り
灰
に
ま
て
書 

貫

綿
杓
の
次
第
に
重
キ
弥
生
空 

　
輔
　
」
124
ウ

　
柳
を
探
る
木
母
寺
の
暮 

　
柳

敲
鉦
春
は
哀
な
音
を
持
て 

　
東

　　
立
た
り
居
た
り
後
家
の
つ
ぶ
や
き 

　
山

存
義
五
点

亀
成
五
点

存
　
樽
の
月
と
ハ

金
嶺
公
五
点

　
存
義
七
点

　
亀
成
五
点

存
義
廿
五
点

金
嶺
公
八
点

　
亀
成
七
点

亀
成
七
点存

　
附
あ
し
く
候
　
船
宿
ハ
三
谷
船
の
ふ
ね
宿
也
。揚
屋
町
い
か
ゞ

金
嶺
公
五
点

亀
成
五
点

金
嶺
公
十
点

存
義
七
点

金
嶺
公
五
点

金
嶺
公
五
点

船
唄
を
秋
の
最
中
に
張
上
け
て 

　
さ
ら
り
と
書
た
筆
の
働 

不
自
由
も
旅
の
習
と
い
ひ
な
か
ら 

　
夏
草
茂
る
野
辺
の
大
石 

能
ひ
庭
と
障
子
の
外
て
詠
メ
け
り 

　
す
ら
り
〳
〵
と
水
流
る
也 

　
　
　
」
123
オ

ウ

勝
公
事
の
貧
寺
へ
落
て
鐘
冴
る 

菊
貫

　　
暮
過
に
焚
く
岐
蘇
の
夕
飯 

　
魚
輔

冬
寂
て
活
て
働
く
塩
鰯 

　
祇
東

　
樽
の
片
荷
に
付
る
水
僊 

　
雅
水

も
の
音
に
居
士
衣
の
覗
く
下
地
窓 

　
波
山

　
破
れ
そ
め
に
し
蜘
の
干
網 

　
圃
柳

本
ト
船
へ
積
む
か
と
見
た
る
雲
の
峯 

貫
 

　
　
　
」
123
ウ

　
端
居
の
耳
に
懸
る
辻
占 
　
水

た
の
も
し
く
更
る
雨
夜
の
長
局 

　
東

金
嶺
公
七
点

　
亀
成
七
点

亀
成
五
点

　
存
／
＼

　
　
存
　
冬
う
ち
越
也
　
鐘
冴
る
冬
也
　
重
て

亀
　
鐘
さ
ゆ
る
冬
に
て
候

金
嶺
公
五
点

金
嶺
公
十
七
点

亀
成
十
五
点

亀
成
十
点

金
嶺
公
十
三
点

亀
成
十
点

う
か
〳
〵
と
浪
に
浮
世
を
渡
し
守 

金

　　
黒
日
に
苦
労
ミ
へ
し
朔
日 

　
川

勇
ま
し
く
出
世
の
門
に
鯛
の
首 

　
昔

　
袴
の
ひ
だ
も
熨
斗
の
三
方 

子
供
か
ら
芸
を
厳
し
く
躾
方 

　
気
を
は
る
霞
た
て
る
家
筋

華
の
歌
ち
と
味
を
や
り
鋏
箱

　
庭
の
す
み
れ
や
山
の
陽
炎 

　
」
120
ウ

　
　
右
水
無
月
五
日
満
備

　
　
月
邨
君
勝

　
　
　
　
金
羅
魚
輔

　
　
　
　
存
義
雲
牛
　
　
　
朱
引

　
　
　
　
祇
徳
祇
東

　
　
　
　
秀
億
魚
輔

 

　
」
121
オ

半
丁
白
丁

 

　
」
122
ウ

（
16
巻
）

　
　
　
　
　
鶏
頭
は
い
よ
〳
〵
赤
し
け
ふ
の
月 

　
ひ
や
つ
く
風
に
帰
る
燕 

金
羅
七
点

祇
徳
五
点

秀
億
五
点

ヽ
ヒ

 

存
共

　
　 

金
羅
五
点

亀
　
雁
の
来
る
時
と
あ
る
を
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月
の
出
に
哀
催
す
鹿
の
声 

　
秋
の
最
中
に
稲
の
最
中 

 
  

　 

」
127
オ

三
ウ

草
庵
の
鉦
に
碪
に
瀧
津
瀬
に 

　
山

　
鏡
を
ほ
ふ
る
恋
痩
の
顔 

　
水

玉
章
を
さ
い
て
の
後
に
合
せ
け
り 

　
輔

　
土
手
を
離
る
ゝ
夢
の
覚
際 

貫

蚊
の
中
へ
あ
く
た
い
交
る
伏
見
船 

　
山

　
は
な
し
羽
織
の
風
に
ひ
れ
ふ
る 

　
柳

　
　
　
　

元
服
の
座
敷
を
潰
す
泣
上
戸 

　
東 

」
127
ウ

　
お
つ
と
り
巻
い
て
ほ
め
る
浄
瑠
理（
璃
） 　
水

の
つ
ほ
り
と
楼
へ
来
る
月
の
客 

　
う
す
く
濃
く
成
る
雁
の
一
行 

　
柳

初
汐
に
沈
ん
て
見
ゆ
る
瀬
田
の
橋 

貫

　　
故
郷
遠
く
雨
の
洩
る
笠 

　
山

　
　
存
〇

丶
　
丶

存
ハ

も

金
嶺
公
十
五
点
亀
成
七
点

金
嶺
公
五
点

金
嶺
公
五
点

　
亀
成
五
点

存
　
は
な
し
羽
織
を
知
ら
す

亀
成
十
点

金
嶺
公
八
点

　
存
義
七
点

金
嶺
公
五
点

　
存
義
七
点

　
亀
成
七
点

　
留
守
と
答
へ
て
米
炊
く
也 

　
柳

華
盛
往
来
の
し
け
き
五
六
日 

　
蝶
〳
〵
と
ま
れ
物
干
の
板 

　
　
」
126
オ

三

阿
蘭
陀
の
㒵
も
春
め
く
夕
気
色 

　
東

　
め
つ
た
に
噺
す
宿
引
の
嘘 

　
水

ま
か
な
く
に
う
る
さ
き
鬚
の
生
茂
り 

　
山

　
う
し
ろ
合
せ
に
心
太
喰
ふ 

貫

　枝
た
け
は
涼
し
く
曇
る
大
榎 

　
柳

　
石
碑
の
文
字
も
苔
に
埋
れ 

　
水

開
山
の
お
も
ひ
わ
す
れ
か
水
の
毒 

　
山
　
」
126
ウ

　
自
剃
に
瘤
を
除
る
手
問（
て
ま
ど
い
） 

　
東

女
房
と
蚤
も
虱
も
冬
日
向 

貫

　
雀
喰
ふ
合
ふ
寒
梅
の
占
ラ 

　
輔

我
な
か
ら
住
倦
き
た
世
の
畳
だ
こ 
　
柳

　
見
て
来
た
や
う
に
語
る
松
島 

　
東

存
義
十
点

亀
成
十
五
点

金
嶺
公
八
点

亀
成
十
点

存
　
心
あ
ま
り
て
言
葉
た
ら
ず
や

　
腰
か
け
て
と
い
ゝ
た
し

亀
成
十
点

金
嶺
公
五
点

　
存
義
五
点

金
嶺
公
五
点
　
存
義
七
点
　
亀
成
五
点

金
嶺
公
二
十
点

存
義
十
五
点

亀
成
七
点

存
義
五
点

亀
成
七
点

燈
す
に
は
早
し
頻
に
鹿
の
声 

　 

水

　
不
破
の
庇
も
芭
蕉
葉
の
秋 

貫

月
の
入
る
ま
て
も
障
子
を
明
ケ
て
置

　
人
里
遠
く
い
と
ゝ
淋
し
き 

　
　 

」
125
オ

二
ウ
　
　

禅
寺
や
酒
の
一
字
の
這
入
り
口 

　 

輔

　
蓮
見
に
舟
を
作
る
泉
水 

　 
柳

踊
子
は
宵
の
囃
子
に
気
を
呑
れ 

　 

東

　
座
中
は
し
ん
と
琴
の
三
曲 

　 

水

伊
達
模
様
隙
を
し
ほ
る
ゝ
翠
簾
の
風
　 

山

　
宇
治
の
三
位
も
功
に
頼
政 

　 

東

突
減
ら
す
杖
も
行
脚
も
年
仕
廻 

　 

水 

」
125
ウ

　
残
り
少
に
い
つ
の
丸
薬 

　 

柳

切
通
し
人
音
さ
め
て
夕
粧
ひ 

貫

　
影
恥
か
し
く
冴
る
冬
月 

氷
る
時
調
子
の
狂
ふ
車
井
戸 

　 

輔

亀
成
十
八
点

金
嶺
公
五
点

存
　
打
こ
し
の
燈
す
に
は
早
し

　
　
黄
昏
の
句
也
。
夜
分
の
か
れ
す

金
嶺
公
十
点

亀
成
五
点

金
嶺
公
七
点

　
亀
成
七
点

存
　
古
来
よ
り
踊
子
秋
也

亀
　
お
ど
り
子
秋
に
用
候

存
　
囃
子
な
ど
い
ふ
前
に

又
琴
と
い
ふ
句
い
か
に

金
嶺
公
十
五
点

存
義
十
点

金
嶺
公
五
点

亀
成
七
点

亀
　
年
仕
廻
冬
に
て
候

金
嶺
公
五
点

　
亀
成
七
点
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　〈
付
記
〉  

二
〇
一
八
年
六
月
二
六
日
、
こ
れ
ま
で
八
年
間
、

真
田
菊
貫
の
連
句
を
解
読
し
、
と
も
に
学
ん
で
き

た
宮
澤
惠
夫
氏
を
喪
っ
た
。
痛
恨
の
極
み
で
あ
る
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。
合
掌
。

　
案
山
子
の
形
も
肌
寒
イ
頃 

　
　 

」
129
オ

四
ウ

初
茸
は
傘
に
似
て
こ
ま
に
似
て 

　 

輔

　
眼
鏡
の
侭
て
眠
る
老
僧 

　 

仝

腕
押
首
曳
畳
の
切
れ
る
台
所 

　 

仝

　
臼
の
八
島
や
鶏
の
扶
持 

日
本
橋
昼
夜
往
来
の
細
石 

　
内
そ
ゆ
か
し
き
酒
臭
ひ
人 

華
の
山
唄
ふ
中
に
も
囁
き
て 

　
瀧
の
糸
ま
て
春
の
ゆ
ふ
〳
〵 

」
129
ウ

右
仲
秋
二
十
四
日

　
　
　
　
　
金
嶺
公
魚
輔

　
　
　
　
　
　
存
義
圃
柳

　
　
所
評

　
　
　
　
　
　
亀
成
勝

 

」
130
オ

　
　
　
　
　（
四
丁
白
丁
）

　
　
　
　
　（
裏
表
紙
内
側
白
丁
）

　
　
裏
表
紙

亀
成
十
点

金
嶺
公
五
点

　
存
義
七
点

金
嶺
公
五
点

　
存
義
五
点

　
亀
成
七
点

金
嶺
公
十
二
点

存
義
七
点

華
ミ
ん
と
目
に
つ
か
は
れ
て
此
山
へ 

　
茶
瓶
の
う
へ
に
そ
つ
と
陽
炎 

　
　 

」
128
オ

波
　
　
　

尋
常
に
主
も
酔
け
り
雛
の
酒 

　
山

　
恋
の
杖
に
も
柱
に
も
文 

　
仝

湯
島
な
る
お
七
か
絵
馬
を
尋
け
り 

　
東

　
側
か
ら
結
ふ
印
籠
の
紐 

　
輔

表
門
駕
籠
か
並
ふ
と
茶
に
団
子 

　
仝

　　
帆
は
白
〳
〵
と
雨
後
の
海
面 

貫

　
　
愛
岩（
宕
）か
ら
礫
の
や
う
な
ほ
と
ゝ
き
す 

仝
　 

」
128
ウ

　
借
馬
を
誉
る
土
手
の
人
声 

　
東

入
相
の
ご
ん
と
響
け
は
噪
か
し
く 

　
水

　
見
附
〳
〵
に
配
る
挑
　
灯 

　
仝

婚
礼
の
跡
は
さ
な
か
ら
棒
た
ら
け 

　
柳

　
糸
に
は
よ
ら
て
笹
蟹
の
恋 

　
仝

濁
り
な
く
み
か
き
立
た
る
昼
の
月 

金
嶺
公
五
点

　
亀
成
七
点

丶
丶

存
　
た
る

亀
成
五
点

存
　
書
躰

金
嶺
公
五
点

　
亀
成
七
点

亀
成
七
点

金
嶺
公
七
点

亀
成
七
点

存
　
に
見
な
す

丶
丶
丶
丶

亀
成
十
点

存
〇

存
　
恋
の
字
な
と
も
折
々
に
一
つ
の
物
也

〇
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○
天
明
八
年
戊
申

　
　
　
　

○
　
正
月
朔
日
　
御
礼
五
半
時
揃
ニ
而
、
於
大
書
院
差
立
・
大

役
人
・
小
御
役
人
・
八
田
孫
左
衛
門
迄
御
祝

儀
申
上
ル

一
　
同
四
日
　
寺
院
年
頭
御
礼
例
之
通
相
済
、
堀
内
大
隈
終

而
、
本
誓
寺
宰
相
罷
出
御
礼
申
上
、
御
町
之

者
共
御
三
之
間
御
縁
側
ニ
而
、
一
同
御
礼
申

上
ル

一
　
　
　
　
　
　
十
二
月
廾
五
日
付
ニ
而
八
田
競

左
之
通
申

遣

　
　
　
　

　
　
　
　
豊
後
守
守
役
申
付
之
　
　
　
　
　
高
田
幾
太
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
役
替
南
部
坂
留
守
居
・
同
　
　
　
根
来
義
右
衛
門
　

　
　
　
　
目
付
役
・
幷
武
具
奉
行
兼

　
　
　
　
帯
申
付
之

　
　
　
　

　
　
　
右
者
御
前
ニ
お
い
て
被
仰
付
候

　
　
　
　

　
　
　
　
段
々
出
精
相
勤
候
付
、
御
　
　
　
馬
場
廣
人
　
　
　

　
　
　
　
役
料
拾
五
石
被
下
置
之

　
　
　
　

　
　
　
　
助
役
御
訴
訟
之
義
日
々
申
　
　
　
右
　
同
　
人
　
　

　
　
　
　
立
達
御
聞
候
、
然
処
正
月

　
　
　
　
別
而
御
事
多
、
殊
ニ
初
而
御
規
式
之
儀
旁
一
両
月
之

間
、
御
勝
手
向
御
入
料
方
相
定
候
内
可
相
勤
旨
、
且

高
田
幾
太
今
度
本
役
被
仰
付
候
間
、
為
差
御
用
無
之

節
ハ
隔
日
ニ
も
罷
出
、
万
端
申
談
事
候
様
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
年
来
出
精
相
勤
候
付
、
地
　
　
　
長
谷
川
甚
九
郎
　

　
　
　
　
方
八
拾
石
被
成
下
御
直

　
　
　
　

　
　
　
　
出
精
相
勤
候
付
、
先
達
而
　
　
　
小
野
金
左
衛
門
　

　
　
　
　
亡
父
斎
ニ
被
下
置
候
三
人

　
　
　
　
御
扶
持
、
御
役
料
被
下
置
候

　
　
　
　

　
　
　
　
出
精
相
勤
候
付
、
御
役
料
　
　
　
正
村
勇
之
進
　
　

　
　
　
　
拾
五
石
被
下
置
之

　
　
　
　

　
　
　
　
小
身
ニ
付
、
御
仕
着
代
金
　
　
　
宮
下
治
部
蔵
　
　

　
　
　
　
六
両
被
下
置
之

　
　
　
　

　
　
　
　
御
前
様
御
奥
支
配
被
仰
付
　
　
　
石
野
傳
蔵
　
　
　

　
　
　
　
之

　
　
　
　

　
　
　
　
御
祐
筆
被
仰
付
之
　
　
　
　
　
　
山
浦
三
郎
兵
衛
　

　
　
　
　

　
　
　
右
之
通
於
御
用
部
屋
被
仰
付
候

　
　
　
　

一
　
正
月
九
日
　
善
光
寺
両
寺
使
僧
を
以
例
之
通
年
頭
御
礼
申

上
ル
、
其
外
寺
院
例
之
通
相
済

一
　
同
十
日
　
今
日
四
時
海
野
主
税
長
屋
門
口
共
焼
失
、
鐘

打
候
ニ
付
例
之
通

　
　
　
　

一
　
同
十
一
日
　

　
　
　
　
家
督
之
御
礼
　
　
　
　
　
　
　
　
湯
本
喜
膳
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
久
保
源
左
衛
門
　

　
　
　
　

　
　
　
　
新
知
之
御
礼
　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
甚
九
郎
　

　
　
　
　

　
　
　
右
旧
冬
二
十
九
日
御
礼
相
済
候
段
、
江
戸
表
同
役

申

遣
候

　
　
　
　

一
　
同
十
二
日
　
八
幡
別
当
神
宮
寺
名
代
惣
目
代
・
同
神
主
松

田
大
内
蔵
名
代
宮
川
伊
勢
大
夫
、
和
合
院
名

代
真
福
寺
右
献
上
物
例
之
通
相
済

　
　
　
　

一
　
同
十
五
日
　

　
　
　
　
病
気
聢
与
無
之
、
往
々
御
　
　
　
小
林
友
之
丞
　
　

　
　
　
　
奉
公
難
相
勤
付
願
之
通
隠
　

名
代
小
林
門
右
衛
門
　

　
　
　
　
居
、
悴
源
十
郎
へ
只
今
迄
　
　
　
同
　
源
十
郎
　
　

　
　
　
　
拝
領
之
籾
五
拾
俵
・
米
六

　
　
　
　
人
御
扶
持
被
下
置
、
家
督
無
相
違
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
亡
父
忠
右
衛
門
願
置
候
通
　
　
　
三
輪
五
郎
八
　
　

　
　
　
　
御
切
米
金
六
両
・
米
三
人
　

親
類
森
山
嘉
藤
太
　
　

　
　
　
　
御
扶
持
被
下
置
、
家
督
無

　
　
　
　
相
違
被
仰
付
之

　
　
　
　

監
察
日
記

　
天
明
八
年
〜
天
明
九
年

真
田
古
文
書
ク
ラ
ブ
佐
久
間
方
三

小
幡
　
伍
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新
五
兵
衛
男
子
無
之
付
、
　
　
　
村
田
新
五
兵
衛
　

　
　
　
　
三
郎
右
衛
門
弟
成
瀬
養
子
、
　
　
小
出
三
郎
右
衛
門

　
　
　
　
双
方
願
之
通
被
仰
付
之
　
　
　
　
同
　
成
瀬
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
平
之
進
娘
庄
右
衛
門
悴
最
　
　
　
近
藤
庄
右
衛
門
　

　
　
　
　
角
へ
縁
組
、
双
方
願
之
通
　
　
　
小
山
田
平
之
進
　

　
　
　
　
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
亡
父
浅
之
進
願
置
候
通
只
　
　
　
宮
本
民
衛
　
　
　

　
　
　
　
今
迄
拝
領
之
御
切
米
金
二
　

親
類
佐
藤
冨
弥
　
　
　

　
　
　
　
両
・
米
五
人
御
扶
持
被
下

　
　
　
　
置
、
跡
式
申
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
只
今
迄
頂
戴
之
籾
弐
人
御
　
　
　
宮
本
民
衛
　
　
　

　
　
　
　
扶
持
差
上
候
様

　
　
　
　

　
　
　
　
先
達
而
隠
居
申
渡
候
付
、
　
　
　
中
村
半
治
郎
　
　

　
　
　
　
東
条
村
市
三
郎
悴
岩
左
衛
　

名
代
山
崎
藤
多
　
　
　

　
　
　
　
門
養
子
仕
、
願
之
通
御
切
　
　
　
岩
左
衛
門
　
　
　

　
　
　
　
米
金
四
両
・
籾
三
人
御
扶

　
　
　
　
持
被
下
置
、
跡
式
無
相
違
申
付
之

　
　
　
　

一
　
同
廾
一
日
　
大
般
若
御
執
行
、
例
之
通
相
済

　
　
　
　

一
　
同
廾
五
日
　

　
　
　
　
先
達
而
隠
居
申
渡
候
付
、
　
　
　
藤
田
四
兵
衛
　
　

　
　
　
　
妹
致
養
女
西
条
村
ニ
罷
在
　

名
代
山
崎
藤
多
　
　
　

　
　
　
　
候
従
弟
吉
郎
右
衛
門
致
聟
　
　
　
吉
郎
右
衛
門
　
　

　
　
　
　
養
子
、
唯
今
迄
拝
領
之
御

　
　
　
　
切
米
弐
拾
五
表
・
米
弐
人
御
扶
持
被
下
置
、
願
之
通

跡
式
無
相
違
申
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
先
達
而
隠
居
申
渡
候
付
、
　
　
　
桜
井
十
郎
左
衛
門

　
　
　
　
西
寺
尾
村
罷
在
候
従
弟
伴
　

名
代
桜
井
清
之
進
　
　

　
　
　
　
五
郎
致
養
子
、
只
今
迄
拝
　
　
　
　
　
伴
五
郎
　
　

　
　
　
　
領
之
御
切
米
籾
拾
五
表
・
　
　
　
小
泉
彦
七
　
　
　

　
　
　
　
籾
弐
人
御
扶
持
被
下
置
、
　
　
　

　
　
　
　
願
之
通
跡
式
無
相
違
申
付
之

　
　
　
　

　
　
　
右
之
通
九
郎
左
衛
門
申
渡
之

　
　
　
　

　
　
　
　
年
来
出
精
相
勤
候
付
、
悴
　
　
　
西
村
杢
右
衛
門
　

　
　
　
　
文
次
郎
嫡
子
之
内
壱
人
御
　
　
　
同
　
文
治
郎
　
　

　
　
　
　
扶
持
被
下
置
候
、
向
後
御

　
　
　
　
用
可
被
申
付
候

　
　
　
　

　
　
　
　
悴
冨
五
郎
、
右
同
文
　
　
　
　
　
増
沢
藤
右
衛
門
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
冨
五
郎
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
去
辰
年

御
大
工
助
役
申
　
　
　
宮
本
弥
三
郎
　
　

　
　
　
　
付
置
候
処
、
心
懸
宜
出
精

　
　
　
　
相
勤
候
付
、
御
大
工
申
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
年
来
出
精
相
勤
候
付
、
一
　
　
　
倉
田
源
五
左
衛
門

　
　
　
　
生
之
内
御
大
工
格
申
付
、

　
　
　
　
御
普
請
方
元
〆
頭
取
役
申
渡
、
役
料
弐
人
御
扶
持
被

下
置
之

　
　
　
　

　
　
　
　
跡
小
頭
之
儀
悴
可
申
立
候
、
　
　
右
　
同
　
人
　
　

　
　
　
　
悴
無
之
候
者
跡
小
触
立
置
、

　
　
　
　
組
取
扱
為
仕
、
心
静
養
子
仕
、
小
頭
之
義
可
申
立
候

右
可
被
申
渡
候

　
　
　
　
　
御
普
請
奉
行
中

　
　
　
右
之
通
大
瀬
登
申
渡
之

　
　
　
　

一
　
正
月
廾
八
日
　

　
　
　
　
御
徒
士
へ
番
入
申
付
之
　
　
　
　
中
村
岩
左
衛
門
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
井
伴
五
郎
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
吉
郎
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
保
一
郎
兵
衛
　

　
　
　
　
四
郎
右
衛
門
申
渡
之

　
　
　
　
思
召
有
之
付
、
遠
慮
被
仰
　

煩
　
正
村
勇
之
進
　
　

　
　
　
　
付
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
玉
川
弥
一
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
右
者
於
江
戸
表
当
二
十
一
日
内
蔵
丞
殿
於
御
長
屋
被
仰

渡
候
段
、
同
役

申
遣
候

　
　
　
　

○
　
二
月
五
日
　
若
殿
様
去
廾
九
日
御
前
髪
被
為
執
候
、
依
之

明
六
日
四
時

九
時
迄
之
内
月
番
宅
へ
罷
出
、

御
歓
申
上
候
様

一
　
同
六
日
　
右
為
御
歓
御
用
番
宅
へ
諸
士
罷
出
申
候

　
　
　
　

　
　
　
　
其
方
男
子
無
之
付
、
板
倉
　
　
　
森
　
十
郎
治
　
　

　
　
　
　
肥
前
守
様
御
家
来
須
藤
与

　
　
　
　
大
夫
弟
金
吾
聟
養
子
仕
度
旨
、
願
之
通
被
仰
付
之

　
　
　
　

一
　
同
七
日
　

　
　
　
　
家
督
之
御
礼
　
　
　
　
　
　
　
　
上
原
友
左
衛
門
　

同
道
御
徒
士
目
付

御
徒
目
付
同
道
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名
代
馬
場
津
右
衛
門
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
源
十
郎
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
児
玉
友
之
進
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
輪
五
郎
八
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
菅
沼
九
左
衛
門
　

　
　
　
　

　
　
　
　
年
頭
之
御
礼
　
　
　
　
　
　
　
　
広
田
筑
後
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
北
村
徳
左
衛
門
　

　
　
　
　

　
　
　
　
同
断
自
分
之
御
礼
　
　
　
　
　
　
北
村
徳
左
衛
門
　

　
　
　
　

　
　
　
　
年
頭
之
御
礼
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
山
玄
益
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
村
養
胤
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
山
玄
庵
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
右
之
通
正
月
廾
八
日
付
ニ
而
競
方

申
遣
候

　
　
　
　

一
　
同
十
三
日
　
禁
裏
炎
上
付
、
今
日

来
ル
十
五
日
迄
鳴
物

停
止
、
万
端
相
慎
候
様
、
普
請
者
不
苦
旨
被

仰
出
候

一
　
同
十
五
日
　
今
六
半
時
西
条
表
村
出
火
有
之
、
火
元
道
心

居
宅
類
焼
、
円
通
寺
早
鐘
打
候
付
例
之
通

　
　
　
　

一
　
同
十
八
日
　

　
　
　
　
民
馬
妹
寛
蔵
へ
縁
組
、
双
　
　
　
白
川
寛
蔵
　
　
　

　
　
　
　
方
願
之
通
被
仰
付
之
　
　
　
　
　
谷
口
民
馬
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
其
方
儀
堀
内
蔵
頭
様
御
家
　
　
　
澤
　
勇
記

　
　
　
　
来
駒
沢
勇
左
衛
門
娘
縁
組
、

　
　
　
　
願
之
通
被
仰
付
之

　
　
　
　

一
　
同
廾
一
日
　

　
　
　
　
遠
慮
御
免
被
仰
付
之
　
　
　
　
　
正
村
勇
之
進
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
近
藤
民
之
助
　
　

　
　
　
右
之
通
十
一
日
於
江
戸
表
被
仰
渡
候
段
、
同
役

申
来

　
　
　
　

一
　
同
廾
五
日
　

　
　
　
　
御
番
頭
被
仰
付
之
　
　
　
　
　
　
岩
崎
主
米
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
御
使
役
被
仰
付
之
　
　
　
　
　
　
福
田
藤
右
衛
門
　

　
　
　
　

　
　
　
　
小
幡
長
右
衛
門
組
へ
御
番
入
　
　
湯
本
喜
膳
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
玉
川
左
門
組
へ
同
断
　
　
　
　
　
大
嶋
亀
五
郎
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
赤
沢
助
之
進
組
へ
同
断
　
　
　
　
矢
野
源
八
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
源
十
郎
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
岩
崎
主
米
組
へ
同
断
　
　
　
　
　
斎
藤
八
之
進
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
岡
吉
之
助
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
輪
五
郎
八
　
　

　
　
　
　

　
　
　
右
之
通
御
用
番
於
宅
被
仰
渡
候

　
　
　
　

　
　
　
　
御
徒
目
付
申
付
之
　
　
　
　
　
　
西
山
祖
兵
衛
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
山
弥
友
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
御
用
部
屋
書
役
申
付
之
　
　
　
　
佐
藤
冨
弥
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
右
御
用
番
於
宅
四
郎
右
衛
門
申
渡
之

　
　
　
　

　
　
　
　
病
身
付
当
分
御
奉
公
筋
も
　
　
　
塚
本
吉
郎
治
　
　

　
　
　
　
勤
兼
候
趣
相
聞
候
、
亡
父
　

名
代
伊
東
庄
弥
　
　
　

　
　
　
　
三
郎
助
生
涯
為
差
御
奉
公
　

親
類
片
岡
源
左
衛
門
　

　
　
　
　
も
不
相
勤
、
及
末
期
養
子

　
　
　
　
相
願
候
事
ニ
付
、
早
速
御
用
立
候
者
可
相
願
候
処
、

幼
年
病
身
之
者
申
立
、
早
速
御
用
ニ
も
不
相
立
、
年

来
御
厚
恩
も
不
存
付
不
埒
事
候
、
依
之
申
付
方
有
之

候
得
共
、
重
々
以
御
情
隠
居
申
付
之
、
早
速
御
用
立

　
　
　
　
候
者
跡
式
可
申
立
候
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
岡
源
左
衛
門
　

　
　
　
右
同
断
申
渡
之

　
　
　
　
年
来
実
体
相
勤
候
付
、
一
　
　
　
　
　
善
五
郎
　
　

　
　
　
　
生
之
間
小
頭
格
申
付
、
役

　
　
　
　
料
籾
三
表
被
下
置
之
、
勤
方
之
儀
ハ
御
奥
元
〆
可
申

渡
候

　
　
　
　
右
之
通
可
被
申
渡
候

　
　
　
　
　
御
普
請
奉
行
中

　
　
　
　
小
頭
格
申
付
候
、
勤
方
之
　
　
　
　
　
善
五
郎
　
　

　
　
　
　
義
ハ
御
部
屋
様
御
入
料
一

　
　
　
　
巻
懸
合
、
万
端
取
計
候
様
可
被
申
渡
候

　
　
　
　
　
御
奥
元
〆
中

　
　
　
　

○
　
三
月
三
日
　
上
巳
為
御
祝
義
差
立
・
大
小
御
役
人
五
半
時

揃
ニ
而
、
於
大
書
院
御
祝
義
申
上
、
例
之
通

　
　
　
　

一
　
同
六
日
　

御
徒
士
目
付
同
道

鍵
番

鍵
番
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其
方
儀
男
子
無
之
付
、
堀
　
　
　
中
村
見
伯
　
　
　

　
　
　
　
内
蔵
頭
様
御
医
師
冨
田
玄

　
　
　
　
鉞
二
男
養
民
聟
養
子
仕
度
旨
、
願
之
通
被
仰
付
之

　
　
　
　

一
　
同
十
日
　
武
芸
一
覧
被
仰
渡

　
　
　
　
　
　
　
　
三
月
廾
八
日
・
同
　
晦
日
　
射
芸

　
　
　
　
　
　
　
　
四
月
　
二
日
・
同
　
四
日
　
剣
術

　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
六
日
・
同
　
八
日
　
槍
術

　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
十
日
　
　
　
　
　
　
軍
学

　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
十
二
日
　
　
　
　
　
　
腰
廻
り
居
合

　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
十
四
日
・
同
十
六
日
　
乗
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

一
　
　
　
　
　
　
当
五
日
御
領
知
之
御
判
物
御
頂
戴
被
遊
候
、

依
之
来
ル
十
五
日
四
時
よ
り
九
時
迄
之
内
、

麻
上
下
着
用
登
城
、
御
歓
申
上
候
様

一
　
同
十
一
日
・
十
二
日
　
於
長
国
寺
宝
鏡
院
様
三
回
御
忌
御

法
事
御
執
行
有
之

一
　
　
　
　
　
　
竹
内
金
左
衛
門
玉
樹
院
様

拝
領
、
縮
め
ん

花
色
御
模
様
付
三
ツ
須
濱
御
紋
之
御
小
袖
、

黒
ニ
染
替
着
用
仕
度
段
、
司
馬
殿
御
内
々
申

立
候
処
、
御
聞
済
被
成
候
付
聞
置
候
様
、
竹

内
忠
左
衛
門
申
聞
候
段
、
江
戸
表
同
役

申

遣
候

一
　
同
十
五
日
　
御
判
物
御
頂
戴
被
遊
候
付
諸
士
登
城
、
御
歓

申
上
候

　
　
　
　

一
　
同
十
八
日
　

　
　
　
　
其
方
病
気
聢
与
無
之
往
々
　
　
　
石
倉
藤
右
衛
門
　

　
　
　
　
難
相
勤
付
、
願
之
通
御
役
　

名
代
〆
木
兵
左
衛
門
　

　
　
　
　
御
赦
免
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
同
断
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
口
五
左
衛
門
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
春
原
浅
右
衛
門
　

　
　
　
　

一
　
同
廾
四
日
　

　
　
　
　
主
上
御
疱
瘡
付
、
京
都
へ
　
　
　
成
沢
縫
殿
右
衛
門

　
　
　
　
之
御
使
者
被
仰
付
、
御
上
　
　
　
冨
永
治
左
衛
門
　

　
　
　
　
下
一
具
ツ
ゝ
拝
領

　
　
　
　

○
　
四
月
二
日
　
御
判
物
去
廾
八
日
江
戸
出
立
、
恩
田
織
部
・

御
徒
士
宮
本
源
大
夫
・
近
藤
恵
左
衛
門
附
添

今
昼
時
着

　
　
　
　

一
　
同
六
日
　

　
　
　
　
以
勝
手
北
沢
三
右
衛
門
与
　
　
　
澤
　
勇
記
　
　
　

　
　
　
　
屋
敷
替
仕
度
旨
願
之
通
被

　
　
　
　
仰
付
之

　
　
　
　

一
　
同
七
日
　

　
　
　
　
其
方
屋
敷
地
拝
借
仕
度
旨
　
　
　
恩
田
政
人
　
　
　

　
　
　
　
先
達
而
相
願
候
通
、
清
須

　
　
　
　
町
明
屋
敷
地
建
家
共
被
下
置
之

　
　
　
　

　
　
　
　
御
用
部
屋
小
僧
役
申
付
之
　
　
　
清
野
千
吉
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
年
来
勤
方
不
宜
趣
相
聞
、
　

煩
　
小
林
与
五
郎
　
　

　
　
　
　
不
埒
之
事
候
、
依
之
申
付
　

名
代
近
藤
恵
左
衛
門
　

　
　
　
　
方
有
之
候
得
共
、
以
御
情
　

親
類
宮
本
源
大
夫
　
　

　
　
　
　
不
及
御
沙
汰
、
隠
居
申
付

　
　
　
　
之
、
早
速
御
用
立
候
者
養
子
跡
式
可
相
願
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
岡
源
左
衛
門
　

　
　
　
　

一
　
四
月
九
日
　
殿
様
御
名
弾
正
大
弼
様
与
被
遊
御
改
度
段
、

当
五
日
御
伺
之
通
被
仰
出
候
、
依
之
来
ル
十

一
日
四
時

九
時
迄
之
内
麻
上
下
着
用
、
月

番
宅
へ
罷
出
、
御
歓
申
上
候
様

一
　
同
十
一
日
　
御
用
番
宅
へ
諸
士
罷
出
、
右
御
歓
申
上
候

一
　
同
十
四
日
　
昨
夜
四
ツ
半
時
荒
神
町
清
左
衛
門
物
置
焼
失
、

早
鐘
打
候
付
例
之
通

一
　
同
十
六
日
　
雨
宮
神
事
四
ツ
半
時
御
城
内
へ
入
、為
扣
置
、

御
部
屋
様
御
表
へ
被
成
御
出
、
早
速
大
書
院

御
庭
へ
操
入
、
例
（
之
）
通

　
　
　
　

一
　
同
十
九
日
　

　
　
　
　
源
五
右
衛
門
義
病
気
不
相
　
　
　
金
井
源
五
右
衛
門

　
　
　
　
勝
、
往
々
御
奉
公
難
相
勤
　

名
代
金
井
渡
大
夫
　
　

　
　
　
　
付
願
之
通
り
隠
居
、
悴
縫
　
　
　
同
　
縫
之
助
　
　

　
　
　
　
之
助
へ
只
今
迄
拝
領
之
御

　
　
　
　
知
行
弐
百
石
被
下
置
、
家
督
無
相
違
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
御
役
替
道
橋
奉
行
被
仰
付
　
　
　
石
黒
和
左
衛
門
　

　
　
　
　
之

　
　
　
　

　
　
　
　
近
年
病
身
罷
成
、
法
式
難
　
　
　
長
国
寺
千
丈
　
　

　
　
　
　
相
勤
付
隠
居
仕
、
後
住
之

　
　
　
　
義
江
州
源
昌
寺
江
洲
和
尚
住
職
為
仕
度
旨
、
願
之
通

　
　
　
　
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
今
度
願
之
通
隠
居
被
仰
付
　
　
　
長
　
国
　
寺
　
　

右
何
連
も
御
徒
目
付
同
道

（
祖
心
）
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候
上
ハ
、
御
領
分
ニ
可
被

　
　
　
　
致
隠
居
候
間
、
隠
寮
之
地
所
幷
為
普
請
料
金
三
拾
両

被
下
置
之
、
尤
右
地
所
往
々
寺
院
ニ
取
立
候
儀
ハ
決

而
不
相
成
段
、
被
仰
付
之

　
　
　
　

一
　
同
廾
一
日
　

　
　
　
　
若
殿
様
永
御
附
置
ニ
進
度
、
　
　
山
下
兵
五
郎
　
　

　
　
　
　
掃
部
頭
様
被
仰
懸
候
処
、

　
　
　
　
御
承
知
被
成
、
依
之
御
蔵
米
百
石
被
下
置
之

　
　
　
　

　
　
　
　
若
殿
様
御
近
習
御
刀
番
兼
　
　
　
白
井
平
左
衛
門
　

　
　
　
　
相
勤
候
様
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
御
近
習
被
仰
付
之
　
　
　
　
　
　
金
井
冨
馬
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
若
殿
様
御
近
習
被
仰
付
之
　
　
　
長
井
平
馬
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
川
亀
三
郎
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
下
牧
之
進
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
若
殿
様
御
伽
被
仰
付
之
　
　
　
　
小
松
直
五
郎
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
若
殿
様
御
守
助
御
免
被
仰
　
　
　
馬
場
廣
人
　
　
　

　
　
　
　
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
若
殿
様
御
出
之
節
、
御
供
　
　
　
正
村
勇
之
進
　
　

　
　
　
　
相
勤
候
義
御
免
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
其
方
以
勝
手
澤
勇
記
与
屋
　
　
　
北
沢
三
右
衛
門
　

　
　
　
　
敷
替
仕
度
旨
、
願
之
通
被

　
　
　
　
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
右
之
通
当
六
日
被
仰
付
候
段
、
江
戸
表
同
役

申
遣
候

　
　
　
　

一
　
四
月
廾
五
日
　

　
　
　
　
職
分
勤
方
不
宜
、
其
上
不
　
　
　
鈴
木
千
三
郎
　
　

　
　
　
　
行
跡
之
趣
相
聞
不
埒
之
事
　

名
代
高
橋
一
郎
左
衛
門

　
　
　
　
候
、
依
之
申
付
方
有
之
候
　

同
道
飯
塚
彦
右
衛
門
　

　
　
　
　
得
共
、
以
御
情
不
及
沙
汰

　
　
　
　
隠
居
申
付
之
、
早
速
御
用
立
候
者
養
子
跡
式
可
相
願

候

　
　
　
右
之
通
御
用
番
於
宅
金
井
伊
膳
申
渡
之

　
　
　
　

○
　
五
月
五
日
　
端
午
御
祝
義
差
立
・
大
小
御
役
人
五
半
時
揃

ニ
而
、
於
大
書
院
御
祝
義
申
上
ル

　
　
　
　

一
　
同
六
日
　

　
　
　
　
弟
常
三
郎
儀
足
立
喜
左
衛
　
　
　
牧
野
丹
弥
　
　
　

　
　
　
　
門
在
命
之
内
養
子
差
遣
度

　
　
　
　
旨
、
願
之
通
被
仰
付
之

　
　
　
右
者
御
用
番
於
宅
被
仰
付
候

　
　
　
　

　
　
　
　
先
達
而
隠
居
申
渡
候
付
、
　

煩
　
塚
本
吉
郎
治
　
　

　
　
　
　
雨
宮
村
藤
右
衛
門
悴
右
忠
　

名
代
伊
藤
小
一
右
衛
門

　
　
　
　
太
儀
叔
母
聟
ニ
而
致
同
居
　
　
　
　
　
右
忠
太
　
　

　
　
　
　
候
、
此
者
へ
只
今
迄
拝
領
　

同
道
片
岡
源
左
衛
門
　

　
　
　
　
仕
候
御
切
米
金
四
両
・
籾

　
　
　
　
三
人
御
扶
持
被
下
置
、
願
之
通
跡
式
無
相
違
申
付
之

　
　
　
右
之
通
御
用
番
宅
ニ
而
兵
馬
申
渡
之

　
　
　
　

一
　
五
月
十
一
日
　
大
般
若
例
之
通
相
済

一
　
　
　
　
　
　
京
都
御
用
成
沢
縫
殿
右
衛
門
・
冨
永
治
左
衛

　
　
　
　
　
　
　
門
昨
十
日
帰
着
之
由
、
及
承
候
付
記
置

　
　
　
　

　
　
　
　
詰
中
不
敬
之
筋
共
相
聞
候
　
　
　
宮
本
源
大
夫
　
　

　
　
　
　
間
、
急
度
相
慎
可
罷
在
候
　

同
道
宮
本
善
五
右
衛
門

　
　
　
　

　
　
　
　
源
大
夫
詰
中
不
敬
之
筋
共
　
　
　
宮
本
源
大
夫
　
　

　
　
　
　
相
聞
候
付
、
急
度
慎
居
候
　

同
道
宮
本
善
五
右
衛
門

　
　
　
　
様
申
付
候
、
追
而
申
渡
候

　
　
　
　
筋
も
有
之
候
間
、
可
存
其
旨
候

　
　
　
　
　
右
者
清
野
千
吉
へ
申
付
候

　
　
　
　

　
　
　
　
善
右
衛
門
詰
中
不
敬
之
筋
　
　
　
福
沢
善
右
衛
門
　

　
　
　
　
共
相
聞
、
御
文
言
右
同
様
　

同
道
右
　
同
　
人

　
　
　
　
　
右
者
柳
沢
甚
三
郎
へ
申
付
　

　
　
　
右
之
通
昼
八
時
御
用
番
御
宅
ニ
而
申
渡
候
、
善
右
衛
門

義
ハ
相
慎
候
様
江
戸
ニ
而
被
仰
渡
有
之
、
昨
夜
到
着
故

今
日
申
付
無
之
候

　
　
　
　

一
　
同
十
二
日
　

　
　
　
　
御
台
所
目
付
申
付
之
　
　
　
　
　
倉
嶋
小
右
衛
門
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
道
伊
藤
右
平
次
　
　

　
　
　
右
之
通
先
月
二
十
八
日
被
仰
付
候
由
、
江
戸
表
同
役

申
遣
候

　
　
　
　

　
　
　
　
御
宛
行
頂
戴
之
御
礼
　
　
　
　
　
山
下
兵
五
郎
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
井
冨
馬
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
井
兵
馬
　
　
　

　
　
　
　

親
類
共

親
類
共
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被
召
出
御
宛
行
頂
戴
之
御
　
　
　
宮
下
牧
之
進
　
　

　
　
　
　
礼

　
　
　
　

　
　
　
　
悴
御
宛
行
頂
戴
之
御
礼
　
　
　
　
長
井
四
郎
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
原
　
万
之
助
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
同
断
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
井
甚
五
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
渡
辺
友
右
衛
門
　

　
　
　
　

　
　
　
　
同
断
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
下
兵
馬
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
御
通
懸
跡
式
之
御
礼
　
　
　
　
　
中
村
岩
左
衛
門
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
吉
郎
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
井
伴
五
郎
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
倉
田
多
久
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
松
平
久
五
郎
様
御
家
来
橋
　
　
　
南
澤
甚
之
丞
　
　

　
　
　
　
本
喜
平
治
姉
縁
組
仕
度
旨
、

　
　
　
　
願
之
通
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
右
之
通
当
朔
日
於
江
戸
表
被
仰
付
候
段
、
政
野
右
衛
門

申
遣
候
付
記
置

　
　
　
　

一
　
五
月
十
五
日
　

　
　
　
　
亡
父
又
右
衛
門
願
置
候
通
、
　
　
金
井
斎
宮
　
　
　

　
　
　
　
唯
今
迄
拝
領
之
御
知
行
百
　

同
道
金
井
作
次
郎
　
　

　
　
　
　
八
拾
石
被
下
置
、
家
督
無

　
　
　
　
相
違
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
斎
藤
治
右
衛
門
在
命
之
内
　
　
　
長
谷
川
速
水
　
　

　
　
　
　
願
出
候
通
、
御
切
米
籾
五
　

同
道
佐
久
間
一
学
　
　

　
　
　
　
斗
入
七
拾
表
・
三
人
御
扶

　
　
　
　
持
被
下
置
、
家
督
無
相
違
被
仰
付
之

　
　
　

　
　
　
　
斎
藤
治
右
衛
門
方
へ
弟
速
　

同
道
長
谷
川
市
左
衛
門

　
　
　
　
水
養
子
差
遣
度
旨
、
願
之

　
　
　
　
通
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
亡
父
九
平
治
願
置
候
通
、
　
　
　
中
川
清
右
衛
門
　

　
　
　
　
只
今
迄
拝
領
之
御
切
米
籾
　

同
道
澤
　
十
右
衛
門
　

　
　
　
　
四
拾
表
・
四
人
御
扶
持
被

　
　
　
　
下
置
、
家
督
無
相
違
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
宮
沢
丹
下
妹
縁
組
仕
度
旨
、
　
　
桜
井
六
郎
左
衛
門

　
　
　
　
願
之
通
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
妾
以
勝
手
妻
ニ
仕
度
旨
、
　
　
　
藤
岡
善
左
衛
門
　

　
　
　
　
願
之
通
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
右
之
通
御
用
番
御
宅
ニ
於
て
被
仰
付
候

　
　
　
　

　
　
　
　
御
徒
士
へ
番
入
申
付
之
　
　
　
　
塚
本
右
忠
太
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
道
久
保
一
郎
兵
衛
　

　
　
　
　

　
　
　
　
只
今
迄
改
役
兼
帯
被
仰
付
　
　
　
池
田
儀
左
衛
門
　

　
　
　
　
候
処
、
今
日
御
免
被
仰
渡
　
　
　
松
本
七
郎
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
源
左
衛
門
　

　
　
　
　

　
　
　
右
高
山
平
十
郎
へ
被
仰
渡
候
段
、
同
人
申
聞
候

　
　
　
　

一
　
五
月
廾
一
日
　

　
　
　
　
足
立
喜
左
衛
門
在
命
之
内
　
　
　
牧
野
常
三
郎
　
　

　
　
　
　
願
置
候
通
其
方
致
養
子
、
　

同
道
古
沢
三
郎
　
　
　

　
　
　
　
只
今
迄
拝
領
之
玄
米
拾
弐

　
　
　
　
人
御
扶
持
被
下
置
、
家
督
無
相
違
被
仰
付
之

　
　
　
右
之
通
於
江
戸
表
被
仰
付
候
段
、
五
月
六
日
付
ニ
而
申

来
候

　
　
　
　

　
　
　
　
不
敬
之
筋
共
相
聞
候
付
、
　
　
　
福
沢
善
右
衛
門
　

　
　
　
　
早
速
此
表
出
立
御
在
所
へ

　
　
　
　
罷
帰
、
急
度
相
慎
可
罷
在
候

　
　
　
右
之
通
同
断
、
当
五
日
付
政
野
右
衛
門
申
遣
候

　
　
　
　

一
　
五
月
廾
五
日
　

　
　
　
　
御
役
替
御
吟
味
役
被
仰
付
　
　
　
杉
田
兵
馬
　
　
　

　
　
　
　
之

　
　
　
　

　
　
　
　
悴
為
治
義
御
奉
公
筋
為
見
　
　
　
大
瀬
　
登
　
　
　

　
　
　
　
習
度
旨
、
願
之
通
藤
田
典
　
　
　
同
　
為
治
　
　
　

　
　
　
　
膳
組
へ
御
番
入
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
正
徹
娘
大
日
方
藤
大
夫
へ
　
　
　
山
田
正
徹
　
　
　

　
　
　
　
縁
組
、
双
方
願
之
通
被
仰
　
　
　
大
日
方
藤
大
夫
　

　
　
　
　
付
之

　
　
　
　

一
　
同
廾
八
日
　

　
　
　
　
妹
義
桜
井
六
郎
左
衛
門
方
　
　
　
宮
澤
丹
下

　
　
　
　
へ
縁
組
、
願
之
通
被
仰
付

　
　
　
　
之

　
　
　
右
之
通
当
十
五
日
付
政
野
右
衛
門
方
よ
り
申
遣
候
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一
　
　
　
　
　
　
若
殿
様
当
十
六
日
口
宣
五
時
過
御
到
来
御
頂

戴
被
遊
候
、詰
合
御
役
人
麻
上
下
着
用
罷
出
、

御
酒
被
下
候
由
、
競
方

申
遣
候

一
　
五
月
晦
日
　
殿
様

二
須
濱
御
紋
付
縮
め
ん
御
小
袖
、
従

　
　
　
　
　
　
　
御
前
様
鶴
之
丸
同
断
、
従
若
殿
様
紗
綾
二
巻

拝
領
、
掃
部
頭
様

紗
綾
二
巻
、
木
工
頭
様

縞
縮
緬
竹
丸
御
紋
御
小
袖
拝
領
、
右
紗
綾

・
白
紗
綾
ニ
而
拝
領
、
染
色
何
色
与
無
之
、

以
後
染
申
付
着
用
、
尤
妻
子
ニ
も
着
用
為
致

度
旨
、
鎌
原
司
馬
断
申
聞
候
間
、
其
段
相
心

得
候
様
、
将
監
殿
被
仰
渡
候

　
　
　
　

○
　
六
月
五
日
　

　
　
　
　
父
寿
庵
儀
先
達
而
病
気
付
　
　
　
篠
原
玄
意
　
　
　

　
　
　
　
御
奉
公
難
相
勤
、
依
之
其

　
　
　
　
方
致
養
子
隠
居
相
願
候
、
未
年
来
ニ
も
無
之
処
往
々

難
相
勤
、
病
躰
之
旨
申
立
候
付
願
之
通
隠
居
被
仰
付

候
、
然
処
此
度
病
気
為
養
生
出
府
相
願
候
趣
、
我
侭

之
筋
不
敬
之
趣
ニ
相
聞
、
如
何
敷
難
相
成
事
ニ
候
得

共
、
父
病
気
為
致
養
生
度
其
方
相
願
候
儀
付
、
以
御

情
暫
出
府
之
儀
願
之
通
被
仰
付
候
、
出
府
之
上
五
六

ヶ
月
を
越
逗
留
決
而
不
相
成
事
候
間
、
兼
而
其
旨
可

被
相
心
得
候

　
　
　
右
五
月
廾
一
日
被
仰
渡
候
段
、
政
野
右
衛
門

申
遣
候

　
　
　
　

一
　
同
六
日
　

　
　
　
　
青
木
右
近
在
命
之
内
願
置
　
　
　
原
　
久
喜
　
　
　

　
　
　
　
候
通
、
妹
致
養
女
其
方
聟
　

同
道
小
幡
長
右
衛
門
　

　
　
　
　
養
子
仕
、
拝
領
之
御
知
行

　
　
　
　
四
百
石
被
下
置
、
御
足
軽
拾
人
被
成
下
御
預
、
家
督

　
　
　
　
無
相
違
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
其
方
次
男
久
喜
　
青
木
右
　
　
　
原
　
五
十
馬
　
　

　
　
　
　
近
在
命
之
内
願
置
候
通
聟

　
　
　
　
養
子
差
遣
度
旨
、
願
之
通
被
仰
付
之

　
　
　
　

一
　
同
十
一
日
　
今
昼
九
時
伊
勢
町
北
村
仁
兵
衛
居
宅
よ
り
出

火
、
鏡
屋
町
・
鍛
冶
町
・
石
町
・
肴
町
・
中

町
・
荒
神
町
・
東
寺
尾
村
堺
迄
、
伊
勢
町
・

木
町
・
片
羽
町
・
片
岡
要
人
幷
御
借
長
屋
不

残
、
三
村
古
仙
・
割
番
所
・
小
越
町
通
・
一

場
久
右
衛
門
・
岡
島
庄
之
助
、
残
ル
殿
町
ニ

而
牧
野
丹
弥
・
塩
野
岩
多
・
赤
沢
多
仲
・
出

浦
半
平
・
片
岡
九
左
衛
門
・
矢
澤
修
理
・
岩

崎
主
馬
・
矢
野
半
左
衛
門
・
北
沢
三
右
衛
門

・
竹
村
金
吾
・
御
廐
・
中
村
七
十
郎
・
道
橋

方
・
御
材
木
方
御
役
所
・
御
廐
町
通
不
残
、

右
焼
失
半
ニ
至
り
代
官
丁
伊
東
伝
吾

出
火
、

関
根
数
之
進
・
山
口
清
之
進
・
松
村
十
右
衛

門
・
平
林
縫
殿
進
・
中
川
清
右
衛
門
・
長
谷

川
市
左
衛
門
・
長
谷
川
利
八
・
長
谷
川
伝
左

衛
門
・
小
崎
民
右
衛
門
・
三
井
逸
八
・
岸
善

八
・
鹿
野
三
十
喜
・
小
幡
七
右
衛
門
・
堀
井

多
門
・
佐
藤
軍
治
・
桜
井
六
郎
左
衛
門
・
金

井
作
次
郎
・
小
幡
庄
作
ニ
而
留
ル
、
湯
本
十

学
・
神
戸
勇
之
丞
・
千
喜
良
民
之
助
・
星
野

権
左
衛
門
残
ル
、
出
火
七
半
時
過
相
鎮
、
諸

士
大
手
へ
相
詰
申
候

　
　
　
　
　
　
　
火
元
出
役
中
俣
吉
五
郎
御
差
図
ニ
而
、
前
嶋

四
郎
右
衛
門
馬
喰
町
人
数
召
連
火
元
へ
罷
越
、

尤
御
馬
御
借
被
成
候

　
　
　
　
　
　
　
火
事
半
ニ
御
差
図
ニ
付
、
白
川
寛
蔵
・
原
九

郎
左
衛
門
追
々
火
先
見
届
申
上
候
様
被
仰
渡

罷
越
、
尤
御
馬
御
借
被
成
候

一
　
　
　
　
　
　
此
節
小
越
町
・
大
手
下
・
御
馬
出
・
釘
貫
等

焼
失
、
御
曲
輪
等
御
〆
不
宜
、
御
曲
輪
内
幷

町
方
其
外
同
役
申
合
、昼
夜
相
廻
相
改
候
様
、

御
用
番
江
四
郎
右
衛
門
御
呼
出
、
被
仰
渡
候

一
　
六
月
十
三
日
　
昨
夜
六
半
時
表
柴
丁
横
町
磯
右
衛
門
与
申

者
居
宅
出
火
、
早
鐘
打
候
付
例
之
通
相
詰

一
　
　
　
　
　
　
殿
様
当
十
日
御
滞
府
被
蒙
仰
候
段
、
申
来
候

　
　
　
　

一
　
同
十
四
日
　

　
　
　
　
弥
八
郎
願
之
通
悴
友
吉
御
　
　
　
浦
野
弥
八
郎
　
　

　
　
　
　
徒
士
へ
番
入
申
付
之
　
　
　
　
　
同
　
友
吉
　
　
　

　
　
　
右
於
江
戸
表
被
仰
渡
候
段
、
当
九
日
付
ニ
而
政
野
右
衛

門
申
遣
候

　
　
　
　

一
　
同
十
七
日
　
此
度
出
火
焼
失
追
々
書
上
候
得
共
、
借
家
も

の
等
心
得
違
筋
も
有
之
、
届
無
之
族
も
有
之

候
ハ
ヽ
、
向
々
へ
届
候
様
無
急
度
可
申
通
旨

被
仰
渡
候

一
　
　
　
　
　
　
此
程
被
仰
渡
、
昼
夜
相
廻
候
儀
、
無
挑
灯
ニ

而
夜
廻
相
勤
候
方
御
〆
ニ
可
相
成
趣
、
御
用

番
へ
申
上
候
処
、
御
〆
ニ
相
成
候
ハ
ヽ
、
勝

手
次
第
之
旨
御
差
図
御
座
候

　
　
　
　
　
　
　
右
ニ
付
釘
貫
御
門
無
挑
灯
断
之
儀
申
上
候
処
、

御
役
方
へ
懸
合
様
被
仰
渡
、
水
道
役
江
懸
合

　
　
　
　
　
　
　
候
処
、
切
手
遣
之
右
無
挑
灯
札
受
取
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一
　
同
廾
五
日
　
今
朝
五
時
於
評
定
所
左
之
通

　
　
　
　
御
厚
恩
を
以
幼
年
ニ
而
家
　
　
　
安
藤
友
弥
　
　
　

　
　
　
　
督
被
仰
付
、
其
上
御
役
義

　
　
　
　
被
仰
付
置
候
処
、
近
年
ニ
至
り
追
々
身
持
不
宜
、
不

似
合
之
行
跡
之
趣
相
聞
不
届
之
至
候
、
依
之
急
度
可

被
仰
付
候
得
共
、
以
御
情
不
及
其
儀
、
永
之
御
暇
被

下
置
候
、
御
城
下
徘
徊
仕
間
敷
候
、
御
領
内
御
構
無

之
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
道
成
沢
文
治
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
依
田
清
左
衛
門
　

　
　
　
右
被
仰
付
原
五
十
馬
申
渡
之
、
出
座
御
役
人
例
之
通

　
　
　
　

　
　
　
　
父
友
弥
儀
以
御
厚
恩
幼
年
　
　
　
安
藤
岩
尾
　
　
　

　
　
　
　
ニ
而
家
督
被
仰
付
、
其
上

　
　
　
　
御
役
も
被
仰
付
置
候
処
、
近
年
ニ
至
身
持
不
宜
、
不

似
合
之
行
跡
有
之
趣
相
聞
、
不
届
之
至
候
、
急
度
可

被
仰
付
候
得
共
、
以
御
情
不
及
其
儀
、
永
之
御
暇
被

下
置
候
、祖
父
友
弥
末
期
迄
御
役
筋
貞
実
相
勤
候
付
、

格
段
以
思
召
御
知
行
百
三
十
石
被
下
置
、
苗
字
被
成

　
　
　
　
下
御
建
候

　
　
　
　

　
　
　
　
父
友
弥
跡
屋
敷
地
建
家
共
　
　
　
安
藤
岩
尾
　
　
　

　
　
　
　
被
下
置
之

　
　
　
右
之
通
今
朝
四
時
御
用
番
於
宅
被
仰
渡
候

　
　
　
　

一
　
　
　
　
　
　
今
晩

当
分
之
内
於
大
御
門
時
々
太
鼓
幷
出

火
之
節
二
ッ
重
太
鼓
打
候
段
、
演
説
被
仰
渡

候

　
　
　
　

一
　
六
月
廾
七
日
　
殿
様
当
廾
二
日
西
丸
大
手
御
門
番
久
世
隠

岐
守
様
御
代
被
蒙
仰
候

　
　
　
　

一
　
同
廾
八
日
　

　
　
　
　
御
近
習
被
仰
付
之
　
　
　
　
　
　
藤
井
喜
内
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
今
度
御
近
習
被
仰
付
候
付
、
　
　
右
　
同
　
人
　
　

　
　
　
　
御
切
米
金
五
両
被
下
置
之
　
　
　

　
　
　
　

○
　
七
月
六
日
　

　
　
　
　
年
来
勤
方
不
宜
、
其
上
段
　
　
　
宮
本
善
五
右
衛
門

　
　
　
　
段
不
敬
之
儀
相
聞
候
付
御
　
　
　
片
岡
源
左
衛
門
　

　
　
　
　
役
御
免
隠
居
、
只
今
迄
頂

　
　
　
　
戴
之
御
切
米
金
四
両
・
弐
人
御
扶
持
、
以
御
情
悴
忠

太
へ
被
下
置
、
跡
式
申
付
之

　
　
　
右
御
用
番
宅
ニ
お
い
て
四
郎
右
衛
門
申
渡
之

　
　
　
　

　
　
　
　
被
召
出
御
近
習
被
仰
付
之
　
　
　
田
中
新
左
衛
門
　

　
　
　
　

　
　
　
　
御
切
米
金
五
両
・
三
人
御
　
　
　
右
　
同
　
人
　
　

　
　
　
　
扶
持
被
下
置
之

　
　
　
　

一
　
　
　
　
　
　
於
江
戸
表
左
之
通
被
仰
付
候
段
、
六
月

二
十
八
日
付
ニ
而
競
方

申
遣
候

　
　
　
　

　
　
　
　
家
督
之
御
礼
　
　
　
　
　
　
　
　
青
木
久
喜
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
海
野
大
右
衛
門
　

　
　
　
　

　
　
　
　
同
断
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
井
縫
之
助
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
竹
内
藤
馬
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
井
斎
宮
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
鹿
野
外
守
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
藤
速
水
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
近
藤
民
之
助
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
川
清
右
衛
門
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
片
岡
要
人
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
膳
番
刀
番
兼
帯
申
付
之
　
　
　
　
植
木
直
衛
　
　
　

　
　
　
　
　
右
於
御
前

　
　
　
　

　
　
　
　
御
近
習
被
仰
付
之
　
　
　
　
　
　
宮
沢
丹
下
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
其
方
年
来
出
精
相
勤
候
付
、
　
　
田
中
三
郎
助
　
　

　
　
　
　
悴
新
左
衛
門
被
召
出
、（
御

　
　
　
　
切
米
金
）
五
両
・
三
人
（
御
扶
持
）
被
下
置
、
御
近

習
被
仰
付

　
　
　
　
御
先
手
組
柴
田
三
右
衛
門
　
　
　
渋
谷
養
説
　
　
　

　
　
　
　
様
御
組
吉
田
吉
兵
衛
娘
縁

　
　
　
　
組
、
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
年
来
出
精
相
勤
候
付
、
御
　
　
　
高
久
数
之
進
　
　

　
　
　
　
番
士
被
仰
付
候
、
御
番
入

　
　
　
　
之
儀
者
追
而
可
被
仰
付
候
間
、
勤
方
席
等
之
儀
只
今

迄
之
通
相
心
得
、
可
有
勤
仕
候

　
　
　
　

一
　
七
月
七
日
　
七
夕
御
祝
義
例
之
通
五
半
時
揃
ニ
而
相
済

　
　
　
　

一
　
同
十
一
日
　

親
類
同
道
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五
左
衛
門
病
気
聢
無
之
、
　
　
　
河
口
五
左
衛
門
　

　
　
　
　
往
々
御
奉
公
難
相
勤
付
願
　

名
代
河
口
伴
左
衛
門
　

　
　
　
　
之
通
隠
居
、
悴
要
吉
へ
唯
　
　
　
河
口
要
吉
　
　
　

　
　
　
　
今
迄
拝
領
之
御
知
行
百
三

　
　
　
　
十
石
被
下
置
、
家
督
無
相
違
被
仰
付
之

　
　
　
右
御
用
番
宅
ニ
お
い
て
被
仰
付
候

　
　
　
　

　
　
　
　
先
達
而
隠
居
申
渡
候
付
、
　
　
　
小
林
与
五
郎
　
　

　
　
　
　
清
野
村
罷
在
候
従
弟
源
右
　

名
代
近
藤
恵
左
衛
門
　

　
　
　
　
衛
門
致
養
子
、
只
今
迄
拝
　
　
　
　
　
源
右
衛
門
　

　
　
　
　
領
之
御
切
米
籾
納
三
拾
八
　
　
　
小
泉
彦
七
　
　
　

　
　
　
　
表
・
米
三
人
半
御
扶
持
被

　
　
　
　
下
置
、
願
之
通
跡
式
申
付
之

　
　
　
右
同
断
四
郎
右
衛
門
申
渡
之

　
　
　
　

　
　
　
　
入
院
之
御
目
見
　
　
　
　
　
　
　
長
　
国
　
寺
　
　

　
　
　
右
七
月
朔
日
付
ニ
而
政
野
右
衛
門
申
遣
候

一
　
　
　
　
　
　
此
度
不
被
懸
思
召
、
御
差
留
被
蒙
仰
、
此
御

時
節
御
首
尾
合
御
外
聞
共
、
一
方
不
成
思
召

候
、
乍
然
不
意
之
御
詰
越
ニ
而
云
々
、
右
ニ

付
於
江
戸
表
御
倹
約
被
仰
出
、
於
此
表
も
右

御
書
付
之
通
心
懸
、
何
分
出
精
相
勤
候
様
被

仰
出
候

　
　
　
　

一
　
七
月
十
三
日
　

　
　
　
　
父
善
五
右
衛
門
義
年
来
勤
　
　
　
宮
本
忠
太
　
　
　

　
　
　
　
方
不
宜
、
其
上
段
々
不
敬

　
　
　
　
之
筋
共
相
聞
候
付
、
役
義
御
免
隠
居
申
付
候
、
乍
去

以
御
情
唯
今
迄
頂
戴
之
御
切
米
金
四
両
・
弐
人
御
扶

持
其
方
へ
被
下
置
跡
式
申
付
、
御
徒
士
へ
番
入
申
付

之

　
　
　
右
当
月
六
日
内
蔵
丞
殿
於
御
長
屋
申
渡
候
段
、
政
野
右

衛
門
申
遣
候

　
　
　
　

一
　
同
十
八
日
　

　
　
　
　
御
徒
士
へ
番
入
申
付
之
　
　
　
　
小
林
源
右
衛
門
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
道
片
岡
源
左
衛
門
　

　
　
　
　
　
御
用
番
宅
ニ
於
て
吉
五
郎
申
渡
之

　
　
　
　

一
　
同
廾
五
日
　
岡
野
内
蔵
太
御
前
様

鶴
丸
御
紋
付
縮
緬
御

単
物
拝
領
付
、
着
用
仕
度
旨
申
聞
候
付
、
相

心
得
候
様
御
用
番
被
仰
渡
候

一
　
同
廾
八
日
　
今
度
御
巡
見
朝
比
奈
左
近
様
・
遠
山
久
四
郎

様
・
大
河
内
彦
四
郎
様
御
義
、
来
月
九
日
頃

当
町
御
止
宿
被
成
候
積
り
ニ
候
、
依
之
万
端

猥
無
之
様
被
仰
出
候

一
　
七
月
廾
九
日
　  

近
年
凶
作
打
続
、
米
価
高
値
云
々
ニ
付
、

何
レ
も
来
秋
迄
家
中
在
府
之
人
数
可
成
程

相
減
、
江
戸
扶
持
米
等
銘
々
領
分

成
丈

ケ
相
廻
し
候
様
可
致
候
、
人
数
減
少
候
共

不
苦
候
、
尤
減
方
等
相
伺
候
様
公
儀

被

仰
出
候

　
　
　
　
　
　
　
右
ニ
付
松
平
越
中
守
様
へ
被
差
出
候
御
伺
書
、

為
心
得
内
蔵
丞
殿
御
渡
被
成
候

　
　
　
　

　
　
　
　
今
度
御
触
も
御
座
候
付
、
家
中
在
府
之
人
数
可
成
程

　
　
　
　
相
減
申
度
被
存
候
、
依
之
先
格
供
人
・
供
頭
幷
侍
共

拾
壱
人
・
徒
士
拾
人
召
連
候
得
共
、
侍
・
徒
士
之
内

　
　
　
　
弐
人
ツ
ヽ
来
秋
中
迄
相
減
申
度
被
存
候
、
且
又
同
姓

豊
後
守
供
人
之
儀
も
私
同
様
、
相
減
召
連
候
様
仕
度

奉
存
候
、
此
段
御
聞
置
可
被
下
候
、
以
上

　
　
　
　
　
七
月
廾
二
日
　
　
　
　
　
　
　
御
　
名
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
役
替
使
役
申
付
之
　
　
　
　
　
　
八
田
　
競
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
目
付
役
申
付
之
　
　
　
　
　
　
　
小
幡
庄
作
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
御
役
付
足
軽
五
人
被
成
下
　
　
　
右
　
同
　
人
　
　

　
　
　
　
御
預
候

　
　
　
　

　
　
　
　
先
達
而
御
在
所
居
宅
焼
失
　
　
　
右
　
同
　
人
　
　

　
　
　
　
付
、
御
返
可
被
成
下
処
、

　
　
　
　
此
役
御
役
被
仰
付
候
付
、
来
酉
七
月
迄
滞
府
仰
付
之

　
　
　
　

○
　
八
月
朔
日
　
八
朔
御
祝
義
差
立
・
大
小
御
役
人
五
半
時
揃
、

於
大
書
院
御
祝
義
申
上
候

　
　
　
　

　
　
　
　
若
殿
様
御
近
習
被
仰
付
之
　
　
　
瀧
村
権
之
助
　
　

　
　
　
右
七
月
廾
五
日
於
江
戸
表
被
仰
付
候
段
、
友
右
衛
門
申

遣
候

　
　
　
　

一
　
同
十
日
　
御
巡
見
御
三
人
様
当
四
日
桑
原
御
泊
、
昨
九

日
当
町
御
止
宿
、
御
宿
大
英
寺
・
大
林
寺
・

本
誓
寺
、
今
十
日
六
ツ
半
時

五
半
時
迄
追

々
御
出
立
被
成
候

　
　
　
　

　
　
　
　
御
役
替
御
右
筆
被
仰
付
之
　
　
　
片
岡
嘉
金
治
　
　

　
　
　
右
当
三
日
於
江
戸
表
被
仰
付
候
段
、
同
役
政
野
右
衛
門

方

申
遣
候

御
徒
目
付
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一
　
同
十
五
日
　

　
　
　
　
修
理
姉
郷
左
衛
門
へ
縁
組
、
　
　
矢
澤
修
理
　
　
　

　
　
　
　
双
方
願
之
通
被
仰
付
之
　
　
　
　
原
　
郷
左
衛
門
　

　
　
　
　

　
　
　
　
願
之
通
悴
伴
五
郎
御
徒
士
　
　
　
山
下
三
左
衛
門
　

　
　
　
　
へ
番
入
申
付
之
　
　
　
　
　
　
　
同
　
伴
五
郎
　
　

　
　
　
　
　
四
郎
右
衛
門
申
渡
之

　
　
　
　

一
　
同
十
九
日
　

　
　
　
　
其
方
病
気
聢
与
無
之
、
往
　
　
　
藤
井
彦
九
郎
　
　

　
　
　
　
々
難
相
勤
付
、
願
之
通
御
　

名
代
田
中
三
郎
助
　
　

　
　
　
　
役
御
赦
免
被
仰
付
之

　
　
　
　

一
　
同
廾
一
日
　
今
朝
五
時
於
評
定
所
左
之
通

　
　
　
　

　
　
　
　
年
来
勤
方
不
宜
、
江
戸
表
　
　
　
福
沢
善
右
衛
門
　

　
　
　
　
詰
毎
別
而
多
病
、
町
方
買

　
　
　
　
懸
等
も
不
相
払
、
御
外
聞
ニ
も
相
障
候
儀
有
之
由
、

其
上
悪
事
相
巧
、
傍
輩
共
為
致
難
儀
候
義
多
、
其
外

段
々
不
敬
之
義
共
相
聞
候
付
、先
達
慎
申
付
置
候
処
、

是
又
不
慎
之
趣
も
有
之
候
由
、急
度
可
申
付
候
へ
共
、

重
々
以
御
情
永
之
御
暇
被
下
置
之
、
御
三
家
様
方
・

御
老
中
様
方
・
若
御
年
寄
様
方
・
御
一
同
様
方
・
御

役
人
様
方
右
奉
公
御
構
、
御
城
下
・
御
領
内
幷
御
支

配
三
ヶ
所
徘
徊
仕
間
（
敷
）
候

　
　
　
　

　
　
　
　
右
同
断
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
本
源
大
夫
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
泉
彦
七
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
山
祖
兵
衛
　
　

　
　
　
　

一
　
　
　
　
　
　
右
両
人
御
請
書
差
出
例
之
通

　
　
　
　

　
　
　
　
長
々
病
気
引
込
罷
在
候
、
　
　
　
渡
辺
富
之
進
　
　

　
　
　
　
為
差
病
気
ニ
も
不
相
聞
候
　

名
代
佐
藤
民
治
　
　
　

　
　
　
　
処
不
埒
之
事
候
、
御
人
少

　
　
　
　
之
儀
少
も
快
候
者
、
押
而
出
勤
可
致
候
、
当
五
月
中

も
申
付
候
筋
も
有
之
ニ
付
、
当
分
致
全
快
間
敷
趣
ニ

者
、
可
御
用
立
者
跡
式
相
願
可
申
候

　
　
　
　

　
　
　
　
年
来
勤
方
不
宜
趣
相
聞
不
　
　
　
小
林
彦
大
夫
　
　

　
　
　
　
埒
之
事
候
、
依
之
申
付
方
　

名
代
加
藤
直
記
　
　
　

　
　
　
　
有
之
候
得
共
、
以
御
情
不

　
　
　
　
及
沙
汰
隠
居
申
付
之
、
早
速
御
用
立
候
者
養
子
跡
式

可
相
願
候

　
　
　
　

　
　
　
　
右
同
断
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
花
民
馬
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
宮
本
民
衛
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
藤
太
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
右
御
用
番
宅
ニ
お
い
て
吉
五
郎
申
渡
之

　
　
　
　

一
　
八
月
廾
二
日
　
当
十
二
日
甲
州
善
光
寺
燈
篭
佛
為
開
帳
、

御
屋
敷
へ
参
候
付
玄
関

入
、
御
小
座
敷
江

相
通
候
旨
、
江
戸
表

申
来
候

　
　
　
　

一
　
同
廾
七
日
　
当
御
役
昼
夜
廻
り
相
勤
候
儀
、
此
以
後
本
役

計
折
々
相
廻
、御
〆
り
相
心
懸
候
様
仕
度
旨
、

伺
之
通
御
差
図
御
座
候

一
　
同
廾
八
日
　
御
松
葉
桟
敷
大
御
門
踊
明
二
十
九
日
有
之
候
、

其
段
出
席
御
役
人
へ
申
通
候
様
被
仰
渡
候

一
　
同
廾
九
日
　
大
御
門
前
御
松
葉
桟
敷
七
時
過
御
部
屋
様
御

出
御
座
候
、
例
之
通
御
役
人
出
席
、
暮
時
前

相
済

　
　
　
　

　
　
　
　
出
精
相
勤
、
其
上
御
前
様
　
　
　
南
澤
甚
之
丞
　
　

　
　
　
　
被
仰
上
候
筋
も
有
之
候
付
、

　
　
　
　
御
役
料
弐
人
御
扶
持
被
下
置
之

　
　
　
右
当
十
八
日
付
ニ
而
庄
作
方

申
遣
候

　
　
　
　

○
　
九
月
二
日
　

　
　
　
　
文
治
与
改
名
被
仰
付
候
　
　
　
　
小
松
直
五
郎
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
老
年
迄
出
精
相
勤
候
付
、
　
　
　
坂
西
喜
平
太
　
　

　
　
　
　
御
役
料
壱
人
御
扶
持
被
下

　
　
　
　
置
之

　
　
　
　

　
　
　
　
出
精
相
勤
、
大
手
其
外
万
　
　
　
伊
東
右
平
治
　
　

　
　
　
　
端
立
入
、
細
々
詮
議
取
計

　
　
　
　
宜
付
、
御
役
料
壱
人
御
扶
持
被
下
置
之

　
　
　
　

　
　
　
右
八
月
二
十
五
日
付
ニ
而
友
右
衛
門
方

申
遣
候

　
　
　
　

一
　
九
月
三
日
　
武
芸
一
覧
被
仰
渡

　
　
　
　
　
　
　
　
九
月
十
六
日
・
十
八
日
　
射
芸

　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
廾
　
日
・
廾
二
日
　
剣
術

　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
廾
四
日
・
廾
六
日
　
鎗
術

善
右
衛
門
同
道
御
徒
士
目
付

源
大
夫
同
断

右
何
レ
も
同
道
御
徒
目
付
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同
　
廾
八
日
　
　
　
　
　
軍
学

　
　
　
　
　
　
　
　
十
月
　
朔
日
　
　
　
　
　
柔
術
捕
手

　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
三
日
・
　
五
日
　
乗
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

一
　
　
　
　
　
　
此
度
射
芸
大
的
ニ
而
御
一
覧
可
被
成
旨
、
御

懸
り
神
平
殿
被
仰
渡
候

一
　
九
月
九
日
　
重
陽
御
祝
義
差
立
・
御
役
人
五
半
時
揃
、
於

大
書
院
御
祝
義
申
上
ル

　
　
　
　

一
　
同
十
一
日
　

　
　
　
　
兄
吉
之
助
在
命
之
内
願
置
　
　
　
片
岡
源
之
助
　
　

　
　
　
　
候
、
其
方
致
養
子
只
今
迄
　

同
道
田
中
三
郎
助
　
　

　
　
　
　
拝
領
之
御
知
行
百
五
十
石

　
　
　
　
被
下
置
、
家
督
無
相
違
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
其
方
他
へ
養
子
罷
越
、
離
　
　
　
片
岡
源
之
助
　
　

　
　
　
　
縁
即
日
吉
之
助
養
子
相
願

　
　
　
　
候
、
右
等
願
之
儀
決
而
不
相
成
筋
候
、
乍
去
実
父
唱

儀
両
度
数
年
御
側
も
相
勤
候
者
之
儀
、
格
段
之
以
思

召
、
今
度
ハ
願
之
通
家
督
被
仰
付
候
、
可
存
其
旨
候

　
　
　
　

　
　
　
　
思
召
有
之
ニ
付
、
御
切
米
　
　
　
笠
原
軍
平
　
　
　

　
　
　
　
金
五
両
被
下
置
之

　
　
　
　

　
　
　
　
御
仕
置
筋
詮
議
厳
重
行
届
　
　
　
師
岡
十
郎
右
衛
門

　
　
　
　
候
様
相
心
懸
、
取
計
可
申
　
　
　
長
井
四
郎
右
衛
門

　
　
　
　
旨
兼
々
被
仰
付
候
処
、
籠

　
　
　
　
舎
佐
右
衛
門
吟
味
今
以
一
向
訳
合
も
不
相
知
候
段
、

畢
竟
等
閑
ニ
相
心
得
、
巳
年
以
来
之
義
別
手
段
等
を

以
成
共
砕
心
、
諸
詮
議
致
方
も
可
有
之
処
、
重
科
之

者
共
吟
味
不
相
決
、
如
何
敷
義
思
召
候

　
　
　
　
且
当
春
中
若
宮
村
出
入
之
節
、最
初
之
詮
議
不
行
届
、

贔
屓
之
風
聞
も
有
之
処
、落
着
ハ
正
路
ニ
取
揃
候
間
、

不
及
其
御
沙
汰
候
、
以
来
厳
密
ニ
御
仕
置
行
届
候
様

心
懸
、
可
相
勤
旨
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
御
祐
筆
見
習
被
仰
付
之
　
　
　
　
藤
田
岡
之
進
　
　

　
　
　
　

一
　
九
月
十
三
日
　
大
般
若
御
執
行
有
之

一
　
同
廾
日
　
先
年

文
武
之
儀
毎
度
被
仰
出
候
得
共
、
訳

而
達
人
も
少
、
去
年
来
従
公
義
も
度
々
被
仰

出
、
江
戸
一
統
文
武
共
相
励
候
御
時
節
、
諸

家
共
ニ
文
武
出
精
之
様
ニ
追
日
被
及
御
聴
候
、

御
家
中
ニ
も
色
々
相
心
懸
、
芸
術
相
募
候
者

又
ハ
一
二
芸
出
精
之
族
も
達
御
聴
候
、
将
又

等
閑
ニ
相
心
得
、
甚
気
懸
薄
者
も
多
分
ニ
相

聞
候

　
　
　
　
　
　
　
依
之
面
々
文
武
相
心
懸
、
芸
術
唯
今
迄
修
行

之
程
、
免
許
之
訳
迄
も
可
被
遊
御
覧
候
間
、

書
出
可
被
申
候

一
　
　
　
　
　
　
治
乱
共
ニ
常
々
心
懸
之
儀
ハ
可
有
之
候
、
何

連
人
々
武
備
嗜
之
儀
心
得
候
趣
書
付
、
致
封

印
可
被
差
出
候

一
　
　
　
　
　
　
安
永
六
酉
年
御
沙
汰
ニ
付
、
演
説
之
通
四
拾

才
以
上
ニ
而
も
、諸
芸
之
内
ニ
者
心
懸
次
第
、

修
行
ハ
可
相
成
義
、
且
壮
年
之
者
ハ
治
国
之

御
奉
公
与
相
心
懸
候
者
、
文
武
出
精
之
内
ニ

者
何
連
可
一
芸
ハ
人
も
存
知
、
達
御
聴
ニ
も

候
程
之
儀
ハ
可
有
之
候
、
尚
追
々
被
遊
御
尋

候
筋
も
可
有
之
候

一
　
　
　
　
　
　
差
立
候
者
芸
術
之
内
、
別
而
学
問
差
続
、
軍

学
ハ
第
一
之
義
不
及
申
事
候
得
共
、
心
得
違

之
者
も
有
之
様
ニ
相
聞
候
、
訳
而
可
致
出
精

旨
被
仰
出
候

　
　
　
　
　
　
　
此
度
相
触
候
書
面
之
内
、
書
付
差
出
候
様
申

渡
候
日
限
之
義
、
区
々
ニ
而
者
如
何
ニ
付
、

来
ル
廾
七
日
自
分
宅
へ
持
参
候
様
、
尤
銘
々

ニ
も
不
及
同
席
申
合
、
一
両
人
ニ
而
一
同
持

参
候
而
も
不
苦
候
、
各
へ
差
出
候
分
も
同
様

相
心
得
、
日
限
相
極
受
取
可
被
申
聞
候

一
　
　
　
　
　
　
別
紙
触
之
義
、
御
家
中
嫡
子
次
男
三
男
迄
も

同
様
、
尤
封
印
書
付
ハ
次
男
三
男
ハ
不
及
差

出
候
、
心
得
之
儀
ハ
可
為
同
様
候

　
　
　
　
　
　
　
右
之
趣
可
被
相
触
候

一
　
同
廾
七
日
　
此
程
御
触
ニ
付
向
々
へ
差
出
候
書
付
、
前
島

四
郎
右
衛
門
・
中
俣
吉
五
郎
在
宅
受
取
候

　
　
　
　

一
　
同
廾
八
日
　

　
　
　
　
詰
中
無
滞
相
勤
罷
帰
候
ニ
　
　
　
西
山
彦
五
郎
　
　

　
　
　
　
付
、
御
徒
士
へ
番
入
申
付
、

　
　
　
　
玄
米
弐
人
御
扶
持
被
下
置
之

　
　
　
　

　
　
　
　
悴
勝
之
助
無
滞
相
勤
罷
帰
　
　
　
原
田
　
糺
　
　
　

　
　
　
　
候
付
、
御
徒
士
へ
番
入
申
　

名
代
間
庭
左
仲
治
　
　

　
　
　
　
付
之
、
玄
米
弐
人
御
扶
持
　
　
　
原
田
勝
之
助
　
　

　
　
　
　
被
下
置
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
岡
源
左
衛
門
　

　
　
　
　

一
　
九
月
廾
五
日
　

　
　
　
　
家
督
之
御
礼
　
　
　
　
　
　
　
　
片
岡
源
之
助
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
鹿
野
丹
治
　
　
　

御
徒
目
付
同
道
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河
口
要
吉
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
宮
下
牧
之
進
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
被
召
出
御
宛
行
頂
戴
之
御
　
　
　
田
中
新
左
衛
門
　

　
　
　
　
礼

　
　
　
　

　
　
　
　
新
知
頂
戴
之
御
礼
　
　
　
　
　
　
安
藤
岩
尾
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
上
原
八
左
衛
門
　

　
　
　
　

　
　
　
　
倅
被
召
出
御
宛
行
頂
戴
之
　
　
　
田
中
三
郎
助
　
　

　
　
　
　
御
礼
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
金
井
富
馬
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
御
通
懸

　
　
　
　
跡
式
之
御
礼
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
本
忠
太
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塚
本
右
忠
太
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
源
左
衛
門
　

　
　
　
　

　
　
　
　
役
成
之
御
礼
　
　
　
　
　
　
　
　
片
山
弥
友
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
御
用
部
屋
へ
名
代
を
以
隠
　
　
　
河
口
五
左
衛
門
　

　
　
　
　
居
御
礼
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
小
山
田
平
之
進
　

　
　
　
　

○
　
十
月
七
日
　
先
月
廾
七
日
取
集
候
向
々

差
出
候
口
上
書
、

昨
日
迄
ニ
相
残
候
分
追
々
取
集
、
弐
通
ツ
ヽ

五
拾
六
人
分
・
壱
通
ツ
ヽ
弐
拾
九
人
分
、
〆

百
四
十
一
通
今
日
迄
ニ
不
残
御
用
番
司
馬
殿

へ
差
上
相
済
申
候

　
　
　
　

一
　
同
廾
一
日
　

　
　
　
　
御
役
替
御
家
老
職
被
仰
付
　
　
　
大
熊
四
郎
左
衛
門

　
　
　
　
之

　
　
　
　

　
　
　
　
亡
父
岡
右
衛
門
在
命
候
内
　
　
　
山
岸
文
右
衛
門
　

　
　
　
　
願
置
候
通
、
只
今
迄
拝
領
　

同
道
湯
本
十
学
　
　
　

　
　
　
　
之
御
知
行
百
石
被
下
置
、

　
　
　
　
家
督
無
相
違
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
其
方
病
身
罷
成
、
往
々
御
　
　
　
杵
渕
次
郎
助
　
　

　
　
　
　
奉
公
難
相
勤
付
願
之
通
隠
　

名
代
菅
沼
助
右
衛
門
　

　
　
　
　
居
、
悴
助
七
郎
へ
只
今
迄
　
　
　
同
　
助
七
郎
　
　

　
　
　
　
拝
領
之
籾
五
人
御
扶
持
被

　
　
　
　
下
置
、
家
督
無
相
違
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
先
達
而
隠
居
申
渡
候
付
、
　
　
　
竹
花
民
馬
　
　
　

　
　
　
　
従
弟
下
横
田
村
罷
在
候
百
　

名
代
渡
辺
冨
之
進
　
　

　
　
　
　
姓
清
兵
衛
悴
大
八
致
養
子
、
　
　
片
岡
源
左
衛
門
　

　
　
　
　
只
今
迄
拝
領
之
御
切
米
金

　
　
　
　
四
両
・
三
人
御
扶
持
被
下
置
、
願
之
通
跡
式
申
付
之

　
　
　
　
　
渡
大
夫
申
渡
之

　
　
　
　

　
　
　
　
先
達
隠
居
申
渡
候
付
、
杵
　
　
　
鈴
木
千
三
郎
　
　

　
　
　
　
渕
村
罷
在
候
左
源
太
与
申
　

名
代
西
村
杢
右
衛
門
　

　
　
　
　
者
家
業
も
相
成
候
付
致
養
　
　
　
　
　
左
源
太
　
　

　
　
　
　
子
、
唯
今
迄
拝
領
之
御
切
　

同
道
中
条
三
郎
治
　
　

　
　
　
　
米
金
四
両
・
三
人
御
扶
持

　
　
　
　
願
之
通
右
之
者
へ
被
下
置
、
跡
式
跡
役
共
申
付
之

　
　
　
　
　
大
日
方
蔵
左
衛
門
申
渡
之

　
　
　
　

一
　
十
月
廾
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
春
原
平
兵
衛
先
達
而
出
奔
　
　
　
春
原
玄
悦
　
　
　

　
　
　
　
之
処
、
今
度
立
戻
候
段
不
　
　
　
飯
島
十
左
衛
門
　

　
　
　
　
届
之
至
候
、
当
時
病
気
ニ

　
　
　
　
而
言
云
不
相
叶
候
、
少
も
向
快
方
候
ハ
ヽ
、
如
何
之

存
寄
ニ
而
致
出
奔
、
尚
又
立
戻
候
所
存
承
、
届
可
申

立
旨
、
且
快
気
迄
親
類
共
へ
御
預
被
仰
付
之

　
　
　
　

一
　
同
廾
八
日
　

　
　
　
　
若
殿
様
御
近
習
被
仰
付
之
　
　
　
松
村
十
右
衛
門
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
村
友
衛
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
唯
今
迄
罷
在
候
屋
敷
へ
先
　
　
　
三
村
古
仙
　
　
　

　
　
　
　
年
父
林
甫
願
ニ
付
、
当
分

　
　
　
　
之
内
拝
借
被
仰
付
置
候
処
、
此
度
御
用
ニ
候
間
可
差

上
候
、
依
之
裏
町
明
屋
敷
百
九
十
坪
之
処
、
長
屋
共

被
下
置
之

　
　
　
　

○
　
十
一
月
四
日
　

　
　
　
　
御
側
向
之
面
々
平
日
親
類
之
分
、
表
向
之
面
々
へ
附

合
致
間
敷
旨
、
先
年
被
仰
出
有
之
候
処
、
近
年
猥
ニ

相
成
候
段
粗
相
聞
、
有
之
間
敷
事
思
召
候

　
　
　
　
向
後
者
御
用
之
儀
ハ
格
別
、
縁
類
た
り
共
無
拠
用
事

有
之
致
参
会
候
者
、用
外
之
雑
談
幷
難
去
祝
儀
事
等
、

親
類
打
寄
候
ハ
穏
便
ニ
取
計
可
申
、
尤
酒
興
等
之
儀

相
慎
可
申
候

　
　
　
　
同
席
寄
合
之
節
も
、
家
内
之
外
勝
手
へ
成
共
、
他
人

召
呼
申
間
敷
候

　
　
　
　
右
之
通
御
側
向
幷
御
奥
附
へ
被
仰
出
候
間
、
表
向
之

面
々
江
も
致
演
説
候
様
被
仰
渡
候

　
　
　
　

一
　
同
六
日
　

御
徒
士
目
付
同
道

平
兵
衛
親
類
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八
郎
左
衛
門
妹
友
右
衛
門
　

煩
　
宮
下
八
郎
左
衛
門

　
　
　
　
方
へ
縁
組
仕
度
旨
、
双
方
　

名
代
成
沢
斎
治
　
　
　

　
　
　
　
願
之
通
被
仰
付
之
　
　
　
　
　
　
渡
邊
友
右
衛
門
　

　
　
　
　

　
　
　
　
御
徒
目
付
申
付
之
　
　
　
　
　
　
近
藤
恵
左
衛
門
　

　
　
　
　

　
　
　
　
御
徒
士
へ
番
入
申
付
之
　
　
　
　
竹
花
大
八
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
病
気
聢
与
無
之
付
願
之
通
　

煩
　
田
中
弥
門
　
　
　

　
　
　
　
隠
居
、
田
中
村
ニ
罷
在
候
　

名
代
九
嶋
藤
左
衛
門
　

　
　
　
　
従
弟
彦
左
衛
門
致
養
子
、
　
　
　

養
子
彦
左
衛
門
　

　
　
　
　
只
今
迄
頂
戴
之
御
切
米
金

　
　
　
　
四
両
・
玄
米
三
人
半
御
扶
持
被
下
置
、
跡
式
無
相
違

申
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
年
来
勤
方
不
宜
候
付
、
先
　

煩
　
小
林
彦
大
夫
　
　

　
　
　
　
達
而
隠
居
申
付
、
跡
式
可
　

名
代
渡
辺
冨
之
進
　
　

　
　
　
　
相
願
段
申
渡
候
付
、
従
弟
　
　
　

養
子
八
十
二
　
　

　
　
　
　
下
横
田
村
百
姓
八
十
二
養
　

同
道
片
岡
源
左
衛
門
　

　
　
　
　
子
仕
、
唯
今
迄
拝
領
之
御

　
　
　
　
切
米
金
四
両
・
米
弐
人
御
扶
持
被
下
置
、
願
之
通
跡

　
　
　
　
式
無
相
違
申
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
養
父
玄
秀
義
段
々
不
届
之
　
　
　
大
草
玄
常
　
　
　

　
　
　
　
所
存
有
之
付
、
御
領
分
追

　
　
　
　
払
被
仰
付
候
、
兼
而
取
計
方
も
可
有
之
処
、
等
閑
之

至
り
思
召
候
、
依
之
遠
慮
被
仰
付
候
、
此
上
其
方
ハ

不
及
申
、
諸
親
類
共
ニ
文
通
等
仕
間
敷
旨
、
被
仰
出

候
、
親
類
へ
も
可
申
通
候

　
　
　
　

　
　
　
　
病
身
付
御
奉
公
難
相
勤
旨
　
　
　
大
草
玄
秀
　
　
　

　
　
　
　
申
立
、
隠
居
仕
乍
罷
在
、
　

同
道
北
沢
三
右
衛
門
　

　
　
　
　
万
端
身
持
不
埒
之
段
相
聞
、
　
　
河
原
淺
之
進
　
　

　
　
　
　
不
届
之
至
候
、
依
之
御
領

　
　
　
　
分
追
払
被
仰
付
、御
三
家
様
・
御
老
中
様
方
不
及
申
、

御
大
名
様
・
御
旗
本
方
・
御
医
師
方
・
惣
而
御
家
人

方
へ
奉
公
幷
随
身
等
致
間
敷
候
、
且
又
御
支
配
所
徘

徊
不
相
成
候
、
自
然
於
相
背
ハ
其
向
へ
御
断
召
捕
、

永
玄
常
へ
御
預
可
被
仰
付
候
間
、
兼
而
可
存
其
旨
候

　
　
　
　
　
右
御
請
書
差
出
申
候

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
目
付

一
　
　
　
　
　
　
御
目
付
御
役
之
義
ハ
、
一
体
御
家
中
・
御
郡

中
迄
之
御
〆
り
御
役
筋
之
処
、
近
年
御
条
目

幷
誓
詞
・
前
書
等
之
重
キ
意
味
取
失
、
御
側

向
其
外
御
役
人
・
表
御
侍
打
交
致
酒
宴
等
、

或
ハ
勤
番
之
節
ハ
、
右
之
面
々
与
申
合
致
他

出
、
見
物
等
有
之
場
所
江
も
、
一
同
罷
越
候

者
有
之
趣
粗
相
聞
、
御
役
柄
不
敬
之
事
候

　
　
　
　
　
　
　
親
類
出
会
其
外
用
事
ニ
付
出
会
之
儀
ハ
、
格

別
御
〆
り
ニ
差
障
候
儀
共
、
已
来
急
度
相
慎

候
様
被
仰
付
之

　
　
　
　
　
　
　
右
御
書
付
中
俣
吉
五
郎
へ
御
用
番
御
渡
被
成

候

　
　
　
　
　
　
　
右
ニ
付
相
伺
候
処
、
同
役
へ
即
斎
申
遣
ニ
不

及
、
当
番
相
勤
御
用
相
済
次
第
、
申
遣
候
様

被
仰
下
候

一
　
　
　
　
　
　
右
御
書
付
を
以
被
仰
付
候
趣
奉
恐
入
候

　
　
　
　
　
　
　
依
之
差
扣
可
罷
在
哉
之
旨
、
同
役
銘
々
口
上

書
、
菅
沼
九
左
衛
門
を
以
差
出
候
処
、
被
成

御
受
取
、
即
斎
同
人
を
以
差
扣
不
及
候
旨
、

御
差
図
御
座
候

一
　
　
　
　
　
　
右
御
書
付
於
江
戸
表
も
、
去
月
廾
八
日
同
役

へ
御
書
付
を
以
被
仰
付
、差
扣
伺
差
出
候
処
、

祢
津
神
平
殿
被
成
御
請
取
、
即
刻
不
及
差
扣

候
旨
、
御
差
図
御
座
候
由
、
尤
伺
書
篠
崎
屯

を
以
寛
蔵
・
九
郎
左
衛
門
差
出
候
由
、
庄
作

義
大
手
勤
番
中
ニ
付
、
退
番
之
節
申
通
候
様

御
差
図
之
旨
、
旁
御
用
状
申
遣
候

一
　
同
十
一
日
　
当
三
日
御
鷹
之
雁
被
遊
御
拝
領
候
、
依
之
来

ル
十
五
日
従
四
時
九
時
迄
之
内
麻
上
下
着
用
、

月
番
宅
へ
罷
出
、
御
歓
申
上
候
様

　
　
　
　

一
　
　
　
　
　
　
当
朔
日
付
寛
蔵

左
之
通
申
来

　
　
　
　
其
方
妻
木
佐
渡
守
様
御
組
　
　
　
立
田
萬
安
　
　
　

　
　
　
　
岡
井
玄
用
様
御
妹
縁
組
仕

　
　
　
　
度
旨
、
願
之
通
被
仰
付
之

　
　
　
　

一
　
同
十
五
日
　
此
程
御
触
之
通
御
用
番
御
宅
へ
諸
士
罷
出
、

御
歓
申
上
候

　
　
　
　

一
　
同
十
八
日
　

　
　
　
　
男
子
無
之
付
、
実
方
之
甥
　
　
　
徳
嵩
甚
蔵
　
　
　

　
　
　
　
恒
吉
聟
養
子
仕
度
旨
、
願

　
　
　
　
之
通
り
申
付
之

　
　
　
右
於
御
用
番
宅
望
月
九
郎
右
衛
門
申
渡
之

　
　
　
　

　
　
　
　
御
徒
士
へ
番
入
申
付
之
　
　
　
　
小
林
八
十
二
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
彦
左
衛
門
　

　
　
　
右
同
断
吉
五
郎
申
渡
之
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御
徒
目
付

　
　
　
　
　
　
　
不
依
何
事
申
立
候
儀
ハ
、
大
目
付
・
御
目
付

へ
申
立
候
筋
之
処
、
近
年
心
得
違
右
申
立
間

遠
相
成
候

　
　
　
　
　
　
　
差
兼
共
ニ
御
〆
り
之
儀
ハ
、
大
目
付
又
ハ
御

目
付
之
内
へ
以
印
書
可
申
立
候

　
　
　
　
　
　
　
右
印
書
自
今
入
御
覧
ニ
茂
候
間
、
別
而
大
切

相
心
得
、
麁
末
無
之
様
依
怙
贔
屓
な
く
、
同

役
一
同
申
談
、
以
連
印
可
申
達
候

　
　
　
　
　
　
　
万
一
自
分
之
遺
恨
を
含
、
依
怙
偏
頗
之
於
致

申
立
ハ
、
可
為
私
曲
候
間
、
厳
重
可
相
心
懸

候

　
　
　
　
　
　
　
右
之
趣
御
書
付
為
心
得
、
当
御
役
へ
も
将
監

殿
御
渡
被
成
候

　
　
　
　
　
　
　
自
今
御
徒
士
目
付
申
上
、
印
書
差
出
候
者
、

各
之
内
請
取
以
後
密
々
開
封
一
覧
、
依
怙

　
　
　
　
　
　
　
贔
屓
等
之
趣
も
相
見
へ
候
者
、
月
番
へ
内

　
　
　
　
　
　
　
内
可
被
申
立
候

　
　
　
　
　
　
　
左
も
無
之
候
ハ
ヽ
右
印
書
封
目
合
兼
候
共
不

苦
、
封
し
其
上
を
各
封
し
、
印
形
被
致
可
被

差
上
候

　
　
　
　
　
　
　
右
心
得
候
様
渡
大
夫
へ
被
仰
渡
候

一
　
　
　
　
　
　
於
江
戸
表
も
同
様
寛
蔵
へ
被
仰
渡
候

　
　
　
　
　
　
　
其
後
十
二
月
廾
一
日
尚
又
庄
作
へ
神
平
殿
被

仰
渡
候

　
　
　
　
　
　
　
御
徒
士
目
付
差
出
候
印
書
開
封
不
仕
、
封
之

侭
差
上
候
様
被
仰
渡

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
徒
目
付

　
　
　
　
　
　
　
当
八
月
中
御
徒
士
共
へ
心
懸
之
儀
付
、
申
渡

候
別
紙
之
趣
相
心
得
、
以
来
行
跡
如
何
敷
義

ハ
厳
重
遂
穿
鑿
、
委
細
密
可
申
聞
候

　
　
　
　
　
　
　
隠
置
外

於
相
聞
者
、
可
為
越
度
候
間
、
兼

而
其
旨
可
相
心
得
候

　
　
　
　
　
　
　
右
之
趣
御
用
番
御
書
付
を
以
、
御
徒
士
目
付

伊
東
右
平
次
へ
被
仰
渡
候

一
　
同
十
九
日
　

　
　
　
　
其
方
男
子
無
之
付
、
弟
慶
　
　
　
森
　
大
右
衛
門
　

　
　
　
　
治
養
子
仕
度
旨
、
願
之
通
　

名
代
関
口
甚
五
右
衛
門

　
　
　
　
被
仰
付
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
　
慶
治
　
　
　

　
　
　
　

一
　
　
　
　
　
　
左
之
通
江
戸
表
同
役

申
来
候

　
　
　
　

　
　
　
　
家
督
之
御
礼
　
　
　
　
　
　
　
　
山
岸
文
右
衛
門
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
白
川
惣
治
郎
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杵
淵
助
七
郎
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
片
岡
半
十
郎
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
御
切
米
頂
戴
之
御
礼
　
　
　
　
　
藤
井
喜
内
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
同
断
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
軍
平
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
柘
植
量
右
衛
門
　

　
　
　
　

　
　
　
　
隠
居
付
於
御
用
部
屋
難
有
　
　
　
杵
淵
次
郎
助
　
　

　
　
　
　
旨
申
上
候
　
　
　
　
　
　
　

名
代
杉
田
兵
馬
　
　
　

　
　
　

一
　
十
一
月
廾
四
日
　
大
熊
四
郎
左
衛
門
死
去
付
、
来
ル
廾
六

日
迄
万
端
相
慎
候
様
御
触

　
　
　
　

一
　
同
廾
五
日
　

　
　
　
　
若
殿
様
御
側
御
納
戸
兼
相
　
　
　
岡
嶋
三
郎
治
　
　

　
　
　
　
勤
候
之
様
被
仰
付
候

　
　
　
右
当
十
五
日
於
江
戸
表
被
仰
付
候
段
、
同
役

申
遣
候

　
　
　
　

　
　
　
　
弟
竟
俊
儀
奥
御
医
師
津
軽
　
　
　
立
田
萬
安
　
　
　

　
　
　
　
意
伯
様
へ
聟
養
子
差
遣
度

　
　
　
　
旨
、
願
之
通
被
仰
付
之

　
　
　
右
同
断
申
来
候

　
　
　
　

一
　
十
一
月
廾
八
日
　

　
　
　
　
御
使
役
被
仰
付
之
　
　
　
　
　
　
斎
田
左
盛
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
御
役
替
御
目
付
役
被
仰
付
　
　
　
窪
田
岩
右
衛
門
　

　
　
　
　
之
、
御
役
付
御
足
軽
五
人

　
　
　
　
被
成
下
御
預
候

　
　
　
　

　
　
　
　
右
同
断
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
熊
式
部
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榎
田
忠
兵
衛
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
御
武
具
奉
行
被
仰
付
之
　
　
　
　
恩
田
十
郎
兵
衛
　

　
　
　
　

　
　
　
　
御
納
戸
役
被
仰
付
之
　
　
　
　
　
関
山
藤
三
郎
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
久
内
弟
守
人
　
金
蔵
方
へ
　
　
　
長
谷
川
金
蔵
　
　

　
　
　
　
聟
養
子
、
双
方
願
之
通
被
　

名
代
長
谷
川
伝
左
衛
門

　
　
　
　
仰
付
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
井
久
内
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
守
人
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一
　
　
　
　
　
　
武
術
師
範
之
面
々
へ
、
同
人
共
不
絶
稽
古
も

有
之
段
達
御
聴
、
御
大
慶
思
召
候
由
を
以
、

為
御
褒
美
御
上
下
或
ハ
御
目
録
等
被
下
置
、

以
来
何
分
出
精
、
致
指
南
候
様
被
仰
付
候

　
　
　
　

一
　
十
一
月
廾
五
日
付
　
江
戸
表
同
役
原
九
郎
左
衛
門

左
之

通
申
遣
候

　
　
　
　

　
　
　
　
思
召
有
之
候
付
、
御
在
所
　
　
　
滝
澤
太
左
衛
門
　

　
　
　
　
へ
御
返
被
成
候
、
罷
帰
相

　
　
　
　
慎
罷
在
候
様
被
仰
付
之

　
　
　
　

○
　
十
二
月
六
日
　

　
　
　
　
悴
冨
治
義
御
奉
公
筋
為
見
　
　
　
保
崎
平
内
　
　
　

　
　
　
　
習
度
旨
、
願
之
通
海
野
大
　
　
　
同
　
富
治
　
　
　

　
　
　
　
右
衛
門
組
へ
御
番
入
被
仰

　
　
　
　
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
実
子
無
之
付
、
松
平
大
炊
　
　
　
山
内
清
四
郎
　
　

　
　
　
　
様
御
知
行
所
今
井
村
罷
在
　

同
道
伊
藤
右
平
治
　
　

　
　
　
　
候
弥
四
郎
与
申
者
悴
俊
蔵

　
　
　
　
致
養
子
度
旨
、
願
之
通
申

　
　
　
　
付
之

　
　
　
　
　
忠
兵
衛
申
渡
之

　
　
　
　

一
　
同
九
日
　
公
義
之
御
振
合
を
以
、
以
来
心
得
被
仰
出
候

一
　
　
　
　
　
　
五
十
以
上
之
者
嫡
子
死
去
又
ハ
養
子
差
戻
候

而
嫡
子
無
之
節
、
追
而
相
応
之
養
子
可
相
願

段
、
頭
支
配
へ
五
十
以
上
ニ
付
届
置
旨
申
立

置
候
得
者
、
急
養
子
願
申
立
相
成
候
事

一
　
　
　
　
　
　
養
子
離
縁
之
節
、追
而
他
へ
養
子
ニ
遣
候
共
、

存
寄
無
之
候
者
、
其
段
養
父

頭
支
配
へ
可

相
届
置
事
、
実
父

も
届
同
断
之
事

一
　
　
　
　
　
　
養
子
離
縁
実
方
へ
戻
居
候
も
の
、
又
養
子
ニ

遣
候
儀
、
公
義
御
定
ハ
十
ヶ
年
過
不
申
候
得

者
、
養
子
遣
候
儀
不
相
成
候
、
此
儀
ハ
御
情

を
以
五
ヶ
年
過
候
者
、
養
子
ニ
遣
願
相
成
候

事

一
　
　
　
　
　
　
実
子
無
之
末
期
急
養
子
仕
候
節
、
妊
娠
之
婦

人
有
之
ハ
、
其
段
可
相
届
事

一
　
　
　
　
　
　
実
子
出
生
、
病
身
等
ニ
而
届
不
仕
差
置
、
入

用
之
節
ニ
至
り
、
俄
ニ
嫡
子
ニ
仕
度
願
候
儀

難
成
候
、
病
気
快
候
者
、
前
以
届
可
置
候

　
　
　
　
　
　
　
　  

但
丈
夫
届
致
候
上
嫡
子
ニ
仕
、
又
者
養
子

ニ
遣
度
候
ハ
ヽ
、
七
ヶ
月
過
不
申
候
へ

ハ
、
不
相
成
事
ニ
候

一
　
　
　
　
　
　
他
へ
養
子
ニ
遣
置
、
実
方
ニ
而
養
父
へ
談
取

戻
、
嫡
子
ニ
仕
又
ハ
兄
之
急
養
子
等
ニ
仕
候

類
、
不
相
成
事
候

　
　
　
　
　
　
　
右
之
通
給
人
以
上
之
者
可
相
心
得
旨
被
仰
出

候
、
右
演
説
被
仰
渡
候

　
　
　
　

一
　
十
二
月
十
日
　
当
四
日
西
丸
大
手
御
門
番
御
免
被
蒙
仰
候

　
　
　
　

一
　
同
廾
一
日
　

　
　
　
　
右
京
妹
彦
左
衛
門
へ
縁
組
、
　
　
前
嶋
右
京
　
　
　

　
　
　
　
双
方
願
之
通
被
仰
付
之
　
　
　
　
赤
塩
彦
左
衛
門
　

　
　
　
　

　
　
　
　
亡
父
藤
右
衛
門
願
置
候
通
　
　
　
福
田
伴
之
進
　
　

　
　
　
　
御
知
行
弐
百
石
被
下
置
、
　

親
類
興
津
政
野
右
衛
門

　
　
　
　
家
督
無
相
違
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
彦
之
進
病
気
聢
与
無
之
、
　
　
　
常
田
彦
之
進
　
　

　
　
　
　
往
々
難
相
勤
付
願
之
通
隠
　

名
代
山
寺
藤
左
衛
門
　

　
　
　
　
居
、
悴
金
平
へ
只
今
迄
拝
　
　
　
常
田
金
平
　
　
　

　
　
　
　
領
之
御
知
行
百
石
被
下
置
、

　
　
　
　
家
督
無
相
違
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
父
玄
道
弟
子
前
嶋
通
策
致
　
　
　
立
田
宗
伯
　
　
　

　
　
　
　
養
弟
、
北
山
玄
又
在
命
之

　
　
　
　
内
養
子
差
遣
度
旨
、
願
之
通
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
北
山
玄
又
在
命
之
内
願
置
　
　
　
前
嶋
通
策
　
　
　

　
　
　
　
候
通
其
方
致
養
子
、
玄
又
　
　
　
東
条
与
一
郎
　
　

　
　
　
　
唯
今
迄
拝
領
之
米
八
人
御

　
　
　
　
扶
持
被
下
置
、
家
督
無
相
違
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
御
近
習
被
仰
付
之
　
　
　
　
　
　
岸
　
善
八
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
其
方
儀
従
幼
年
立
田
玄
道
　
　
　
前
嶋
通
策
　
　
　

　
　
　
　
へ
随
身
致
修
行
、
医
術
之

　
　
　
　
儀
玄
又
劣
不
申
旨
相
聞
候
付
、
家
督
無
相
違
被
下
置

候
、
其
旨
相
心
得
、
弥
家
業
可
致
出
精
旨
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
其
方
弟
子
北
山
通
策
幼
年
　
　
　
立
田
玄
道
　
　
　

　
　
　
　

随
身
致
修
行
、
医
術
之

　
　
　
　
儀
、
北
山
玄
又
劣
不
申
旨
相
聞
候
付
、
家
督
無
相
違

被
下
置
候
、
弥
家
業
出
精
、
御
用
立
候
様
可
取
立
旨

被
仰
付
之

　
　
　
　

北
山
玄
又
親
類
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一
　
　
　
　
　
　
此
度
被
仰
出
候
御
倹
約
御
条
目
御
触
御
渡
付
、

例
之
通
相
触
申
候

　
　
　
　

一
　
十
二
月
廾
五
日
　

　
　
　
　
悴
伴
九
郎
儀
若
者
之
内
ニ
　
　
　
原
　
治
左
衛
門
　

　
　
　
　
而
致
頭
取
、
折
々
騒
々
敷

　
　
　
　
義
有
之
様
相
聞
候
、
以
来
相
慎
候
様
被
仰
付
之

　
　
　
右
御
書
付
赤
沢
助
之
進
へ
御
渡
被
成
、
於
宅
同
人
申
渡

之

　
　
　
　

　
　
　
　
悴
五
郎
蔵
儀
右
同
断
　
　
　
　
　
山
田
津
右
衛
門
　

　
　
　
右
矢
沢
修
理
へ
御
渡
右
同
断

　
　
　
　

　
　
　
　
悴
秀
之
進
儀
右
同
断
　
　
　
　
　
斎
田
左
盛
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
悴
丹
治
義
右
同
断
　
　
　
　
　
　
山
本
式
左
衛
門
　

　
　
　
　

　
　
　
　
其
方
儀
右
同
断
　
　
　
　
　
　
　
金
井
斎
宮
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
右
者
御
用
番
於
宅
被
仰
渡
候

　
　
　
　

一
　
同
廾
六
日
　
御
家
中
若
キ
者
共
幷
子
供
之
内
ニ
者
、
常
々

不
敬
之
者
共
も
有
之
様
達
御
聴
候
、
以
来
弥

以
心
懸
、
右
躰
之
者
承
繕
申
上
候
様
被
仰
付

之

　
　
　
　
　
　
　
　
御
目
付
中

　
　
　
　
　
　
右
之
趣
江
戸
表
同
役
へ
も
申
遣
候
様
被
仰
渡
候

　
　
　
　

一
　
十
二
月
廾
八
日
　

　
　
　
　
御
役
替
宗
門
奉
行
・
郷
目
　
　
　
興
津
政
野
右
衛
門

　
　
　
　
付
兼
帯
被
仰
付
之
、
御
役

　
　
　
　
附
御
足
軽
拾
人
被
成
下
御
預
候

　
　
　
　

　
　
　
　
常
々
出
精
御
〆
り
之
儀
、
　
　
　
大
嶋
多
吉
　
　
　

　
　
　
　
心
懸
万
端
取
計
宜
相
勤
候

　
　
　
　
付
、
御
加
恩
弐
人
御
扶
持
被
下
置
之

　
　
　
　

　
　
　
　
小
幡
長
右
衛
門
組
へ
御
番
　
　
　
金
井
縫
之
助
　
　

　
　
　
　
入

　
　
　
　

　
　
　
　
赤
沢
助
之
進
組
へ
同
断
　
　
　
　
斎
藤
速
水
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杵
淵
助
七
郎
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
真
田
勘
ヶ
由
組
へ
同
断
　
　
　
　
安
藤
岩
尾
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
海
野
大
右
衛
門
組
へ
同
断
　
　
　
片
岡
源
之
助
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
岸
文
右
衛
門
　

　
　
　
　

　
　
　
右
之
通
御
用
番
於
御
宅
被
仰
付
候

　
　
　
　

　
　
　
　
御
金
懸
り
壱
人
ニ
而
出
精
　
　
　
平
出
与
左
衛
門
　

　
　
　
　
相
勤
候
ニ
付
、
唯
今
迄
之

　
　
　
　
御
役
料
壱
人
御
扶
持
御
加
恩
被
成
下
候

　
　
　
　

　
　
　
　
常
々
出
精
、
万
端
取
計
宜
　
　
　
徳
嵩
甚
蔵
　
　
　

　
　
　
　
相
勤
ニ
付
、
只
今
迄
之
御

　
　
　
　
役
料
壱
人
御
扶
持
御
加
恩
被
成
下
候

　
　
　
　

　
　
　
　
出
精
相
勤
候
付
、
只
今
迄
　
　
　
桜
井
吉
左
衛
門
　

　
　
　
　
之
弐
人
御
扶
持
、
御
切
米

　
　
　
　
籾
拾
五
表
本
給
御
直
被
成
下
、
永
格
申
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
右
同
断
付
、
只
今
迄
之
弐
　
　
　
池
田
義
左
衛
門
　

　
　
　
　
人
御
扶
持
本
給
ニ
被
成
下
、

　
　
　
　
籾
拾
五
表
被
下
置
、
永
格
申
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
少
給
之
処
出
精
相
勤
候
付
、
　
　
菊
地
伊
惣
治
　
　

　
　
　
　
御
役
料
拾
表
被
下
置
之

　
　
　
　

　
　
　
　
御
勘
定
役
見
習
出
精
相
勤
　
　
　
柿
崎
幾
太
　
　
　

　
　
　
　
候
付
、
弐
人
御
扶
持
被
下

　
　
　
　
置
之

　
　
　
　

　
　
　
　
年
来
出
精
相
勤
候
付
、
御
切
　
　
　
片
桐
惣
十
郎
　

　
　
　
　
米
弐
拾
五
俵
・
玄
米
弐
人
御

　
　
　
　
扶
持
御
直
被
成
下
、
御
勘
定
役
申
付
之

　
　
　
　

　
　
　
右
御
用
番
宅
ニ
お
い
て
金
井
甚
五
左
衛
門
申
渡
之

　
　
　
　

　
　
　
　
御
土
蔵
宜
出
来
付
、
御
目
　
　
　
西
村
杢
右
衛
門
　

　
　
　
　
録
弐
百
疋
被
下
置
之

　
　
　
　

　
　
　
　
御
用
多
之
処
出
精
相
勤
候
　
　
　
西
村
藤
蔵
　
　
　

　
　
　
　
付
、
右
同
断

　
　
　
　

　
　
　
右
同
断
、
前
嶋
作
左
衛
門
申
渡
之

　
　
　
　

　
　
　
　

○
　
五
月
朔
日
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御
側
御
納
戸
本
役
被
仰
付
　
　
　
藤
田
新
吾
　
　
　

　
　
　
　
之

　
　
　
　

一
　
六
月
廾
五
日
　
足
立
常
三
郎
出
奔
ニ
付
、
跡
御
長
屋
改
立

合
候
之
様
被
仰
渡
云
々

　
　
　
　

一
　
十
一
月
廾
五
日
　

　
　
　
　
思
召
有
之
付
、
御
在
所
へ
　
　
　
瀧
沢
太
左
衛
門
　

　
　
　
　
御
返
被
成
候
、
罷
帰
相
慎

　
　
　
　
罷
在
候
様
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
○
天
明
九
年
己
酉

　
　
　
　
　
　
　
二
月
寛
政
与
改
元

　
　
　
　
　
　
　
殿
様
御
滞
府

○
　
正
月
朔
日
　
年
頭
御
祝
義
於
大
書
院
五
半
時
揃
ニ
而
、
指

立
幷
嫡
子
・
大
小
御
役
人
罷
出
、
給
人
格
以

下
ニ
而
八
田
孫
左
衛
門
罷
出

一
　
同
四
日
　
寺
院
御
礼
五
半
時
揃
、
長
国
寺
於
小
書
院
独

礼
、大
英
寺
・
開
善
寺
病
気
付
不
罷
出
相
済
、

御
町
年
寄
・
検
断
・
御
用
達
問
屋
・
帯
刀
御

免
之
者
例
之
通
、
其
外
寺
院
大
書
院
於
二
之

　
　
　
　
　
　
　
間
一
同
御
礼
申
上
ル
、
終
而
本
誓
寺
新
発
勤

宰
相
御
奏
者
引
連
於
二
之
間
同
断
、
相
済
引

取
、
久
保
喜
傳
治
例
之
通

　
　
　
　

一
　
同
六
日
　

　
　
　
　
亡
父
四
郎
左
衛
門
願
置
候
　
　
　
大
熊
衛
士
　
　
　

　
　
　
　
通
御
知
行
千
百
石
被
下
置
、
同
道
赤
沢
助
之
進
　
　

　
　
　
　
御
足
軽
四
拾
壱
人
御
預
被
成

　
　
　
　
下
、
家
督
無
相
違
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
文
治
娘
直
之
進
へ
縁
組
、
　
　
　
成
沢
文
治
　
　
　

　
　
　
　
双
方
願
之
通
被
仰
付
之
　
　
　
　
祢
津
直
之
進
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
伴
左
衛
門
実
子
無
之
付
、
　
　
　
河
口
伴
左
衛
門
　

　
　
　
　
鳴
渡
弟
助
之
進
聟
養
子
仕
　
　
　
南
部
鳴
渡
　
　
　

　
　
　
　
度
旨
、
双
方
願
之
通
被
仰
　
　
　
同
　
助
之
丞
　
　

　
　
　
　
付
之

　
　
　
　

　
　
　
右
之
通
御
用
番
於
宅
被
仰
渡
候

　
　
　
　

　
　
　
　
先
達
而
於
江
府
不
行
跡
之
　
　
　
瀧
澤
太
左
衛
門
　

　
　
　
　
義
有
之
、
御
返
被
成
於
此

　
　
　
　
表
、
相
慎
候
様
（
被
）
仰
付
候
処
、
以
御
情
被
成
下

御
免
候
、
以
後
万
端
入
念
、
相
勤
候
之
様
被
仰
付
之

　
　
　
右
藤
田
典
膳
宅
ニ
お
い
て
同
人
申
渡
之

　
　
　
　

一
　
　
　
　
　
　
去
十
二
月
被
仰
出
候
御
倹
約
御
条
目
弐
通
、

当
御
役
へ
内
蔵
丞
殿
御
渡
被
成
候

一
　
正
月
九
日
　
寺
院
御
礼
五
半
時
登
城
、
善
光
寺
使
僧
両
寺

於
小
書
院
独
礼
相
済
、
於
大
書
院
寺
院
一
同

御
礼
申
上
ル

　
　
　
　
　
　
　
市
村
彦
九
郎
名
代
磯
治
郎
罷
出
、
名
代
付
御

礼
無
之

一
　
同
十
二
日
　
禰
宜
・
山
伏
登
城
、
八
幡
神
宮
寺
名
代
惣
目

代
松
田
大
内
蔵
名
代
宮
沢
権
大
夫
於
小
書
院

例
之
通
、
其
外
禰
宜
・
山
伏
於
大
書
院
惣
御

礼

一
　
同
十
五
日
　
大
般
若
御
執
行
有
之

一
　
同
十
七
日
　
昼
九
半
時
篠
崎
屯
宅
出
火
、八
時
過
鎮
申
候
、

類
焼
無
之
、
例
之
通
相
詰

　
　
　
　

　
　
　
　
若
殿
様
御
引
越
以
来
初
而
　
　
　
柘
植
量
右
衛
門
　

　
　
　
　
之
御
暮
方
、
万
端
御
都
合

　
　
　
　
宜
取
計
候
付
、
御
上
下
一
具
従
若
殿
様
被
下
置
之

　
　
　
右
十
二
月
廾
八
日
付
ニ
而
庄
作
方

申
遣
候

　
　
　
　

一
　
同
十
九
日
　

　
　
　
　
亡
父
数
之
進
願
置
候
通
御
　
　
　
関
根
嘉
膳
　
　
　

　
　
　
　
知
行
六
拾
石
被
下
置
、
家
　

親
類
長
谷
川
傳
左
衛
門

　
　
　
　
督
無
相
違
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
海
野
大
右
衛
門
組
へ
御
番
　
　
　
金
井
斎
宮
　
　
　

　
　
　
　
入

　
　
　
　

　
　
　
右
御
用
番
宅
ニ
於
て
被
仰
付
候

　
　
　
　

　
　
　
　
喜
右
衛
門
病
気
聢
与
無
之
、
　
　
大
野
喜
右
衛
門
　

　
　
　
　
難
相
勤
付
願
之
通
隠
居
、
　

名
代
團
野
伊
惣
治
　
　

　
　
　
　
悴
嘉
十
郎
江
只
今
迄
之
御
　
　
　
大
野
嘉
十
郎
　
　

　
　
　
　
知
行
弐
拾
五
石
被
下
置
、

　
　
　
　
跡
式
跡
役
共
無
相
違
申
付
之

　
　
　
右
同
断
大
瀬
登
申
渡
之

　
　
　
　

一
　
同
廾
七
日
　

　
　
　
　
弟
常
三
郎
儀
若
者
之
内
ニ
　
　
　
河
原
隼
之
進
　
　

　
　
　
　
而
致
頭
取
、
折
々
騒
敷
義

　
　
　
　
有
之
候
様
相
聞
候
、
已
来
相
慎
候
様
可
申
付
旨
、
被
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仰
付
之

　
　
　
右
於
江
戸
表
小
幡
長
右
衛
門
御
長
屋
ニ
而
同
人
申
渡
候

段
候
、
当
十
八
日
付
ニ
而
同
役
庄
作
申
遣
候

　
　
　
　

一
　
同
廾
九
日
　

　
　
　
　
思
召
有
之
付
閉
門
被
仰
付
　
　
　
宮
下
嘉
平
太
　
　

　
　
　
　
之
、
急
度
相
慎
可
罷
在
候
　

名
代
野
村
儀
左
衛
門
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
道
中
村
五
郎
兵
衛
　

　
　
　
　

　
　
　
　
思
召
有
之
付
逼
塞
被
仰
付
　
　
　
岡
野
平
右
衛
門
　

　
　
　
　
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
興
津
政
野
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
道
牧
野
丹
弥
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
右
原
五
十
馬
申
渡
之

　
　
　
　

　
　
　
　
思
召
有
之
付
閉
門
被
仰
付
　
　
　
原
　
新
四
郎
　
　

　
　
　
　
之
急
度
相
慎
可
罷
在
候
　
　

同
道
関
山
吉
太
郎
　
　

　
　
　
右
赤
沢
助
之
進
申
渡
之

　
　
　
　

　
　
　
　
思
召
有
之
付
逼
塞
被
仰
付
　
　
　
赤
塩
彦
左
衛
門
　

　
　
　
　
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
道
安
藤
岩
尾
　
　
　

　
　
　
右
海
野
大
右
衛
門
申
渡
之

　
　
　
　

　
　
　
　
同
断
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
小
右
衛
門
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
道
河
野
清
右
衛
門
　

　
　
　
右
矢
澤
修
理
申
渡
之

　
　
　
　

　
　
　
　
同
断
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
木
久
弥
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
道
青
木
権
左
衛
門
　

　
　
　
右
海
野
大
右
衛
門
申
渡
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
不
行
跡
之
筋
相
聞
不
埒
之
　
　
　
山
本
佐
五
兵
衛
　

　
　
　
　
至
候
、
依
之
閉
門
申
付
之
　

同
道
中
村
与
右
衛
門
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
沼
九
左
衛
門
召
連
罷
出
候

　
　
　
右
原
五
十
馬
申
渡
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
右
同
断
戸
〆
申
付
之
　
　
　
　
　
宮
入
是
傳
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
道
三
村
一
郎
平
　
　

　
　
　
右
渡
邊
友
右
衛
門
申
渡
之

　
　
　
　

　
　
　
　
先
達
而
思
召
旨
有
之
、
御
　
　
　
原
　
治
左
衛
門
　

　
　
　
　
呵
有
之
候
処
、
其
後
も
不
　

名
代
落
合
量
蔵
　
　
　

　
　
　
　
敬
之
筋
相
聞
候
、
以
来
急

　
　
　
　
度
相
慎
候
様
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
其
方
於
宅
不
取
〆
之
筋
相
　
　
　
小
松
早
之
丞
　
　

　
　
　
　
聞
不
敬
之
至
候
、
以
来
急

　
　
　
　
度
可
相
慎
旨
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
右
赤
澤
助
之
進
宅
ニ
お
い
て
同
人
申
渡
之

　
　
　
　

　
　
　
　
思
召
有
之
遠
慮
被
仰
付
之
　
　
　
沢
　
十
右
衛
門
　

　
　
　
　

　
　
　
　
同
断
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
下
蔵
右
衛
門
　

　
　
　
　

　
　
　
右
玉
川
左
門
宅
ニ
お
い
て
同
断

　
　
　
　

　
　
　
　
先
達
而
思
召
旨
有
之
、
御
　
　
　
山
田
津
右
衛
門
　

　
　
　
　
呵
有
之
候
処
、
其
後
も
不
　

名
代
関
口
佐
大
夫
　
　

　
　
　
　
敬
之
筋
相
聞
候
、
以
来
急

　
　
　
　
度
相
慎
候
様
被
仰
付
之

　
　
　
右
矢
澤
修
理
宅
ニ
お
い
て
同
断

　
　
　
　

　
　
　
　
思
召
有
之
遠
慮
被
仰
付
之
　
　
　
恩
田
政
人
　
　
　

　
　
　
右
岩
崎
主
米
宅
ニ
於
て
同
断

　
　
　
　

　
　
　
　
父
平
右
衛
門
義
逼
塞
被
仰
　
　
　
岡
野
内
蔵
太
　
　

　
　
　
　
付
候
、
其
方
儀
思
召
有
之

　
　
　
　
付
、
御
咎
不
被
仰
付
候
、
其
旨
可
相
心
得
候

　
　
　
　

　
　
　
　
父
久
弥
義
、
末
同
文
　
　
　
　
　
青
木
政
右
衛
門
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
赤
塩
彦
左
衛
門
儀
安
永
七
　
　
　
奥
村
勘
八
　
罷
出

　
　
　
　
戌
年
新
知
被
下
置
、
其
節

　
　
　
　  

親
類
共
江
も
被
仰
付
候
筋
も
有
之
候
処
、
常
々
申
含

等
等
閑
ニ
相
聞
不
埒
之
事
候
、
被
仰
付
方
も
有
之
候

得
共
、
此
度
者
不
及
御
沙
汰
候
、
其
旨
可
相
心
得
候

　
　
　
　

　
　
　
　
其
方
於
宅
不
取
〆
之
筋
相
　
　
　
中
村
周
伯
　
　
　

　
　
　
　
聞
不
埒
之
至
候
、
以
来
急

　
　
　
　
度
可
相
慎
旨
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
右
之
通
御
用
番
於
御
宅
被
仰
渡
候

　
　
　
　

○
　
　
二
月
朔
日
　

　
　
　
　
病
気
聢
与
無
之
、
往
々
難
　
　
　
佐
川
牧
太
　
　
　

　
　
　
　
相
勤
付
願
之
通
隠
居
、
実
　

名
代
渡
辺
冨
之
進
　
　

　
　
　
　
子
無
之
付
、
大
谷
津
市
之
　
　
　
　
　
彦
之
丞
　
　

　
　
　
　
進
実
弟
彦
之
丞
致
養
子
、
　

同
道
西
山
祖
兵
衛
　
　

　
　
　
　
只
今
迄
拝
領
之
御
切
米

御
料
理
人

表
坊
主
役

赤
塩
彦
左
衛
門
親
類
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四
両
・
米
三
人
御
扶
持
右
之
者
へ
被
下
置
、
跡
式
無

相
違
申
付
之

　
　
　
右
御
用
番
宅
ニ
お
い
て
九
郎
左
衛
門
申
渡
之

　
　
　
　

　
　
　
　
実
弟
彦
之
丞
儀
佐
川
牧
太
　
　
　
大
谷
津
市
之
進
　

　
　
　
　
へ
養
子
差
遣
度
旨
、
願
之

　
　
　
　
通
申
付
之

　
　
　
右
同
断
菅
沼
九
左
衛
門
申
渡
之

　
　
　
　

一
　
同
六
日
　
今
朝
五
時
於
評
定
所
左
之
通

　
　
　
　

　
　
　
　
去
年
中
致
出
奔
、
其
後
西
　
　
　
春
原
平
兵
衛
　
　

　
　
　
　
条
村
西
楽
寺
迄
立
戻
候
儀
、
同
道
飯
島
十
左
衛
門
　

　
　
　
　
不
恐
御
上
致
方
重
々
不
届
　
　
　
井
上
庄
兵
衛
　
　

　
　
　
　
至
極
候
、
依
之
御
領
分
追

　
　
　
　
払
被
仰
付
候
、
御
三
家
様
方
・
御
老
中
様
方
・
若
御

　
　
　
　
年
寄
様
（
方
）・
御
役
人
様
方
・
御
親
類
様
方
右
奉

　
　
　
　
公
御
構
、
御
支
配
三
ヶ
所
徘
徊
致
間
敷
候

　
　
　
　
　
御
請
書
差
出
例
之
通

　
　
　
　

　
　
　
　
思
召
有
之
付
逼
塞
被
仰
付
　

煩
　
深
尾
松
隆
　
　
　

　
　
　
　
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
寺
内
東
市
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
道
小
山
田
浅
之
進
　

　
　
　
　

　
　
　
右
原
五
十
馬
申
渡
之

　
　
　
　

　
　
　
　
思
召
有
之
付
閉
門
被
仰
付
　

煩
　
桑
名
清
五
郎
　
　

　
　
　
　
之
、
急
度
相
慎
可
罷
在
候
　

名
代
依
田
十
郎
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
道
塩
野
権
大
夫
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
思
召
有
之
付
逼
塞
被
仰
付
　
　
　
平
林
縫
殿
進
　
　

　
　
　
　
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
道
小
林
門
無
　
門
　

　
　
　
　

　
　
　
右
玉
川
左
門
申
渡
之

　
　
　
　

　
　
　
　
同
断
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
村
最
中
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
道
星
野
権
右
衛
門
　

　
　
　
右
木
村
縫
殿
助
申
渡
之

　
　
　
　

　
　
　
　
同
断
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
志
村
勇
左
衛
門
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
道
高
野
勘
兵
衛
　
　

　
　
　
右
赤
沢
助
之
進
申
渡
之

　
　
　
　

　
　
　
　
思
召
有
之
付
閉
門
被
仰
付
　
　
　
関
口
忠
右
衛
門
　

　
　
　
　
之
、
急
度
相
慎
可
罷
在
候
　

同
道
関
口
甚
五
右
衛
門

　
　
　
右
矢
澤
修
理
申
渡
之

　
　
　
　
巳
十
月
御
蔵
奉
行
所
帳
面
　
　
　
　
　
清
三
郎
　
　

　
　
　
　
へ
印
形
仕
、
受
取
候
御
金

　
　
　
　
御
荷
物
之
内
へ
仕
廻
、
与
左
衛
門
組
佐
右
衛
門
与
両

人
ニ
而
江
戸
へ
持
参
之
処
、
右
御
金
之
内
弐
百
弐
拾

五
両
紛
失
ニ
付
、
預
ニ
申
付
置
段
ニ
及
吟
味
候
処
、

道
中
申
合
不
寝
番
も
可
仕
処
無
其
儀
、
別
而
軽
井
沢

泊
ニ
而
前
後
も
不
存
、
掛
り
御
荷
物
程
隔
り
候
場
ニ

差
置
、
夜
中
見
回
り
も
不
仕
候
付
、
右
宿
ニ
而
被
盗

候
哉
之
旨
申
之
、
数
月
預
ニ
申
付
置
、
及
譣
議
候
処

不
念
不
埒
之
取
計
、
盗
取
候
も
の
今
以
不
相
知
候
、

盗
人
不
知
間
ハ
身
分
之
明
り
難
立
、
不
届
付
急
度
可

申
付
処
、
御
情
を
以
重
御
咎
之
不
及
沙
汰
、
御
扶
持

・
御
切
米
・
召
放
申
付
之
、
以
来
足
軽
番
代
不
相
成

候
、
格
段
之
以
御
情
住
所
御
構
無
之
候

　
　
　
右
大
日
方
蔵
左
衛
門
申
渡
之

　
　
　
　

一
　
　
　
　
　
　
四
時
被
仰
渡
左
之
通

　
　
　
　

　
　
　
　
思
召
有
之
付
遠
慮
被
仰
付
　
　
　
近
藤
七
左
衛
門
　

　
　
　
　
之

　
　
　
右
藤
田
典
膳
宅
ニ
お
い
て
同
人
申
渡
之

　
　
　
　

　
　
　
　
同
断
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
色
与
左
衛
門
　

　
　
　
右
矢
澤
修
（
理
）
宅
ニ
於
て
同
断

　
　
　
　

　
　
　
　
同
断
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
村
与
三
左
衛
門

　
　
　
　

　
　
　
　
巳
十
一
月
於
江
戸
表
御
荷
　

煩
　
長
谷
川
金
蔵
　
　

　
　
　
　
物
開
之
節
、
御
金
弐
百
弐
　

名
代
長
谷
川
傳
左
衛
門

　
　
　
　
拾
五
両
不
相
見
候
ニ
付
而

　
　
　
　
者
、
箱
封
印
念
入
改
見
、
無
別
儀
由
ニ
候
得
共
、
結

縄
目
立
候
事
無
之
故
、
結
継
か
拵
継
か
委
敷
不
糾
、

詰
物
萬
取
揃
、
貫
目
不
相
改
上
封
印
、
結
縄
之
儀
ハ

尚
以
不
改
、
専
一
詰
茶
形
ニ
而
、
何
方
之
茶
与
申
ニ

付
、紛
失
場
知
候
手
懸
り
ニ
も
可
相
成
処
無
其
心
附
、

彼
是
不
埒
之
義
共
ニ
而
、
才
領
身
分
之
明
不
相
立
、

不
届
之
事
共
ニ
候
、
其
節
其
方
御
荷
物
受
取
方
ニ
罷

出
居
、
右
躰
細
々
不
致
詮
議
、
不
念
之
事
候
、
以
来

入
念
可
相
勤
旨
被
仰
付
之

　
　
　
　
春
原
平
兵
衛
儀
去
年
中
致
　
　
　
春
原
玄
悦
　
　
　

　
　
　
　
出
奔
不
届
付
、
尋
申
渡
置

　
　
　
　
候
之
処
、
今
程
西
条
村
西
楽
寺
迄
立
戻
、
不
恐
御
上

甚
大
夫
組

春
原
平
兵
衛
親
類
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致
方
重
々
不
届
付
、
御
領
分
追
払
被
仰
付
、
倅
億
五

郎
儀
も
父
同
様
可
被
仰
付
処
、
以
御
情
不
及
御
沙
汰

御
構
無
之
候
、
親
類
共
方
へ
引
取
候
共
、
可
為
勝
手

次
第
旨
被
仰
出
之

　
　
　
　

　
　
　
右
御
用
番
於
御
宅
被
仰
渡
候

　
　
　
　

　
　
　
　
巳
十
一
月
於
江
戸
表
御
荷
　
　
　
片
岡
源
左
衛
門
　

　
　
　
　
物
開
候
節
、
御
金
弐
百
弐
　
　
　
近
藤
恵
左
衛
門
　

　
　
　
　
拾
五
両
不
相
見
ニ
付
而
者
、

　
　
　
　
箱
封
印
入
念
改
見
、
無
別
儀
由
候
得
共
、
結
縄
目
立

候
事
無
之
故
、結
継
歟
拵
継
歟
有
無
之
儀
委
敷
不
糾
、

詰
物
萬
取
揃
、
貫
目
不
相
改
上
封
印
上
、
結
縄
之
儀

ハ
尚
以
不
改
、
第
一
詰
薬
之
形
ニ
而
、
何
方
之
薬
与

申
ニ
而
、
紛
失
場
知
候
手
懸
り
ニ
可
相
成
処
無
其
心

付
、
彼
是
不
埒
之
事
共
ニ
而
、
宰
領
身
分
之
明
不
相

立
、
不
届
之
事
共
ニ
候
、
其
節
其
方
御
荷
物
改
立
合

罷
出
居
、
右
躰
細
々
不
及
詮
議
、
不
念
之
事
候
、
以

来
入
念
可
相
勤
候

　
　
　
　

　
　
　
　
巳
十
月
廾
九
日
出
之
御
荷
　
　
　
山
内
清
四
郎
　
　

　
　
　
　
物
之
内
、
御
金
弐
百
弐
拾
　
　
　
近
藤
恵
左
衛
門
　

　
　
　
　
五
両
紛
失
付
、
段
々
及
詮

　
　
　
　
議
候
処
、
道
中
申
合
於
泊
不
寝
番
も
不
仕
、
御
金
荷

与
不
致
同
居
、
別
而
軽
井
澤
宿
ニ
而
者
程
遠
之
場
ニ

差
置
、
数
々
不
念
候
儀
、
才
領
両
人
身
分
之
明
不
相

立
、
不
届
之
事
共
候
、
其
節
其
方
御
徒
目
付
加
役
ニ

而
立
合
、
罷
出
居
候
事
付
、
右
躰
之
儀
無
之
様
ニ
細

々
申
含
も
可
致
候
処
、
其
儀
無
之
趣
相
聞
、
不
念
之

事
候
、
以
来
入
念
可
相
勤
候

　
　
　
　

　
　
　
右
御
用
番
於
宅
前
島
四
郎
右
衛
門
申
渡
之

　
　
　
　

一
　
二
月
八
日
　

　
　
　
　
其
方
勤
方
如
何
敷
相
聞
候
、
　
　
竹
花
弥
一
左
衛
門

　
　
　
　
御
在
所
へ
罷
帰
、
相
慎
可
　

名
代
小
泉
彦
之
進
　
　

　
　
　
　
罷
在
候
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
山
弥
友
　
　
　

　
　
　
右
之
通
先
月
廾
五
日
御
用
番
於
御
長
屋
申
渡
候
段
、
寛

　
　
　
蔵

申
遣
候

　
　
　
　

一
　
　
　
　
　
　
当
朔
日
江
戸
表

左
之
通
申
来

　
　
　
　

　
　
　
　
家
督
之
御
礼
　
　
　
　
　
　
　
　
大
熊
衛
士
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
鈴
木
弥
左
衛
門
　

　
　
　
　

　
　
　
　
同
断
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
田
伴
之
進
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
大
日
方
牧
太
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
田
金
平
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
草
間
元
右
衛
門
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
根
嘉
膳
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
岡
嶋
三
郎
治
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
山
通
策
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
渋
谷
養
悦
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
御
加
恩
之
御
礼
　
　
　
　
　
　
　
大
嶋
多
吉
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
年
頭
之
御
礼
　
　
　
　
　
　
　
　
広
田
筑
後
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
北
村
徳
左
衛
門
　

　
　
　
　

　
　
　
　
同
断
自
分
之
御
礼
　
　
　
　
　
　
北
村
徳
左
衛
門
　

　
　
　
　

　
　
　
　
年
頭
之
御
礼
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
山
玄
益
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
村
養
胤
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
山
玄
庵
　
　
　

　
　
　
　

一
　
同
十
日
　
当
三
日
於
殿
中
年
号
寛
政
与
改
元
被
仰
出
候

段
御
触

　
　
　
　

一
　
同
十
一
日
　

　
　
　
　
若
殿
様
御
近
習
被
仰
付
之
　
　
　
児
玉
友
之
進
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
同
断
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
久
間
一
学
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
御
徒
士
へ
番
入
申
付
之
　
　
　
　
佐
川
彦
之
丞
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
藤
恵
左
衛
門
　

　
　
　
　
　
四
郎
右
衛
門
申
渡
之

　
　
　
　

一
　
同
十
五
日
　

　
　
　
　
其
方
儀
病
身
相
成
、
往
々
　
　
　
山
田
正
徹
　
　
　

　
　
　
　
御
奉
公
難
相
勤
付
、
悴
玄
　

名
代
三
井
九
郎
左
衛
門

　
　
　
　
徳
へ
唯
今
迄
拝
領
之
御
知
　
　
　
山
田
玄
徳
　
　
　

　
　
　
　
行
百
石
被
下
置
、
願
之
通

　
　
　
　
家
督
無
相
違
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
其
方
儀
先
年
出
府
医
学
修
　
　
　
山
田
玄
徳
　
　
　

　
　
　
　
行
、
其
後
も
専
療
治
相
心

　
　
　
　
懸
候
段
相
聞
候
付
、
家
督
無
相
違
被
下
置
候
、
弥
以

同
道
御
徒
目
付

同
道
御
徒
目
付

同
道
御
徒
目
付

同
道
御
徒
目
付
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家
業
出
精
、
可
御
用
立
旨
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
御
用
部
屋
書
役
申
付
之
　
　
　
　
酒
井
民
治
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
手
跡
未
熟
ニ
候
得
共
、
常
　
　
　
右
　
同
　
人
　
　

　
　
　
　
々
心
懸
宜
出
精
相
勤
候
付
、

　
　
　
　
御
用
部
屋
書
役
申
付
候
間
、
此
上
弥
以
可
致
出
精
旨

申
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
　
右
式
部
左
衛
門
申
渡
之

　
　
　
　

　
　
　
　
役
替
御
用
部
屋
書
役
見
習
　
　
　
田
中
与
十
郎
　
　

　
　
　
　
小
僧
役
兼
申
付
之

　
　
　
　
　
右
大
日
方
蔵
左
衛
門
申
渡
之

　
　
　
　

一
　
二
月
廾
一
日
　

　
　
　
　
亡
父
彦
九
郎
願
置
候
通
御
　
　
　
藤
井
喜
内
　
　
　

　
　
　
　
知
行
百
石
被
下
置
、
家
督
　

親
類
大
嶋
亀
五
郎
　
　

　
　
　
　
無
相
違
被
仰
付
之

　
　
　
　
　
只
今
迄
被
下
置
候
御
宛
行
差
上
候
様

　
　
　
　

　
　
　
　
九
郎
右
衛
門
娘
斎
宮
へ
縁
　
　
　
望
月
九
郎
右
衛
門

　
　
　
　
組
、
双
方
願
之
通
被
仰
付
　
　
　
金
井
斎
宮
　
　
　

　
　
　
　
之

　
　
　
　

　
　
　
　
出
精
相
勤
候
付
、
一
生
之
　
　
　
成
本
治
郎
左
衛
門

　
　
　
　
内
御
広
間
帳
付
申
付
之
、

　
　
　
　
弐
人
御
扶
持
被
下
置
候

　
　
　
　

　
　
　
　
近
年
御
参
府
・
御
帰
城
之
　
　
　
右
　
同
　
人
　
　

　
　
　
　
節
毎
度
御
供
相
勤
、
御
道

　
　
　
　
中
人
配
等
御
都
合
宜
取
計
、
事
馴
罷
在
候
付
、
以
来

御
往
来
之
節
ハ
御
供
小
頭
助
申
渡
候

　
　
　
　
右
之
節
万
端
是
迄
之
通
相
心
得
、
御
供
小
頭
申
合
、

御
用
弁
宜
様
心
懸
、
可
相
勤
候

　
　
　
　

　
　
　
　
跡
小
頭
之
儀
悴
可
申
立
候
、
　
　
右
　
同
　
人
　
　

　
　
　
　
悴
無
之
ハ
跡
小
（
頭
）
触

　
　
　
　
立
置
、
組
取
扱
為
仕
、
心
静
ニ
養
子
仕
、
小
頭
之
儀

可
申
立
候

　
　
　
　

　
　
　
　
　
右
大
日
方
蔵
左
衛
門
申
渡
之

　
　
　
　

一
　
同
廾
四
日
　

　
　
　
　
及
老
年
其
上
多
病
ニ
罷
成
、
　
　
長
命
半
右
衛
門
　

　
　
　
　
御
用
難
相
勤
付
隠
居
、
悴

　
　
　
　
与
左
衛
門
へ
只
今
迄
拝
領
之
御
切
米
金
七
両
弐
分
・

五
人
御
扶
持
願
之
通
被
下
置
候

　
　
　
右
者
当
十
八
日
於
江
戸
表
御
吟
味
役
助
篠
崎
屯
申
渡
候

段
、
白
川
寛
蔵

申
遣
候

　
　
　
　

一
　
同
廾
五
日
　
於
御
用
番
大
日
方
蔵
左
衛
門
へ
被
仰
渡
、
左

之
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
去
年
若
宮
村
由
幾
次
郎
・
　
　
　
坂
本
常
左
衛
門
　

　
　
　
　
徳
右
衛
門
詮
議
一
件
付
、

　
　
　
　
同
役
共
幷
職
奉
行
手
附
・
同
心
共
へ
右
村
方
之
も
の

共

音
物
等
い
た
し
候
由
、
常
左
衛
門
儀
年
来
職
方

物
書
相
勤
候
事
付
、
同
役
幷
右
同
人
共
へ
常
々
申
教

可
仕
候
処
不
行
届
、
其
上
右
音
物
之
事
不
存
義
有
之

間
敷
処
、
職
奉
行
所
へ
も
不
申
立
差
置
候
儀
、
全
同

意
之
筋
相
聞
不
埒
之
事
候

　
　
　
　
依
之
職
奉
行
所
物
書
退
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
去
七
月
十
一
日
外
出
留
守
　
　
　
海
沼
与
惣
兵
衛
　

　
　
　
　
へ
若
宮
村
之
も
の

弐
朱

　
　
　
　
判
相
送
候
処
、
音
物
決
而
受
用
不
罷
成
趣
、
常
々
宿

之
も
の
ニ
申
付
置
候
付
、
其
段
相
断
候
処
、
梅
応
院

地
内
へ
罷
越
、
戻
ニ
立
寄
可
申
ニ
付
、
夫
迄
預
り
呉

候
様
任
申
預
り
置
、
早
速
町
宿
致
詮
議
候
得
と
も
、

若
宮
村
之
も
の
不
居
合
候
ニ
付
、
七
月
十
六
日
町
宿

之
も
の
召
呼
、
右
弐
朱
判
指
戻
候
者
、
音
物
受
用
難

成
段
常
々
宿
元
ニ
申
置
候
程
之
存
寄
候
者
、
右
躰
音

物
も
有
之
間
敷
義
、
縦
令
村
方
之
も
の
心
得
違
、
音

物
持
参
い
た
し
候
共
早
速
可
差
戻
義
、
村
方
之
も
の

不
居
合
候
ハ
ヽ
、
当
日
か
翌
日
迄
ニ
ハ
町
宿
之
も
の

召
呼
、
可
差
戻
候
処
無
其
儀
数
日
留
置
、
等
閑
之
致

し
方
不
埒
之
事
候
、
仍
之
申
付
方
有
之
候
得
共
、

常
々
強
而
如
何
敷
風
聞
も
不
相
聞
候
付
、
咎
之
不
及

沙
汰
候
、
職
奉
行
所
物
書
退
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
去
七
月
十
八
日
頃
若
宮
村
　
　
　
近
藤
三
郎
治
　
　

　
　
　
　
清
右
衛
門
礼
物
と
し
て
金

　
　
　
　
壱
分
持
参
候
処
、
音
物
決
而
不
致
受
用
候
段
相
断
、

即
刻
同
人
へ
差
戻
候
旨
、
平
日
右
躰
心
懸
、
潔
白
之

趣
相
分
候
ハ
ヽ
若
宮
村
之
も
の
共
音
物
持
参
致
間
敷

処
、
平
日
等
閑
之
筋
有
之
趣
相
見
、
右
躰
之
義
有
之

如
何
敷
事
候
、
依
之
申
付
方
有
之
候
へ
共
、
此
度
者

咎
之
不
及
沙
汰
、
職
奉
（
行
）
所
物
書
退
役

　
　
　
　

職
方
物
書
小
頭

同
断

同
断
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右
三
人
共
已
後
小
頭
・
定
府
之
役
筋
申
付
候
義
不
相
成

候

　
　
　
　
去
二
月
廾
五
日
・
三
月
朔
　
　
　
　
　
門
右
衛
門
　

　
　
　
　
日
・
同
十
五
日
・
五
月
七
　
　
　
　
　
甚
三
郎
　
　

　
　
　
　
日
若
宮
村
へ
罷
越
候
節
、
　
　
　
　
　
瀧
右
衛
門
　

　
　
　
　
同
村
之
も
の
共
為
酒
代
金
　
　
　
　
　
清
左
衛
門
　

　
　
　
　
子
等
差
出
候
付
、
右
躰
之

　
　
　
　
品
決
而
受
用
難
成
段
申
断
候
得
共
、
達
而
申
聞
候
付

預
り
置
、
寄
親
へ
可
申
立
与
存
候
得
共
、
御
法
度
之

事
付
、
村
方
難
渋
ニ
も
可
成
与
隠
置
、
右
金
子
七
月

十
五
日
・
十
六
日
・
十
七
日
指
戻
候
旨
申
之
、
右
躰

御
法
度
之
筋
存
候
ヘ
ハ
夫
々
役
頭
へ
申
立
、
吟
味
有

之
候
へ
ハ
已
後
御
法
度
背
候
も
の
も
無
之
処
隠
置
、

全
致
私
欲
、
詮
議
之
上
相
偽
取
拵
申
立
候
筋
相
聞
、

重
々
不
届
至
極
付
急
度
可
申
付
候
得
共
、
以
御
情
不

及
咎
隠
居
申
付
候
、
御
用
可
立
跡
目
早
速
寄
親
へ
可

申
立
候
、
尤
以
後
代
番
等
相
勤
候
事
不
相
成
候

　
　
　
　
去
三
月
十
八
日
若
宮
村
之
　
　
　
　
　
喜
三
郎
　
　

　
　
　
　
も
の
戸
〆
之
節
、
為
酒
代

　
　
　
　
金
壱
分
弐
朱
同
村
之
も
の
差
出
候
処
、
受
用
難
成
旨

申
断
差
戻
候
処
、
七
月
十
七
日
類
焼
見
廻
礼
旁
、
右

金
子
若
宮
村
武
右
衛
門
持
参
之
処
、
留
守
ニ
付
差
置

帰
候
得
共
、
可
受
取
筋
無
之
付
、
同
月
廾
四
日
武
右

衛
門
方
へ
指
戻
候
旨
、
右
躰
掟
背
候
も
の
有
之
ハ
其

筋
へ
申
立
、
吟
味
有
之
候
得
者
以
後
心
得
違
之
も
の

無
之
処
隠
置
、
数
日
右
金
子
留
置
候
儀
、
全
致
私
欲
、

詮
議
之
上
取
拵
申
分
之
筋
ニ
相
聞
、
不
届
至
極
候
、

依
之
急
度
可
申
付
候
得
共
、
以
御
情
重
不
及
咎
、
隠

居
申
付
候
、御
用
可
立
跡
目
早
速
寄
親
へ
可
申
立
候
、

尤
以
後
代
番
等
相
勤
候
事
不
相
成
候

　
　
　
　
去
三
月
十
八
日
若
宮
村
へ
　
　
　
　
　
伴
蔵
　
　
　

　
　
　
　
罷
越
候
節
、
酒
代
目
録
差

　
　
　
　
出
候
得
共
、
可
致
受
用
筋
無
之
付
、
即
斎
差
戻
候
由
、

七
月
十
二
日
親
七
太
夫
へ
、
於
途
中
若
宮
村
役
人
金

壱
分
伴
蔵
へ
届
呉
候
之
様
頼
候
処
、
七
大
夫
其
後
病

気
ニ
而
平
臥
故
失
念
、
八
月
下
旬
右
之
趣
七
大
夫
申

聞
候
付
、
同
月
廾
二
日
右
金
子
村
役
人
へ
為
相
戻
候

旨
申
之
候
得
共
、
外
ニ
証
拠
も
無
之
義
、
親
病
気
ニ

候
共
数
日
失
念
、
可
捨
置
筋
有
之
間
敷
儀
、
全
致
私

欲
候
得
共
、
右
一
件
詮
議
付
無
拠
彼
是
取
拵
、
偽
申

立
候
筋
相
聞
、
不
届
至
極
候
、
依
之
急
度
可
申
付
候

得
共
、
以
御
情
重
不
及
咎
、
隠
居
申
付
候
、
可
御
用

立
跡
目
早
速
寄
親
へ
可
申
立
候
、
尤
已
後
代
番
等
相

勤
候
事
不
相
成
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
組
下
門
右
衛
門
・
甚
三
郎
　
　
　
宮
本
勇
右
衛
門
　

　
　
　
　
・
伴
蔵
・
瀧
右
衛
門
・
清
　
　
　
馬
場
傳
右
衛
門
　

　
　
　
　
左
衛
門
・
喜
三
郎
、
職
奉

　
　
　
　
行
所
手
附
申
付
置
候
処
、
私
欲
之
筋
相
聞
、
不
届
付

咎
申
付
候
、
重
役
所
附
之
事
付
、
常
々
右
躰
之
義
心

付
、
可
申
含
之
処
無
其
儀
、
等
閑
之
事
候
、
以
来
万

端
心
付
、
役
所
之
も
の
へ
ハ
別
而
入
念
、
右
躰
之
儀

無
之
様
可
申
含
候

　
　
　
　
　
右
之
趣
可
申
渡
候

　
　
　
　
　
御
普
請
奉
行
中

　
　
　
　

一
　
同

日
　
九
ツ
時
大
日
方
蔵
左
衛
門
宅
ニ
お
い
て
右
之

者
共
召
呼
申
渡
候

一
　
同

日
　
五
時
過
師
岡
十
郎
右
衛
門
於
御
役
宅
申
渡
左

之
通
、
金
井
甚
五
左
衛
門
・
徳
田
神
一
郎
・

望
月
九
郎
右
衛
門
・
前
嶋
四
郎
右
衛
門
出
座

　
　
　
　
右
之
者
共
去
年
中
同
村
由
　
　
　
　
　
武
右
衛
門
　

　
　
　
　
幾
次
郎
・
徳
右
衛
門
出
入
　
　
　
　
　
清
右
衛
門
　

　
　
　
　
一
件
付
、
職
奉
行
所
手
附
　
　
　
　
　
郡
七
　
　
　

　
　
　
　
・
物
書
幷
同
心
共
へ
致
音
　
　
　
　
　
忠
八
　
　
　

　
　
　
　
物
、
其
外
大
目
付
家
来
迄

　
　
　
　
へ
も
致
音
物
、
兼
々
申
付
候
掟
相
背
、
其
上
職
奉
行

所
迄
へ
も
可
致
音
物
旨
、
証
蓮
寺
・
八
幡
寺
へ
申
談

候
趣
、
一
々
法
度
相
背
、
重
々
不
届
至
極
候
、
依
之

御
郡
中
為
心
得
重
科
可
申
付
候
得
共
、
以
御
憐
愍
重

咎
ニ
不
及
処
払

　
　
　
　
御
役
人
幷
手
附
へ
音
物
之
　
　
　
　
　
徳
右
衛
門
　

　
　
　
　
儀
、
兼
々
御
法
度
之
処
、
　
　
　
　
　
市
郎
左
衛
門

　
　
　
　
去
年
中
徳
右
衛
門
咎
免
出
　
　
　
　
　
新
左
衛
門
　

　
　
　
　
牢
之
節
、
職
奉
行
所
幷
手
　
　
　
　
　
弁
右
衛
門
　

　
　
　
　
附
・
小
頭
・
同
心
へ
為
謝

　
　
　
　
礼
目
録
送
可
申
趣
、
段
々
詮
議
之
上
申
之
、
掟
相
背

重
々
不
届
付
、
手
鎖
懸
今
夕
村
預

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
去
年
中
、
原
五
十
馬
方
ニ
　
　
　
　
　
久
兵
衛
　
　

　
　
　
　
相
勤
候
内
、
主
人
兼
々
申
　
　
　
　
当
時
馬
場
丁
差
口

又
左
衛
門
同
宅
罷
在

　
　
　
　
付
置
候
掟
相
破
、
若
宮
村

　
　
　
　
之
も
の
共

音
物
致
受
用
、
　
　
　
　
吉
郎
右
衛
門

　
　
　
　
不
届
至
極
候
、
依
之
手
鎖

　
　
　
　
戸
〆
所
預

傳
右
衛
門
組

勇
右
衛
門
組

勇
右
衛
門
組

傳
右
衛
門
組

小
頭

若
宮
村

若
宮
村

大
林
寺
地
中

東
福
寺
村
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兼
々
御
役
人
幷
手
附
等
へ
　
　
　
　
　
曾
兵
衛
　
　

　
　
　
　
音
物
御
法
度
之
趣
乍
存
、

　
　
　
　
去
年
中
同
村
由
幾
次
郎
・
徳
右
衛
門
出
入
中
、
職
奉

行
所
手
附
等
へ
同
村
之
者
共

賄
賂
音
物
致
し
候
儀
、

乍
存
不
差
押
、
却
而
同
意
之
趣
相
聞
、
殊
ニ
由
幾
次

郎
預
申
付
置
候
処
取
逃
、
重
詮
議
筋
相
懸
候
も
の
別

而
大
切
相
守
、
番
人
等
へ
も
入
念
可
申
付
候
処
等
閑

之
儀
、
名
主
役
乍
相
勤
不
行
届
取
計
、
重
々
不
届
至

極
候
、
依
之
重
咎
可
申
付
候
へ
共
、
以
御
情
不
及
其

儀
、
役
目
幷
頭
立
召
放
、
手
鎖
懸
戸
〆
村
預

　
　
　
　
村
役
相
勤
音
物
等
御
法
度
　
　
　
　
　
孫
左
衛
門
　

　
　
　
　
之
義
乍
存
居
、
去
年
中
由

　
　
　
　
幾
次
郎
・
徳
右
衛
門
出
入
中
、
同
村
之
者
共
御
役
人

・
手
附
へ
賄
賂
等
取
繕
候
義
及
承
候
ハ
ヽ
、
掟
通
可

申
含
之
処
無
其
儀
、
不
念
之
至
候
、
其
上
由
幾
次
郎

預
申
付
置
候
処
取
逃
候
段
、
重
詮
議
相
懸
候
も
の
別

而
大
切
ニ
相
心
得
、
番
人
等
無
油
断
可
申
含
之
処
等

閑
之
至
、
不
届
付
手
鎖
懸
村
預

　
　
　
　
右
両
人
之
者
悴
共
、
去
年
　
　
　
　
　
文
左
衛
門
　

　
　
　
　
中
同
村
由
幾
次
郎
・
徳
右
　
　
　
　
　
与
五
右
衛
門

　
　
　
　
衛
門
咎
一
件
付
、
御
役
人

　
　
　
　
・
手
附
等
へ
致
賄
賂
候
義
、
不
存
義
有
之
間
敷
処
不

押
掟
、
為
相
背
不
届
之
至
候
、
依
之
手
鎖
懸
村
預

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
同
村
由
幾
次
郎
詮
議
筋
有
　
　
　
　
　
喜
右
衛
門
　

　
　
　
　
之
、
預
申
付
置
候
処
、
正
　
　
　
　
　
万
七
　
　
　

　
　
　
　
月
晦
日
夜
取
逃
、
其
節
夜

　
　
　
　
番
乍
相
勤
等
閑
之
至
不
埒
付
、
急
度
尋
出
可
訴
出
旨

申
付
候
処
、
再
応
日
延
相
願
不
届
至
極
候
、
依
之
手

鎖
懸
村
預

　
　
　
　
同
村
由
幾
次
郎
預
申
付
置
　
　
　
　
　
圓
右
衛
門
　

　
　
　
　
候
処
欠
外
之
旨
、
重
詮
議
　
　
　
　
　
善
吉
　
　
　

　
　
　
　
相
懸
り
候
も
の
候
義
大
切

　
　
　
　
ニ
相
心
得
、
番
人
等
無
油
断
可
申
含
処
等
閑
之
義
、

不
埒
付
急
度
可
申
付
候
処
、以
御
情
咎
之
不
及
沙
汰
、

以
来
入
念
大
切
可
相
勤
旨

　
　
　
　
同
村
平
七
義
詮
議
筋
有
之
　
　
　
　
　
三
　
役
　
人

　
　
　
　
処
、
先
達
而
致
出
奔
不
届
　
　
　
　
　
平
七
親
類
共

　
　
　
　
付
、
其
砌
早
速
尋
出
可
訴

　
　
　
　
出
旨
申
付
置
候
処
、
今
以
不
訴
出
不
埒
之
事
候
、
弥

以
行
衛
相
尋
、
知
次
第
早
速
可
申
出
旨

　
　
　
　

　
　
　
右
之
趣
可
被
申
渡
候

　
　
　
　
　
職
奉
行
中

　
　
　
　
　
町
奉
行
中

　
　
　
　
　
郡
奉
行
中

　
　
　
　
去
年
中
若
宮
村
由
幾
次
郎
　
　
　
八
　
幡
　
寺
　
　

　
　
　
　
・
徳
右
衛
門
就
出
入
、
咎

　
　
　
　
之
者
共
へ
免
之
節
、
右
親
類
共
迄
一
同
、
職
奉
行
所

其
外
御
役
人
へ
致
音
物
度
旨
任
相
頼
、
職
奉
行
所
へ

其
段
内
々
申
立
候
旨
御
領
分
罷
在
、
常
々
賄
賂
音
物

堅
停
止
之
趣
可
存
義
、
村
方
之
者
心
得
違
、
右
躰
之

儀
相
頼
候
共
致
教
訓
、
掟
通
相
守
候
様
可
取
計
義
殊

師
、
且
又
ハ
居
村
等
之
縁
を
以
訴
訟
取
懸
候
ハ
ヽ
、

実
情
を
以
可
致
訴
訟
之
処
、
礼
謝
を
受
訴
訟
致
し
候

段
、
実
意
失
候
致
方
不
埒
之
事
候
、
依
之
申
渡
方
有

之
候
得
共
、
以
御
情
重
不
及
御
沙
汰
、
慎
可
被
申
渡

候

　
　
　
　
去
年
中
若
宮
村
之
者
共
任
　
　
　
證
　
蓮
　
寺
　
　

　
　
　
　
申
、
職
奉
行
所
へ
為
賄
賂

　
　
　
　
金
子
可
相
送
旨
同
所
江
罷
出
、
致
内
聞
候
処
不
相
成

趣
挨
拶
有
之
付
、
右
金
子
同
村
清
右
衛
門

借
受
候

旨
申
之
候
、都
而
賄
賂
之
筋
者
、堅
ク
停
止
之
趣
兼
々

可
存
処
、
村
方
之
者
任
申
、
重
役
所
へ
右
躰
之
儀

申
込
、
不
相
成
趣
承
、
右
金
子
借
受
、
寺
用
相
立
候

之
義
、
僧
家
之
取
計
有
之
間
敷
事
候
、
村
方
百
姓
共

心
得
違
有
之
候
共
、
筋
違
之
儀
者
致
教
訓
、
不
法
之

義
無
之
様
可
申
教
処
、却
而
賄
賂
取
持
ケ
間
敷
相
聞
、

身
振
柄
不
似
合
之
致
方
、
不
埒
之
事
候
、
仍
之
申
渡

方
有
之
候
得
共
、
以
御
情
重
不
及
御
沙
汰
、
慎
可
被

申
渡
候

　
　
　
　
　
職
奉
行
中

一
　
同

日
　
九
時
過
将
監
殿
宅
ニ
お
い
て
被
仰
渡
、
左
之

通

　
　
　
　

　
　
　
　
各
御
役
方
之
儀
ハ
詮
議
之
　
　
　
長
井
四
郎
右
衛
門

　
　
　
　
筋
ニ
寄
、
人
之
一
命
ニ
も
　
　
　
師
岡
十
郎
右
衛
門

　
　
　
　
及
候
程
之
重
御
役
筋
ニ
付
、

　
　
　
　
理
非
明
白
ニ
相
糾
、
万
事
正
路
ニ
取
計
、
手
附
・
物

書
・
同
心
迄
常
々
右
之
意
味
申
教
、
毎
時
潔
白
ニ
可

取
計
之
旨
、
去
年
中
手
附
・
物
書
・
同
心
迄
若
宮
村

之
者
共

賄
賂
致
受
用
、
不
届
至
極
ニ
付
、
夫
々
咎

申
付
候
、
先
達
厳
重
相
勤
候
様
被
仰
出
候
趣
も
等
閑

若
宮
村
去
申
も
名
主

若
宮
村
長
百
姓

若
宮
村

正
月
晦
日
夜
由
幾
次
郎
村
番
人

若
宮
村
本
郷
名
主

長
百
姓

向
八
幡
村

同
村

若
宮
村

寺
町
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ニ
相
心
得
、
手
附
へ
申
付
不
行
届
、
右
躰
之
義
不
埒

之
事
思
召
候
、
仍
之
遠
慮
被
仰
付
之

　
　
　
　

一
　
　
　
　
　
　
長
井
四
郎
右
衛
門
病
気
付
御
呼
出
無
之
、
連

名
御
書
付
申
通
候
様
、
師
岡
十
郎
右
衛
門
へ

被
仰
渡
候

○
　
三
月
三
日
　
上
巳
為
御
祝
儀
差
立
・
大
小
御
役
人
五
半
時

揃
、
於
大
書
院
例
之
通
御
祝
儀
申
上
ル

一
　
同
五
日
　
井
伊
掃
部
頭
様
去
月
晦
日
御
卒
去
被
成
候
付
、

若
殿
様
御
定
式
之
御
忌
服
被
為
受
候
、
依
之

来
ル
十
一
日
迄
諸
殺
生
・
鳴
物
停
止
、
万
端

相
慎
候
様
、
右
付
明
六
日
四
時

九
時
迄
之

内
月
番
宅
へ
罷
出
、
若
殿
様
御
機
嫌
相
伺
候

様
御
触

一
　
同
六
日
　
若
殿
様
御
機
嫌
伺
付
諸
士
御
用
番
へ
罷
出
申

候

一
　
同
十
五
日
　
武
芸
一
覧
被
仰
出
、
日
割
左
之
通

　
　
　
　
　
　
　
　
三
月
廾
九
日
　
　
　
　
　
射
芸

　
　
　
　
　
　
　
　
四
月
　
二
日
　
　
　
　
　
射
芸

　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
四
日
・
　
六
日
　
釼
術

　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
八
日
・
十
　
日
　
槍
術

　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
十
二
日
・
十
四
日
　
軍
学

　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
十
六
日
　
　
　
　
　
腰
廻
居
合

　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
十
八
日
・
二
十
日
　
乗
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

一
　
同
十
八
日
　
今
朝
於
評
定
所
左
之
通

　
　
　
　

　
　
　
　
思
召
有
之
付
、
閉
門
被
仰
　

煩
　
赤
沢
内
蔵
進
　
　

　
　
　
　
付
之
、
急
度
相
慎
可
罷
在
　

名
代
奥
山
左
平
太
　
　

　
　
　
　
候
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
道
寺
内
弥
左
衛
門
　

　
　
　
右
原
五
十
馬
申
渡
之

　
　
　
　

　
　
　
　
同
断
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
村
権
之
丞
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
道
奥
村
勘
八
　
　
　

　
　
　
右
玉
川
左
門
申
渡
之

　
　
　
　

　
　
　
　
思
召
有
之
付
、
逼
塞
被
仰
　
　
　
三
村
政
之
助
　
　

　
　
　
　
付
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
道
小
熊
弥
四
郎
　
　

　
　
　
右
赤
澤
助
之
進
申
渡
之

　
　
　
　

一
　
　
　
　
　
　
今
朝
四
時
御
用
番
宅
ニ
於
て
左
之
通

　
　
　
　

　
　
　
　
悴
七
郎
右
衛
門
儀
御
奉
公
　
　
　
師
岡
十
郎
右
衛
門

　
　
　
　
筋
為
見
習
度
旨
、
願
之
通
　
　
　
同
　
七
郎
右
衛
門

　
　
　
　
藤
田
典
膳
組
へ
御
番
入
被

　
　
　
　
仰
付
之

　
　
　
　
病
身
罷
成
、
寺
役
難
相
勤
　
　
　
開
　
善
　
寺
　
　

　
　
　
　
付
隠
居
、
末
寺
龍
泉
寺
順
　
　
　
大
　
善
　
寺
　
　

　
　
　
　
真
後
住
仕
度
旨
、
願
之
　
　
　
　
龍
　
泉
　
寺
　
　

　
　
　
　
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
思
召
有
之
付
、
遠
慮
被
仰
　
　
　
高
松
養
碩
　
　
　

　
　
　
　
付
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
井
九
郎
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
田
玄
道
　
　
　

　
　
　
　

一
　
　
　
　
　
　
木
村
縫
殿
助
於
宅
同
人
申
渡
、
左
之
通

　
　
　
　

　
　
　
　
思
召
有
之
付
、
遠
慮
被
仰
　
　
　
関
口
弥
七
郎
　
　

　
　
　
　
付
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
関
口
角
左
衛
門
　

　
　
　
　

　
　
　
　
右
同
断
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
口
甚
五
右
衛
門

　
　
　
　

一
　
　
　
　
　
　
岩
崎
主
米
於
宅
同
人
申
渡
、
左
之
通

　
　
　
　
右
同
断
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
嶋
十
左
衛
門
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
井
上
庄
兵
衛
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
野
五
左
衛
門
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
井
久
内
　
　
　

　
　
　
　

一
　
　
　
　
　
　
真
田
勘
ヶ
由
宅
ニ
お
い
て
右
同
断

　
　
　
　
右
同
断
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
勘
兵
衛
　
　

　
　
　
　

一
　
　
　
　
　
　
高
松
養
碩
・
立
田
玄
道
思
召
有
之
付
遠
慮
被

仰
付
候
、
乍
去
右
両
人
御
家
中
広
致
療
治
候

付
、
差
懸
り
病
人
等
有
之
、
可
致
迷
惑
者
ハ

御
家
中
へ
之
為
御
手
充
、
右
慎
中
も
病
躰
為

診
度
候
者
、
其
段
月
番
へ
申
立
候
様
、
演
説

可
致
旨
被
仰
渡
候

　
　
　
　

　
　
　
　
多
年
出
精
相
勤
候
付
、
増
　
　
　
河
原
舎
人
　
　
　

　
　
　
　
御
足
軽
拾
人
被
成
下
御
預

　
　
　
　

　
　
　
右
於
御
用
部
屋
被
仰
渡
候

　
　
　

　
　
　
　
姉
不
ん
義
未
年
若
之
儀
ニ
　
　
　
田
村
伊
三
郎
　
　

　
　
　
　
付
聟
養
子
仕
、
町
家
之
家

　
　
　
　
名
相
続
為
仕
度
之
旨
、
願
之
通
可
為
勝
手
次
第
候
、

　
　
　
　
其
段
可
被
申
渡
候

　
　
　
　
　
御
勘
定
吟
味
中

名
代
倉
科
村
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右
者
御
新
座
敷
下
之
間
ニ
於
て
高
山
平
十
郎
申
渡

　
　
　
　

　
　
　
右
之
通
三
月
十
一
日
付
ニ
而
江
戸
表
同
役

申
遣
候

　
　
　
　

一
　
三
月
廾
一
日
　

　
　
　
　
病
気
聢
与
無
之
、
御
役
難
　
　
　
白
川
八
右
衛
門
　

　
　
　
　
相
勤
付
、
願
之
通
御
役
被
　

名
代
磯
田
市
兵
衛
　
　

　
　
　
　
成
下
御
赦
免
之

　
　
　
　

　
　
　
　
先
達
而
於
江
府
勤
方
不
宜
　
　
　
竹
花
弥
一
左
衛
門

　
　
　
　
趣
相
聞
候
付
差
戻
、
於
此
　

親
類
志
村
善
太
郎
　
　

　
　
　
　
表
相
慎
罷
在
候
様
申
渡
候
　

同
道
片
岡
源
左
衛
門
　

　
　
　
　
処
、
以
御
情
今
度
御
免
申

　
　
　
　
付
候
、
自
今
万
端
相
慎
入
念
可
相
勤
候

　
　
　
　

　
　
　
右
例
之
通
御
用
番
於
宅
友
右
衛
門
申
渡
之

　
　
　
　

　
　
　
　
思
召
有
之
、
先
達
遠
慮
被
　
　
　
澤
　
十
右
衛
門
　

　
　
　
　
仰
付
置
候
処
、
今
度
被
成
　
　
　
宮
下
蔵
右
衛
門
　

　
　
　
　
下
御
免
候
、
自
今
相
慎
可

　
　
　
　
相
勤
旨
被
仰
付
之

　
　
　
右
玉
川
左
門
宅
ニ
お
い
て
同
人
申
渡
之

　
　
　

　
　
　
　
右
同
断
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恩
田
政
人
　
　
　

　
　
　
右
岩
崎
主
米
宅
ニ
お
い
て
右
同
断

　
　
　
　

一
　
　
　
　
　
　
赤
沢
内
蔵
進
久
々
労
疫
之
症
相
煩
、
其
上
内

損
仕
、
当
月
始

別
而
相
勝
不
申
候
処
、
此

度
蒙
御
咎
ニ
付
、
服
薬
等
も
定
而
仕
得
間
敷

付
、
奉
恐
入
候
得
共
、
何
分
御
医
師
へ
容
態

為
診
服
薬
為
仕
度
ニ
付
、
此
段
御
用
番
へ
相

伺
申
度
旨
、
石
倉
友
左
衛
門
・
寺
内
弥
次
右

衛
門

印
書
・
口
上
書
を
以
申
聞
候
付
、
御

用
番
へ
申
上
候
処
御
聞
済
被
成
、
右
病
躰
為

見
届
、
大
草
玄
常
被
仰
渡
、
見
届
九
郎
右
衛

門
罷
越
、
御
徒
目
付
・
御
大
工
召
連
、
潜
開

封
容
躰
見
届
、
其
段
御
用
番
へ
申
上
候

一
　
同
廾
二
日
　

　
　
　
　
其
方
大
病
之
趣
相
聞
候
付
、
　
　
赤
沢
内
蔵
進
　
　

　
　
　
　
重
々
以
御
情
快
気
迄
閉
門
　

名
代
寺
内
弥
次
右
衛
門

　
　
　
　
被
成
下
御
赦
免
候
、
痩
々
　

同
道
村
田
源
六
　
　
　

　
　
　
　
可
有
養
生
候

　
　
　
　

一
　
同
廾
五
日
　

　
　
　
　
不
行
跡
之
筋
相
聞
候
付
、
　
　
　
長
岡
左
平
太
　
　

　
　
　
　
遠
慮
申
付
之

　
　
　
右
御
用
番
於
宅
ニ
お
い
て
望
月
九
郎
右
衛
門
申
渡
之

　
　
　
　

　
　
　
　
思
召
有
之
付
、
遠
慮
被
仰
　
　
　
樋
口
角
兵
衛
　
　

　
　
　
　
付
之

　
　
　
右
真
田
勘
ヶ
由
宅
ニ
お
い
て
同
人
申
渡
之

　
　
　
　
手
鎖
所
預
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
兵
衛
　
　

　
　
　
　
手
錠
戸
〆
所
預
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
郎
右
衛
門

　
　
　
　

　
　
　
右
之
者
先
達
而
私
曲
之
儀
有
之
、
咎
申
付
置
候
処
、
其

砌

銘
（
々
）
菩
提
寺
度
々
罷
出
訴
訟
申
立
候
、
未
日

間
不
相
立
候
へ
共
、
以
御
情
咎
差
免
申
付
之
、
以
来
掟

通
急
度
可
相
守
旨

　
　
　
　
手
錠
戸
〆
村
預
ケ
　
　
　
　
　
　
　
　
徳
右
衛
門
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
郎
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
左
衛
門
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弁
右
衛
門
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
祖
兵
衛
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
手
錠
村
預
ヶ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孫
左
衛
門
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
左
衛
門
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
与
五
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
右
衛
門
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
万
七
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
右
之
者
共
先
達
而
私
曲
之
義
有
之
、
不
届
付

咎
申
付
置
候
処
、
其
砌
よ
り
銘
々
菩
提
寺

度
々
罷
出
、
訴
訟
申
立
候
、
未
日
間
不
相
立
、

容
易
難
差
免
候
得
共
、
耕
作
手
入
時
節
、
村

方
大
勢
之
も
の
難
儀
之
趣
ニ
付
、
格
段
之
御

情
を
以
咎
赦
免
申
付
之
、
以
来
掟
通
急
度
可

相
守
旨

　
　
　
　
　
　
　
右
各
伺
之
通
可
被
申
渡
候

　
　
　
　
　
　
　
　
職
奉
行
中
・
町
奉
行
中
・
郡
奉
行
中

　
　
　
　
　
　
右
申
渡
候
旨
師
岡
十
郎
右
衛
門
申
聞
候

　
　
　
　

一
　
三
月
廾
八
日
　

　
　
　
　
思
召
有
之
、
遠
慮
被
仰
付
　
　
　
高
松
養
碩
　
　
　

　
　
　
　
置
候
之
処
、
御
家
中
病
用

　
　
　
　
為
御
手
充
、
格
段
之
趣
を
以
早
速
被
成
下
御
免
候
、

　
　
　
　
自
今
相
慎
可
申
旨
被
仰
付
之

馬
場
町
差
口

東
福
寺
村

若
宮
村
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思
召
有
之
、
遠
慮
被
仰
付
　
　
　
三
井
九
郎
左
衛
門

　
　
　
　
置
候
処
、
常
々
御
用
向
出

　
　
　
　
精
相
勤
候
付
、格
段
之
趣
を
以
早
速
被
成
下
御
免
候
、

自
今
相
慎
可
申
旨
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
支
配
村
方
取
扱
宜
、
去
暮
　
　
　
長
谷
川
藤
五
郎
　

　
　
　
　
も
御
収
納
方
皆
済
之
趣
達

　
　
　
　
御
聴
、
格
段
出
精
付
被
成
下
御
意
之
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
支
配
村
去
暮
御
収
納
方
皆
　
　
　
東
条
与
一
郎
　
　

　
　
　
　
済
之
趣
達
御
聴
、
出
精
付

　
　
　
　
被
成
下
御
意
之

　
　
　
　

　
　
　
　
去
暮
越
石
之
方
皆
済
候
趣
　
　
　
入
　
藤
九
郎
　
　

　
　
　
　
達
御
聴
、
出
精
之
御
沙
汰
　
　
　
師
田
丈
右
衛
門
　

　
　
　
　
候
、
可
被
得
其
旨
候

　
　
　
　

　
　
　
　
思
召
有
之
、
先
達
而
遠
慮
　
　
　
竹
村
与
三
左
衛
門

　
　
　
　
被
仰
付
置
候
処
、
今
度
被

　
　
　
　
成
下
御
免
候
、
自
今
相
慎
可
相
勤
旨
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
思
召
有
之
、
遠
慮
被
仰
付
　
　
　
立
田
玄
道
　
　
　

　
　
　
　
置
候
之
処
、
御
家
中
病
用

　
　
　
　
為
御
手
充
、
格
段
之
趣
を
以
早
速
被
成
下
御
免
候
、

自
今
相
慎
可
申
旨
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
右
之
通
御
用
番
御
宅
ニ
於
て
被
仰
渡
候

　
　
　
　

　
　
　
　
思
召
有
之
、
先
達
而
遠
慮
　
　
　
近
藤
七
左
衛
門

　
　
　
　
被
仰
付
置
候
処
、
今
度
被

　
　
　
　
成
下
御
免
候
、
自
今
相
慎
可
相
勤
旨
被
仰
付
之

　
　
　
右
藤
田
典
膳
宅
ニ
於
て
同
人
申
渡
之

　
　
　
　

○
　
四
月
四
日
　

　
　
　
　
思
召
有
之
付
、
遠
慮
被
仰
　
　
　
三
井
寿
一
郎
　
　

　
　
　
　
付
之

　
　
　
　
　
御
用
番
於
御
長
屋
被
仰
渡

　
　
　
　

　
　
　
　
不
敬
之
筋
有
之
付
、
御
在
　
　
　
中
村
　
仲
　
　
　

　
　
　
　
所
へ
罷
帰
、
相
慎
可
罷
在

　
　
　
　
候

　
　
　
　
　
玉
川
弥
一
於
御
長
屋
同
人
申
渡
之

　
　
　
　

　
　
　
　
同
断
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
三
盛
　
　
　

　
　
　
　
　
冨
永
新
平
於
御
長
屋
右
同
断

　
　
　
　

　
　
　
右
三
月
廾
五
日
付
ニ
而
庄
作

申
遣
候

　
　
　
　

一
　
同
五
日
　
今
七
時
前
〆
木
兵
左
衛
門
長
屋
少
々
出
火
、

早
鐘
打
候
付
例
之
通

　
　
　
　

一
　
同
六
日
　

　
　
　
　
藤
右
衛
門
病
気
聢
与
無
之
、
　
　
石
倉
藤
右
衛
門
　

　
　
　
　
往
々
御
奉
公
難
相
勤
願
之
　

名
代
石
倉
金
右
衛
門
　

　
　
　
　
通
隠
居
、
只
今
迄
拝
領
之
　
　
　
同
　
伊
右
衛
門
　

　
　
　
　
御
知
行
六
拾
石
悴
伊
右
衛

　
　
　
　
門
へ
被
下
置
、
家
督
無
相
違
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
長
左
衛
門
病
気
聢
与
無
之
、
　
　
塚
本
長
左
衛
門
　

　
　
　
　
往
々
御
奉
公
難
相
勤
付
願
　

名
代
金
井
彦
右
衛
門
　

　
　
　
　
之
通
隠
居
、
只
今
迄
拝
領
　
　
　
同
　
八
百
八
　
　

　
　
　
　
之
御
切
米
金
四
両
・
籾
三

　
　
　
　
人
御
扶
持
悴
八
百
八
へ
被
下
置
、
家
督
無
相
違
被
仰

　
　
　
　
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
男
子
無
之
付
、
竹
村
与
三
　
　
　
大
嶋
多
吉
　
　
　

　
　
　
　
左
衛
門
次
男
勇
三
郎
聟
養
　
　
　
竹
村
与
三
左
衛
門

　
　
　
　
子
仕
度
旨
、
双
方
願
之
通
　
　
　
同
　
勇
三
郎
　
　

　
　
　
　
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
小
幡
長
右
衛
門
組
へ
御
番
入
　
　
河
口
要
吉
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
木
村
縫
殿
助
組
へ
同
断
　
　
　
　
常
田
金
平
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
玉
川
左
門
組
へ
同
断
　
　
　
　
　
福
田
伴
之
進
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
岩
崎
主
米
組
へ
同
断
　
　
　
　
　
関
根
嘉
膳
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
病
気
聢
与
無
之
、
往
々
御
　
　
　
西
村
伴
十
郎
　
　

　
　
　
　
奉
公
難
相
勤
付
願
之
通
隠
　

名
代
徳
嵩
甚
蔵
　
　
　

　
　
　
　
居
、
妹
致
養
女
、
実
方
従
　
　
　
同
　
与
吉
　
　
　

　
　
　
　
弟
荒
町
村
百
姓
長
蔵
悴
与

　
　
　
　
吉
致
聟
養
子
、
唯
今
迄
頂
戴
之
御
切
米
金
四
両
・
五

人
御
扶
持
被
下
置
、
跡
式
跡
役
共
申
付
之

　
　
　
　
　
金
井
甚
五
左
衛
門
申
渡
之

　
　
　
　

　
　
　
　
不
行
跡
之
筋
相
聞
候
付
、
　
　
　
中
村
　
仲
　
　
　

　
　
　
　
遠
慮
申
付
之

　
　
　
　
　
原
又
左
衛
門
申
渡
之
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同
断
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
村
駒
之
進
　
　

　
　
　
　
　
中
村
七
十
郎
申
渡
之

　
　
　
　

　
　
　
　
西
村
駒
之
進
不
行
跡
之
儀
　
　
　
中
村
七
十
郎
　
　

　
　
　
　
相
聞
候
付
、
遠
慮
申
付
候
、

　
　
　
　
乍
去
御
馬
病
気
等
有
之
候

　
　
　
　
者
召
呼
、
療
治
可
被
申
付
候
、
尤
右
之
趣
心
得
居
候

　
　
　
　
様
、
駒
之
進
へ
も
申
含
可
被
置
候
。

　
　
　
　

　
　
　
　
不
行
跡
之
筋
相
聞
候
付
、
　
　
　
伊
藤
三
盛
　
　
　

　
　
　
　
遠
慮
申
付
之

　
　
　
　
　
原
又
左
衛
門
於
宅
申
渡
候
由
、
同
人
申
聞

　
　
　
　

一
　
四
月
十
一
日
　

　
　
　
　
当
分
之
内
若
殿
様
御
守
役
　
　
　
小
野
喜
平
太
　
　

　
　
　
　
助
兼
相
勤
候
様
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
若
殿
様
御
側
御
納
戸
加
役
　
　
　
佐
久
間
一
学
　
　

　
　
　
　
兼
相
勤
候
様
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
若
殿
様
御
刀
番
加
役
兼
同
　
　
　
児
玉
友
之
進
　
　

　
　
　
　
断

　
　
　
　
若
殿
様
御
小
姓
被
仰
付
之
　
　
　
小
松
文
治
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
右
江
戸
表
御
用
部
屋
ニ
而
被
仰
渡
候

　
　
　
　

　
　
　
　
先
達
而
遠
慮
被
仰
付
置
候
　
　
　
三
井
寿
一
郎
　
　

　
　
　
　
処
御
用
多
付
、
格
段
之
義

　
　
　
　
を
以
遠
慮
御
免
被
成
下
候
、
自
今
相
慎
可
相
勤
候

　
　
　
　

　
　
　
　
思
召
有
之
付
、
逼
塞
被
仰
　

煩
　
畑
　
権
大
夫
　
　

　
　
　
　
付
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
池
村
八
大
夫
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
道
鈴
木
峯
次
郎
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
右
同
断
、
御
用
番
於
御
長
屋
被
仰
付
候

　
　
　
　

　
　
　
　
同
断
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
保
左
十
郎
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
思
召
有
之
付
、
遠
慮
被
仰
　
　
　
長
岡
吉
右
衛
門
　

　
　
　
　
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
　
右
於
小
幡
長
右
衛
門
御
長
屋
同
人
申
渡
之

　
　
　
　

　
　
　
　
暫
之
内
御
取
次
加
役
相
勤
　
　
　
前
嶋
作
左
衛
門
　

　
　
　
　
候
之
様
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
暫
之
内
御
広
間
之
方
御
雇
　
　
　
根
来
佐
金
治
　
　

　
　
　
　
被
仰
付
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
川
大
之
助
　
　

　
　
　
　
　
右
当
人
共
申
聞
候

　
　
　
　

　
　
　
右
之
通
四
月
朔
日
被
仰
付
候
段
、
庄
作

申
遣
候

　
　
　
　

一
　
四
月
十
五
日
　

　
　
　
　
不
行
跡
之
筋
相
聞
、
不
埒
　

煩
　
小
山
浅
右
衛
門
　

　
　
　
　
之
至
ニ
候
、
依
之
閉
門
申
　

名
代
原
田
勝
之
助
　
　

　
　
　
　
付
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
道
田
中
理
右
衛
門
　

　
　
　
右
於
評
定
所
原
五
十
馬
申
渡
之

　
　
　
　

　
　
　
　
其
方
男
子
有
之
候
へ
共
虚
　
　
　
両
角
要
右
衛
門
　

　
　
　
　
弱
罷
在
、
其
上
病
身
付
、
　
　
　
山
浦
三
郎
兵
衛
　

　
　
　
　
山
浦
三
郎
兵
衛
養
弟
直
紀

　
　
　
　
聟
養
子
仕
度
旨
、
双
方
願
之
通
被
仰
付
之

　
　
　
右
御
用
番
宅
ニ
お
い
て
被
仰
渡
候

　
　
　
　

一
　
同
十
八
日
　

　
　
　
　
思
召
有
之
、
先
達
遠
慮
被
　
　
　
一
色
与
左
衛
門
　

　
　
　
　
仰
付
置
候
処
、
今
度
被
成

　
　
　
　
下
御
免
候
、
自
今
相
慎
可
相
勤
旨
被
仰
付
之

　
　
　
右
矢
澤
修
理
宅
ニ
於
て
同
人
申
渡
之

　
　
　
　

一
　
同
廾
一
日
　

　
　
　
　
唯
今
迄
借
地
罷
在
候
付
、
　
　
　
片
岡
源
左
衛
門
　

　
　
　
　
地
所
・
御
長
屋
拝
借
相
願

　
　
　
　
候
、
当
時
相
応
場
所
無
之
付
、
片
羽
町
御
用
地
之
内

弐
拾
参
坪
拝
借
願
之
通
申
付
候
、
御
郡
奉
行
へ
承
合

可
受
取
候

　
　
　
右
御
用
番
宅
ニ
お
い
て
四
郎
右
衛
門
申
渡
之

　
　
　
　

一
　
同
廾
二
日
　

　
　
　
　
其
方
嫡
子
秀
之
進
病
身
相
　
　
　
斎
田
左
盛
　
　
　

　
　
　
　
成
、
外
男
子
無
之
付
、
十
　
　
　
湯
本
十
学
　
　
　

　
　
　
　
学
二
男
甚
八
養
子
仕
度
旨
、
　
　
同
　
甚
八
　
　
　

　
　
　
　
双
方
願
之
通
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
其
方
二
男
清
之
助
嫡
子
仕
　
　
　
星
野
権
右
衛
門
　

　
　
　
　
度
之
旨
、
願
之
通
被
仰
付
　
　
　
同
　
清
之
助
　
　

　
　
　
　
之
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一
　
　
　
　
　
　
赤
沢
内
蔵
進
死
去
付
罷
越
、
見
届
仕
候
様
被

仰
渡
、
同
人
宅
江
罷
越
、
親
類
寺
内
弥
左
衛

門
立
合
見
届
候
処
、
何
之
相
替
義
も
無
之
、

病
死
相
違
無
御
座
候
段
、
口
上
書
を
以
御
用

番
江
御
届
申
上
候
、
九
郎
左
衛
門
罷
越

一
　
　
　
　
　
　
今
日
四
時
過
雨
宮
神
事
大
書
院
東
御
庭
へ
入
、

御
用
部
屋
席
幷
其
外
御
役
人
出
席
、
例
之
通

相
済

　
　
　
　

一
　
同
廾
五
日
　

　
　
　
　
不
行
跡
之
筋
相
聞
候
付
、
　
　
　
小
泉
佐
野
右
衛
門

　
　
　
　
遠
慮
申
付
之
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
清
五
郎
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
池
武
左
衛
門
　

　
　
　
右
御
用
番
宅
ニ
於
て
篠
崎
屯
申
渡
之

　
　
　
　

一
　
同
廾
八
日
　

　
　
　
　
思
召
有
之
付
、
遠
慮
被
仰
　

煩
　
白
川
八
右
衛
門
　

　
　
　
　
付
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
磯
田
市
兵
衛
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
同
断
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
正
徹
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
右
御
用
番
宅
ニ
於
て
被
仰
渡
候

　
　
　
　

　
　
　
　
同
断
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
山
吉
太
郎
　
　

　
　
　
右
木
村
縫
殿
助
宅
ニ
お
い
て
同
人
申
渡
之

　
　
　
　

　
　
　
　
同
断
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
志
村
友
之
丞
　
　

　
　
　
右
赤
澤
助
之
進
宅
ニ
お
い
て
右
同
断

　
　
　
　

　
　
　
　
同
断
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
口
利
左
衛
門
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
森
幾
太
　
　
　

　
　
　
右
真
田
勘
ヶ
由
宅
ニ
お
い
て
右
同
断

　
　
　
　

　
　
　
　
同
断
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
原
友
左
衛
門
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

煩
　
上
原
権
平
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
山
岸
文
右
衛
門
　

　
　
　
右
海
野
大
右
衛
門
宅
ニ
お
い
て
右
同
断

　
　
　
　

　
　
　
　
思
召
有
之
付
、
遠
慮
被
仰
　
　
　
山
田
正
徹
　
　
　

　
　
　
　
付
候
、
乍
去
御
家
中
療
治

　
　
　
　
等
可
有
之
付
、
差
懸
病
人
等
有
之
、
可
致
迷
惑
者
ハ
、

御
家
中
へ
之
為
御
手
充
、右
慎
中
も
病
躰
為
診
度
者
、

其
段
月
番
へ
申
立
候
之
様

　
　
　
右
演
説
被
仰
渡
候

　
　
　
　

○
　
五
月
三
日
　
面
を
深
く
隠
し
、
致
往
来
も
の
見
懸
候
ハ
ヽ

詮
議
名
前
相
糾
、
胡
乱
ニ
候
ハ
ヽ
召
捕
職
奉

行
所
へ
引
渡
候
様
、
左
も
無
之
候
ハ
ヽ
以
後

急
度
相
慎
候
様
ニ
申
教
候
様

一
　
　
　
　
　
　
途
中
御
侍
へ
会
釈
な
く
罷
通
候
者
候
ハ
ヽ
相

尋
、
以
後
御
侍
与
見
受
候
者
身
分
相
応
会
釈

仕
候
様
、
尤
夜
分
も
右
同
様
申
教
候
様
、
右

御
役
方
為
心
得
、
以
御
書
付
被
仰
渡
候

一
　
同
五
日
　
端
午
御
祝
義
差
立
・
大
小
御
役
人
五
半
時
揃

ニ
而
、
於
大
書
院
御
祝
義
申
上
ル
、
例
之
通

　
　
　
　

一
　
同
六
日
　

　
　
　
　
思
召
有
之
、
先
達
而
遠
慮
　
　
　
樋
口
角
兵
衛
　
　

　
　
　
　
被
仰
付
置
候
処
、
今
度
被

　
　
　
　
成
下
御
免
候
、
自
今
相
慎
、
可
相
勤
旨
被
仰
付
之

　
　
　
右
真
田
勘
ヶ
由
宅
ニ
お
い
て
同
人
申
渡
之

　
　
　
　

　
　
　
　
同
断
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
島
十
左
衛
門
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
笠
原
軍
平
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
野
五
左
衛
門
　

　
　
　
右
岩
崎
主
米
宅
ニ
お
い
て
木
村
縫
殿
助
申
渡
之

　
　
　
　

一
　
同
八
日
　
経
書
之
講
釈
岡
野
内
蔵
太
被
仰
付
、
於
評
定

所
講
日
一
六
与
相
極
、
四
時

罷
出
候
、
尤

内
蔵
太
御
家
中
へ
為
御
聞
被
遊
候
儀
付
、
甚

恐
入
候
段
申
立
候
得
共
、
押
而
被
仰
付
候
，

勝
手
次
第
右
日
限
罷
出
、
承
候
様
演
説
被
仰

渡
候

一
　
同
九
日
　
松
平
越
中
守
様
芙
蓉
之
間
御
役
人
へ
御
渡
被

成
候
御
心
得
書
、
各
心
得
ニ
も
可
相
成
義
も

可
有
之
間
、
見
置
候
様
御
渡
被
成
候
、
当
御

役

相
触
候
御
役
人
へ
も
、
無
急
度
当
御
役

為
見
候
様
被
仰
渡
候

一
　
同
十
日
　
於
評
定
所
岡
野
内
蔵
太
講
釈
評
定
所
相
止
、

於
御
用
屋
敷
一
六
四
時

、
右
之
趣
差
立
へ

演
説
致
候
様
被
仰
渡
候

　
　
　
　

一
　
同
十
一
日
　

　
　
　
　
思
召
有
之
、
先
達
而
遠
慮
　
　
　
関
口
甚
五
右
衛
門

　
　
　
　
被
仰
付
置
候
処
、
今
度
被

　
　
　
　
成
下
御
免
候
、
自
今
相
慎
可
相
勤
旨
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
同
断
　
　
　
　
　
　
　
　
　

煩
　
関
口
弥
七
郎
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
瀧
澤
太
左
衛
門
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右
木
村
縫
殿
助
宅
ニ
お
い
て
同
人
申
渡
之

　
　
　
　

　
　
　
　
思
召
有
之
、
先
達
而
逼
塞
　
　
　
遠
藤
小
右
衛
門
　

　
　
　
　
被
仰
付
置
候
処
、
今
度
被

　
　
　
　
成
下
御
免
候
、
自
今
相
慎
可
相
勤
旨
被
仰
付
之

　
　
　
右
矢
沢
修
理
宅
ニ
お
い
て
右
同
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
当
正
月
十
二
日
立
江
戸
表
　
　
　
　
　
新
助

　
　
　
　
江
之
飛
脚
龍
左
衛
門
任
願
、

　
　
　
　
為
名
代
差
遣
候
処
、
於
途
中
御
用
状
箱
紛
失
、
尋
之

節
偽
之
儀
相
答
、
其
後
ハ
病
気
之
由
ニ
而
答
方
一
向

不
相
分
候
ニ
付
、
養
生
之
儀
申
付
置
候
処
、
此
度
快

気
之
趣
訴
出
候
ニ
付
、
召
出
右
尋
候
処
、
一
々
申
分

無
之
段
申
聞
、
重
々
不
届
至
極
候
、
依
之
重
科
可
申

付
処
、
菩
提
寺
清
野
村
高
源
寺
度
々
罷
出
、
御
訴
訟

申
立
、私
欲
之
筋
不
相
聞
候
付
、以
御
情
不
及
重
咎
、

所
払
申
付
之

　
　
　
右
於
評
定
所
大
瀬
登
申
渡
之

　
　
　
　

一
　
同
十
二
日
　
岡
野
内
蔵
太
講
談
御
用
屋
敷
手
狭
ニ
付
、
於

御
城
一
六
四
時

講
談
致
候
付
、
演
説
被
仰

渡
候

　
　
　
　

一
　
同
十
五
日
　

　
　
　
　
病
気
聢
与
無
之
付
、
願
之
　
　
　
小
川
多
次
　
　
　

　
　
　
　
通
御
役
御
免
被
仰
付
之
　
　

名
代
小
川
友
衛
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
悴
濱
右
衛
門
御
奉
公
筋
為
　

煩
　
鈴
木
弥
惣
左
衛
門

　
　
　
　
見
習
度
旨
、
願
之
通
木
村
　

名
代
山
中
見
弥
　
　
　

　
　
　
　
縫
殿
助
組
へ
御
番
入
被
仰
　
　
　
鈴
木
濱
右
衛
門
　

　
　
　
　
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
悴
重
吉
御
奉
公
筋
為
見
習
　
　
　
高
久
右
文
　
　
　

　
　
　
　
度
旨
、
願
之
通
藤
田
典
膳
　
　
　
同
　
重
吉
　
　
　

　
　
　
　
組
へ
御
番
入
被
仰
付
之

　
　
　
　

一
　
同
十
六
日
　
大
般
若
御
執
行
、
例
之
通

　
　
　
　

　
　
　
　
家
督
之
御
礼
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
井
喜
内
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
倉
伊
右
衛
門
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
富
永
新
平
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塚
本
八
百
八
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
西
村
仙
吉
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
玄
徳
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
厚
木
伯
庸
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
御
通
懸
右
同
断
　
　
　
　
　
　
　
宮
本
民
衛
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
花
大
八
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
彦
左
衛
門
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
八
十
二
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
川
彦
之
進
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
隠
居
名
代
御
用
部
屋
へ
罷
　
　
　
石
倉
藤
右
衛
門
　

　
　
　
　
出
御
礼
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
金
井
伊
膳
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塚
本
長
左
衛
門
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
与
良
弥
門
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
正
徹
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
佐
久
間
一
学
　
　

　
　
　
　

一
　
五
月
廾
五
日

　
　
　
　
兵
蔵
病
気
聢
与
無
之
、
往
　
　
　
東
条
兵
蔵
　
　
　

　
　
　
　
々
御
奉
公
難
相
勤
付
願
之
　

名
代
小
野
里
三
左
衛
門

　
　
　
　
通
隠
居
、
悴
孫
之
丞
へ
唯
　
　
　
同
　
孫
之
丞
　
　

　
　
　
　
今
迄
拝
領
之
御
切
米
金
四

　
　
　
　
両
・
三
人
御
扶
持
被
置
、
家
督
無
相
違
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
内
藤
志
摩
守
様
御
家
来
利
　
　
　
矢
嶋
神
左
衛
門
　

　
　
　
　
根
川
茂
七
嫡
子
内
蔵
太
へ

　
　
　
　
妹
縁
組
、
願
之
通
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
松
山
瑞
白
妹
縁
組
、
願
之
　
　
　
寺
内
東
市
　
　
　

　
　
　
　
通
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
右
之
通
御
用
番
宅
ニ
お
い
て
被
仰
渡
候

　
　
　
　

　
　
　
　
忠
右
衛
門
実
子
無
之
付
、
　
　
　
大
里
忠
右
衛
門
　

　
　
　
　
弥
左
衛
門
養
弟
友
三
郎
養
　
　
　
矢
野
倉
弥
左
衛
門

　
　
　
　
子
仕
度
旨
、
双
方
願
之
通
　
　
　
同
　
友
三
郎
　
　

　
　
　
　
申
付
之
　
　
　
　
　
　
　
　

同
道
西
山
祖
兵
衛
　
　

　
　
　
右
於
同
所
友
右
衛
門
申
渡
之

　
　
　
　

一
　
同
廾
七
日
　

　
　
　
　
其
方
被
召
出
、
御
次
小
姓
　
　
　
三
村
力
三
郎
　
　

　
　
　
　
格
被
成
下
、
御
絵
師
申
付

　
　
　
　
之
、
致
剃
髪
可
相
勤
候
、
弐
人
御
扶
持
被
下
置
之

　
　
　
右
之
通
於
江
戸
表
杉
田
兵
馬
申
渡
候
段
、
当
廾
日
付
ニ

而
寛
蔵
申
遣
候
、
同
十
九
日
剃
髪
、
名
養
益
与
相
改

　
　
　
　

一
　
同
廾
八
日
　

　
　
　
　
不
行
跡
之
筋
相
聞
候
付
、
　
　
　
小
泉
佐
野
右
衛
門

吉
次
郎
組
龍
左
衛
門
名
代
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遠
慮
申
付
置
候
処
、
此
度

　
　
　
　
御
免
被
成
下
候
、
自
今
相
慎
相
勤
候
様
申
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
右
同
断
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
清
五
郎
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
池
武
左
衛
門
　

　
　
　
　

　
　
　
右
者
御
用
番
於
宅
大
日
方
蔵
左
衛
門
申
渡
之

　
　
　
　

　
　
　
　
不
行
跡
之
筋
相
聞
候
付
、
　
　
　
西
村
駒
之
進
　
　

　
　
　
　
遠
慮
申
付
置
候
処
、
御
免

　
　
　
　
被
成
下
置
候
、
自
今
相
慎
相
勤
候
様
申
付
之

　
　
　
右
同
断
中
村
七
十
郎
申
渡
之

　
　
　
　

○
　
六
月
二
日
　
今
朝
喰
違
於
御
用
屋
敷
御
足
軽
共
武
芸
見
分

有
之

　
　
　
　

　
　
　
　
思
召
有
之
、
先
達
遠
慮
被
　
　
　
山
田
正
徹
　
　
　

　
　
　
　
仰
付
置
候
処
、
御
家
中
病
　

名
代
山
田
玄
徳
　
　
　

　
　
　
　
用
為
御
手
充
被
成
下
御
免

　
　
　
　
候
、
自
今
相
慎
可
申
旨
被
仰
付
之

　
　
　
右
御
用
番
宅
ニ
お
い
て
被
仰
渡
候

　
　
　
　

　
　
　
　
不
行
跡
之
筋
相
聞
候
付
、
　
　
　
小
野
唯
右
衛
門
　

　
　
　
　
遠
慮
申
付
之

　
　
　
右
同
所
ニ
お
い
て
金
井
甚
五
左
衛
門
申
渡
之

　
　
　
　

　
　
　
　
思
召
有
之
、
先
達
遠
慮
被
　
　
　
高
野
勘
兵
衛
　
　

　
　
　
　
仰
付
置
候
処
、
今
度
被
成

　
　
　
　
下
御
免
候
、
自
今
相
慎
可
相
勤
旨
被
仰
付
之

　
　
　
右
真
田
勘
ヶ
由
宅
ニ
於
て
同
人
申
渡
之

　
　
　
　

　
　
　
　
同
断
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
井
久
内
　
　
　

　
　
　
右
岩
崎
主
米
於
宅
玉
川
左
門
申
渡
之

　
　
　
　

一
　
六
月
六
日
　

　
　
　
　
九
郎
右
衛
門
次
男
平
角
儀
　

煩
　
望
月
九
郎
右
衛
門

　
　
　
　
鵜
殿
方
へ
聟
養
子
差
遣
度
　

名
代
星
野
権
右
衛
門
　

　
　
　
　
旨
、
双
方
願
之
通
被
仰
付
之
　
　
池
田
鵜
殿
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
従
弟
佐
藤
富
弥
弟
半
弥
致
　
　
　
宮
澤
善
治
　
　
　

　
　
　
　
養
弟
、
高
野
数
右
衛
門
在

　
　
　
　
命
之
内
聟
養
子
差
遣
度
旨
、
願
之
通
申
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
高
野
数
右
衛
門
在
命
之
内
　
　
　
佐
藤
半
弥
　
　
　

　
　
　
　
願
置
候
之
通
其
方
致
聟
養

　
　
　
　
子
、
拝
領
之
御
切
米
籾
五
斗
入
廾
俵
・
三
人
御
扶
持

被
下
置
、
跡
式
跡
役
共
申
付
之

　
　
　
　

　
　
　
右
御
用
番
宅
ニ
お
い
て
金
井
甚
五
左
衛
門
申
渡
之

　
　
　
　

一
　
同
九
日
　
先
月
廾
一
日
付
ニ
而
左
之
通
申
来
ル

　
　
　
　

　
　
　
　
思
召
有
之
付
、
御
在
所
へ
　
　
　
古
沢
三
郎
　
　
　

　
　
　
　
罷
越
、
親
類
共
方
ニ
相
慎
　

名
代
前
田
喜
右
衛
門
　

　
　
　
　
罷
在
候
様
被
仰
付
之

　
　
　
右
小
幡
長
右
衛
門
御
長
屋
ニ
お
い
て
同
人
申
渡
之

　
　
　
　
養
母
義
者
其
侭
御
長
屋
ニ
相
慎
罷
在
候
様
、
是
又
長

右
衛
門
申
渡
之

　
　
　
　

　
　
　
　
其
方
妹
寺
内
東
市
方
へ
縁
　
　
　
松
山
瑞
白
　
　
　

　
　
　
　
組
仕
度
旨
、
願
之
通
被
仰

　
　
　
　
付
之

　
　
　
右
者
於
御
用
部
屋
被
仰
渡
候
由

　
　
　
　

　
　
　
　
思
召
有
之
付
、
遠
慮
被
仰
　

煩
　
鈴
木
弥
左
衛
門
　

　
　
　
　
付
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
池
村
八
大
夫
　
　

　
　
　
右
者
御
用
番
於
御
長
屋
被
仰
渡
候

　
　
　
　

　
　
　
　
先
達
而
行
跡
如
何
敷
筋
達
　
　
　
和
田
惣
摩
　
　
　

　
　
　
　
御
聴
候
、
乍
然
去
年
以
来
　

名
代
河
原
隼
之
進
　
　

　
　
　
　
精
勤
之
義
付
、
今
度
不
及

　
　
　
　
御
沙
汰
候
、
向
後
万
端
相
慎
不
敬
無
之
、
可
相
勤
旨

被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
同
断
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
日
方
牧
太
　

　
　
　
　

　
　
　
右
小
幡
長
右
衛
門
御
長
屋
ニ
お
い
て
同
人
申
渡
之

　
　
　
　

一
　
　
　
　
　
　
鈴
木
弥
左
衛
門
義
思
召
有
之
、
遠
慮
被
仰
付

候
処
、
公
辺
御
差
支
之
儀
も
有
之
付
、
奉
礼

　
　
　
　
　
　
　
文
幷
御
関
所
通
（
行
）
手
形
等
差
出
候
義
只

今
迄
之
通
、
其
外
万
端
右
ニ
准
し
被
仰
渡
候

段
、
当
御
役
方
へ
も
為
心
得
、
内
蔵
丞
殿
被

仰
渡
候
由

　
　
　
　
　
　
右
之
通
江
戸
表
同
役
よ
り
申
来
候
付
相
記
置

　
　
　
　

　
　
　
　
娘
儀
高
山
平
十
郎
悴
内
蔵
　
　
　
菅
沼
九
左
衛
門
　

　
　
　
　
進
へ
縁
組
仕
度
旨
、
願
之

　
　
　
　
通
被
仰
付
之

　
　
　
右
御
用
番
御
宅
ニ
お
い
て
被
仰
渡
候
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一
　
六
月
十
日
　
中
条
伊
勢
宮
ニ
お
い
て
砲
術
見
分
有
之

　
　
　
　

一
　
同
十
一
日
　

　
　
　
　
不
行
跡
之
筋
相
聞
候
付
、
　
　
　
長
岡
左
平
太
　
　

　
　
　
　
遠
慮
申
付
置
候
処
、
此
度

　
　
　
　
者
御
免
被
成
下
候
、
自
今
相
慎
相
勤
候
様
申
付
之

　
　
　
右
御
用
番
御
宅
ニ
於
て
今
井
甚
五
左
衛
門
申
渡
之

　
　
　
　

一
　
　
　
　
　
　
経
書
講
談
窪
田
岩
右
衛
門
稽
古
之
趣
を
以
申

入
候
、
順
講
致
候
様
小
山
田
主
膳
殿
被
仰
渡

候

　
　
　
　

一
　
同
十
二
日
　

　
　
　
　
亡
父
新
八
借
用
金
差
滞
、
　
　
　
石
川
新
八
　
　
　

　
　
　
　
及
公
訴
候
付
差
扣
、
相
伺
　

名
代
根
来
佐
金
治
　
　

　
　
　
　
候
差
扣
御
免
、
自
今
相
慎

　
　
　
　
候
様
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
御
通
懸
被
召
出
御
宛
行
頂
　
　
　
三
村
養
益
　
　
　

　
　
　
　
戴
之
御
礼

　
　
　
　

　
　
　
右
之
通
於
江
戸
表
当
朔
日
被
仰
付
候
段
、
寛
蔵
方

申

遣
候

　
　
　
　

一
　
同
十
五
日
　

　
　
　
　
亡
父
内
蔵
進
願
置
候
通
御
　
　
　
赤
沢
雄
太
郎
　
　

　
　
　
　
知
行
弐
百
石
被
下
置
、
家
　

同
道
石
倉
友
左
衛
門
　

　
　
　
　
督
無
相
違
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
先
達
而
逼
塞
被
仰
付
置
候
　
　
　
深
尾
松
隆
　
　
　

　
　
　
　
処
、
此
度
被
成
下
御
免
候
、
同
道
小
山
田
浅
之
進
　

　
　
　
　
自
今
相
慎
可
相
勤
旨
被
仰

　
　
　
　
付
之

　
　
　
右
御
用
番
御
宅
ニ
お
い
て
被
仰
渡
候

　
　
　
　

　
　
　
　
右
同
断
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
林
縫
殿
進
　
　

　
　
　
　

　
　
　
右
玉
川
左
門
湯
治
留
守
付
、
藤
田
典
膳
宅
ニ
お
い
て
同

人
申
渡
之

　
　
　
　

一
　
六
月
十
六
日
　
経
書
講
談
岡
野
内
蔵
太
出
府
付
、
今
日
切

ニ
而
相
済

一
　
　
　
　
　
　
内
蔵
太
出
府
付
講
談
致
中
絶
候
間
、
祢
津
神

平
殿
宅
ニ
於
て
一
ヶ
月
両
度
四
日
・
十
七
日

四
時

、
窪
田
岩
右
衛
門
稽
古
之
趣
を
以
致

順
講
候
様
、
小
山
田
主
膳
殿
被
仰
渡
候

　
　
　
　

一
　
同
十
九
日
　

　
　
　
　
思
召
有
之
付
、
先
達
而
遠
　
　
　
白
川
八
右
衛
門
　

　
　
　
　
慮
被
仰
付
置
候
処
、
此
度
　

名
代
磯
田
市
兵
衛
　
　

　
　
　
　
被
成
下
御
免
候
、
自
今
相

　
　
　
　
慎
可
相
勤
旨
被
仰
付
之

　
　
　
右
今
朝
四
時
御
用
番
於
宅
被
仰
渡
候

　
　
　
　

　
　
　
　
江
戸
詰
中
南
部
坂
於
御
屋
　
　
　
中
村
　
仲
　
　
　

　
　
　
　
敷
不
敬
之
趣
相
聞
候
付
、
　

同
道
中
村
与
右
衛
門
　

　
　
　
　
先
達
遠
慮
申
付
置
候
処
、

　
　
　
　
此
度
被
成
下
御
免
候
、
自
今
相
慎
可
相
勤
候

　
　
　
右
者
御
用
番
宅
ニ
お
い
て
原
又
左
衛
門
申
渡
之

　
　
　
　

　
　
　
　
右
同
断
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
三
盛
　
　
　

　
　
　
右
者
原
又
左
衛
門
宅
ニ
お
い
て
同
人
申
渡
之

　
　
　
　

　
　
　
　
思
召
有
之
、
先
達
而
遠
慮
　
　
　
志
村
友
之
丞
　
　

　
　
　
　
被
仰
付
置
候
処
、
今
度
御

　
　
　
　
免
被
成
下
候
、
自
今
相
慎
可
相
勤
旨
被
仰
付
之

　
　
　
右
赤
沢
助
之
進
於
宅
同
人
申
渡
之

　
　
　
　

　
　
　
　
右
同
断
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
山
吉
太
郎
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
口
利
左
衛
門
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
森
幾
太
　
　
　

　
　
　
右
関
山
吉
太
郎
儀
、
木
村
縫
殿
助
湯
治
留
守
付
、
真
田

勘
ヶ
由
宅
ニ
お
い
て
同
人
申
渡
之
、
其
外
両
人
勘
ヶ
由

於
宅
同
人
申
渡
之

　
　
　
　

　
　
　
　
右
同
断
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
原
友
左
衛
門
　

　
　
　
　

　
　
　
　
右
同
断
　
　
　
　
　
　
　
　

煩
　
上
原
権
平
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
飯
嶋
十
左
衛
門
　

　
　
　
　

　
　
　
右
海
野
大
右
衛
門
宅
ニ
お
い
て
同
人
申
渡
之

　
　
　
　

一
　
六
月
廾
一
日
・
廾
二
日
　
祭
礼
有
之
、
例
之
通

一
　
同
廾
四
日
　
当
八
日
付
江
戸
表

左
之
通
申
来

　
　
　
　

　
　
　
　
弟
半
弥
儀
宮
沢
善
治
へ
養
　
　
　
佐
藤
冨
弥
　
　
　

　
　
　
　
弟
差
遣
度
旨
、
願
之
通
申

　
　
　
　
付
之

　
　
　
　
　
御
用
部
屋
於
次
席
庄
作
申
渡
之
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先
達
遠
慮
被
仰
付
置
候
処
、
　
　
鈴
木
弥
左
衛
門
　

　
　
　
　
容
易
御
宥
恕
難
相
成
筋
候

　
　
　
　
得
共
、
御
用
多
之
処
出
精
相
勤
候
付
、
御
免
被
成
下

候
、
自
今
相
慎
可
相
勤
旨
被
仰
付
之

　
　
　
　
　
御
用
番
於
御
長
屋
被
仰
渡
候

　
　
　
　

　
　
　
　
悴
内
蔵
進
へ
菅
沼
九
左
衛
　
　
　
高
山
平
十
郎
　
　

　
　
　
　
門
娘
縁
組
仕
度
旨
、
願
之

　
　
　
　
通
被
仰
付
之

　
　
　
右
之
通
於
江
戸
表
被
仰
付
候
旨
、
同
役

申
遣
候

　
　
　
　

一
　
同
廾
五
日
　

　
　
　
　
大
右
衛
門
病
気
聢
与
無
之
、
　
　
森
　
大
右
衛
門
　

　
　
　
　
往
々
御
奉
公
難
相
勤
付
願
　

名
代
関
根
嘉
膳
　
　
　

　
　
　
　
之
通
隠
居
、
只
今
迄
拝
領
　
　
　
同
　
慶
治
　
　
　

　
　
　
　
之
御
切
米
弐
拾
人
御
扶
持

　
　
　
　
悴
慶
治
へ
被
下
置
、
家
督
無
相
違
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
御
役
替
御
元
方
御
金
奉
行
　
　
　
金
子
甚
左
衛
門
　

　
　
　
　
被
仰
付
之
　

　
　
　
　

　
　
　
　
御
役
替
御
払
方
御
金
奉
行
　
　
　
金
児
惣
左
衛
門
　

　
　
　
　
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
御
蔵
奉
行
被
仰
付
之
　
　
　
　
　
小
山
武
兵
衛
　
　

　
　
　
　

一
　
　
　
　
　
　
殿
様
当
廾
二
日
松
平
下
総
守
様
為
御
代
、
大

手
御
門
番
被
蒙
仰
候
段
、
申
来
候

一
　
同
廾
七
日
　
昨
夜
五
時
清
野
村
途
中
ニ
積
置
候
藁
焼
失
、

早
鐘
打
候
ニ
付
、
例
之
通
相
詰
ル

　
　
　
　

一
　
六
月
廾
九
日
　

　
　
　
　
不
行
跡
之
筋
相
聞
候
付
、
　
　
　
加
藤
直
記
　
　
　

　
　
　
　
遠
慮
申
付
之

　
　
　
右
之
通
御
用
番
於
御
長
屋
竹
村
大
蔵
申
渡
之

　
　
　
　

　
　
　
　
加
藤
直
記
遠
慮
申
付
候
、御
馬
病
気
等
有
之
節
召
呼
、

療
治
可
被
申
付
候
、
尤
右
之
趣
心
得
居
候
様
、
申
含

置
可
被
申
候

　
　
　
　
　
御
馬
役
中

　
　
　
　

　
　
　
　
不
敬
之
筋
相
聞
候
付
、
御
　
　
　
和
田
惣
摩
　
　
　

　
　
　
　
在
所
江
罷
帰
、
相
慎
居
候

　
　
　
　
様
被
仰
付
候

　
　
　
　

　
　
　
　
思
召
有
之
付
、
遠
慮
被
仰
　
　
　
根
村
助
之
丞
　
　

　
　
　
　
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
思
召
有
之
、
先
達
而
遠
慮
　
　
　
長
岡
吉
右
衛
門
　

　
　
　
　
被
付
候
処
、
此
度
被
成
下

　
　
　
　
御
免
候
、
以
来
万
端
相
慎
候
様
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
永
坂
御
長
屋
へ
引
移
候
様
　
　
　
右
　
同
　
人
　
　

　
　
　
　
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
右
之
通
小
幡
長
右
衛
門
於
御
長
屋
同
人
申
渡
之

　
　
　
右
当
廾
一
日
付
ニ
而
江
戸
表
同
役

申
遣
候

　
　
　
　

　
　
　
　
定
府
被
仰
付
之
　
　
　
　
　
　
　
北
沢
三
右
衛
門
　

　
　
　
右
於
御
用
部
屋
被
仰
渡
候
段
、
当
十
九
日
付
ニ
而
右
同

断

　
　
　
　

○
　
閏
六
月
二
日
　

　
　
　
　
思
召
有
之
、
先
達
而
逼
塞
　
　
　
岡
野
平
右
衛
門
　

　
　
　
　
被
仰
付
置
候
処
、
今
度
御
　

名
代
興
津
政
野
右
衛
門

　
　
　
　
免
被
成
下
候
、
自
今
相
慎
　

同
道
牧
野
丹
弥
　
　
　

　
　
　
　
候
様
被
仰
付
之

　
　
　
右
之
通
御
用
番
宅
ニ
お
い
て
被
仰
渡
之

　
　
　
　

　
　
　
　
同
断
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
塩
彦
左
衛
門
　

　
　
　
　

　
　
　
　
同
断
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
木
久
弥
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
小
松
早
之
丞
　
　

　
　
　
　

　
　
　
右
者
海
野
大
右
衛
門
宅
ニ
お
い
て
同
人
申
渡
之

　
　
　
　

一
　
同
六
日
　

　
　
　
　
御
賄
役
加
役
ニ
而
詰
中
、
　
　
　
堀
内
彦
大
夫
　
　

　
　
　
　
段
々
我
侭
之
取
計
方
、
渡
　

名
代
吉
田
源
左
衛
門
　

　
　
　
　
物
等
諸
人
為
致
難
渋
、
不

　
　
　
　
敬
之
儀
共
追
々
相
聞
、
御
孝
恩
忘
却
之
到
不
届
付
、

急
度
可
申
付
候
得
共
、
御
情
を
以
御
勘
定
役
取
上
小

頭
申
渡
之

　
　
　
右
者
今
朝
御
用
番
於
御
宅
望
月
九
郎
右
衛
門
申
渡
之

　
　
　
　

　
　
　
　
御
家
中
儒
学
為
御
聴
被
成
　
　
　
藤
井
藤
四
郎
　
　

　
　
　
　
候
付
、
折
々
罷
出
致
講
釈
　

同
道
立
田
宗
伯
　
　
　

　
　
　
　
候
様
、
右
付
三
人
御
扶
持

　
　
　
　
被
下
置
、
御
出
入
被
仰
付
之
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右
者
今
朝
御
用
番
宅
ニ
お
い
て
師
岡
十
郎
右
衛
門
申
渡

　
　
　
　
之

　
　
　
　

　
　
　
　
思
召
有
之
、
先
達
逼
塞
被
　
　
　
三
村
政
之
助
　
　

　
　
　
　
仰
付
置
候
処
、
今
度
御
免

　
　
　
　
被
成
下
候
、
自
今
相
慎
相
勤
候
様
被
仰
付
之

　
　
　
右
者
今
朝
赤
沢
助
之
進
於
宅
同
人
申
渡
之

　
　
　
　

一
　
同
六
月
九
日
　
儒
学
講
釈
御
家
中
へ
為
御
聴
被
遊
候
付
、

儒
者
藤
井
藤
四
郎
御
扶
持
被
下
置
、
御
出
入

被
仰
付
候
、
依
之
於
御
城
毎
月
四
日
・
十
四

日
・
二
十
四
日
論
談
、
四
時

致
講
談
候
、

承
度
も
の
ハ
御
用
透
之
節
勝
手
次
第
罷
出
、

承
候
様
演
説
被
仰
渡
候

　
　
　
　

一
　
同
十
日
　

　
　
　
　
其
方
儀
小
野
喜
太
右
衛
門
　
　
　
北
沢
三
右
衛
門
　

　
　
　
　
養
女
縁
組
仕
度
旨
、
願
之

　
　
　
　
通
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
藤
堂
和
泉
守
様
御
家
来
中
　
　
　
小
野
喜
太
右
衛
門

嶋
杢
之
進
娘
、
其
方
内
縁

　
　
　
　
有
之
付
致
養
女
、
北
沢
三
右
衛
門
へ
縁
組
仕
度
旨
、

願
之
通
被
仰
付
之

　
　
　
右
之
通
六
月
廾
八
日
付
ニ
而
原
九
郎
左
衛
門

申
遣
候

　
　
　
　

　
　
　
　
其
方
妻
之
妹
儀
、
牧
野
内
　
　
　
大
嶋
新
右
衛
門
　

　
　
　
　
膳
正
様
御
家
来
笠
間
兵
之

　
　
　
　
助
へ
縁
組
仕
度
旨
、
願
之
通
被
仰
付
之

　
　
　
右
之
通
六
月
廾
五
日
付
ニ
而
白
川
寛
蔵

申
遣
候

　
　
　
　

一
　
閏
六
月
十
一
日
　

　
　
　
　
思
召
有
之
、
先
達
而
逼
塞
　
　
　
志
村
勇
左
衛
門
　

　
　
　
　
被
仰
付
置
候
処
、
今
度
御

　
　
　
　
免
被
成
下
候
、
自
今
相
慎
相
勤
候
様
被
仰
付
之

　
　
　
右
者
今
朝
赤
沢
助
之
進
宅
ニ
お
い
て
同
人
申
渡
之

　
　
　
　

一
　
同
十
五
日
　

　
　
　
　
病
気
聢
無
之
、
往
々
御
奉
　
　
　
出
浦
半
平
　
　
　

　
　
　
　
公
難
相
勤
ニ
付
願
之
通
隠
　

名
代
前
島
右
京
　
　
　

　
　
　
　
居
、
悴
数
馬
へ
只
今
迄
拝
　
　
　
出
浦
数
馬
　
　
　

　
　
　
　
領
之
御
知
行
六
百
石
被
下

　
　
　
　
置
、
御
足
軽
拾
人
被
成
御
預
、
家
督
無
相
違
被
仰
付

之

　
　
　
右
者
御
用
番
宅
ニ
お
い
て
被
仰
渡
候

　
　
　
　

　
　
　
　
次
男
小
平
太
　
戸
田
因
幡
　
　
　
坂
西
喜
平
太
　
　

　
　
　
　
守
様
御
家
来
高
橋
藤
之
助

　
　
　
　
へ
養
子
差
遣
度
旨
、
願
之
通
申
付
之

　
　
　
右
者
御
用
番
於
宅
四
郎
右
衛
門
申
渡
之

　
　
　
　

　
　
　
　
弥
三
郎
男
子
無
之
付
、
喜
　
　
　
高
橋
喜
左
衛
門
　

　
　
　
　
左
衛
門
三
男
清
之
助
聟
養
　
　
　
同
　
清
之
助
　
　

　
　
　
　
子
仕
度
旨
、
双
方
願
之
通
　
　
　
宮
本
弥
三
郎
　
　

　
　
　
　
申
付
之

　
　
　
右
同
所
ニ
お
い
て
大
瀬
登
申
渡
之

　
　
　
　

一
　
同
十
七
日
　
神
平
殿
於
宅
岩
右
衛
門
講
釈
、
儒
者
藤
井
藤

四
郎
於
御
城
講
釈
致
候
付
、
今
日
切
ニ
而
相

仕
廻
申
候

一
　
同
十
八
日
　
今
暁
七
時
裏
柴
丁
上
長
谷
川
藤
五
郎
抱
地
之

内
小
屋
出
火
、
早
鐘
打
、
例
之
通

　
　
　
　

　
　
　
　
元
服
御
徒
士
へ
番
入
申
付
　
　
　
清
野
千
吉
　
　
　

　
　
　
　
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
嶋
勝
之
進
　
　

　
　
　
　

一
　
同
廾
五
日
　
於
評
定
所
左
之
通
被
仰
付

　
　
　
　

　
　
　
　
常
々
行
跡
不
宜
、
其
上
不
　
　
　
古
沢
三
郎
　
　
　

　
　
　
　
埒
之
筋
相
聞
、
重
々
不
届
　

同
道
中
村
七
十
郎
　
　

　
　
　
　
付
永
之
御
暇
被
下
置
、
御

　
　
　
　
領
内
御
支
配
所
徘
徊
幷
御
三
家
様
・
御
老
中
様
・
若

御
年
寄
様
・
御
役
人
様
方
・
御
親
類
方
様
奉
公
仕
間

敷
候
、
例
之
通
御
請
書
差
出
ス

　
　
　
右
岩
崎
主
米
申
渡
之

　
　
　
　

　
　
　
　
兼
而
思
召
旨
も
有
之
候
得
　
　
　
和
田
惣
摩
　
　
　

　
　
　
　
共
、
去
年
来
出
精
相
勤
候
　

名
代
片
岡
要
人
　
　
　

　
　
　
　
付
、
格
段
之
義
を
以
不
及
　

同
道
奥
津
政
野
右
衛
門

　
　
　
　
御
沙
汰
、
先
達
而
被
仰
付

　
　
　
　
候
処
不
顧
思
召
、
不
敬
之
筋
幷
詰
合
之
者
へ
節
々
毎

度
法
外
之
儀
共
有
之
趣
相
聞
、
重
々
不
届
之
至
候
、

依
之
逼
塞
被
仰
付
之

　
　
　
右
岩
崎
主
米
申
渡
之

　
　
　
　

　
　
　
　
不
行
跡
之
筋
相
聞
候
付
、
　
　
　
小
野
只
右
衛
門
　

　
　
　
　
遠
慮
申
付
置
候
処
、
此
度

　
　
　
　
御
免
被
成
下
候
、
自
今
相
慎
相
勤
候
様
被
仰
付
之

　
　
　
　
　
御
用
番
於
宅
望
月
九
郎
右
衛
門
申
渡
之
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一
　
同
廾
九
日
　

　
　
　
　
家
督
之
御
礼
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
澤
雄
太
郎
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
岸
　
善
八
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
　
慶
治
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
蟻
川
正
蔵
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
条
孫
之
丞
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
綿
内
平
右
衛
門
　

　
　
　
　

　
　
　
　
隠
居
之
御
礼
、
御
用
部
屋
　
　
　
森
　
大
右
衛
門
　

　
　
　
　
へ
罷
出
難
有
旨
申
上
ル
　
　

名
代
岡
嶋
庄
之
助
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
条
兵
蔵
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
竹
村
大
蔵
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
右
之
通
当
十
五
日
付
ニ
而
江
戸
表
同
役

申
遣
候

　
　
　
　

　
　
　
　
思
召
有
之
、
先
達
而
逼
塞
　
　
　
畑
　
権
太
夫
　
　

　
　
　
　
被
仰
付
置
候
処
、
此
度
者

　
　
　
　
被
成
下
御
免
候
、
自
今
相
慎
可
相
勤
旨
被
仰
付
之

　
　
　
　
　
御
用
番
御
長
屋
ニ
而
被
仰
渡
之

　
　
　
　

　
　
　
　
同
断
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
保
左
十
郎
　
　

　
　
　
　
　
玉
川
左
門
於
御
長
屋
同
人
申
渡
之

　
　
　
　

　
　
　
右
之
通
同
断

　
　
　
　

　
　
　
　
常
々
心
懸
不
宜
趣
相
聞
、
　
　
　
津
田
善
左
衛
門
　

　
　
　
　
其
上
風
俗
等
も
如
何
敷

　
　
　
　
相
見
不
埒
之
儀
思
召
候
、
以
来
急
度
相
慎
候
様
被
仰

付
之

　
　
　
右
玉
川
左
門
於
御
長
屋
当
廾
一
日
同
人
申
渡
候
段
、
寛

蔵

申
遣
候

　
　
　
　

○
　
七
月
三
日
　

　
　
　
　
思
召
有
之
、
逼
塞
被
仰
付
　
　
　
上
村
最
仲
　
　
　

　
　
　
　
置
候
、
先
年
も
不
埒
之
儀

　
　
　
　
有
之
、
御
呵
も
有
之
処
、
其
後
も
段
々
不
慎
之
趣
相

聞
、
不
埒
思
召
候
、
依
之
被
仰
付
方
有
之
候
得
共
、

此
度
者
以
御
情
御
免
被
仰
付
候
、
以
後
万
端
相
慎
、

大
切
ニ
可
相
勤
旨
被
仰
付
之

　
　
　
右
之
通
木
村
縫
殿
助
宅
ニ
於
て
同
人
申
渡
之

　
　
　
　

一
　
同
六
日
　
左
之
通
江
戸
表

申
来

　
　
　
　

　
　
　
　
御
前
様
御
頼
被
仰
上
候
付
、
煩
　
岡
本
藤
馬
　
　
　

　
　
　
　
松
平
越
中
守
様
御
家
来
下
　

名
代
岡
野
内
蔵
太
　
　

　
　
　
　
田
甚
右
衛
門
姪
致
養
女
、

　
　
　
　
石
川
新
八
へ
縁
組
可
仕
旨
、
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
御
前
様
御
頼
被
仰
上
候
ニ
　
　
　
石
川
新
八
　
　
　

　
　
　
　
付
、
岡
本
藤
馬
養
女
其
方

　
　
　
　
縁
組
可
仕
旨
、
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
右
閏
六
月
廾
八
日
付
ニ
而
九
郎
右
衛
門

申
遣
候

　
　
　
　

一
　
七
月
七
日
　
七
夕
御
祝
義
差
立
・
大
小
御
役
人
五
半
時
揃
、

於
大
書
院
御
祝
義
申
上

　
　
　
　

一
　
同
十
日
　

　
　
　
　
御
徒
士
目
付
久
保
一
郎
兵
　
　
　
久
保
庄
右
衛
門
　

　
　
　
　
衛
悴
之
由
、
当
時
麹
町
ニ

　
　
　
　
罷
在
候
儒
者

　
　
　
右
之
者
当
四
日

相
始
、
於
御
上
屋
敷
孝
経
講
談
被
仰

付
、
御
役
人
御
用
透
勝
手
次
第
罷
出
、
承
候
様
被
仰
渡
、

向
々
へ
申
通
候
之
段
、
当
三
日
付
九
郎
左
衛
門

申
遣

候

　
　
　
　

一
　
同
十
一
日
　

　
　
　
　
八
右
衛
門
病
気
聢
無
之
、
　
　
　
白
川
八
右
衛
門
　

　
　
　
　
往
々
御
奉
公
難
相
勤
付
願
　

名
代
三
沢
万
右
衛
門
　

　
　
　
　
之
通
隠
居
、
悴
松
三
郎
ヘ
　
　
　
同
　
松
三
郎
　
　

　
　
　
　
只
今
迄
拝
領
之
御
知
行
七

　
　
　
　
拾
石
被
下
置
、
家
督
無
相
違
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
病
気
聢
無
之
付
、
御
役
難
　
　
　
長
井
四
郎
右
衛
門

　
　
　
　
相
勤
旨
、
願
之
通
御
免
被
　

名
代
長
井
平
馬
　
　
　

　
　
　
　
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
御
役
替
職
奉
行
被
仰
付
之
　
　
　
矢
野
式
右
衛
門
　

　
　
　
　

　
　
　
　
娘
磯
田
市
兵
衛
方
へ
縁
組
　
　
　
大
日
方
蔵
左
衛
門

　
　
　
　
仕
度
旨
、
願
之
通
被
仰
付

　
　
　
　
之

　
　
　
　

　
　
　
右
之
通
御
用
番
於
宅
被
仰
渡
候

　
　
　
　

　
　
　
　
詰
中
無
滞
相
勤
候
付
、
玄
　

煩
　
小
泉
彦
八
　
　
　

　
　
　
　
米
弐
人
御
扶
持
被
下
置
之
　

名
代
水
野
七
郎
兵
衛
　

　
　
　
右
於
御
用
番
宅
吉
五
郎
申
渡
之
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一
　
同
十
八
日
　
当
月
四
日
付
ニ
而
江
戸

左
之
通
申
来

　
　
　
　
　
　
　
久
保
庄
右
衛
門
孝
経
講
談
今
日
八
時
罷
出
、

於
御
内
書
院
申
上
候
、
殿
様
・
御
前
様
・
御

姫
様
方
二
之
御
間
御
障
子
陰
ニ
而
被
遊
御
聞

候
、
御
用
席
之
面
々
・
其
外
御
役
人
御
三
之

間
ニ
而
承
候
由

　
　
　
　

　
　
　
　
不
行
跡
之
筋
相
聞
候
付
、
　
　
　
加
藤
直
記
　
　
　

　
　
　
　
遠
慮
申
付
置
候
処
、
今
度

　
　
　
　
被
成
下
御
免
候
、
自
今
相
慎
相
勤
候
様
申
付
之

　
　
　
右
御
用
番
於
御
長
屋
竹
村
大
蔵
申
渡
候
段
、
七
月
七
日

付
ニ
而
申
来
候

　
　
　
　

　
　
　
　
家
督
之
御
礼
　
　
　
　
　
　
　
　
出
浦
数
馬
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
池
村
八
大
夫
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
隠
居
之
御
礼
　
　
　
　
　
　
　
　
出
浦
半
平
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
鈴
木
弥
左
衛
門
　

　
　
　
　

　
　
　
　
其
方
儀
大
日
方
蔵
左
衛
門
　
　
　
磯
田
市
兵
衛
　
　

　
　
　
　
娘
縁
組
仕
度
旨
、
願
之
通

　
　
　
　
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
三
郎
儀
不
届
之
儀
有
之
候
　
　
　
古
沢
三
郎
母
　
　

　
　
　
　
付
、
永
之
御
暇
被
下
候
、

　
　
　
　
三
郎
右
衛
門
義
神
田
御
奥
様
ニ
も
兼
々
被
仰
上
候
筋

有
之
、
其
上
相
果
候
迄
出
精
相
勤
候
付
、
重
々
以
御

情
拾
人
御
扶
持
被
下
置
候
、
相
応
之
養
子
可
相
願
候

　
　
　
右
親
類
竹
内
甚
大
夫
・
蟻
川
庄
蔵
両
人
へ
被
仰
渡
候

　
　
　
　

　
　
　
右
之
通
江
戸
表
同
役

申
遣
候

　
　
　
　

一
　
七
月
廾
日
　
来
ル
廾
三
日
・
廾
四
日
射
芸
一
覧
被
仰
渡
候

一
　
七
月
廾
八
日
　
軍
学
免
許
以
上
之
者
講
談
可
承
候
間
、
明

廾
九
日
喰
違
御
用
屋
敷
へ
罷
出
候
様
、
師
範

家
へ
可
申
通
旨
被
仰
渡
候

　
　
　
　

　
　
　
　
伯
母
義
宮
沢
丹
下
（
方
）
　
　
　
河
口
要
吉
　
　
　

　
　
　
　
へ
縁
組
、
願
之
通
被
仰

　
　
　
　
付
之

　
　
　
　
　
宮
沢
丹
下
於
江
戸
表
右
願
被
仰
付
候
段
、
追
而
申

来
候

　
　
　
　

○
　
八
月
朔
日
　
八
朔
御
祝
義
差
立
・
大
小
御
役
人
例
之
通

　
　
　
　
　
　
　
御
祝
義
申
上

一
　
同
十
一
日
　
武
芸
一
覧
被
仰
渡
、
日
割
左
之
通

　
　
　
　
　
　
　
　
八
月
廾
五
日
・
廾
七
日
　
　
　
　
射
芸

　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
廾
九
日
・
九
月
朔
日
　
　
　
釼
術

　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
三
日
・
五
日
　
　
　
　
　
槍
術

　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
七
日
・
十
日
・
十
三
日
　
軍
学

　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
十
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
柔
術
捕
手

　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
十
七
日
・
十
九
日
　
　
　
　
乗
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

　
　
　
　

一
　
八
月
十
六
日
　

　
　
　
　
三
千
姫
様
御
奥
支
配
・
御
　
　
　
宮
下
兵
馬
　
　
　

　
　
　
　
勝
手
御
元
〆
兼
帯
被
仰
付

　
　
　
　
之

　
　
　
　

　
　
　
　
先
達
而
下
田
甚
右
衛
門
姪
　

煩
　
岡
本
藤
馬
　
　
　

　
　
　
　
養
女
之
儀
、
今
般
甚
右
衛
　

名
代
岡
野
内
蔵
太
　
　

　
　
　
　
門
養
女
ニ
従
越
中
守
様
被

　
　
　
　
仰
付
候
間
、石
川
新
八
へ
甚
右
衛
門

縁
組
仕
度
旨
、

御
前
様
へ
御
内
々
相
願
候
付
、
願
之
通
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
先
達
而
縁
組
被
仰
付
候
養
　
　
　
石
川
新
八
　
　
　

　
　
　
　
女
之
儀
、
今
般
松
平
越
中

　
　
　
　
守
様
御
家
来
下
田
甚
右
衛
門
養
女
、
越
中
守
様
ニ
而

被
仰
付
、
右
ニ
付
甚
右
衛
門
養
女
ニ
而
、
縁
組
可
仕

旨
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
右
之
通
於
江
戸
表
被
仰
付
候
段
、
当
六
日
付
ニ
而
白
川

寛
蔵

申
遣
候

　
　
　
　

一
　
同
廾
四
日
　

　
　
　
　
家
督
之
御
礼
　
　
　
　
　
　
　
　
白
川
松
三
郎
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
久
保
源
左
衛
門
　

　
　
　
　

　
　
　
　
願
之
通
隠
居
被
仰
付
候
付
、
　
　
白
川
八
左
衛
門
　

　
　
　
　
献
上
物
名
代
を
以
御
用
部
　

名
代
草
間
元
右
衛
門
　

　
　
　
　
屋
へ
差
出
候

　
　
　
　

　
　
　
右
之
通
当
十
五
日
付
原
九
郎
左
衛
門

申
遣
候

　
　
　
　

一
　
同
廾
五
日
　

　
　
　
　
多
次
病
気
聢
無
之
、
往
往
　
　
　
小
川
多
次
　
　
　

　
　
　
　
御
奉
公
難
相
勤
付
願
之
通
　

名
代
山
中
見
弥
　
　
　

　
　
　
　
隠
居
、
悴
友
衛
江
只
今
迄
　
　
　
小
川
友
衛
　
　
　

　
　
　
　
拝
領
之
御
知
行
百
七
十
五

　
　
　
　
石
被
下
置
、
家
督
無
相
違
被
仰
付
之
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只
今
迄
御
切
米
御
扶
持
可
　
　
　
小
川
友
衛
　
　
　

　
　
　
　
差
上
候

　
　
　
　

○
　
九
月
五
日
　

　
　
　
　
妹
義
中
村
五
郎
兵
衛
へ
縁
　
　
　
竹
内
忠
左
衛
門
　

　
　
　
　
組
、
願
之
通
被
仰
付
之

　
　
　
右
之
通
八
月
廾
五
日
付
原
九
郎
左
衛
門

申
遣
候

　
　
　
　

一
　
同
六
日
　

　
　
　
　
病
気
聢
無
之
、
難
相
勤
付
　
　
　
長
谷
川
平
蔵
　
　

　
　
　
　
願
之
通
御
役
御
免
被
仰
付
　

名
代
長
谷
川
利
八
　
　

　
　
　
　
之

　
　
　
　

一
　
九
月
九
日
　  

重
陽
御
祝
義
差
立
・
大
小
御
役
人
五
半
時
揃
、

例
之
通
御
祝
義
申
上

一
　
同
十
三
日
　
大
般
若
御
執
行
有
之
、
例
之
通

一
　
同
十
五
日

　
　
　
　
其
方
妾
腹
之
男
子
万
吉
嫡
　
　
　
牧
野
五
左
衛
門
　

　
　
　
　
子
ニ
仕
度
旨
、
願
之
通
被

　
　
　
　
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
其
方
弟
直
見
　
増
田
助
之
　
　
　
近
藤
市
十
郎
　
　

　
　
　
　
丞
江
養
子
差
遣
度
旨
、
願

　
　
　
　
之
通
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
悴
右
吉
へ
高
田
幾
太
娘
縁
　

煩
　
藤
岡
善
左
衛
門
　

　
　
　
　
組
仕
度
旨
、
願
之
通
被
仰
　

名
代
金
井
縫
殿
丞
　
　

　
　
　
　
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
去
春
已
来
打
続
御
普
請
所
　
　
　
大
瀬
　
登
　
　
　

　
　
　
　
多
候
処
、
格
段
出
精
大
儀

　
　
　
　
付
、
御
袷
一
被
下
置
之

　
　
　
　

一
　
九
月
十
八
日
　
今
朝
於
評
定
所
左
之
通
被
仰
渡

　
　
　
　

　
　
　
　
先
年
格
段
之
以
思
召
被
召
　
　
　
三
村
政
之
助
　
　

　
　
　
　
出
候
処
、
常
々
行
跡
不
宜
、
同
道
小
熊
弥
四
郎
　
　

　
　
　
　
其
上
先
達
被
仰
付
候
趣
致
　
　
　
野
村
儀
左
衛
門
　

　
　
　
　
忘
却
、
不
慎
之
筋
相
聞
、

　
　
　
　
御
情
之
程
不
存
付
重
々
不
届
付
、
永
之
御
暇
被
下
置

候
、
御
領
内
・
御
支
配
所
徘
徊
幷
御
三
家
様
方
・
御

老
中
様
方
・
若
御
年
寄
様
方
・
御
役
人
様
方
・
御
親

類
様
方
奉
公
仕
間
敷
候

　
　
　
　
　
右
御
請
書
例
之
通
差
出

　
　
　
右
赤
沢
助
之
進
申
渡
之
、
御
役
人
例
之
通
出
席

　
　
　
　

　
　
　
　
政
之
助
儀
先
年
格
段
之
以
　
　
　
三
村
政
之
助
　
　

　
　
　
　
思
召
被
召
出
候
儀
付
、
常

　
　
　
　
々
心
懸
相
慎
可
相
勤
処
、
不
行
跡
之
趣
相
聞
候
付
、

先
達
御
咎
被
仰
付
候
得
共
、
以
御
情
早
速
被
成
下
御

免
、
以
来
相
慎
候
様
被
仰
付
候
処
、
其
後
無
程
不
慎

之
筋
相
聞
、
御
厚
恩
致
忘
却
重
々
不
届
付
、
永
之
御

暇
被
下
置
候
、
乍
然
思
召
有
之
付
、
苗
字
可
被
成
下

御
建
候
間
、
相
応
之
者
名
前
可
申
立
旨
被
仰
付
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蟻
川
正
蔵
　
　
　

　
　
　
右
御
用
番
宅
ニ
お
い
て
被
仰
渡
候

　
　
　
　

一
　
九
月
十
九
日
　
左
之
通
江
戸
表

申
来
ル

　
　
　
　

　
　
　
　
御
前
様
御
奥
支
配
被
仰
付
　
　
　
鎮
目
軍
記
　
　
　

　
　
　
　
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
久
平
　
　
　

　
　
　
　
　
右
於
御
用
部
屋
被
仰
渡

　
　
　
　

　
　
　
　
役
替
三
千
姫
様
御
奥
支
配
　
　
　
久
保
一
郎
兵
衛
　

　
　
　
　
被
仰
付
、
幷
御
役
中
給
人

　
　
　
　
格
被
仰
付
之

　
　
　
　
　
右
御
用
部
屋
へ
同
道
、
御
書
付
友
右
衛
門
相
渡

　
　
　
　

　
　
　
　
三
千
姫
様
御
引
越
後
、
南
　
　
　
栗
山
政
五
郎
　
　

　
　
　
　
部
坂
之
方
相
勤
候
様
被
仰
　
　
　
竹
内
三
大
夫
　
　

　
　
　
　
付
之

　
　
　
右
之
通
当
六
日
付
ニ
而
友
右
衛
門

申
来
候

　
　
　
　

一
　
九
月
廾
五
日
　

　
　
　
　
病
気
聢
無
之
、
難
相
勤
付
　
　
　
金
井
渡
大
夫
　
　

　
　
　
　
御
役
御
赦
免
被
仰
付
之
　
　

名
代
竹
村
与
三
左
衛
門

　
　
　
　

一
　
同
廾
七
日
　

　
　
　
　
娘
儀
藤
岡
善
左
衛
門
悴
右
　
　
　
高
田
幾
太
　
　
　

　
　
　
　
吉
江
縁
組
、
願
之
通
被
仰

　
　
　
　
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
其
方
儀
実
子
無
之
付
、
近
　
　
　
増
田
助
之
丞
　
　

　
　
　
　
藤
市
十
郎
弟
直
見
養
子
仕

　
　
　
　
度
旨
、
願
之
通
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
右
之
通
当
十
五
日
付
ニ
而
吉
五
郎
方

申
来
候

親
類
共

政
之
助
親
類
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○
　
十
月
十
日
　
左
之
通
江
戸
表

申
来
ル

　
　
　
　

　
　
　
　
家
督
之
御
礼
　
　
　
　
　
　
　
　
小
川
友
衛
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
片
岡
要
人
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
格
式
之
御
礼
　
　
　
　
　
　
　
　
久
保
一
郎
兵
衛
　

　
　
　
　

　
　
　
　
隠
居
御
礼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
川
多
次
　
　
　

　
　
　
　
名
代
御
用
部
屋
へ
罷
出
申
　

名
代
片
岡
半
七
郎
　
　

　
　
　
　
上
候

　
　
　
　

　
　
　
　
御
通
懸
跡
式
御
礼
　
　
　
　
　
　
清
野
千
吉
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
同
御
役
成
之
御
礼
　
　
　
　
　
　
西
山
祖
兵
衛
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
御
前
様
御
奥
支
配
被
仰
付
　
　
　
山
本
三
左
衛
門
　

　
　
　
　
之

　
　
　
　

　
　
　
右
之
通
九
月
廾
八
日
付
ニ
而
九
郎
左
衛
門

申
来
ル

　
　
　
　

一
　
同
十
一
日
　

　
　
　
　
弟
武
右
衛
門
義
里
見
多
膳
　
　
　
白
川
寛
蔵
　
　
　

　
　
　
　
へ
聟
養
子
差
遣
度
旨
、
願

　
　
　
　
之
通
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
其
方
嫡
子
勘
次
郎
儀
病
身
、
　
　
里
見
多
膳
　
　
　

　
　
　
　
外
男
子
無
之
付
、
白
川
寛

　
　
　
　
蔵
弟
武
右
衛
門
聟
養
子
仕
度
旨
、
願
之
通
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
右
之
通
御
用
番
御
宅
於
て
被
仰
渡
候

　
　
　
　

　
　
　
　
亡
父
要
右
衛
門
願
置
候
通
　
　
　
両
角
直
記
　
　
　

　
　
　
　
御
切
米
金
四
両
・
籾
三
人
　
　
　
宮
下
傳
左
衛
門
　

　
　
　
　
御
扶
持
被
下
置
、
跡
式
無

　
　
　
　
相
違
申
付
之

　
　
　
右
御
用
番
宅
ニ
お
い
て
庄
作
申
渡
之

　
　
　
　

一
　
十
月
十
七
日
　
来
月
十
一
日
若
殿
様
・
三
千
姫
様
御
婚
礼

御
整
被
遊
候
旨
、
御
日
限
被
仰
出
候

　
　
　
　

一
　
同
廾
一
日
　

　
　
　
　
妹
儀
牧
野
内
膳
正
様
御
家
　
　
　
矢
嶋
神
左
衛
門
　

　
　
　
　
中
太
田
治
郎
右
衛
門
へ
縁

　
　
　
　
組
、
願
之
通
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
先
達
而
飯
塚
彦
右
衛
門
任
　
　
　
高
橋
市
郎
左
衛
門

　
　
　
　
相
頼
、
永
嶋
十
左
衛
門
御

　
　
　
　
切
米
拾
表
与
有
之
証
文
紺
屋
町
忠
兵
衛
へ
相
払
、
右

代
金
請
取
相
渡
、
受
取
印
書
取
置
候
処
、
右
証
文
謀

書
之
趣
風
聞
有
之
恐
入
、
彦
右
衛
門
召
出
、
尋
有
之

様
致
度
趣
申
出
候
処
、
彦
右
衛
門
出
奔
之
後
、
従
親

類
共
相
届
候

　
　
　
　
右
証
文
苗
字
違
等
も
不
心
附
致
取
次
、
町
人

金
子

受
取
彦
右
衛
門
へ
相
渡
候
段
、
不
念
之
到
不
埒
之
事

候
、
依
之
遠
慮
申
付
之

　
　
　
　

一
　
同
廾
九
日
　
此
末
御
家
中
御
馬
屋
稽
古
乗
合
日
相
立
、
譬

一
六
与
相
定
候
得
而
、
当
日
雨
天
又
ハ
御
馬

御
用
等
有
之
乗
合
難
仕
節
ハ
、
翌
日
成
共
乗

合
仕
、其
向
定
日
二
七
与
成
共
三
八
与
成
共
、

其
日

向
都
合
宜
日
ニ
相
定
可
申
候

　
　
　
　
　
　
　
定
日
度
々
代
り
候
ハ
不
苦
候
間
、
何
連
稽
古

日
相
立
候
様
、
其
外
人
々
修
業
之
業
有
之
候

日
ハ
格
別
、
其
外
ハ
日
々
罷
出
候
儀
相
止
候

様
、
門
弟
中
へ
も
御
馬
役

申
通
候
様
、
可

致
演
説
旨
小
山
田
主
膳
殿
被
仰
渡
、
竹
村
大

蔵
・
竹
村
与
三
左
衛
門
へ
窪
田
岩
右
衛
門
申

通
候

一
　
　
　
　
　
　
今
日
寺
社
へ
之
御
朱
印
、
樋
口
民
衛
道
中
附

添
九
時
到
着

　
　
　
　

○
　
十
一
月
朔
日
　

　
　
　
　
先
達
而
紺
屋
町
穀
屋
吉
兵
　
　
　
入
　
藤
九
郎
　
　

　
　
　
　
衛
義
、
御
切
米
渡
切
手
籾

　
　
　
　
御
蔵
へ
持
参
、
米
請
取
度
段
申
立
候
節
取
計
方
宜
、

御
大
工
飯
塚
彦
右
衛
門
謀
書
謀
判
取
拵
候
趣
相
顕
、

彦
右
衛
門
申
訳
無
之
、
致
出
奔
候
筋
相
聞
、
常
々
御

〆
り
通
心
懸
宜
趣
御
沙
汰
候
、
以
来
弥
以
万
端
心
付

出
精
可
被
相
勤
候

　
　
　
　

　
　
　
　
先
達
而
不
念
之
筋
有
之
付
、
　
　
高
橋
市
郎
左
衛
門

　
　
　
　
遠
慮
申
付
置
候
処
、
今
度

　
　
　
　
ハ
以
御
情
被
成
下
御
免
候
、
自
今
万
端
入
念
、
軽
率

無
之
様
可
心
懸
旨
申
付
之

　
　
　
　
　
篠
崎
屯
申
渡
之

　
　
　
　

一
　
十
一
月
四
日
　
今
日
寺
社
御
朱
印
御
渡
有
之
、
御
支
配
三

ヶ
所
幷
戸
隠
御
領
分
寺
院
廾
八
ヶ
寺

一
　
同
十
日
　
今
日
槍
術
免
許
以
上
之
者
一
覧
有
之

親
類
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一
　
同
廾
日
　
若
殿
様
・
三
千
姫
様
御
婚
礼
、
来
ル
十
一
日

御
故
障
之
儀
有
之
御
延
引
、
追
而
御
日
限
可

被
仰
出
旨
被
仰
出
候

一
　
同
廾
二
日
　
当
十
五
日
御
鷹
之
鳫
御
拝
領
被
遊
候
付
、
来

ル
廾
五
日
四
時

九
時
迄
之
内
麻
上
下
着
用
、

月
番
宅
へ
罷
出
、
御
歓
申
上
候
様

一
　
　
　
　
　
　
右
（
御
）
歓
廾
五
日
御
用
番
宅
へ
諸
士
罷
出

　
　
　
　
　
　
　
申
候

　
　
　
　

一
　
同
廾
八
日
　

　
　
　
　
御
役
替
御
城
代
被
仰
付
之
　
　
　
祢
津
三
十
郎
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代
矢
野
半
左
衛
門
　

　
　
　
　

　
　
　
　
御
役
替
御
用
人
役
被
仰
付
　
　
　
小
幡
長
右
衛
門
　

　
　
　
　
之

　
　
　
　

　
　
　
　
御
番
頭
被
仰
付
之
　
　
　
　
　
　
前
島
右
京
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
式
部
妹
源
八
へ
縁
組
、
双
　
　
　
十
河
式
部
　
　
　

　
　
　
　
方
願
之
通
被
仰
付
之
　
　
　
　
　
矢
野
源
八
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
嘉
平
太
儀
思
召
有
之
、
先
　

煩
　
宮
下
嘉
平
太
　
　

　
　
　
　
達
而
閉
門
被
仰
付
置
候
処
、
名
代
野
村
儀
左
衛
門
　

　
　
　
　
此
度
被
成
下
御
免
候
、
乍
　
　
　
同
　
政
衛
　
　
　

　
　
　
　
去
当
年
不
慎
之
至
付
、
御
　

同
道
中
村
五
郎
兵
衛
　

　
　
　
　
役
被
召
放
隠
居
被
仰
付
、

　
　
　
　
唯
今
迄
頂
戴
之
御
知
行
五
拾
石
悴
政
衛
へ
被
下
置
、

　
　
　
　
家
督
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
思
召
有
之
、
先
達
閉
門
被
　
　
　
桑
名
清
五
郎
　
　

　
　
　
　
仰
付
置
候
処
、
此
度
被
成
　

同
道
塩
野
権
大
夫
　
　

　
　
　
　
下
御
免
候
、
以
来
万
端
相

　
　
　
　
慎
可
相
勤
旨
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
同
断
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
口
忠
右
衛
門
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
道
関
口
甚
五
右
衛
門

　
　
　
　

　
　
　
　
不
行
跡
之
筋
相
聞
候
付
、
　
　
　
山
本
佐
五
兵
衛
　

　
　
　
　
先
達
而
閉
門
申
付
置
候
処
、
同
道
中
村
与
右
衛
門
　

　
　
　
　
此
度
被
成
下
御
免
候
、
以

　
　
　
　
来
万
端
相
慎
可
相
勤
候

　
　
　
　
　
原
又
左
衛
門
申
渡
之

　
　
　
　

一
　
十
一
月
廾
九
日
　
来
月
七
日
就
吉
辰
若
殿
様
・
三
千
姫
様

御
婚
礼
被
遊
御
整
候
様
、
当
十
八
日
御
日
限

被
仰
出
候

　
　
　
　

○
　
十
二
月
朔
日
　

　
　
　
　
　
金
弐
百
疋
　
　
　
　
　
　
　
　
柘
植
量
右
衛
門
　

　
　
　
　
南
部
坂
奥
向
御
普
請
ニ
付
、

　
　
　
　
最
初
入
札
等
細
々
吟
味
、
此
度
皆
出
来
付
被
下
之

　
　
　
　

　
　
　
　
　
銀
七
匁
五
歩
　
　
　
　
　
　
　
田
中
理
右
衛
門
　

　
　
　
　
右
同
断
ニ
付
被
下
之

　
　
　
　

一
　
同
三
日
　

　
　
　
　
　
御
熨
斗
目
壱
ツ
　
　
　
　
　
　
金
井
伊
膳
　
　
　

　
　
　
　
　
銀
弐
枚

　
　
　
　
南
部
坂
御
奥
向
御
普
請
幷
表
向
弐
棟
・
御
土
蔵
御
修

復
等
早
々
無
懈
怠
出
精
大
儀
、
其
上
出
来
方
宜
付
為

御
褒
美
被
下
之

　
　
　
　

　
　
　
　
　
金
弐
百
疋
　
　
　
　
　
　
　
　
右
　
同
　
人
　
　

　
　
　
　
御
屋
敷
違
之
処
、
御
普
請
所
へ
数
日
罷
越
申
候
付
、

御
当
用
共
御
繁
多
中
無
御
間
欠
骨
折
相
勤
候
付
被
下

　
　
　
　
之

　
　
　
　

　
　
　
　
幼
年

職
分
見
習
、
家
督
　
　
　
増
沢
藤
右
衛
門
　

　
　
　
　
以
来
格
段
出
精
心
懸
宜
、

　
　
　
　
御
在
所
花
御
丸
御
屋
形
、江
戸
表
御
上
屋
敷
御
普
請
、

南
部
坂
御
表
・
御
奥
向
共
御
用
懸
打
続
、
年
来
無
懈

怠
骨
折
精
勤
付
、
一
生
之
内
給
人
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
　
金
弐
百
疋
　
　
　
　
　
　
　
　
高
山
平
十
郎
　
　

　
　
　
　
南
部
坂
御
奥
向
御
普
請
中
度
々
見
回
り
、
入
札
等
細

々
吟
味
御
〆
り
宜
心
懸
、
今
度
皆
出
来
付
為
御
褒
美

被
下
之

　
　
　
　

　
　
　
　
　
金
弐
百
疋
　
　
　
　
　
　
　
　
根
来
儀
左
衛
門
　

　
　
　
　
南
部
坂
御
奥
向
御
普
請
度
々
見
回
り
大
儀
、
今
度
皆

出
来
付
為
御
褒
美
被
下
之

　
　
　
　

　
　
　
　
　
青
銅
五
十
疋
　
　
　
　
　
　
　
片
岡
源
左
衛
門
　

　
　
　
　
南
部
坂
御
奥
向
御
普
請
中
度
々
見
回
り
大
儀
付
、
被

下
之

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
銀
壱
片
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
井
吉
左
衛
門
　

　
　
　
　
南
部
坂
御
奥
向
御
普
請
付
、
入
札
等
吟
味
大
儀
、
此

節
皆
出
来
候
付
被
下
之
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右
之
通
中
俣
吉
五
郎
方

申
遣
候
付
記
置

　
　
　
　

　
　
　
　
　
御
婚
礼
御
当
日

　
　
　
　
　

　
　
　
　
花
色
無
地
熨
斗
目
　
　
　
　
　
　
御
　
番
　
頭
　
　

　
　
　
　
同
色
小
紋
上
下

　
　
　
　

　
　
　
　
花
色
無
地
熨
斗
目
　
　
　
　
　
　
若
殿
様
御
守
役
　

　
　
　
　
別
珎
上
下
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
千
姫
様
御
守
役

　
　
　
　

　
　
　
　
御
用
懸
り
ハ
無
地
熨
斗
目
　
　
　
御
　
取
　
次
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
　
使
　
役
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
留
守
居
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
何
連
も
有
合
熨
斗
目
二
重
　
　
　
詰
合
御
役
人
　
　

　
　
　
　
染
ニ
無
之
上
下
、
但
御
引
　
　
　
御
　
側
　
向
　
　

　
　
　
　
越
御
供
相
勤
候
御
侍
同
断
　
　
　
奥
向
御
役
人
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
　
大
弐
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
田
左
盛
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
　
番
　
士
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
有
合
熨
斗
目
十
徳
、
但
御
　
　
　
御
　
医
　
師
　
　

　
　
　
　
引
越
御
供
相
勤
候
御
医
師

　
　
　
　
者
花
色
無
地
熨
斗
目

　
　
　
　

　
　
　
　
二
重
染
ニ
無
之
小
袖
上
下
、
　
　
御
徒
士
格

　
　
　
　
右
何
連
も
有
合
可
致
着
用

　
　
　
　
旨
可
被
申
通
候

　
　
　
　

　
　
　
右
御
書
出
之
通
向
々
へ
可
致
演
説
旨
被
仰
渡
、
申
通
候

段
十
一
月
十
九
日
付
ニ
而
九
郎
左
衛
門
方

申
遣
候

　
　
　
　

一
　
十
二
月
四
日
　
去
月
廾
二
日
南
部
坂
御
的
場
出
来
、
御
射

初
ニ
付
若
殿
様
御
覧
有
之
候
、
鎌
原
兵
庫
其

外
十
六
人
袱
紗
小
袖
麻
上
下
着
用
、
九
時
罷

出
辻
的
有
之
、
星
上
河
原
彦
六
、
尤
矢
渡
藤

田
典
膳
相
勤
申
候
、
相
済
御
赤
飯
被
下
、
御

目
見
御
意
有
之
、
諸
士
引
取
申
候
段
江
戸
表

同
役

申
遣
候
付
記
置

　
　
　
　

一
　
十
二
月
六
日
　

　
　
　
　
不
行
跡
之
筋
相
聞
候
付
、
　
　
　
宮
入
是
傳
　
　
　

　
　
　
　
先
達
戸
〆
申
付
置
候
、
年
　
　
　
三
村
一
郎
平
　
　

　
　
　
　
来
不
慎
不
埒
之
至
付
、
御

　
　
　
　
領
分
追
放
申
付
之
、
御
三
家
様
方
・
御
老
中
様
方
・

若
御
年
寄
様
方
・
御
役
人
様
方
・
御
親
類
様
方
奉
公

御
構
、
御
領
分
幷
御
支
配
三
ヶ
所
徘
徊
致
間
敷
候

　
　
　
右
評
定
所
二
之
間
椽
へ
呼
出
、
師
岡
十
郎
右
衛
門
申
渡

之

　
　
　
　
不
行
跡
之
筋
相
聞
候
付
、
　
　
　
　
　
左
吉

　
　
　
　
先
達
戸
〆
申
付
置
候
、
年
　
　
　
　
　
長
三
郎
　
　

　
　
　
　
来
不
慎
之
上
段
々
不
敬
之

　
　
　
　
趣
相
聞
、
重
々
不
届
付
御
領
分
追
放
申
付
之
、
御
構

場
所
前
同
断

　
　
　
右
評
定
所
白
州
へ
召
出
、
大
日
方
蔵
左
衛
門
申
渡
之

　
　
　
　
　
右
両
人
御
請
書
例
之
通
差
出

　
　
　
　

　
　
　
　
御
役
替
払
方
御
金
（
奉
）　
　
　
綿
貫
五
郎
兵
衛
　

　
　
　
　
行
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
御
納
戸
役
被
仰
付
之
　
　
　
　
　
蟻
川
正
蔵
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
水
道
御
役
被
仰
付
之
　
　
　
　
　
谷
口
民
馬
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
御
役
替
御
城
廻
被
仰
付
之
　
　
　
長
谷
川
利
八
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
前
嶋
右
京
組
へ
御
番
入
　
　
　
　
石
倉
伊
右
衛
門
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塚
本
八
百
八
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
条
孫
之
丞
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
赤
沢
助
之
進
組
へ
同
断
　
　
　
　
白
川
松
三
郎
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
藤
田
典
膳
組
へ
同
断
　
　
　
　
　
高
橋
松
之
進
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
真
田
勘
ヶ
由
組
へ
同
断
　
　
　
　
森
木
熊
十
郎
　
　

　
　
　
　

　
　
　
右
之
通
御
用
番
宅
ニ
お
い
て
被
仰
付
候

　
　
　
　

　
　
　
　
父
是
傳
年
来
不
行
跡
之
筋
　
　
　
宮
入
圓
蔵
　
　
　

　
　
　
　
相
聞
候
付
、
今
度
御
領
分
　

名
代
倉
田
多
久
　
　
　

　
　
　
　
追
放
申
付
候
、
其
方
儀
御
　

同
道
三
井
逸
八
　
　
　

　
　
　
　
奉
公
筋
見
習
申
立
罷
出
、

　
　
　
　
心
懸
宜
付
、
是
傳
只
今
迄
頂
戴
之
金
弐
両
三
分
・
三

人
半
御
扶
持
幷
建
家
家
財
共
被
下
置
、
跡
式
申
付
之

　
　
　
右
者
御
用
番
宅
於
次
間
式
部
左
衛
門
申
渡
之

　
　
　
　

一
　
十
二
月
七
日
　

　
　
　
　
　
口
　
上
　
覚

親
類
同
道

御
座
敷
掃
除

同
断
左
吉
従
弟

同
道
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三
村
政
之
助
義
不
届
之
義
付
、
永
之
御
暇
被
下
置
候

処
、
格
段
之
以
御
情
苗
字
御
建
被
成
下
候
間
、
相
応

之
者
名
前
可
申
立
旨
先
達
而
被
仰
付
、
冥
加
至
極
難

有
仕
合
奉
存
候
、
親
類
共
申
合
詮
議
仕
候
処
、
赤
塩

彦
左
衛
門
弟
内
談
候
処
、
銕
次
郎
儀
三
村
之
名
跡
被

仰
付
被
下
置
候
者
、
難
有
仕
合
奉
存
候
旨
申
聞
候
、

以
御
情
銕
次
郎
へ
名
跡
被
仰
付
被
下
置
候
ハ
ヽ
、

重
々
難
有
仕
合
奉
存
候
、
名
前
申
上
候
様
被
仰
付
候

付
、
乍
憚
此
段
申
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
十
二
月
七
日
　
　
　
　
　
　
　
蟻
川
正
蔵
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
熊
弥
四
郎
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
村
儀
左
衛
門
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
口
　
上
　
覚

　
　
　
　
三
村
政
之
助
永
之
御
暇
被
下
置
、
以
御
情
苗
字
御
建

可
被
成
下
候
間
、
相
応
之
者
名
前
可
申
上
旨
、
政
之

助
親
類
共
へ
被
仰
付
、
私
弟
銕
次
郎
儀
及
内
談
候
、

銕
次
郎
儀
今
年
廾
三
才
ニ
罷
成
候
、
三
村
名
跡
被
仰

付
被
下
置
候
者
、難
有
仕
合
ニ
奉
存
候
旨
申
談
仕
候
、

此
段
申
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
十
二
月
七
日
　
　
　
　
　
　
　
赤
塩
彦
左
衛
門
　

　
　
　
　

　
　
　
右
両
通
差
出
候
付
、
忠
兵
衛
御
用
番
へ
差
出
申
候

　
　
　
　

一
　
十
二
月
十
一
日
　

　
　
　
　
助
七
郎
妹
冨
八
悴
多
門
へ
　
　
　
杵
淵
助
七
郎
　
　

　
　
　
　
縁
組
、
双
方
願
之
通
被
仰
　
　
　
久
保
冨
八
　
　
　

　
　
　
　
付
之

　
　
　
　

一
　
同
十
二
日
　
若
殿
様
・
三
千
姫
様
御
婚
礼
、
当
七
日
首
尾

能
被
遊
御
整
候
段
、
江
府

申
来
候
、
依
之

来
ル
十
五
日
四
時

九
時
迄
之
内
麻
上
下
着

用
登
城
、
御
歓
申
上
候
様
、
右
為
御
祝
義
殿

様
へ
年
始
献
上
之
半
分
、
若
殿
様
へ
献
上
可

仕
旨
被
仰
出
候

　
　
　
　

一
　
同
十
四
日
　

　
　
　
　
格
式
之
御
礼
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
岡
之
進
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
増
沢
藤
右
衛
門
　

　
　
　
　

　
　
　
　
初
而
御
目
見
　
　
　
　
　
　
　
　
増
田
直
見
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
悴
御
目
見
付
御
礼
　
　
　
　
　
　
増
田
助
之
丞
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
御
通
懸
跡
式
之
御
礼
　
　
　
　
　
両
角
直
記
　
　
　

　　
　
　
　
小
身
付
江
戸
詰
中
弐
人
御
　
　
　
佐
久
間
一
学
　
　

　
　
　
　
扶
持
為
御
手
充
被
下
置
之

　
　
　
　

　
　
　
　
金
三
両
ツ
ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
甚
九
郎
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
島
庄
之
助
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
金
壱
両
弐
分
ツ
ヽ
　
　
　
　
　
　
藤
井
喜
内
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
新
左
衛
門
　

　
　
　
　

　
　
　
右
者
去
年
中
御
滞
府
被
蒙
仰
候
付
、
永
詰
相
成
、
先
年

御
滞
府
与
違
、
打
続
御
勤
被
遊
候
付
、
格
段
厚
以
思
召

之
御
沙
汰
、
御
側
金
之
内
為
御
手
充
被
下
候
旨
、
当
人

共
申
聞

　
　
　
　

　
　
　
右
之
趣
十
一
月
廾
八
日
付
ニ
而
中
俣
吉
五
郎

申
遣
候

　
　
　
　

一
　
同
十
五
日
　
当
七
日
御
婚
姻
被
為
済
候
付
、
諸
士
登
城
御

歓
申
上
候

一
　
同
廾
日
　
三
千
姫
様
御
事
向
後
若
御
前
様
与
奉
称
候
様

被
仰
出
候

　
　
　
　

　
　
　
　
御
奥
目
付
被
仰
付
之
　
　
　
　
　
宮
下
兵
馬
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
右
之
通
被
仰
付
候
段
、
十
二
月
六
日
付
ニ
而
九
郎
左
衛

門

申
遣
候

　
　
　
　

一
　
同
廾
五
日
　
御
婚
礼
被
為
済
候
付
、
従
若
殿
様
御
酒
被
下

置
候
、
大
御
役
人
・
小
役
人
・
御
番
士
・
家

督
・
無
役
登
城
頂
戴
、
四
ツ
時
相
始
八
時
相

済

　
　
　
　

一
　
同
廾
六
日
　

　
　
　
　
御
馬
役
上
席
月
次
御
礼
出
　
　
　
増
沢
藤
右
衛
門
　

　
　
　
　
仕
、
悴
冨
五
郎
只
今
迄
之

　
　
　
　
通
之
格
式

　
　
　
右
之
通
相
心
得
候
様
、
御
用
番
被
仰
渡
候

　
　
　
　

一
　
同
廾
八
日
　

　
　
　
　
弟
銕
次
郎
儀
被
召
出
、
御
　
　
　
赤
塩
彦
左
衛
門
　

　
　
　
　
切
米
金
五
両
弐
分
・
玄
米
　
　
　
同
　
銕
次
郎
　
　

　
　
　
　
三
人
御
扶
持
被
下
置
、
自

　
　
　
　
今
苗
字
三
村
与
可
相
名
乗
旨
被
仰
付
候
、
田
町
明
屋

敷
地
・
建
家
共
被
下
置
之
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三
村
政
之
助
不
届
之
筋
有
　
　
　
蟻
川
正
蔵
　
　
　

　
　
　
　
之
、
永
之
御
暇
被
下
置
之

　
　
　
　
処
、
格
段
以
思
召
被
召
出
、
三
村
之
苗
字
被
成
下
御

建
旨
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
源
六
二
男
兎
毛
　
十
郎
治
　

煩
　
森
　
十
郎
治
　
　

　
　
　
　
方
へ
聟
養
子
、
双
方
願
之
　

名
代
中
村
五
郎
兵
衛
　

　
　
　
　
通
被
仰
付
之
　
　
　
　
　
　
　
　
村
田
源
六
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
田
兎
毛
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
思
召
有
之
、
先
達
而
閉
門
　

煩
　
原
　
新
四
郎
　
　

　
　
　
　
被
仰
付
置
候
処
、
今
度
被
　

名
代
原
　
岩
尾
　
　
　

　
　
　
　
成
下
御
免
候
、
以
来
万
端
　

同
道
関
山
吉
太
郎
　
　

　
　
　
　
相
慎
、
可
相
勤
旨
被
仰
付

　
　
　
　
之

　
　
　
　

　
　
　
　
同
断
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
村
権
之
丞
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
道
師
田
丈
右
衛
門
　

　
　
　
　

　
　
　
右
之
通
御
用
番
御
宅
ニ
お
い
て
被
仰
渡
候

　
　
　
　

　
　
　
　
御
勘
定
役
見
習
出
精
相
勤
　
　
　
小
林
喜
祖
之
助
　

　
　
　
　
候
付
、
玄
米
弐
人
御
扶
持

　
　
　
　
被
下
置
之

　
　
　
右
者
御
用
番
於
宅
望
月
九
郎
右
衛
門
申
渡
之

　
　
　
　

　
　
　
　
詰
中
若
御
前
様
御
婚
礼
御
　
　
　
柘
植
量
右
衛
門
　

　
　
　
　
用
意
物
入
札
等
申
付
、
吟

　
　
　
　
味
引
合
相
成
、猶
此
上
相
残
候
御
用
向
も
取
計
候
付
、

　
　
　
　
御
目
録
弐
百
疋
被
下
置
之

　
　
　
　
　
右
当
人
申
聞
候

　
　
　
　

　
　
　
　
詰
中
若
御
前
様
御
婚
礼
御
　
　
　
杉
田
兵
馬
　
　
　

　
　
　
　
用
意
物
詮
議
取
計
致
大
儀

　
　
　
　
候
付
、
御
目
録
弐
百
疋
被
下
置
之

　
　
　
　
　
右
同
段

　
　
　
　

　
　
　
　
心
懸
宜
御
役
外
之
義
迄
出
　
　
　
高
田
祖
右
衛
門
　

　
　
　
　
精
相
勤
候
付
、
金
二
百
疋

　
　
　
　
被
下
置
之

　
　
　
　
　
右
井
上
与
一
兵
衛
申
渡
之

　
　
　
　

一
　
　
　
　
　
　
当
十
八
日
付
ニ
而
原
九
郎
左
衛
門
方

左
之

通
申
来

　
　
　
　

　
　
　
　
役
替
側
役
納
戸
兼
申
付
之
　
　
　
冨
永
新
平
　
　
　

　
　
　
右
者
於
御
前
被
仰
付
候

　
　
　
　

　
　
　
　
出
精
相
勤
候
付
、
御
役
料
　
　
　
右
　
同
　
人
　
　

　
　
　
　
拾
五
石
被
下
置
之

　
　
　
　

　
　
　
　
御
内
御
用
向
只
今
迄
之
通
　
　
　
右
　
同
　
人
　
　

　
　
　
　
被
仰
付
之

　
　
　
　

　
　
　
　
御
側
御
納
戸
加
役
被
仰
付
　
　
　
久
保
源
左
衛
門
　

　
　
　
　
之

　
　
　
　

　
　
　
　
御
近
習
御
小
姓
兼
被
仰
付
　
　
　
伊
東
傳
吾
　
　
　

　
　
　
　
候

　
　
　
　
泊
御
免
勤
方
惣
而
只
今
迄
　
　
　
右
　
同
　
人
　
　

　
　
　
　
之
通
被
仰
付

　
　
　
　

　
　
　
　
同
断
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
内
権
之
進
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
同
断
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
　
同
　
人
　
　

　
　
　
　

　
　
　
右
者
於
御
用
部
屋
被
仰
渡
候
段
、
申
来
候

　
　
　
　

一
　
　
　
　
　
　
当
十
五
日
付
ニ
而
左
之
通
申
来

　
　
　
　

　
　
　
　
　
口
　
上
　
覚

　
　
　
　
私
事
御
厚
恩
を
も
つ
て
、御
阿
て
加
い
下
し
お
可
連
、

相
応
之
養
子
仕
候
や
う
ニ
、先
達
而
仰
付
さ
せ
ら
れ
、

重
々
阿
り
加
た
き
仕
合
尓
、
そ
ん
し
奉
り
候
、
是
尓

よ
つ
て
三
し
満
丁
ニ
罷
阿
り
候
儒
し
や
鳥
海
達
之
進

与
申
も
の
、
と
ら
年
四
十
二
歳
ニ
相
な
り
候
、
御
慈

悲
ニ
此
も
の
養
子
ニ
つ
可
ま
つ
り
、
御
奉
公
相
徒
と

め
さ
せ
申
度
、
祢
可
ひ
奉
り
候
、
此
た
ん
御
家
老
中

様
ま
て
、
御
序
之
節
何
ふ
ん
ニ
も
、
よ
ろ
し
く
御
と

り
な
し
た
の
ミ
奉
り
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
満

　
　
　
　
　
十
二
月
十
一
日

　
　
　
　
　
渡
辺
友
右
衛
門
様

　
　
　
　
　
原
　
九
郎
さ
へ
も
ん
様

　
　
　
　
　
中
ま
た
吉
五
郎
様

　
　
　
右
竹
内
甚
大
夫
振
合
を
以
願
書
認
、
九
（
郎
）
左
衛
門

御
用
番
江
差
出
申
候
段
、
九
郎
左
衛
門

申
来
候

　
　
　
　
芝
三
嶋
町
罷
在
候
儒
者
鳥
　
　
　
　
　
以
満

　
　
　
　
海
達
之
進
養
子
ニ
い
た
し

三
村
政
之
助
親
類

古
沢
三
郎
ゑ
も
ん
妻

古
沢
三
郎
衛
門
妻
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度
旨
、
願
之
通
仰
付
ら
れ
候

　
　
　
　

　
　
　
右
者
於
御
用
部
屋
鳥
海
達
之
進
同
道
、
中
村
七
十
郎
へ

　
　
　
被
仰
渡
候
段
、
吉
五
郎
方

来
候

　
　
　
　

　
　
　
　

○
　
十
一
月
十
四
日
分
　

　
　
　
　
御
徒
士
へ
番
入
申
付
之
　
　
　
　
両
角
直
記
　
　
　

　
　
　
　

○
　
閏
六
月
三
日
　

　
　
　
　
長
病
今
以
不
相
勝
候
付
、
　
　
　
岡
本
藤
馬
　
　
　

　
　
　
　
当
御
役
義
御
訴
訟
、
越

　
　
　
　
中
守
様
へ
申
上
候
処
、
願
之
通
今
日
御
免
被
成
下
、

席
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No. 科名 種名 野生 /園芸 在来 /外来 前庭 庭園 新宅周り 農地
149 ヒガンバナ科 イトズイセン（ニオイズイセン） 園芸 外来 ○
150 ヒガンバナ科 スイセン 園芸 外来 ○
151 ヒガンバナ科 オオマツユキソウ（スノーフレーク） 園芸 外来 ○
152 ヒガンバナ科 ナツズイセン 園芸 外来 ○
153 ヒガンバナ科 ハナニラ 園芸 外来 ○
154 ヒガンバナ科 ヒガンバナ 野生 在来 ○
155 ヒユ科 ヒカゲイノコヅチ 野生 在来 ○
156 フウロソウ科 アメリカフウロ 園芸 外来 ○ ○
157 フウロソウ科 ゲンノショウコ 野生 在来 ○ ○
158 フウロソウ科 ハクサンフウロ 園芸 在来 ○
159 ブドウ科 ノブドウ 野生 在来 ○ ○
160 ベンケイソウ科 キリンソウ 園芸 在来 ○
161 ベンケイソウ科 コモチマンネングサ 園芸 在来 ○ ○
162 ベンケイソウ科 ツルマンネングサ 園芸 在来 ○
163 ホウライシダ科 クジャクシダ 野生 在来 ○
164 マメ科 カラスノエンドウ 野生 在来 ○ ○ ○
165 マメ科 シロツメクサ 野生 外来 ○
166 マメ科 スズメノエンドウ 野生 在来 ○ ○
167 ムラサキ科 キュウリグサ 野生 在来 ○
168 ムラサキ科 ハナイバナ 野生 在来 ○
169 ムラサキ科 ホタルカズラ 野生 在来 ○
170 ムラサキ科 ワスレナグサ 園芸 外来 ○
171 メギ科 イカリソウ 園芸 在来 ○ ○
172 ヤマゴボウ科 ヨウシュヤマゴボウ 野生 外来 ○ ○
173 ユキノシタ科 アスチルベ 園芸 外来 ○
174 ユキノシタ科 ダイモンジソウ 園芸 在来 ○
175 ユキノシタ科 ヒマラヤユキノシタ 園芸 外来 ○ ○
176 ユキノシタ科 ユキノシタ 園芸 在来 ○
177 ユリ科 オオアマナ 園芸 外来 ○
178 ユリ科 カタクリ 野生 在来 ○
179 ユリ科 キバナカタクリ 園芸 外来 ○
180 ユリ科 キバナノアマナ 野生 在来 ○
181 ユリ科 クルマユリ 野生 在来 ○
182 ユリ科 アミガサユリ（バイモ） 園芸 外来 ○
183 ユリ科 チューリップ 園芸 外来 〇
184 ユリ科 ホトトギス 園芸 在来 ○ ○
185 ラン科 エビネ 園芸 在来 ○
186 ラン科 シュンラン 園芸 在来 ○
187 ラン科 シラン 園芸 在来 ○
種数 187 野生：88 在来：120 97 57 32 51

園芸：99 外来： 65
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No. 科名 種名 野生 /園芸 在来 /外来 前庭 庭園 新宅周り 農地
99 サトイモ科 カラスビシャク 野生 在来 ○
100 シソ科 イブキジャコウソウ 園芸 在来 ○
101 シソ科 カキドオシ 野生 在来 ○
102 シソ科 カクトラノオ 園芸 外来 ○
103 シソ科 クルマバナ 園芸 在来 ○
104 シソ科 セイヨウジュウニヒトエ 園芸 外来 ○
105 シソ科 タツナミソウ（白花） 園芸 在来 ○
106 シソ科 タツナミソウ（紫花） 園芸 在来 ○ ○
107 シソ科 ヒメオドリコソウ 野生 外来 ○ ○
108 シソ科 ホトケノザ 野生 在来 ○
109 シソ科 ミカエリソウ 園芸 在来 ○
110 シュウカイドウ科 シュウカイドウ 園芸 外来 〇
111 シュロソウ科 ショウジョウバカマ 野生 在来 ○
112 ショウガ科 ミョウガ 園芸 外来 ○ ○
113 スイカズラ科 オトコエシ 野生 在来 ○
114 スイカズラ科 ノヂシャ 野生 外来 ○
115 ススキノキ科 ヒメキスゲ 園芸 在来 ○
116 ススキノキ科 ヤブカンゾウ 野生 在来 ○
117 スミレ科 ヴィオラ　ソロリア　パピリオナケア 園芸 外来 ○
118 スミレ科 ヴィオラ　ソロリア　プリケアナ 園芸 外来 ○
119 スミレ科 エイザンスミレ 野生 在来 ○
120 セリ科 ミツバ 野生 在来 ○ ○ ○
121 セリ科 ヤブニンジン 野生 在来 ○
122 センリョウ科 ヒトリシズカ 野生 在来 ○
123 センリョウ科 フタリシズカ 野生 在来 ○
124 タデ科 イタドリ 野生 在来 ○
125 タデ科 ギシギシ 野生 在来 ○
126 ツユクサ科 ムラサキツユクサ 園芸 外来 ○ ○
127 トウダイグサ科 タカトウダイ 野生 在来 ○
128 トウダイグサ科 トウダイグサ 野生 在来 ○
129 トクサ科 スギナ 野生 在来 ○ ○ ○
130 トクサ科 トクサ 野生 在来 ○
131 ドクダミ科 ドクダミ 野生 在来 ○ ○ ○
132 ドクダミ科 ハンゲショウ 園芸 在来 ○
133 ナデシコ科 オオヤマフスマ 野生 在来 ○
134 ナデシコ科 ツメクサ 野生 在来 ○
135 ナデシコ科 ナデシコ園芸種 園芸 ？ ○
136 ナデシコ科 ノミノツヅリ 野生 在来 ○
137 ナデシコ科 ハコベ 野生 在来 ○ ○
138 ナデシコ科 フランネルソウ（白花） 園芸 外来 ○
139 ネギ科 ギョウジャニンニク 園芸 在来 ○
140 ネギ科 ノビル 野生 在来 ○
141 ハナシノブ科 シバザクラ 園芸 外来 ○
142 バラ科 イチゴ 園芸 外来 ○
143 バラ科 キョウカノコ 園芸 在来 ○
144 バラ科 シモツケ（六弁） 園芸 在来 ○
145 バラ科 シモツケソウ 園芸 在来 ○
146 バラ科 ダイコンソウ 野生 在来 ○
147 バラ科 ヘビイチゴ 野生 在来 ○ ○
148 バラ科 ワレモコウ 野生 在来 ○ ○
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No. 科名 種名 野生 /園芸 在来 /外来 前庭 庭園 新宅周り 農地
49 キク科 セイヨウタンポポ 野生 外来 ○ ○ ○
50 キク科 タイミンガサ 園芸 在来 ○
51 キク科 ヒナギク（ダルマソウ、デージー） 園芸 外来 ○
52 キク科 チシマタンポポ 園芸 外来 ○
53 キク科 チチコグサ 野生 在来 ○
54 キク科 ツワブキ 園芸 在来 ○ ○
55 キク科 ノゲシ 野生 在来 ○ ○
56 キク科 ハハコグサ 野生 在来 ○
57 キク科 ハハコグサの仲間 野生 外来 ○
58 キク科 ハルジオン 野生 外来 ○ ○
59 キク科 ヒメジョオン 野生 外来 ○
60 キク科 フキ 野生 在来 ○ ○ ○
61 キク科 フキ（大型品種） 園芸 在来 ○
62 キク科 フジバカマ 園芸 在来 ○
63 キク科 ブタナ 園芸 外来 ○
64 キク科 ミヤマヨメナ（ミヤコワスレ） 園芸 在来 ○
65 キク科 ヤグルマギク 園芸 外来 ○
66 キク科 ヨモギ 野生 在来 ○ ○
67 キジカクシ科 アスパラガス 園芸 外来 ○ ○
68 キジカクシ科 ギボウシ 園芸 在来 ○
69 キジカクシ科 シラー　ベルビアーナ 園芸 外来 ○
70 キジカクシ科 スズラン 園芸 在来 ○
71 キジカクシ科 アマドコロ（斑入り） 園芸 在来 ○
72 キジカクシ科 ヒヤシンス 園芸 外来 ○ ○
73 キジカクシ科 ムスカリ 園芸 外来 ○
74 キョウチクトウ科 チョウジソウ 園芸 在来 ○
75 キョウチクトウ科 ツルニチニチソウ 園芸 外来 ○
76 キンポウゲ科 イチリンソウ 野生 在来 ○
77 キンポウゲ科 オウレン 野生 在来 ○
78 キンポウゲ科 オキナグサ 野生 在来 ○
79 キンポウゲ科 クレマチス 園芸 在来 ○
80 キンポウゲ科 カナダオダマキ 園芸 外来 ○
81 キンポウゲ科 クリスマスローズ 園芸 外来 ○ ○
82 キンポウゲ科 シュウメイギク 園芸 外来 ○ ○
83 キンポウゲ科 タガラシ 野生 在来 ○
84 キンポウゲ科 トリカブトの仲間 野生 在来 ○
85 キンポウゲ科 ハクサンイチゲ 園芸 在来 ○
86 キンポウゲ科 ヒエンソウ 園芸 外来 ○ ○ ○
87 キンポウゲ科 フクジュソウ 園芸 在来 ○
88 キンポウゲ科 ミスミソウ 園芸 在来 ○
89 キンポウゲ科 ミヤマオダマキ 園芸 在来 ○
90 キンポウゲ科 ヤエキンポウゲ 園芸 外来 ○ ○
91 キンポウゲ科 ヤマオダマキ 園芸 在来 ○
92 ケシ科 クサノオウ 野生 在来 ○
93 ケシ科 ヒナゲシ 園芸 外来 ○
94 ケシ科 ムラサキケマン 野生 在来 ○
95 コバノイシカグマ科 ワラビ 園芸 在来 ○
96 サクラソウ科 オカトラノオ 野生 在来 ○
97 サクラソウ科 サクラソウ 園芸 在来 ○
98 サクラソウ科 白花サクラソウ 園芸 在来 ○
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No. 科名 種名 野生 /園芸 在来 /外来 前庭 庭園 新宅周り 農地
1 アカネ科 アカネ 野生 在来 ○
2 アカネ科 ヤエムグラ 野生 在来 ○
3 アカバナ科 ヒナマツヨイグサ 園芸 外来 ○
4 アカバナ科 メマツヨイグサ 野生 外来 ○
5 アケビ科 ミツバアケビ 野生 在来 ○
6 アブラナ科 ゴウダソウ（ルナリア） 園芸 外来 ○ ○
7 アブラナ科 ナノハナ 園芸 外来 ○
8 アブラナ科 ハナダイコン 園芸 外来 ○ ○
9 アブラナ科 ミチタネツケバナ 野生 外来 ○
10 アヤメ科 アヤメ 園芸 在来 ○
11 アヤメ科 カンアヤメ 園芸 外来 ○
12 アヤメ科 ジャーマンアイリス 園芸 外来 ○
13 アヤメ科 シャガ 園芸 在来 ○ ○
14 アヤメ科 ハナショウブ 園芸 在来 ○
15 アヤメ科 ニワゼキショウ 園芸 外来 ○
16 アヤメ科 ヒオウギ 園芸 在来 ○
17 イヌサフラン科 チゴユリ 野生 在来 ○
18 イネ科 イトススキ 園芸 在来 ○
19 イネ科 カニツリグサ 野生 在来 ○
20 イネ科 カラスムギ 野生 外来 ○
21 イネ科 ススキ 野生 在来 ○
22 イネ科 スズメノテッポウ 野生 在来 ○
23 イネ科 チヂミザサ 野生 在来 ○
24 イネ科 ヒゲナガスズメノチャヒキ 野生 在来 ○
25 イネ科 ヒメコバンソウ 野生 外来 ○
26 イワデンダ科 イヌワラビ 野生 在来 ○
27 イワヒバ科 シダ植物セラギネラ大型 園芸 ？ ○
28 ウコギ科 ウド 野生 在来 ○
29 ウマノスズクサ科 カンアオイ 野生 在来 ○
30 ウラボシ科 ノキシノブ 野生 在来 ○
31 オオバコ科 オオイヌノフグリ 野生 在来 ○ ○
32 オオバコ科 タチイヌノフグリ 野生 外来 ○
33 ガガイモ科 ガガイモ 野生 在来 ○
34 カタバミ科 オッタチカタバミ 野生 外来 ○ ○
35 カタバミ科 カタバミ 野生 在来 ○
36 カタバミ科 ムラサキカタバミ 園芸 外来 ○ ○ ○
37 カヤツリグサ科 タガネソウ（斑入り） 園芸 在来 ○
38 カヤツリグサ科 ヤブスゲ 野生 在来 ○
39 キキョウ科 ツリガネニンジン 野生 在来 ○
40 キキョウ科 ホタルブクロ 野生 在来 ○ ○
41 キキョウ科 ヤマホタルブクロ 野生 在来 ○
42 キク科 ウズラバタンポポ 園芸 外来 ○
43 キク科 オオハンゴンソウ 園芸 外来 ○
44 キク科 オニタビラコ 野生 在来 ○ ○
45 キク科 コウリンタンポポ 園芸 在来 ○
46 キク科 コスモス 園芸 外来 ○ ○
47 キク科 シオン 園芸 外来 ○
48 キク科 セイタカアワダチソウ 野生 外来 ○ ○

表 2 ． 確認された草本種のリスト
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No. 種名（科名） 品種 直径㎝ 樹高ｍ 備考（G：複数本グループ）
249 シロヤマブキ（バラ科） 1.5 1. 8
250 ライラック（モクセイ科） 2.5 2. 4 複数本 G
251 サクラの仲間（バラ科） 2 2.5 萌芽 G
252 フジ（マメ科） 0.5 0. 6
253 カジイチゴ（バラ科） 1.5 1. 7
254 エノキ（アサ科） 1 1.5
255 カキノキ（カキノキ科） 1 1.0
256 ネクタリン（バラ科） 11.8 5. 0
257 リンゴ（バラ科） 矮性 12.1 3. 0
258 アンズ（バラ科） 15.8 4. 5
259 ミザクラ（バラ科） 桜桃 12 1.3
260 アンズ（バラ科） 小粒 23.7 5. 0
261 ミザクラ（バラ科） 小粒桜桃 10.8 3. 0 複数本 G
262 ナンテン（メギ科） 1.5 1. 4 複数本 G
263 ユキヤナギ（バラ科） 1.5 1. 4
264 キウイ（マタタビ科） 15.9 2. 5 3本 G
265 サンショウ（ミカン科） 2 1.0
266 アンズ（バラ科） 27.1 6. 5
267 ヤマグワ（クワ科） 2 3.3 萌芽 G
268 ブナ（ブナ科） 19.4 5. 0 胸高周囲長計測
269 キリ（キリ科） 29.3 6. 0
270 タラノキ（ウコギ科） 8.0 5. 0 複数本 G
271 キリ（キリ科） 6.4 5. 0
272 アンズ（バラ科） 28.7 5. 5
273 ネムノキ（マメ科） 18.5 6. 0
274 サワラ（ヒノキ科） 26.4 13. 0 胸高周囲長計測
275 サワラ（ヒノキ科） 26.1 13. 0 胸高周囲長計測
276 カキノキ（カキノキ科） 1.5 0. 7
277 サンショウ（ミカン科） 1.5 0. 7
278 バラ（バラ科） 3 1.6
279 バラ（バラ科） 3 1.0
280 ウメ（バラ科） 4.8 3. 0
281 ツバキ（ツバキ科） 1.5 0. 3 2本 G
282 ガクアジサイ（アジサイ科） 1.5 1. 1
283 ナンテン（メギ科） 1.5 1. 1 複数本 G
284 ナンテン（メギ科） 1 1.0 複数本 G
285 ナンテン（メギ科） 4.6 2. 4 複数本 G　生垣
286 ウラジロモミ（マツ科） 5.7 2. 5 6本 G　生垣
287 カキノキ（カキノキ科） 35.4 6. 5 胸高周囲長計測
288 サザンカ（ツバキ科） 八重咲 2.5 1.5
289 モチノキ（モチノキ科） 白ふちどり 2 1.0
290 アンズ（バラ科） 46.8 6. 0 こぶの下地上約1mで計測
291 ウメ（バラ科） 13.9 4. 5 隣に切り株45×30㎝
292 ナンテン（メギ科） 2 1.3
293 ザクロ（ミソハギ科） 12.1 4. 0 複数本 G
294 ハナミズキ（ミズキ科） 11.5 4. 2
295 ツツジの仲間（ツツジ科） 1 0.6
296 ムラサキシキブ（ニシキギ科） 1 0.7
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No. 種名（科名） 品種 直径㎝ 樹高ｍ 備考（G：複数本グループ）
199 サツキ（ツツジ科） 白花 2 0.7 萌芽 G
200 サツキ（ツツジ科） 2 0.7 2本 G　萌芽
201 ツツジの仲間（ツツジ科） 1.5 0. 5 萌芽 G
202 サツキ（ツツジ科） 2 1.0
203 ツツジの仲間（ツツジ科） 1.5 0. 3
204 バイカウツギ（アジサイ科） 1.5 0. 5
205 ツツジの仲間（ツツジ科） 1 0.5
206 ツツジの仲間（ツツジ科） 2 0.5
207 ツツジの仲間（ツツジ科） 1 0.5 丸葉
208 ツツジの仲間（ツツジ科） 2 0.5
209 ツツジの仲間（ツツジ科） 3 0.5 毛深い
210 ツツジの仲間（ツツジ科） 2 0.5 丸葉
211 ツツジの仲間（ツツジ科） 1.5 0. 3 小葉
212 キンモクセイ（モクセイ科） 16.6 4. 5 2本 G
213 カキノキ（カキノキ科） 蜂屋柿 24.8 5. 0
214 スイカズラ（スイカズラ科） 6.1 4. 5
215 シモツケ（バラ科） 0.5 0. 8 複数本 G
216 ナンテン（メギ科） 0.3 0. 4 複数本 G
217 ツバキ（ツバキ科） 9.2 5. 0 8本 G
218 ハナズオウ（マメ科） 3.2 2. 0 萌芽 G
219 ザクロ（ミソハギ科） 17.5 4. 0
220 ナンテン（メギ科） 1.5 0. 8 複数本 G
221 メグスリノキ（ムクロジ科） 25.5 8. 0 胸高周囲長計測
222 マユミ（ニシキギ科） 5.4 2. 8
223 ヤマボウシ（ミズキ科） 15.6 5. 0
224 アカガシ（ブナ科） 13.4 4. 0 2本 G
225 ツバキ（ツバキ科） 4.0 3. 0 3本 G　生垣
226 アカガシ（ブナ科） 17.8 4. 0 7本 G　生垣
227 ニシキギ（ニシキギ科） 1.5 1. 5 3本 G
228 ハナズオウ（マメ科） 2.5 1. 8
229 ナンテン（メギ科） 1.5 1. 6 複数本 G
230 アカガシ（ブナ科） 9.1 4. 0 4本 G　生垣
231 ヤマブキ（バラ科） 0.5 1. 5 複数本 G
232 ミツバアケビ（アケビ科） 0.5 2. 0 枯れ木に巻く
233 ナツメ（クロウメモドキ科） 15.4 8. 0 2本 G　胸高周囲長計測
234 マサキ（ニシキギ科） 4 2.0 複数本 G
235 カシワ（ブナ科） 12.9 7. 5 胸高周囲長計測
236 シダレザクラ（バラ科） 23.9 7. 0 胸高周囲長計測
237 オオデマリ（スイカズラ科） 15.3 3. 5
238 シダレザクラ（バラ科） 10.5 3. 5
239 カキノキ（カキノキ科） 21.0 3. 5 胸高周囲長計測
240 ナツメ（クロウメモドキ科） 4.9 2. 5
241 コムラサキシキブ（ニシキギ科） 白実 4.6 3.5 萌芽 G
242 ナツメ（クロウメモドキ科） 2 2.2
243 コムラサキシキブ（ニシキギ科） 6.1 2. 0 萌芽 G
244 シラカシ（ブナ科） 8.6 4. 5 萌芽 G
245 ムクゲ（アオイ科） 5.7 2. 6
246 カキノキ（カキノキ科） 20.1 4. 5 胸高周囲長計測
247 イチジク（クワ科） 4.3 2. 2 萌芽 G
248 ナンテン（メギ科） 1 1.3 複数本 G
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No. 種名（科名） 品種 直径㎝ 樹高ｍ 備考（G：複数本グループ）
149 イチョウ（雌木イチョウ科） 54.6 10. 0
150 イロハモミジ（ムクロジ科） 19.9 4. 5
151 ツバキ（ツバキ科） 2.6 2. 0 2本 G
152 ヤマボウシ（ミズキ科） 6.5 2. 8
153 ウツギ（アジサイ科） 9.9 2. 8 萌芽 G
154 イチイ（イチイ科） 9.2 2. 4
155 スギ（ヒノキ科） 34.4 17. 0 胸高周囲長計測
156 ボケ（バラ科） 0.8 1. 3 複数本 G
157 スギ（ヒノキ科） 35.7 17. 0 胸高周囲長計測
158 シロヤマブキ（バラ科） 1 1.1 複数本 G
159 エノキ（アサ科） 4.6 3. 5
160 カシワ（ブナ科） 8.4 4. 0
161 ヒノキ（ヒノキ科） 41.1 17. 0 胸高周囲長計測、ツタが巻く
162 サンシュユ（ミズキ科） 12.9 2. 4
163 ヒヨクヒバ（ヒノキ科） 13.4 3. 6
164 ハナズオウ（マメ科） 1.8 2. 0 複数本 G
165 カリン（バラ科） 21.7 4. 5 胸高周囲長計測
166 ガクアジサイ（アジサイ科） 1 0.8 複数本 G
167 ニシキウツギ（スイカズラ科） 14.3 3. 8
168 ムクゲ（アオイ科） 10.5 2. 0
169 ヒノキ（ヒノキ科） 56.2 15. 0 胸高周囲長計測
170 エゴノキ（エゴノキ科） 6.7 4. 0
171 ツツジの仲間（ツツジ科） 2.5 1. 0 萌芽 G
172 アカマツ（マツ科） 35.4 3. 6 二又
173 イロハモミジ（ムクロジ科） 1 0.9
174 ツツジの仲間（ツツジ科） 1 0.5 複数本 G
175 イロハモミジ（ムクロジ科） 23.1 4. 5 胸高周囲長計測
176 イロハモミジ（ムクロジ科） 16.6 5. 0 胸高周囲長計測
177 イロハモミジ（ムクロジ科） 25.0 5. 0 胸高周囲長計測
178 ヤマハギ（マメ科） 0.5 1. 0 複数本 G
179 エノキ（アサ科） 0.5 1. 0 複数本 G
180 アカガシ（ブナ科） 30.6 7. 0 胸高周囲長計測
181 イロハモミジ（ムクロジ科） 10.5 2. 1
182 ツツジの仲間（ツツジ科） 2 0.7 複数本 G
183 ナンテン（メギ科） 1 1.3 複数本 G
184 イロハモミジ（ムクロジ科） 9.2 3. 2
185 イヌツゲ（モチノキ科） 1.5 0. 4 複数本 G
186 ガマズミ（レンプクソウ科） 4.9 2. 0
187 ツツジの仲間（ツツジ科） 1.8 0. 5
188 アカマツ（マツ科） 25.0 4. 0 胸高周囲長
189 シモツケ（バラ科） 0.4 0. 5 複数本 G
190 ウメモドキ（モチノキ科） 0.5 0. 7
191 ウメモドキ（モチノキ科） 5.1 1. 8
192 カイドウの仲間（バラ科） 2.5 1. 2 ズミの仲間
193 マルバハギ（マメ科） 2 2.0 萌芽 G
194 イヌツゲ（モチノキ科） 2 0.8 複数本 G
195 ウメモドキ（モチノキ科） 2.7 1. 8 2本 G、1本枯れ直径7.3cm
196 ツツジの仲間（ツツジ科） 4.0 0. 8 複数本 G
197 キンシバイ（オトギリソウ科） 0.8 1. 2 萌芽 G
198 ツツジの仲間（ツツジ科） 1.5 0. 6 萌芽 G
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No. 種名（科名） 品種 直径㎝ 樹高ｍ 備考（G：複数本グループ）
99 ツバキ（ツバキ科） 黒花 3.2 1.7
100 マサキ（ニシキギ科） 1.2 1. 5 2本 G
101 ダンコウバイ（クスノキ科） 11.5 4. 5 二又の片方の直径9.5㎝
102 ユキヤナギ（バラ科） 2 1.8
103 ネムノキ（マメ科） 1 1.3 萌芽 G
104 ヤマボウシ（ミズキ科） 1 1.3 萌芽 G
105 カジイチゴ（バラ科） 1 1.0
106 ナンテン（メギ科） 白実 1.5 1.2 複数本 G
107 カキノキ（カキノキ科） 1 1.7 萌芽 G
108 シロヤマブキ（バラ科） 2.5 1. 5 複数本 G
109 モミジの仲間（ムクロジ科） 22.9 7. 0
110 ケヤキ（ニレ科） 89.2 23. 0 胸高周囲長計測
111 ヤマブキ（バラ科） 0.5 0. 5 複数本 G
112 ナンテン（メギ科） 1 0.5 2本 G
113 イヌツゲ（モチノキ科） 1 0.5
114 ナンテン（メギ科） 1 1.5 複数本 G
115 ニシキギ（ニシキギ科） 1.5 1. 4
116 ヒイラギ（モクセイ科） 2 1.3
117 トウグミ（グミ科） 8.6 4. 0 二又の片方の直径9.7cm
118 ナンテン（メギ科） 1.5 1. 5 複数本 G
119 ヒメシャラ（ツバキ科） 11.8 6. 0 2本 G
120 オオデマリ（スイカズラ科） 4.5 2. 2 複数本 G
121 ジンチョウゲ（ジンチョウゲ科） 3.0 0. 7 2本 G
122 ナンテン（メギ科） 2.5 1. 4 複数本 G
123 バラの仲間（バラ科） 2 1.6 複数本 G
124 アセビ（ツツジ科） 4.5 1. 5
125 ガクアジサイ（アジサイ科） 2 1.2 複数本 G
126 ムクゲ（アオイ科） 11.9 4. 0 複数本 G
127 トサシモツケ（バラ科） 4.0 1. 7 複数本 G
128 モチツツジ（ツツジ科） 采咲き 2 1.4
129 ツツジの仲間（ツツジ科） 1.5 0. 6 複数本 G
130 スギ（ヒノキ科） 10.8 5. 0
131 ノウゼンカズラ（ノウゼンカズラ科） 5.7 5. 0
132 ナンテン（メギ科） 0.8 1. 3 複数本 G
133 イボタ（モクセイ科） 3.5 2. 2 萌芽 G
134 サンザシ（サンザシ科） 7.5 2. 5
135 モッコク（モッコク科） 3.2 2. 0
136 ムレスズメ（マメ科） 2.9 1. 4
137 サルスベリ（ミソハギ科） 3.5 2. 3
138 キンシバイ（オトギリソウ科） 1 1.3 複数本 G
139 タニウツギ（アジサイ科） 4.8 2. 0 複数本 G
140 ハマナス（バラ科） 3.0 1. 8 複数本 G
141 マメザクラ？（バラ科） 2 2.2 複数本 G
142 イヌツゲ（モチノキ科） 0.7 0. 3 複数本 G
143 シロヤマブキ（バラ科） 2 1.8 複数本 G
144 スギ（ヒノキ科） 60.2 17. 0 二又
145 ノウゼンカズラ（ノウゼンカズラ科） 12.3 17. 0 No.144のスギに巻き付く
146 ナンテン（メギ科） 1 1.7 複数本 G
147 ノイバラ？（バラ科） 2.1 1. 3
148 ナンテン（メギ科） 1 1.6 複数本 G
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No. 種名（科名） 品種 直径㎝ 樹高ｍ 備考（G：複数本グループ）
49 カシワ（ブナ科） 22.6 6. 0
50 スギ（ヒノキ科） 22.0 6. 5
51 サワラ（ヒノキ科） 19.4 7. 0
52 スギ（ヒノキ科） 10.5 4. 5
53 スギ（ヒノキ科） 15.9 6. 0
54 ナンテン（メギ科） 1 1.2 萌芽 G
55 ハナミズキ（ミズキ科） 2 2.1
56 ツバキ（ツバキ科） 3.5 2. 3 12本Ｇ
57 シャクナゲ（ツツジ科） ピンク 4.3 0.7 2本Ｇ
58 イチョウ（イチョウ科） 17.5 8. 0 4本Ｇ
59 イロハモミジ（ムクロジ科） 13.4 4. 5 2本Ｇ
60 ツバキ（ツバキ科） 2 1.5 5本Ｇ
61 ナンテン（メギ科） 2 1.0 3本Ｇ
62 ヤツデ（ウコギ科） 3 1.5 萌芽 G
63 カキノキ（カキノキ科） 22.1 7. 0
64 キンシバイ（オトギリソウ科） 1 1.0 萌芽 G
65 レンゲツツジ（ツツジ科） 1 0.7
66 キンシバイ（オトギリソウ科） 1.5 1. 0 萌芽 G
67 ツバキ（ツバキ科） 八重赤 9.6 2.4
68 カリン（バラ科） 16.9 4. 0
69 ヤツデ（ウコギ科） 10.2 1. 8 3本Ｇ、萌芽
70 イヌツゲ（モチノキ科） 0.8 1. 0 萌芽 G
71 コムラサキシキブ（ニシキギ科） 0.8 0. 8 萌芽 G
72 ハマナス（バラ科） 2 1.5 萌芽 G
73 ツバキ（ツバキ科） 5.7 2. 4
74 ツバキ（ツバキ科） 11.9 2. 6
75 シロヤマブキ（バラ科） 2 1.6 萌芽 G
76 ニシキギ（ニシキギ科） 12.7 2. 6
77 ナンテン（メギ科） 2 1.4 萌芽 G
78 イロハモミジ（ムクロジ科） 13.7 4. 5
79 イロハモミジ（ムクロジ科） 33.4 7. 0
80 ナンテン（メギ科） 1.5 1. 0 萌芽 G
81 イチイ（イチイ科） 2 0.8
82 ニシキギ（ニシキギ科） 2 1.2 2本Ｇ
83 エゴノキ（エゴノキ科） 1.7 1. 7
84 イヌツゲ（モチノキ科） 2.5 2. 0
85 ツバキ（ツバキ科） 1.8 1. 4
86 ヤマボウシ（ミズキ科） 3.7 2. 2
87 ツバキ（ツバキ科） 斑入り赤 8.4 3.6
88 イタヤカエデ（ムクロジ科） 12.1 6. 5
89 コウヤマキ（コウヤマキ科） 7.8 4. 0
90 サクラの仲間（バラ科） 3.2 1. 5 オオシマザクラか？
91 ツツジの仲間（ツツジ科） 2.5 0. 4
92 シモツケ（バラ科） 0.8 0. 7 複数本 G
93 マツの仲間（切り株マツ科） 40×34 アカマツか？
94 イロハモミジ（ムクロジ科） 15.9 8. 5
95 イロハモミジ（ムクロジ科） 20.2 8. 5
96 イロハモミジ（ムクロジ科） 14.5 8. 5
97 イロハモミジ（ムクロジ科） 16.7 3. 5
98 ヒイラギ（モクセイ科） 1.5 1. 5
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No. 種名（科名） 品種 直径㎝ 樹高ｍ 備考（G：複数本グループ）
1 ウメ（バラ科） 信濃小梅 27.1 3. 6
2 ユキヤナギ（バラ科） 1 0.8 萌芽 G
3 ムクゲ（アオイ科） 15.3 2. 5
4 ドウダンツツジ（ツツジ科） 5.1 1. 2
5 ムラサキシキブ（ニシキギ科） 1 0.7 萌芽 G
6 カキノキ（カキノキ科） 甘柿 33.4 5. 0
7 ナンテン（メギ科） 1 2.0 萌芽 G
8 イロハモミジ（ムクロジ科） 17.0 3. 0
9 カキノキ（カキノキ科） 8.3 4. 0
10 ピラカンサ（バラ科） 4.1 2. 0
11 ユキヤナギ（バラ科） 3.5 2. 0
12 ユキヤナギ（バラ科） 1.9 2. 0
13 ウメ（バラ科） 双子梅 33.4 3. 0 2つずつ実がつく
14 イロハモミジ（ムクロジ科） 10.2 2. 4
15 エゴノキ（エゴノキ科） 7.3 2. 5
16 ウメ（バラ科） 八重咲 4.8 2.5
17 トサミズキ（マンサク科） 13.5 2. 5
18 コウヤマキ（コウヤマキ科） 5.4 2. 5
19 ハマギク（キク科） 8.6 1. 0 木質化している
20 ナンテン（メギ科） 1 1.8
21 マルバハギ（マメ科） 1 1.7
22 ハナズオウ（マメ科） 3.5 1. 4
23 シロヤマブキ（バラ科） 2 1.0
24 ヒイラギ（モクセイ科） 6.4 1. 8
25 アベリア（スイカズラ科） 2 1.5 萌芽 G
26 アベリア（スイカズラ科） 2 1.5 萌芽 G
27 サツキ（ツツジ科） 紅白 1 0.6 数本 G　生垣
28 イヌツゲ（モチノキ科） 1 0.6 萌芽 G
29 イロハモミジ（ムクロジ科） 11.1 1. 8
30 イロハモミジ（ムクロジ科） 43.9 3. 0 二股
31 チョウセンレンギョウ（モクセイ科） 2 1.5 萌芽 G
32 チョウセンレンギョウ（モクセイ科） 4 1.8 萌芽 G
33 サツキ（ツツジ科） 1 0.6 萌芽 G
34 ウツギ（アジサイ科） 2.2 1. 8
35 ハナミズキ（ミズキ科） 7.0 2. 5
36 ハナミズキ（ミズキ科） 14.3 4. 0
37 ヒメシャラ（ツバキ科） 4.8 3. 2 5本 G
38 シロヤマブキ（バラ科） 1 1.1
39 タニウツギ（アジサイ科） 紅花 3 2.0 萌芽 G
40 ムクゲ（アオイ科） 11.5 4. 0
41（斑入りの葉で鋸歯大） 4.5 1. 6
42 サルスベリ（ミソハギ科） 2.1 1. 8
43 マユミ（ニシキギ科） 7.3 1. 7
44 エノキ（アサ科） 3.2 2. 2
45 ムクゲ（アオイ科） 2 2.0 萌芽 G
46 ナンテン（メギ科） 3 1.8 複数本 G
47 ムクゲ（アオイ科） 5.7 3. 6
48 ムクゲ（アオイ科） 6.7 3. 6

表 1 ． 確認された樹木のリスト
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写真 2 ． 泉水の周囲（2002年頃撮影　佐藤家提供）．アカマツ、ツツジ、モミジの植栽が確認できる．

写真 3 ． 庭園の古写真（昭和初期か　佐藤家提供）．泉水の周囲にアカマツやツツジの植栽が見られる．アカ
マツと中央左寄りの氏神の祠は調査時と同じものとわかる．奥の建物は農地との境にかつてあった
土蔵．

― xx―
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図 2 ． 敷地内の樹木の配置図．樹冠のおよその投影図で示す．No. 番号は表 1 の樹木リストの番号と対応して
いる．No.93（切り株）、110、172、264は幹の位置を破線の丸印で示す．
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図 1 ．調査で用いた敷地内のエリア区分．

母屋

5ｍ

新宅

ケヤキ

生垣

写真 1 ． 前庭（2017年10月撮影）．門から母屋の玄関までのアプローチ部分．中央に二股に分かれたイロハモ
ミジの古木（No.30）、左奥にケヤキの大木（No.110）が写る．
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ソロリア パピリオナケア（スミレ類園芸種）も広範囲に見られた。一方、由来がわからない在来植物としてオ
キナグサが確認されたが、長野県の絶滅危惧 IB 類（近い将来における野生での絶滅の危険性が高い種）、長野
県指定希少野生植物に指定されている希少種であり、由来の確認が必要である。

泉水を中心とした庭園
根際から二股にわかれた幹を泉水の水面へ張り出したアカマツの木を中心に、築山には花が美しいツツジ類や、

紅葉や実が赤く美しいモミジやウメモドキが配置されていた。秋の七草の一種であるハギも植栽されていた。そ
れらの木々の下にはカンアオイやミスミソウ、ホトトギス、ツワブキなどの在来植物が見られた。池の奥には胸
高直径が約90㎝、樹高20m 以上のケヤキの大木がみられ、樹齢は200年以上と推定される。また、氏神の祠のそ
ばには、胸高直径35～55㎝、樹高15～17m のスギやヒノキも植栽されていた。南側の泉水路沿いにはハナショ
ウブが植えられていた。農地との境界には食料や薬用に利用されるザクロやナツメ、カキノキなどの果樹も見ら
れた。

新宅周り
母屋と新宅との間のエリアで、庭園の敷地区分の一つである、農作業や家事をする「作業空間」が含まれる。

平成初年に造成して現在の新宅を建てたとのことで、外来の園芸種が多かったが、母屋との境にはカキノキや古
い品種とされるアンズも見られた。

農地
平成23年（2011）まで畑として利用していた場所と、近年に主に果樹（リンゴ、アンズ、ミザクラ（桜桃）な

ど）を植えた場所とを合わせたエリアで、これらの果樹の他、タラノキやキリも見られた。また鳥が種を運んで
きたらしく、植栽していない枝垂桜やヤマグワが生え樹高 3 m 以上に成長していた。低木のカジイチゴも植栽
由来ではないとのことだった。草本では畑雑草が多く見られた。

４．まとめ

母屋の前庭や泉水の周囲には、かなり古い年代に植栽されたケヤキの大木やニシキギが見られた。泉水へ張り
出す独特な樹形のアカマツも古いものと思われる。この特徴的な樹形を創り出し維持するために、江戸時代から
専門の職人が管理してきたことがうかがえた。また、ツツジ類やモミジ、ウメモドキなど、鑑賞を用途とするも
の、アカガシやカリン、ヤツデなど、縁起が良いとして伝統的に庭に植栽される樹種を確認することができた。
これらはその用途にあわせた配置がされていた。農地との境界近くには、材にするためのスギやヒノキ、食用や
薬用となるザクロやナツメ、サンシュユなど、実用的な樹種が植栽されていた。一方で、近年に植えられた樹種
も多く見られた。

草本では、はっきりと古い品種であると特定できる種はなかった。古くから漢方薬に使われてきた種や江戸時
代以前から園芸化されてきた種などもあったが、今回の調査では昭和30年より前まで由来をさかのぼることがで
きなかった。希少種オキナグサは植栽したものではないとのことだった。調査の最終日に佐藤夫人の許可を得て、
カンアオイ、ミスミソウ、スズラン、ホタルブクロを数株ずつ博物館へ移植した。また、オキナグサの種子を採
取し播種した。これらは今はない庭園の姿をわずかに伝える植物となった。

最後に、調査にご協力いただいた佐藤家の方々、松代文化施設等管理事務所の方々に、御礼申し上げる。

５．引用・参考文献

⑴長野市教育委員会（1982）庭園都市松代　伝統的建造物群保存対策調査報告書．長野市．
⑵信州大学農学部造園学研究室（2015）松代城下町庭園調査報告書．長野市教育委員会．
⑶佐々木邦博・米林由美子・平岡直樹（2004）城下町の庭園と庭園を結ぶ水路の特性．信州大学農学部紀要．40
（ 1 ・ 2 ）．27-34.

⑷飛田範夫（2002）日本庭園の植栽史．京都大学学術出版会 .
⑸長沢武（2012）野外植物民俗事苑．ほおずき書籍．
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際に臭い消しにも使われる。No.162は聞き取りから昭和30年以前からの古い木であるとのこと。
・ザクロ（No.219、293）：平安時代に中国から伝えられたとされる、果実を食用にするため、また子孫繁栄の象

徴として植えられる樹種。
・ナツメ（No.233など）：奈良時代以前に中国から伝えられたとされる、果実を薬用に利用する樹種。No.233は

昭和30年以前からの古い木であるとのこと。
・アンズ（No.258、266、290など）：No.290以外は現在の果肉食用の品種。No.290はそれらより果肉部分が少なく、

種の中の仁（種子部分）を採るために植えられていた古い品種とのこと。これよりさらに果肉部分が少ない品
種の木も平成初年まであり、果実を杏干しに利用していたとのこと。

・スギ（No.50、144、155、157など）：建築材として一般的に利用される樹種。No.144は（二又のため）根元直
径が約60㎝、No.155、157は胸高直径が約35㎝と材として利用可能な太さだった。

・ヒノキ（No.161、169）：柱や板など高級建築材として用いられる樹種。胸高直径が No.161は41㎝、 No.169は
56㎝と建築材として利用可能な太さだった。いずれも庭園と農地との境界近くに植えられていた。

・サワラ（No.51、274、275）：スギやヒノキと同じく建築材として利用される樹種。いずれも隣地との境界に植
栽されていた。No.274、275は胸高直径が約25㎝あった。

【②草本】
種類について

夏に調査ができなかったため、種類を特定できなかったものも残されたが、全体で186種類（品種を含む）を
識別し記録した（表 2 ）。これらのうち園芸種が半数以上を占めた。その中には日本での園芸化や栽培の歴史が
江戸時代以前にさかのぼるものもあった。聞き取りから佐藤夫人が嫁いできた昭和30年以前から植栽されていた
種として、サクラソウとヒナギク（別名ダルマソウ、デージー）の 2 種が挙げられた。当時は食糧不足のため敷
地の大半に作物が植えられており、その後観賞用の花きを植栽していったとのことで、今回の調査では在来・外
来問わず花の美しい園芸種が多く見られた。野生の在来種は73種が確認されたが、その由来として聞き取りから、
ご主人や夫人が野外で採集し植栽したもの（イチリンソウなど）、植栽していないが昭和30年以降に生えてきた
もの（ヤマホタルブクロ、オキナグサなど）があった。平成23年（2011）以降、休耕している農地を雑草が覆っ
ていたため、野生の畑雑草も比較的多く見られた。

注目する種
以下に挙げる注目した種を表 2 の中で灰色で示した。

・漢方薬の材料となる薬用種（植栽・野生）：シャガ、ヒオウギ（アヤメ科）、カンアオイ（ウマノスズクサ科）、
オウレン（キンポウゲ科）、ツワブキ（キク科）、ドクダミ（ドクダミ科）、ワレモコウ（バラ科）、ユキノシタ

（ユキノシタ科）、アミガサユリ（バイモ　中国原産　ユリ科）
・日本で花を観賞するために古くから栽培されている種（植栽）：アヤメ、ハナショウブ（アヤメ科）、シオン、

ミヤマヨメナ（キク科）、フクジュソウ、ミスミソウ（キンポウゲ科）、サクラソウ（白花品種含む、サクラソ
ウ科）、エビネ、シュンラン、シラン（ラン科）、シュウカイドウ（シュウカイドウ科、中国原産）

・花が美しい日本の野生種（植栽）：チゴユリ（イヌサフラン科）、スズラン（キジカクシ科）、イチリンソウ、
ハクサンイチゲ、ミヤマオダマキ（キンポウゲ科）、ショウジョウバカマ（シュロソウ科）、イカリソウ（メギ
科）、カタクリ、クルマユリ（ユリ科）

・野生在来種（植栽しておらず由来不明）：オトコエシ（スイカズラ科）、ホタルブクロ、ヤマホタルブクロ（キ
キョウ科）、オキナグサ、トリカブト（キンポウゲ科）、トウダイグサ（トウダイグサ科）

【③場所ごとの特徴】
母屋の前庭

門から母屋の玄関へ続く家の象徴となる場所であり、マツ（調査時は切り株のみ）やウメ（双子梅）など、シ
ンボル的な木が植栽されていた。モミジやニシキギ、カキノキなどの紅葉や実が美しい樹種も見られた。中でも
No.76のニシキギ、No.30のイロハモミジは、これらの樹種の中では比較的太く、古い木であると推測された。縁
起が良いとされるカリンや魔除けとなるヤツデの玄関近くへの植栽も特徴的であった。ツバキやムクゲなど、近
年に植栽されたとされる樹種も多く見られた。草本ではサクラソウ、エビネ、チョウジソウ、イチリンソウなど、
花が美しい種類を植え、手入れがされていた。外来園芸種のヒマラヤユキノシタ、クリスマスローズ、ヴィオラ 
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キも見られた。茎が木質化するキクの仲間、ハマギクも前庭で見られた。ツツジ、ツバキ、カキノキは、品種が
多い植物種であるが、今回の調査では品種の特定ができないものが多かった。聞き取りから、調査時は見られな
かったが、かつてカシグルミとクリが植栽されていたとのことであった。
樹種当たりの本数に着目すると、ナンテン、ツツジ、イロハモミジ、ツバキが10本以上と多く見られた。ナン
テンは「難を転じる」に通じることから縁起の良い木とされる。ツツジは春の庭を彩るため、イロハモミジは紅
葉が美しいことから庭木としてよく植えられる樹種である。佐藤夫人からの聞きとりによると、ツバキは亡くな
られたご主人が愛好されており、多く植えられたとのことで、八重咲など様々な品種が見られた。

注目する樹木
各樹木の敷地内での位置を図 2に示した。図中の番号と表 1の各樹木の番号は対応している。以下に示す注目
する樹木を表 1と図 2の中で灰色で示した。
・ウメ（No.1、13、16など）：早春に花を楽しみ、果実は食用に利用されるため、庭園に植えられることが多い
樹種。No.13は「双子梅」と呼ばれる品種で、 2 つずつ隣接して花を咲かせ、果実も並んでつく特異な品種。
松代東条に源頼朝にまつわる伝承がある同様の「双子梅」の木があるが、それとの関りは不明とのこと。
・ナンテン（No.7、20、183など）：冬に赤い実が美しく、また名前が「難を転じる」に通じるため、災難除けと
して庭に植えられることが多い樹種。
・イロハモミジ（No.8、30、175～177など）：秋の庭を紅葉で彩るために植えられることが多い樹種。前庭の
No.30は根元直径（二又のため根元で計測）が40㎝以上と、この樹種にしては太く、古くから植えられていた
木と思われる。泉水の裏の築山のNo.175～177も、胸高直径が15～25cmで比較的太い木であった。
・ツツジ・サツキ（No.27、174、187など）：春に美しい花を咲かせるので、庭に植えられることが多い樹種。
No.27は門から母屋までの生垣として、No.171、174、187は泉水の築山に、No.198～203、205～210などは泉水
の手前に並べて植えてあり、庭園を彩る重要な役割を担っている。
・マツ（No.93　切り株）：庭の入り口にシンボルとして植えられていた木。アカマツか。
・カキノキ（No.63、213、239など）：秋の庭を彩り果実を食用にするため植えられることが多い樹種。甘柿と渋
柿と両方の品種が植えられていた。
・カリン（No.68、165）：果実を薬に利用する他、名前が「金銭を『借りん』」に通じるため、前庭に植えられる
ことが多い樹種。No.68は母屋の玄関近くにあり、聞き取りから昭和30年以前からの古い木であるとのこと。
・ヤツデ（No.62、69）：魔除けとして家の入口近くに植えられることが多い樹種。No.69は母屋の玄関脇に植栽
されている。
・ニシキギ（No.76、82など）：紅葉や赤い実が美しいため、庭木に植えられることが多い樹種。No.76はこの樹
種としては根元直径が約13㎝と太いので、古い木であると思われる。
・カシワ（No.49、160、235）：春に新芽が伸びるまで前年の葉が枝に残っていることから、子孫繁栄の象徴とし
て植えられることが多い樹種。
・ヒイラギ（No.98、116）：葉にとげがあり魔除けとして植えられることが多い樹種。
・ケヤキ（No.110）：建築材として利用されるほか、巨木になるため神聖な木として神社の御神木にもなる樹種。
No.110は胸高直径が約90㎝と太い木であり、樹齢は200年以上と推測される。
・アカマツ（No.172、188）：泉水を中心とした庭園を飾るためのシンボル的な樹種。特に No.172は根元から二
股に分かれた幹が横に這い、泉水の上に張り出す独特の枝ぶり。
・ハギ類（No.178、193）：夏から秋に庭を彩る花として植えられる樹種。庭園の築山に植栽されていた。
・ウメモドキ（No.190、191、195）：赤い実が美しい低木で、庭木として植えられる樹種。庭園の築山にのみ 3
本見られた。
・アカガシ（別名オオガシNo.180、224など）：カシの仲間は「金銭を『貸し』」に通じるため、裏庭に植えられ
ることが多い樹種。前庭にカリン、裏庭にカシを植栽し「金を貸しても借りん」の語呂合わせとする。No.180
は胸高直径が約30㎝あり、築山の常緑樹として庭園の彩りにも利用される古い木と思われる。No.224、226、
230は複数本を連続して植栽し、生垣を造っていた。
・イチョウ（No.58、149）：樹形や黄葉が美しく、また長生きするため寺院の境内などに植えられる。種子を銀
杏として食用にする樹種。No.149は胸高直径が約55㎝と太く、氏神の祠の近くに植えられており、シンボル的
な存在の木である。
・サンシュユ（No.162）：江戸時代中期に中国から伝えられた、果実を薬用に利用する樹種。池の鯉を調理する
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１．はじめに

長野市松代には江戸時代から続く松代藩の武家屋敷が、殿町や代官町、竹山町、馬場町、表柴町などで見られ
る。それらの屋敷の敷地内には周囲の自然を積極的に取り入れた庭園が造られており、松代は「庭園都市」と呼
ばれている（ 1）。各庭園の配置は、門から母屋までの「前庭」、母屋の奥の池と築山を中心とした「庭園」、農
作業や家事をする「作業空間」とにわけられる。また、建物の敷地と区別して自給自足のための「農地」がセッ
トになっている（ 1）。庭園の池は「泉水」と呼ばれ、庭園から隣家の庭園へと水を引く「泉水路」が複雑な水
系を作り上げている（ 2， 3）。これらの庭園を特徴づける要素として植栽する樹木の種類と配置が重要である
（ 4）。前庭は敷地の入り口としてその家を引き立てる空間であり、奥の庭園は泉水を中心に観賞のための空間で
ある。それぞれの目的に即した樹種を植栽すると考えられる。また、樹木だけでなく下層の草本植物にも、庭園
を特徴づける種類が存在する可能性がある。しかし、これまで松代で庭園の植物相に注目した調査は行われてい
なかった。
今回、代官町の佐藤家の敷地内で植物相を調査したのでその結果を報告する。佐藤家は江戸時代の禄高が
百五十石の武士であった。宝暦年間（1751～1764）に裏竹山町から現在の代官町へ移ったことが伝えられており、
母屋は当時からのものであるとされる。棟門形式の茅葺屋根の表門が特徴的であり、江戸時代の母屋、前庭、庭
園、泉水、農地といった、中級武士の住宅様式が良く残されていた。この調査では、敷地内の植物相を把握し、
庭園に特徴的な種類やその配置について検討することを目的としている。なお、2018年 6 月に母屋は取り壊され、
敷地は新宅やガレージを残し更地となったので、本調査は武家屋敷の庭園を植物相の視点から記録に残すもので
ある。

２．調査方法

調査地：長野市松代1452番地　代官町　佐藤家敷地　およそ2,300㎡（およそ700坪）
調査日：（木本）2017年10月18日、10月26日、10月31日、11月 8 日
　　　　（草本）2018年 4 月12日、 5月15日、 6月14日
木本の調査では、樹木 1本ごとに番号をつけ、図面におよその樹冠の形を投影して位置を記録した。それぞれ
の樹木の根本の周囲長をメジャーで計測するとともに、目視でおよその樹高を記録した。根元から複数本が萌芽
している場合や同じ樹種が近くに生育している場合は、それらを 1つのグループ（G）として 1つの番号で記録し、
それらの中で最大の株の周囲長と樹高を記録した。ただし、直径がおよそ 2㎝以下の場合は、目視でおよその直
径を記載し、直径がおよそ20㎝以上の樹木では、胸高（根本から約130㎝の高さ）での周囲長を計測し記録した。
草本の調査では、基本的に開花を確認し種類が判別できた場合に記録した。木本の調査時にも、花から判別で
きた種類を適宜記録した。生育場所を、①門から母屋までの「前庭」、②池を中心とした「庭園」、③「新宅周り」、
④「農地」の 4つのエリアにわけた（図 1）。
これらの調査の際には、可能な限り家の住人であった佐藤夫人に同行していただき、それぞれの植物の由来に
ついての聞き取りに努めた。なお、佐藤夫人は昭和 7年（1932）生まれで、昭和30年（1955）に佐藤家に嫁いで
きた。
調査で記録された各植物種について、薬や観賞などの用途、縁起の良し悪しなどの俗信、日本での栽培の歴史
などを、文献（ 2、 4、 5）から収集しまとめた。

３．調査結果

【①木本】
樹種について
全106種を確認した（品種、不明種を除く、表 1）。一般的な庭木のほか、建築材として用いられるスギやヒノ

松代の武家屋敷　佐藤家庭園の植物相調査についての報告

 中村千賀・田辺智隆
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４．松代文化財ボランティアの会

活動内容
（1）町内ガイド

①松代城・真田邸・文武学校などとその周辺ガイド
②旧白井家表門における湯茶の接待および町内文化財の案内
③旧白井家表門の美化およびにぎわいの演出

（2）真田宝物館展示ガイド
来館者に対する展示ガイド

（3）文化財調査
①松代に所在する文化財の調査活動と調査カードの作成およびデータベース化
②松代町内見学会および自主講座の主催、補助

（4）体験学習等の支援
①真田邸三番土蔵における体験工房（裂き織り、切り紙、布ぞうり作り、琴の体験など）の運営
②真田宝物館主催ワークショップの補助
③学校遠足等における体験講座の実施

（5）その他
①真田邸古襖の下張はがし作業と、その裏打ちおよび整理・目録の作成
②ボランティアの会主催などの研修旅行の実施・参加
③子ども向けブックレット等出版物の作成

甲冑着用体験　補助

松代でひなまつり　ひな人形展示作業

真田宝物館であそぼ！2018
真田邸ガイドツアー（真田六モン探邸隊）
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貸し出し先 資料名 資料番号 展示会名

長野県立歴史館
百鬼夜行図 書画119－ 1 － 2 君は河童を見たか！―水辺の出会

い―百鬼夜行図 書画119－ 1 － 1

熊本県立美術館
石田三成書状 8月 5日付 吉47

細川ガラシャ石田三成書状 7月晦日付 吉45
宇喜多秀家等連署状 8月 2日付 吉39

長野市立博物館

辻村ジュサブロー信之人形

川中島合戦　芝居になる

松代十二箇月絵巻 書画35－ 1
松代天王祭絵巻 書画41－ 1
善光寺祭礼絵巻 書画41－ 4
甲陽軍鑑 典 2－ 1－142
川中島東都錦絵 典 3－ 0－ 6

佐賀県立名護屋城博物館

蓮華王の茶壺 茶38

肥前名護屋―幻の巨大都市―
卯の花の茶壺 茶39
真田信之画像　レプリカ 肖像 3
茜染めの旗 武209－ 2
刀　無名（伝　三原） 刀 4

上越市立歴史博物館

大隊旗 武125

高田藩と戊辰戦争

洋式大太鼓 武133－ 4
銅鑼 武133－ 5
拡声器（ルーフル） 武133－ 6
戊辰戦記 文15－14－ 1 ～ 2
松代藩勤王事略私記 文15－17－ 1 ～ 3
信州侵入賊徒掃攘 文15－21
衝鋒隊戦争略記 文15－25
飯山戦争ノ本末 文28－23－ 5
飯山城下屯集ノ賊掃撃ノ略図 文28－23－19
越後賊徒信州ヘ侵入ニ付防禦之御沙汰書 吉214－ 1 －11－ 2

宇和島市立伊達博物館

法雲院様御詠歌高量院様写 16A012－ 1

大名家と婚礼道具―資料から伝わ
る花嫁への想い―

広蓋 調度18－ 1
広蓋 調度18－ 2
盃 調度21－ 1 － 7
紺絲毛引威二枚胴具足 武144
短冊 書画 3－ 1
真田幸綱（幸隆）画像 肖像 1
法螺貝 武具210

●資料の貸出し●

●資料の受入●

内容 種別

1 北澤家旧蔵資料一括 寄贈

2 真田信弘書状　 1点 寄贈

3 長岡戦争の図　 1点 寄贈

4 仁科家資料　一括 寄贈

5 藤田外記弓術関係伝書　 3点 寄贈

6 松代焼　 2点 寄贈

7 ひな人形　一組 寄贈

8 相澤家文書　一括 寄贈

9 佐久間象山書　 3点 寄託

10 恩田家文書 寄託
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「武士になってみよう！甲冑着用体験」
　常時、体験用甲冑を置き自由に着用できるコーナーを設ける。
　以下の期日には、ボランティアによる着付けを行った。
　　日時　 5月26日（土）、 6月23日（土）、11月24日（土）、 3月23日（土）
　　会場　真田宝物館　真田わくわくルーム
　　 4日間参加人数　130名

国文学研究資料館基幹研究「アーカイブズと地域持続に関する研究シンポジウム」
　「松代藩・真田家の歴史とアーカイブズⅢ」（後援）
　　開催日時　平成31年 2 月23日（土）　13時30分～16時30分　松代支所 2階大会議室
　　参加人数　113人

調査・研究のための閲覧　　　　　　18件
資料写真・画像の提供
　刊行物掲載　　　　　　　　　　　56件
　テレビ放映　　　　　　　　　　　28件
　講座など参考資料として　　　　　12件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　　　　114件

●資料特別利用●
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「真田のなかの武士（もののふ）」
　会期　平成30年 9 月26日（水）～12月24日（月・祝）
　展示内容　 真田家をはじめ、松代藩の武士たちが学んだ武芸の流派についての古文書や武具を展示。

　ギャラリートーク　 9 月26日（水）、 9 月29日（土）　10時～　
　　参加人数　59人

「真田宝物館で福さがし」
　会期　平成30年12月26日（水）～平成31年 3 月25日（月）
　展示内容　館蔵資料の中から、縁起の良いものや干支にちなんだ動物に関する資料を展示。

　ギャラリートーク　12月26日（水）、平成31年 1 月19日（土）　10時～
　　参加人数　52人

「重要文化財　青江の大太刀」
　会期　 4 月11日（水）～ 5 月14日（月）
　展示内容　重要文化財青江の大太刀を展示。

「松代でひなまつり」
　会期　平成31年 3 月 3 日（日）～ 4 月 3 日（水）
　会場　真田邸、文武学校、旧白井家表門
　内容　寄贈された雛人形を展示

「かぶとを折ってかぶってみよう」
　日時　 5 月 3 日（木・祝）　10時～12時、13時～15時
　会場　真田宝物館　わくわくルーム
　内容　大きな画用紙でかぶとを作り、厚紙で六文銭の前立をつけてかぶってみよう
　参加人数　18人

「宝物館であそぼ！2018」
　日時　 7 月28日（土）
　会場　真田宝物館・文武学校・真田邸・旧横田家住宅・象山記念館
　内容　水鉄砲作り、昔のあそび、わらあそび、真田邸探検
　　　　かざぐるまづくり、藍染め体験、綿でマスコット作り、
　　　　甲冑着用体験、昔のお金にさわってみよう（古銭の拓本とり）
　　　　  バードコール作り、石臼でそばクレープ作り。スタンプラリーは、

ボランティア手作りの消しゴムはんこを使用した。
　参加人数　のべ379名

●特集展示●

●教室講座事業●

石臼でそばクレープを作ろう わらで遊ぼう
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３．平成30年度事業概要（平成30年 4 月 1 日～平成31年 3 月31日まで）

●特別展示●

松代藩の戊辰戦争
　会期　平成30年 6 月30日（土）～ 9 月24日（月・振休）
　展示内容　  戊辰戦争から150年を機に、藩主や家臣・領民にとっての戦争と維新について紹介。

関連行事
　記念講演会①　「松代藩真田家の戊辰戦争」
　　　　　　講師　  箱石大さん（東京大学史料編纂所准教授）
　　開催日時　平成30年 8 月25日（土）　14時～
 松代支所 2 階大会議室
　　参加人数　144人

　記念講演会②　「松代領民の戊辰戦争」
　　　　　　講師　柳澤哲さん（元長野県立歴史館文献史料課長）
　　開催日時　平成30年 9 月 9 日（日）　14時～
 松代支所 2 階大会議室
　　参加人数　99人

　ギャラリートーク
　　 6 月30日（土）、7 月 4 日（水）、8 月 8 日（水）、8 月11日（土・祝）
　　いずれも10時～
　　参加人数　計　125人

　ワークショップ①　鉄砲に触れてみよう！
　　実物の鉄砲を持って、重さを体験する。
　　　開催日時　 8 月 4 日（土）　10時～12時、13時～15時
 真田宝物館　わくわくルーム
　　　参加人数　41人

　ワークショップ②　割りばし鉄砲、空気砲で遊ぼう！
　　割りばし鉄砲と空気砲で自由に遊ぶ。
　　　会期中自由参加　　真田宝物館　わくわくルーム

「はん―真田家の花押と印章―」
　会期　平成30年 3 月28日（水）～ 6 月24日（日）
　展示内容　真田家伝来の印章や、花押が書かれた文書を展示。

関連事業
　ワークショップ　「プラ版で花押ストラップをつくろう！」
　　開催日時　平成30年 5 月12日（土）　10時～12時、13時～15時
　　参加費　100円
　　参加人数　24人　真田宝物館わくわくルーム

　ギャラリートーク　 3 月28日（水）、 3 月31日（土）　10時～
　　参加人数　36人

●企画展示●

真田信之印章
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  上田市立博物館へ資料調査旅行（溝
辺・山中）

 7 日 いいづな歴史ふれあい館へ資料調査
（小山・大日方・山中）

 15日 川口市へ資料調査旅行（降幡・溝辺）
  町内個人宅へ資料調査（山中）
 18日 象山記念館展示替え
 21日 信州大学から典籍調査来館　
 25日 真田宝物館展示替え
 26日 ギャラリートーク
  資料返却（溝辺）
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 10日 大阪へ資料調査旅行（降幡）
 11日 ギャラリートーク
 17～18日 新潟県へ資料調査旅行（降幡）
 20日 上越市立歴史博物館から資料調査来館
 22日 象山保育園講師派遣（降幡）
 25日 講演会「松代藩真田家の戊辰戦争」開

催（講師：箱石大さん）
 26日 東洋大学から資料閲覧来館
 28日 学芸打ち合わせ
 30日 企画展のための展示写真撮影（溝辺）
 9 月 1 ～ 4 日 共同研究により群馬県へ資料調査旅行

（山中）
 6 日 市立長野高校ながのろじー講師派遣

（山中）
  企画展のための展示写真撮影（溝辺）
  長野市内個人宅資料受領（降幡）
 7 日 信濃美術館から資料調査来館
  文武学校改修・展示打ち合わせ
 9 日 講演会「松代領民の戊辰戦争」開催

（講師：柳澤哲さん）
 10日 裾花中学校講師派遣（降幡）
 10～12日 同志社大学他から資料調査来館
 15～16日 横浜薬科大学から資料調査来館
 18日 象山記念館展示替え
 18日 中国石家荘市視察
 20日 佐賀県立名護屋城博物館から資料借用

来館
  学芸打ち合わせ
 21日 沼田市教育委員会から調査来館
 25日 真田宝物館展示替え
 26日 ギャラリートーク
  上越市立歴史博物館から資料借用来館
 27日 HP リニューアル打ち合わせ
 27日 市立長野高校ながのろじー講師派遣

（降幡）
 29日 ギャラリートーク
 10月 2 日 熊本県立美術館から資料返却来館
 4 日 市立長野高校ながのろじー講師派遣

（溝辺）
 11日 諏訪市公民館講師派遣（降幡）
 12日 HP リニューアル打ち合わせ
 13日 宇和島市立伊達博物館から資料借用来

館
 17日 HP リニューアル打ち合わせ

 18日 大和郡山市視察
 21日 長野市みどりの見学
 19～21日 九州国立博物館ほかへ調査旅行（降幡）
 24日 古里公民館講師派遣（降幡）
  県史料協研修参加（溝辺・小山・

大日方・山中）
 25～26日 尼崎へボランティア研修旅行（小山・

山中）
 27日 長野県カルチャーセンター講師派遣

（降幡）
 30日 特別展資料返却旅行（降幡）
 11月 2 日 更北公民館講師派遣（降幡）
  信州大学から典籍調査来館
 3 日 群馬県立歴史博物館へ図書出版会議旅

行（山中）
 6 日 資料撮影
 7 日 京都市・福井県へ資料調査旅行（大日

方）
 9 日 HP リニューアル打ち合わせ
 12日 京都市・彦根市へ資料調査旅行（溝辺）
 13日 長岡へボランティア研修旅行同行（降

幡）
 16日 信州大学から典籍調査来館
  綿内公民館講師派遣（降幡）
 16～18日 第41回全国町並みゼミ開催
 17日 佐賀県立名護屋城博物館から資料返却

来館
 19～20日 国文学研究資料館へ資料撮影旅行（溝

辺）
 20日 資料撮影
 23日 全国歴史の道大会参加（降幡）
 24日 甲冑着用体験
 26～28日 国文学研究資料館から資料撮影来館
 27日 長野県文化財パトロール
  学芸打ち合わせ
 28日 HP リニューアル打ち合わせ
 30日 長野市立博物館から資料返却来館
 12月 2 日 名誉館長真田幸俊氏テレビ番組収録
 4 日 資料撮影
 4 ・ 5 日 長野県警察学校講師派遣（降幡）
 5 日 宇和島市立伊達博物館から資料返却来

館
  上越市立歴史博物館から資料返却来館
 6 日 松本市へ資料受領旅行（降幡）
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山中）
 28日 長野県カルチャーセンター講師派遣

（降幡）
 5 月 3 日 「かぶとを折ってかぶってみよう」開

催
 8 日 刀剣手入れ
  市内個人宅へ資料調査（米澤・山中）
  宝物館であそぼ！探邸隊トライアル
 9 ～10日 長岡市・会津若松市へ資料調査（降幡）
 12日 ワークショップ「プラ板で花押スト

ラップをつくろう！」開催
 13日 国文学研究資料館基幹研究「アーカイ

ブズと地域持続に関する研究」研究会
出席（降幡）

 15日 青江の大太刀撤収作業
 15・16日 長野県シニア大学講師派遣（降幡）
 16日 長野県立歴史館へ資料調査（米澤・山

中）
 16・17日 長野県警察学校講師派遣（降幡）
 17日 上田方面へ資料調査旅行（米澤・山中）
  長野県立歴史館より資料調査来館
 18日 東京都個人宅へ寄贈資料受取旅行（降

幡）
  横田家住宅藍の植え替え
 21日 市内個人宅へ資料調査（米澤・山中）
 22日 資料撮影
 22～23日 職場体験受入（松代中学校）
 23日 群馬県立歴史博物館から資料返却来館
 26日 甲冑着用体験開催
  岡谷市郷土学習館講師派遣（降幡）
 29日 県立歴史館へ資料調査（米澤・山中）
 6 月 2 日 町内個人宅資料調査（山中）
 5 日 飯山市ふるさと館より資料調査来館
 6 日 特別展ワークショップトライアル
 7 日 長野県立歴史館より資料借用来館
 8 日 信州大学より典籍調査来館
 12日 宝物館であそぼ！水鉄砲トライアル
 13日 歴史まちづくり推進会議出席（降幡）
  長野県立歴史館へ資料調査（山中）
 16日 日本庭園学会見学会
 17～18日 比叡山・彦根へボランティア研修旅行

同行（小山）
 20日 宇和島市立伊達博物館より資料調査来

館

 21日 長野県史料協総会出席（降幡）
  長野県高等学校図書館協議会総会講師

派遣（山中）
 22日 長野県立歴史館へ資料調査（山中）
 23日 甲冑着用体験開催
 25～29日 館内清掃・防虫作業、展示替えのため

臨時休館
 30日 特別展「松代藩の戊辰戦争」開幕、ギャ

ラリートーク
 7 月 3 日 県立歴史館へ資料調査（山中）
 4 日 ギャラリートーク
  上田市真田町へ資料調査旅行（山中）
  宝物館であそぼ！かざぐるま作りほか

トライアル
 6 日 宝物館であそぼ！拓本とりトライアル
 6 ～ 7 日 国文学研究資料館へ資料調査および神

奈川県個人宅寄託資料受取旅行（降幡）
 11日 宝物館であそぼ！わらであそぼう！ト

ライアル
 14日 神奈川県立歴史博物館から資料調査来

館
 15日 前島邸を護る会歴史講演会講師派遣

（降幡）
 17日 松代地区住民自治協議会講師派遣（降

幡）
 18日 学芸打ち合わせ
  宝物館であそぼ！藍の生葉染め、わた

でマスコット作りトライアル
 19日 宝物館であそぼ！最終打合せ
 20日 信州大学から典籍調査来館
 21日 松代学講座講師派遣（降幡）
  町内個人宅へ資料調査（山中）
 23日 熊本県立美術館から資料借用来館
 26日 長野市立博物館から資料借用来館
 27日 宝物館であそぼ！前日準備
 28日 「宝物館であそぼ！2018」開催
 8 月 2 日 長野上水内教育会講師派遣（降幡）
 3 日 長野県立歴史館から資料返却来館
 4 日 ワークショップ鉄砲に触れてみよう開

催
 6 日 松代ライオンズクラブ講師派遣（降幡）
  天理大学・信州大学から資料調査来館
 7 日 特別展一部展示替え
 8 日 ギャラリートーク
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 1 月11～12日 群馬県立歴史博物館、文書館へ資料調
査旅行（米澤・山中）

  長岡市調査旅行（降幡）
 13日 ギャラリートーク
 15日 須坂市立博物館基本計画策定委員会出

席（米澤）
 16日 長野県立歴史館へ資料調査
 17日 子ども向けブックレット作成打ち合わ

せ
 17日 かがやきひろば吉田講師派遣（降幡）
 18～21日 刀剣撮影
 19日 府中市立郷土の森歴史博物館から資料

借用来館
 23～24日 彦根市・京都市へ調査旅行（山中）
 23日 長野県立歴史館へ資料調査
 26日 信州大学より典籍調査来館
 2 月 3 ～ 5 日 共同研究により群馬方面へ資料調査旅

行（米澤・山中）
 8 日 長野市立博物館から資料調査来館
 10日 ボランティア養成講座講師派遣
  ラジオ番組出演（降幡）
 13日 企画展一部展示替え
 14日 ギャラリートーク
 15日 「真田宝物館であそぼ！2018」第 1 回

打合せ
 16日 長野県博物館協議会研修
 17日 ボランティア養成講座講師派遣
  講演会開催（講師：谷口央さん）
 18日 山寺塾講師派遣（降幡）
 20日 資料撮影
 21日 七二会公民館講師派遣（降幡）
 24日 ギャラリートーク
  諏訪教育会講師派遣（降幡）
 26日 雛人形展示
 27日 松代藩文化施設管理委員会開催
 28日 文献史料保存活用講習会参加（溝辺・

小山・山中）
 3 月 1 日 体験用甲冑メンテナンス
 1 ～ 2 日 国文学研究資料館へ資料調査旅行（山

中）
 2 日 長野県立歴史館から資料調査来館

 6 日 群馬県立歴史博物館から資料借用来館
 6 日 資料撮影
 8 日 「宝物館であそぼ！2018」第 2 回打合

せ
 12日 佐賀県立名護屋城博物館より資料調査

来館
 13日 須坂市立博物館基本計画策定委員会出

席（米澤）
  資料撮影
 14～15日 東京方面資料調査旅行（溝辺）
 15日 信州大学学知アーカイブシンポジウム

参加（山中）
 17日 山梨方面へ資料調査旅行（米澤）
  ラジオ番組出演（降幡）
 19～20日 国文学研究資料館へ資料調査旅行（降

幡）
 21日 長野県立歴史館へ資料調査（米澤・山

中）
 22～25日 国文学研究資料館から資料調査来館
 22日 府中市郷土の森歴史博物館から資料返

却来館
 22日 東京方面へ資料調査旅行（溝辺）
 27日 展示替え
 28日 ギャラリートーク
 30日 信綱寺、山家神社へ資料調査旅行（米

澤・山中）
 31日 ギャラリートーク
 4 月 3 日 松代文化財ボランティア総会講演会講

師派遣（溝辺）
 6 日 雛人形撤収
 10日 青江の大太刀展示作業
 11日 花押ストラップ作りトライアル
 12日 代官町佐藤家庭園調査
 18日 中部公民館講師派遣（降幡）
 19日 「宝物館であそぼ！2018」第 3 回打合

せ
  新聞取材対応（山中）
 20日 松代公民館郷土史講座講師派遣（山中）
 23日 横田家住宅種まき
 24日 写真撮影
 27日 東京都個人宅へ資料調査旅行（米澤・

２．管理事務所日誌（平成30年 1 月 1 日～12月31日）
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の教育に努めた。

（9）煙雨亭（佐久間象山茶室）
煙雨亭は、もとは佐久間象山が京都で最後に暮らした居宅内にあった茶室であった。元治元年（1864）、幕命
で上洛した佐久間象山は「煙雨楼］と名付けた居宅に暮らしたが、同年に暗殺された。その後、煙雨楼は料亭の
所有となって昭和37年（1962）に解体されたが、保存されていた茶室の部材を昭和57年（1982）に市が譲り受け
て、象山神社の脇に移築・復元した。茶室には、もともとなかった屋根を加えたが、室内は昔の面影をとどめて
いる。
現在は、茶会の会場などとして活用されている。

（10）佐久間象山宅跡（長野県指定史跡）
佐久間象山宅跡は、象山神社の西隣にある面積879㎡の敷地跡である。現在は、わずかに古井戸が残るのみで
あるが、象山在世の頃は、住宅のほかに藩主の休憩所、槍・剣術道場、学問所などがあった。象山は文化 8年（1811）
にこの家で生まれ、天保10年（1839）の 2度目の江戸留学までの29年間ここに暮らし、藩の青年たちに学問を教
えて後進の指導に努めた。
昭和35年（1960） 2 月11日に県史跡に指定された。

（11）旧樋口家住宅（長野市指定有形文化財）
樋口家は、松代藩の目付役などを務めた家であり、江戸時
代末期の禄高は230石であった。真田邸（新御殿跡）に隣接
する現在地には、明和 2年（1765）に移っており、江戸時代
末期に建てられた土蔵や茅葺の主屋と長屋が現存している。
主屋前面には池を中心とする庭園があり、東側の隣家から西
側の隣家へと流れる松代特有の泉水路がみられる。
平成18年度から保存修理工事を行い、平成22年 6 月より一
般公開している。

（12）旧前島家住宅（長野県宝）
前島家は、江戸中期に300石、末期には200石の禄高の中級
武士の家である。現在の松代町・松山町の敷地は、真田家の
松代入封以来、前島家の屋敷地であったと伝えられており、
江戸時代の主屋、土蔵、三社（神祠）、庭園等が現存する。
特に主屋は宝暦 9年（1759）の建築であり、松代町に現存す
る武家屋敷の中で最も古い時代に属する。
平成17年度から保存修理工事を行い、平成22年 9 月より一
般公開している。

（13）松代藩鐘楼（長野市指定有形文化財）
松代藩鐘楼は、城下の藩士や町人に時を告げるため、真田
信之によって寛永年間（1624～43）に現在の片羽町に設けら
れたといわれている。享保 2年（1717）の大火以降、再建と
焼失を繰り返し、天明 8年（1788）の焼失後、従来の火之見
櫓兼鐘楼 1棟を分離し、火之見櫓と鐘楼が別々に建造された。
現在の建物は享和元年（1801）に再建されたもので、幕末に
は、佐久間象山がこの鐘楼を使って電信機実験を行ったとい
う伝承が残されている。昭和42年（1967）、長野市の有形文
化財に指定され、平成26年 4 月に保存改修工事が終了した。
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（4）旧横田家住宅（国指定重要文化財）
主屋、表門、土蔵は19世紀前半、隠居屋は19世紀中頃の建築と考えられる。明治になって横田家が東京に移住
し、昭和59年（1984）になって、敷地北側半分と建物が長野市に譲渡される。中級武家住宅の一典型で、付属屋
も整い、旧態をよくとどめていることから、昭和61年（1986） 1 月に国の重要文化財に指定、昭和64年（1989）
1 月から保存修理工事が行われ、平成 4年（1992） 6 月から一般公開となった。平成30年度から茅葺屋根ふきか
え等の保存改修工事を行なっている。

（5）象山記念館
昭和39年（1964）、地元有志によって佐久間象山先生100年祭奉賛会が設立され、翌年 9月に展示施設としての
象山記念館が完成した。しばらくは奉賛会が本館の管理運営を行っていたが、昭和42年（1967） 3 月、同奉賛会
から長野市に記念館が譲渡され、同年 4月に開館し、昭和63年（1988）10月には展示室を増築した。
年間 4回の展示替えを行い、佐久間象山の業績を紹介し、遺品・遺墨を展示している。

（6）旧白井家表門（長野市指定有形文化財）
旧白井家表門は、もと松代町柴町にあったもので、平成12
年（2000）に文武学校正面（南側）に移築復元された。三間
一戸形式の長屋門で、間口が20メートルあり、弘化 3年（1846）
に建てられたものである。
平成13年（2001） 4 月 1 日、文化課（現・文化財課）から
当所へ移管された。現在は、松代文化財ボランティアの会の
拠点施設として、来訪者に対する松代のガイドや、湯茶の接
待を行っている。

（7）松代城（国指定史跡）
松代城は、武田信玄が築かせた海津城がはじまりといわれ、
城ができた時期ははっきりとはしないが、永禄 3年（1560）
頃には完成していたとされる。
武田家滅亡後は、織田信長の家臣・森長可や上杉景勝の支
配するところとなった。
江戸時代になると、森忠政・松平忠輝・松平忠昌・酒井忠
勝らが居城としたが、元和 8年（1622）に、上田城主であっ
た真田信之が松代に移封される。その後、明治維新を迎える
まで、真田家が松代を居城とした。なお、藩主の御殿は江戸
時代のなかばまでは本丸にあったが、その後「花の丸」とい
う三の丸にあたる場所に移された。本丸石垣・門などの改
修・復元工事が終了し、平成16年（2004）から一般公開している。

（8）山寺常山邸（書院・表門・頌徳門は国登録文化財、庭園は国登録記念物）
山寺常山邸には、江戸時代末期に建てられたと推定される
表門とこの表門の南側に大正時代終わりから昭和初期にかけ
て建てられたと推定される書院（萬竹庵）が残されている。
山寺家は、松代藩で知行160石の中級武士の家格であり、
江戸時代の終わりには山寺常山を輩出し、鎌原桐山、佐久間
象山とともに松代の三山と称えられた。常山は号で、幼名を
久道、のちに信龍と名乗り、通称を源大夫といった。常山は
若い頃、江戸に出て儒学者佐藤一斉や中村敬宇らと親交を深
めた。八代藩主・真田幸貫の信頼も厚く、藩政にも尽力し、
寺社奉行や郡奉行を務めた。明治になってからは中央政府の
招きを固辞して松代に留まり、晩年は長野に塾を開いて門人
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１．松代文化施設等管理事務所の沿革

松代文化施設等管理事務所は、市の機構改革により平成16年（2004）4 月 1 日から新たに発足した組織であり、
旧松代藩及び真田家に関する文化的遺産の保存及び活用を図ることによって、郷土の歴史と文化に親しみ、その
知識と理解を深め、豊かな市民文化の発展に寄与することを目的として設置されている。現在、同管理事務所は
真田宝物館・真田邸・文武学校・旧横田家住宅・象山記念館・旧白井家表門・松代城・山寺常山邸・煙雨亭・佐
久間象山宅跡に加え、平成22年度に保存整備が完了し一般公開が開始された旧樋口家住宅・旧前島家住宅、平成
25年度に保存整備が完了した松代藩鐘楼の計13施設を管理・運営し、以下の業務を行っている。
⒈松代周辺における旧松代藩及び真田家に関する資料の適正な管理・活用を行う。
⒉収集・保管・展示・調査研究、及び教育普及活動の多角的機能を有機的に関連させた活動を行う。
⒊市民の郷土研究、文化活動のための情報センター的機能を果たす役割を担う。
⒋市民が親しみをもち、同時に学校教育とも深い関係をもつものとする。
また、松代文化施設等管理事務所には、文化的遺産の保存等について必要な事項を審議するための、松代藩文
化施設管理委員会が設置されている。

各施設の概要
（1）真田宝物館
昭和41年（1966） 5 月27日、真田家12代当主・幸治氏によって、同家に伝承されてきた資料が当時の松代町に
一括譲渡された（同年10月に松代町は長野市と合併したため、長野市の所有となった）ことから、県立松代高等
学校移転後の校舎を改造して昭和44年（1969） 7 月 1 日に真田宝物館がオープンした。真田家の大名道具の展示
が目的とされ、昭和52年11月に鉄筋コンクリートの新館を増築、昭和63年（1988） 3 月には収蔵庫が完成し、真
田邸内の 7つの土蔵に収納されていた資料の大部分を移転収蔵している。当初は観光課の所管であったが、その
後、教育委員会の所管となる。年間 4回の展示替えがあり、常設展示のほか、特定のテーマを決めて年 1回の「特
別展」と年 3回の「企画展」を実施している。

（2）真田邸（国指定史跡）
文久 3年（1863）から翌年にかけて建てられた九代藩主・
真田幸教の母親の住居で、いわば「隠居所」のような建物で
ある。「新御殿」と名づけられ、明治維新後は真田家の私邸
となり、昭和41年（1966） 5 月、松代町に譲渡（売却）され
た。昭和56年 4 月11日に松代城と一体のものとして、国の史
跡に指定された。敷地は7,973平方メートル（約2,416坪）、
御殿は一部 2階建てである。平成22年に主屋の全面改修工事
が終了し同年 9月より一般公開している。

（3）文武学校（国指定史跡）
藩士子弟の学問・武芸を奨励するため、八代藩主・真田幸貫、九代藩主・幸教が嘉永 6年（1853）に完成させ、
翌々年に開校した。建設当初の遺構をほぼ完全なかたちで伝えている。明治元年（1868）には兵制士官学校を併
設し、明治 4 年（1871） 9 月、廃藩のため閉校となる。明治 5 年（1872）、長国寺の火災に伴い、槍術所がその
庫裏として移築・転用された。その後は松代小学校の校舎としても使用され、昭和28年（1953） 3 月に国の史跡
に指定、昭和48年（1973）から保存修理工事に着手し、同54年（1979）から一般公開している。文武学校は、儒
学中心の藩校から近代的学校建築への過渡期の史跡で、文学所、教室 2 棟（東序・西序）、剣術所、柔術所、弓
術所、文庫蔵、番所、門などからなる。平成 8年（1996）、長国寺の庫裏として利用されていた旧槍術所が戻され、
創建当初の状態に復元された。平成29年度から保存改修工事が行われている。
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